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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　どうもはじめまして。この本の著者である伊藤和幸です。

　自分の書いている別の本を読んでいただけている方は、お久しぶりです。

　まずは、本書を手に取っていただけたことに感謝を。ありがとうございます。




　この本はＴＰＲＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』の〝リプレイ〟です。

　ここではＴＲＰＧやリプレイに初めて触れる方のために、まずは簡単な解説をさせていただきましょう。




　ＴＰＲＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、将棋やトランプ、麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧというと、いわゆるコンピュータゲームのそれを思い浮かべる方が多いと思いますが、ＴＲＰＧはテレビやゲーム機のような電子機器を必要とはしません。

　筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブックと一緒に遊ぶ仲間、そしてゲームを楽しもうという心さえあれば、誰にでも遊ぶことができます。




　このＴＲＰＧというゲームは、ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれるゲームの司会進行役のもと、参加者は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進めていきます。

　イメージとしては、仲間同士でアドリブで演劇をして楽しむような感じでしょうか。




　そして、ＴＰＲＧを遊んだ風景を文章として書き起こしたものが〝リプレイ〟です。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧルール『ＤＸ３』の舞台は、現代にごく近い近未来。一見平穏な世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特殊なウィルスによる侵蝕を受けており、オーヴァードと呼ばれる超常能力を持った人間たちが、密かに戦いを繰り広げています。




　簡単にではありますが、ＴＰＲＧやリプレイ、『ＤＸ３』について解説したところで、最後はリプレイで使用される特徴的な用語について触れさせていただきます。




セッション：一回のゲームプレイのこと。参加者が集まり、解散するまでを指す。

ＧＭ：ゲームマスターの略。プレイの進行役を担い、そのセッションのシナリオを用意する役目の参加者。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者のこと。各自ひとりのキャラクターを作り、それを操ることでゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作ったキャラクターのこと。さまざまな能力値や技能、特殊能力などが設定されている。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターのこと。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ３』は十面体のダイスを複数個使用する。

レネゲイド：謎のウィルス。感染・発症するとさまざまな超常能力を使えるようになる。

オーヴァード：『ＤＸ３』において、レネゲイドに侵蝕されたキャラクターのこと。その情報は世界的に隠匿されている。

ジャーム：レネゲイドによって理性をなくしたオーヴァードのこと。

侵蝕率：オーヴァードがどの程度、レネゲイドによる影響を受けているかを表わす数値。この数値が一定値以上でゲームを終えると、ＰＣはジャーム化してしまう。

ＦＨ：ファルスハーツの略。レネゲイドの力を悪用し、世界各地でテロ活動を行なう犯罪組織。その詳細は謎に包まれている。




　それでは、そろそろ解説を切り上げて、本編に移りましょう。

　よろしければ、最後までおつき合いください。
















　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変貌していた。

　今より少し未来、世界は未知のウィルスによって侵蝕されていた。

　中東某国の遺跡で発見されたそのウィルスの名前は〝レネゲイド〟。それに発症した者は〝オーヴァード〟と呼ばれ、さまざまな超人的な力を得ることになった。〝シンドローム〟という名で系統化された能力は、人間には不可能なことも可能にした。

　だが、超常の力を得た彼らは、ひとつ大きな問題を抱えていた。

　人間性の低下、理性の消失にともなう暴走現象───〝ジャーム化〟である。

　レネゲイドに侵蝕された者による事件は日増しに増大していき、各国政府はひとつの組織の提唱のもと、レネゲイドに関する情報を封鎖・秘匿した。

　その組織の名は、〝ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク〟、通称ＵＧＮ。オーヴァードと一般市民の共存を掲げ、レネゲイド事件の解決に尽力する組織である。いつもと変わぬ日常の裏側で、彼らは日夜戦い続けている。

　世界はすでに変貌しているのだ。ただ、人々がそれを知らないだけで……。

　そして、レネゲイドの拡散から二十年の歳月が経った───。
















　　　　PREPLAY




　というわけで、二〇〇九年某ぼう月げつ某ぼう日じつ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室。

　俺おれ、伊い藤とう・和かず幸ゆきは、『ダブルクロス』シリーズのデザイナー矢や野の・俊しゆん策さくと打ち合わせをしておりました。机つくえの上に置かれているのは、クリップで止められた一冊さつの紙束。一番上の紙には、『ダブルクロス The 3rd Edition』の文字が書かれています！




矢野：さて、伊藤君はもうすでに知っていると思うけど、『ダブルクロス』シリーズの最さい新しん版ばん───『ダブルクロス The 3rd Edition』が、富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんから発売されることになる！

伊藤：いよいよですね。『ＤＸ２』発売から６年越ごしの版はん上げ、おめでとうございます！

矢野：ありがとう！　ルールブック１の発売は七月！　さらに、同時にリプレイを出しゆつ版ぱんすることが決まっている！　ちなみにリプレイを書くのは、伊藤君、キミだ！

伊藤：はい！　…………はい？

矢野：だから、『ＤＸ３』の初リプレイの書き手は伊藤君で決定したんだってば（笑）。

伊藤：なっ、なんですと───っ!?

矢野：伊藤君は『ダブルクロス』シリーズに長く関わってきてるし、リプレイも一シリーズ＝『エクソダス』を完結させてる。『ＤＸ３』最初のリプレイを任まかせるには適てき任にんなんだよ。

伊藤：な、なるほど。ご指名ありがとうございます！

矢野：ちなみにルールはほぼ完成してる。データには細かい調整が入るかもしれないけどね。『ＤＸ２』から『ＤＸ３』になってどう変わったかは、実じつ際さいに読んでもらった方が早いかな。

伊藤：ああ、この紙束ですね。では、ちと拝はい見けんさせてもらいます。（紙束をめくりながら）ふむふむ……なるほど、こう変わって……おっ、これ新しいルールですね……。

矢野：……どうかな？

伊藤：いいですねえ。ルール読んだら、めっちゃ遊びたくなってきました（笑）。

矢野：そう言ってもらえると嬉うれしいよ（笑）。それじゃあ、リプレイはよろしく頼たのんだ！

伊藤：はっ、了りよう解かいです！　ところで、参加するプレイヤーってもう決まってるんですか？

矢野：うん。まず俺と藤ふじ井いさんに、社長ね。あと、師走しわすトオルさんが参加してくれるよ。

伊藤：はいっ？　あの……師走トオルって、富士見書房で活かつ躍やく中のライトノベル作家の？

矢野：そうだよ。『タクティカル・ジャッジメント』とか、『火の国、風の国物語』とか執しつ筆ぴつしてる師走トオル先生。社長が講こう師しをしてたデジタルエンタテインメントアカデミーの卒業生らしくてさ。声をかけたら快こころよく応おうじてくれたそうだ。

伊藤：な、なんですと───っ!?




　会議室に木こ霊だまする叫さけび声ごえ。『ＤＸ３』初リプレイを担たん当とうするというだけでなく、出版業界の偉い大だいな先達の思わぬ参加に、プレッシャーも倍ばい増ぞうです。




　大だい丈じよう夫ぶか、俺？　いや、大丈夫だ、俺！（[image: ]自家発電）




　さあさあ、いつまでもプレッシャーに負けてはいられません！

　新たに生まれ変わった『ＤＸ３』の最初のリプレイなのです。気合いを入れていかねば！

　こうして俺は、鼻息も荒あらく、早速シナリオの作成に取りかかり始めました。




　そして、時は過すぎて春まっさかりのとある日。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には五人の男女が集まりっていました。

　俺と、『ＤＸ３』のリプレイ第一弾だん───『ジェネシス』に参加する面々です。

　それでは、まず最初に、セッションに参加するプレイヤーの面々をご紹しよう介かいしましょう。





▼矢野俊策（以下、矢野）



　言わずと知れた、『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。そして、数々のリプレイに加え、さらに小説執筆まで手がける、偉い大だいなる先達です。

〝クレバー矢野〟〝王子〟〝薔薇ばら〟など、さまざまなふたつ名を持つ、いじられ属ぞく性せいの持ち主でしたが、今ではすっかり成長して、いじってもよしのオールラウンダーなお方に。

　矢野俊策が満を持して送り出す『ダブルクロス The 3rd Edition』。文庫サイズで大変お求めやすくなってもおりますので、本リプレイと共に是ぜ非ひお買い上げを！





▼師走トオル（以下、師走）



　富士見ファンタジア文庫より発売中の大人気ライトノベルシリーズ『火の国、風の国物語』の著ちよ者しや。かつて鈴吹太郎すずふき・たろうが講師をしていた、デジタルエンタテインメントアカデミーの生徒で、その縁えんで今回、『ジェネシス』シリーズに参加していただけることに！

　なんともノリの良い性せい格かくで、ガンガンネタを飛ばしては、場を盛もり上あげていく、熱い魂たましいを持つナイスガイ。そして、今回の参戦が決定した際さい、『ダブルクロス』について知らねばならぬと、ネットなどを駆く使しして、シリーズ全体の予習をしてきた強者でもあります。

　そんな彼かれがいったいどのようなプレイをみせてくれるかは、本ほん編ぺんをご確かく認にんください。

　師走トオル先生入にゆう魂こんの『火の国、風の国物語』シリーズ、絶ぜつ賛さん発売中です！





▼藤井忍ふじい・しのぶ（以下、藤井）



『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる　果てなきカーニバル』掲けい載さいリプレイ「ティーパーティーへようこそ」でリプレイライターとしてデビューした、フリーライター。現げん在ざいはＦＢオンラインにて、アルシャードガイアＲＰＧリプレイ『君といるセカイ』を執筆中。

　今回の紅こう一いつ点てんであり、セッションをしているとまれに、「はにゃー」や「うぐぅ」と素す敵てきな声で鳴いて、参加者の心を癒いやしてくれます。また、数々のリプレイでヒロイン役として奮ふん闘とうしてきた人でもあり、今回はどのような可か愛わいらしいキャラクターをやってくれるのかと思うと……楽しみでなりません！





▼鈴吹太郎（以下、鈴吹）



　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズのデザイナー。その立場ゆえに、みんなから〝社長〟と呼よばれています。常つねにＴＲＰＧの最さい先せん端たんを走る先達。そして、三度の飯よりＴＲＰＧが好きで、どんなに忙いそがしくてもプライベートでも遊び、ＴＲＰＧとは面白いものなのだということを、まさに身体で体たい現げんするようなお方でもあります。

　リプレイのプレイヤーとしても数々のセッションに参加しており、猫ねこやロボット、果ては軌き道どう衛えい星せいと、非ひ人にん間げん系けいのキャラクターになることが多いのが特とく徴ちよう。「本当は人間のキャラクターがやりたいんだよ！」とは本人の弁べん。でも、社長。非人間系のキャラクターをロールプレイしてる時、超ちよう楽たのしそうに見えるのは気のせいじゃないですよね？




　以上、四名のプレイヤーに、ＧＭの俺、伊藤和幸を加えた五名で送る、『ダブルクロス The 3rd Edition・リプレイ・ジェネシス』シリーズ。

　最後までおつき合いしていてだければ幸いです。

　長々と説明してきましたが、そろそろセッションを開始しましょう。

　ここからは、リプレイ本編をお楽しみ下さい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




伊藤（以下、ＧＭ）：みなさん、おはようございます！

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：これより、『ＤＸ３』リプレイ第一号となる『ジェネシス』シリーズ第一話の収しゆう録ろくを開始します。みなさん、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：さて、まず最初に本リプレイの目玉のひとつでもある、ゲストをご紹介しましょう。富士見書房のファンタジア文庫にて活躍中の小説家、師走トオル先生です！

師走：どうも、師走です。みなさん、よろしくお願いします！

一同：わー、ぱちぱちぱち！

矢野：しかしまさか、師走先生とセッションをご一いつ緒しよできる機会が来ようとは（しみじみ）。

藤井：なんだか矢野さん、さっきから妙みように嬉うれしそうですよね（笑）。

矢野：俺、師走先生のファンなんですよ。お話する機会が持てればと思っていたので、セッションをご一緒できて純じゆん粋すいに嬉うれしくて。今日はよろしくお願いします（深々とおじぎ）。

師走：これは丁てい寧ねいにどうも。こちらこそよろしくお願いします（笑）。

ＧＭ：さて、軽く挨あい拶さつも終えたところで、師走さんに少々質しつ問もんを。師走さんは、『ダブルクロス』の経けい験けんはありますか？　シリーズのどれでも構かまわないのですが。

師走：ＴＲＰＧは昔にちょっと遊んだことがありますけど、『ダブルクロス』は今回初めてですね。ただ、社長からお話をいただいてから、ネットとかで『ダブルクロス』については調べました。昔のバージョン……『ＤＸ２』の情じよう報ほうが主ですけど（笑）。

矢野：わざわざ調べてきてくれたんですか？

師走：せっかく声をかけてもらったので、気合いを入れようと思って（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。どうやらみなさん、『ダブルクロス』についての知ち識しきがあるようですね。ただ、今回は初リプレイですし、復ふく習しゆうの意味も込こめて『ＤＸ３』がどんなゲームなのかについて説明させてもらいますよ。

師走：私わたしとしても、そうしてもらえると助かります。うろ覚えな部分もあるので（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいです（笑）。では……。『ＤＸ３』はいわゆる、異い能のうバトルもののＴＲＰＧです。舞ぶ台たいとなるのは、俺たちの住む現げん代だいとほぼ同じ世界観を持つ近未来。ただ、ひとつ違ちがうのは、その世界が〝レネゲイド〟と呼よばれる未知のウィルスの侵しん蝕しよくを受けていることです。

師走：えーっと……確たしかそのウィルスに感かん染せん・発はつ症しようすると、〝オーヴァード〟っていう存そん在ざいになるんですよね。それで普ふ通つうの人間にはない、超ちよう常じよう能のう力りよくに目覚める。

矢野：ですね。ＰＣたちはそのオーヴァードになって、自分の日にち常じようを守るために、世界の裏うらで戦いに身を投じることになるわけです。

ＧＭ：イメージとしては『ジョジョの奇き妙みような冒ぼう険けん』シリーズの第四部とか、『ブギーポップは笑わない』シリーズみたいな感じだと思っていただければよいかと。

師走：超常の力を持つキャラクターが、人知れず戦いを繰くり広ひろげているわけですね。

ＧＭ：ですです。レネゲイドウィルス拡かく散さんから二十年後の世界。みなさんもまた、オーヴァードのひとりになっていただき、大切な人や世界を守るために戦ってもらうことになります。

藤井：ウィルス拡散から二十年……。『ＤＸ２』の一年後の世界なんですね。

ＧＭ：はい、その通りです。時間経けい過かによる変化については、一気に説明しても混こん乱らんするだけですし、必要な時に説明させてもらいますよ。

藤井：はーい。

ＧＭ：では、世界観について説明したところで、次に今回のシナリオの舞ぶ台たいについて説明しましょう。今回の舞台となるのは綾あや間ま市という、本州内陸にある、都会から離はなれたのどかな街になります。最近になって開発が活発化してきたので、新しい建物が目立ちますね。

師走：発はつ展てん途と上じようの街という感じですかね？

ＧＭ：ですね。あと、観光地としてもそれなりに人気があります。近くの山々から取れる山の幸がうまく、秋にはそれ目当ての観光客が訪おとずれて、そこそこの賑にぎわいを見せます。

鈴吹：ほほう、なかなかよさそうな街じゃないか。

藤井：おいしいものが取れる土地というのはいいですね（笑）。

ＧＭ：とまあ、シナリオの舞台も説明したところで、次にトレーラーを読み上げますよ。




　セッションを開始する前に読み上げる、今回プレイするシナリオの概がい要ようをまとめたものをトレーラーと呼よびます。これは参加者全員がシナリオに対するイメージを共有することで、よりスムーズなセッションの進行を行なうためのルールです。




●トレーラー

　今日と同じ明日。明日と同じ今日。

　世界は繰り返し時を刻み、変わらないかのように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変貌していた。




　綾間市の巷ちまたでは、連続爆殺事件という奇き妙みような事件が騒さわがれていた。

　凶きよう器きは不明、動機も不明。ただ、確たしかなのは被ひ害がい者しやはすべて何らかの〝爆ばく発はつ物ぶつ〟によって殺害されていること。警けい察さつの懸けん命めいの捜そう索さくにもかかわらず、見えない真相。

　なぜなら、事件は日にち常じようの世界の裏うら側がわ──非ひ日にち常じようの世界で起こっているのだから。




『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス』第一話

「炎ほのおの出会い～Blaze Encount～」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




一同：連続爆殺事件!?

鈴吹：なんだこのとんでもない名前の事件は！（笑）

矢野：もうバレバレだけど一応確認しとく。どんな事件なの？（笑）

ＧＭ：はっ、読んで字の如ごとく！　被害者が爆殺される事件でございます！

師走：ずいぶんとまあ……派は手でな事件だ。

藤井：これは確たしかに、普ふ通つうの人間じゃできないでしょうね。

矢野：しかし、それにしたってなぁ。なんでわざわざ爆殺するんだって感じだよね。もっと他にいくらでも方法があるだろうに（笑）。

鈴吹：本当にな。連続爆殺事件……。やばい、名前聞くだけで面白くなってくるんだが（笑）。

ＧＭ：ならば、最初のインパクトという点においては成功かと（一同笑）。さあ、トレーラーを読み上げたところで、次はハンドアウトを読み上げますよ。




『ＤＸ３』では、実じつ際さいのシナリオを開始する前にハンドアウトと呼ばれる紙し片へんを配ります。

　ハンドアウトとは、そのシナリオに参加するための設定をＧＭが書いたもので、プレイヤーはこれを下地に、自分のキャラクターを作っていくことになります。




　なお、ハンドアウトには、参加するシナリオで、そのＰＣが深く関わることになるキャラクター（団体や地域であることもある）との関係を示すロイスというデータが付随します。




　ロイスとは、そのキャラクターと他のキャラクターの関連性を示すデータです。

　ポジティブとネガティブというふたつの感情を設定して、自分と相手がどのような関係にあるかを設定することで、「仲間だと思っているけど、本当の意味で分かり合えないと感じている」「相手を大切に思っているがゆえに、失うことに恐怖を感じている」などのように、さまざまな関係を表現することができるわけです。




ＰＣ①用ハンドアウト


ロイス：ランペイジ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん




カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧＮチルドレン



　キミはＵＧＮチルドレンとして、日常の世界を守るために多くのジャームを葬ほうむってきた。

　しかし、綾間市での任にん務むでジャームの捕ほ捉そくに失敗、新たな犠ぎ牲せい者しやを出てしまう。

　犠牲者だけが取り残された事件現げん場ばで、キミは驚きよう愕がくすることになる。

　何故なぜなら、その犠牲者が学校のクラスメイトであるＰＣ②だったからだ。

※ＰＣ④とコンビとして導どう入にゆうとなる。




矢野：ジャームを葬ってきたって、ずいぶんアグレッシブな始まりだな（笑）。

ＧＭ：ＵＧＮ所しよ属ぞくのチルドレンとして、バリバリに戦せん闘とう任務をしているのをイメージしたハンドアウトなので、ハードな書き出しにさせてもらいました。

師走：ＵＧＮ……確かレネゲイドの関わった犯はん罪ざいを解かい決けつしてる組そ織しきでしたよね。ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワークでしたっけ？

ＧＭ：はい、その通りです。ちなみにチルドレンは、幼よう少しよう期きの頃ころからＵＧＮなどのレネゲイド組織に所属して、オーヴァードとしての訓練を積んできた子こ供どもたちのことですね。

師走：（うんうんと頷き）分かりますよ。

藤井：えっ？

師走：あまり大きな声で言えませんが、実は俺も闇の組織に所属してるんですよ。執筆のかたわらいろいろやってまして……。あ、今の内緒ですよ？（一同笑）

矢野：いや、思いっきり録音されてるんですが！（笑）

ＧＭ：それに、そんなネタを振られては、書かずにおれぬのですが！（笑）

師走：むしろネタですから拾ってください！（一同爆笑）

藤井：師走さん、飛ばしてますねえ（笑）。ところで、最後にＰＣ②がひどいめに会うようなことが書かれてるんですが、これは……？

ＧＭ：そこはオープニングのお楽しみということで。

藤井：なるほど。うーん、どんな目にあうんだろ。気になる……（笑）。

ＧＭ：あと、今回はＰＣ①とＰＣ④は最初からコンビを組んでいる状態で始まります。詳しくはＰＣ④のハンドアウトを読み上げるときに、説明させてもらいますよ。




ＰＣ②用ハンドアウト


ロイス：紫倉千鳥しくら・ちどり　　　推奨感情　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：不安




カヴァー／ワークス：高校生／指定無し



　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。

　キミは幼おさななじみの千鳥を始めとする友人たちと共に、青春の日々を過すごしていた。

　だが、巷を騒さわがす連続殺人事件の犯はん人にんとの遭そう遇ぐうにより、キミの日常は一変する。

　逃にげるキミと追いかける殺さつ人じん犯はん。そして、キミは───。

※レネゲイドに関わる知ち識しきは持たない、一いつ般ぱん人じんである。




師走：ああ、これは死にますね（笑）。

藤井：さらりと言ったーっ！（一同爆ばく笑しよう）

矢野：実際、このハンドアウトの内ない容ようだと、殺人犯に殺されるよなぁ。そして、ただの一般人から、オーヴァードに目覚めると。『ダブルクロス』の導入としてはベタなところだ。

ＧＭ：最初のリプレイということで、そこはベタにしました（笑）。というわけで、ＰＣ②は最初、オーヴァードとして覚かく醒せいしていないところから始まります。無む論ろん、レネゲイドのことも知りません。

師走：つまり、ゲーム中に覚醒して、少しずつ裏うら事じ情じようを知っていくわけですね。




ＰＣ③用ハンドアウト


ロイス：連続〝爆殺〟事件の犯人　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：憎ぞう悪お




カヴァー／ワークス：刑けい事じor探たん偵ていor弁べん護ご士し／指定無し



　キミは現在、巷を騒がせている連続爆殺事件という奇妙な事件を追っている。

　現在、被ひ疑ぎ者しやとして捕つかまっているのは、キミの友人でもある研究者だ。だが、彼は無む罪ざいを主しゆ張ちようしている。一いつ刻こくも早く真しん犯はん人にんを捕つかまえ、友人の無罪を証しよう明めいしなくては。

※ＵＧＮとは協力関係になる。イリーガル、エージェントのどっちでもＯＫ。




師走：（ハンドアウトを確認して）おっ、カヴァーに弁護士がありますね。

ＧＭ：弁護士が主人公の小説『タクティカル・ジャッジメント』シリーズを書いている師走さんが参加するならば、そういう枠わくもあった方がいいかなと思いまして（笑）。

師走：なるほど。つまりこれは、俺にこのハンドアウトを取れ、という意味ですね？（笑）

ＧＭ：もちろん、気に入っていただけたなら、そうしていただいても構かまいません（笑）。ちなみに、ＰＣ③はＵＧＮの協力者になります。エージェントはその名前の通り、組織の構こう成せい員いんになりますね。イリーガルは正せい規きの構成員ではない、外部協力者です。

師走：エージェントが社員で、イリーガルがフリーの外注みたいな感じでしょうか？

ＧＭ：ああ、そんな感じです（笑）。




ＰＣ④用ハンドアウト


ロイス：〝ランペイジ〟　　　推奨感情　ポジティブ：執着／ネガティブ：敵愾心




カヴァー／ワークス：指定無し／ＵＧＮエージェント



　キミはＵＧＮエージェントとして、綾間市を騒がす連続爆殺事件の調ちよう査さをしている。

　犯人と目されているのはコードネーム〝ランペイジ〟と名付けられたオーヴァード。

　ランペイジを速やかに発見し、然るべき処しよ理りを行なうことがキミの任務だ。

※ＰＣ①とコンビとして導入となる。




鈴吹：ＰＣ④はＰＣ①と同じく、〝ランペイジ〟というオーヴァードを追ってるわけか。

ＧＭ：はい、ＰＣ①とはコンビですし、追う対象も同じになります。

藤井：ところで〝ランペイジ〟ってどういう意味ですか？

ＧＭ：〝暴あばれ回まわる〟とか〝大おお暴あばれ〟という意味になります。シナリオ開始時で相当数の被害者が出ていますので、がんばってこいつのことを止めてやってください。

鈴吹：ふむ、もう犠牲者が出てるのか。

ＧＭ：はい。ちなみにこの街にはＵＧＮの支し部ぶがないです。

一同：な、なにぃいいいいっ!?

鈴吹：綾間市って支部ないのかよ！（笑）

藤井：大抵の街には支部があると思ってたんですが（笑）。

ＧＭ：ＵＧＮは世界規模の組織で、各国ごとに統括支部が、その下に地方や都市ごとの支部が存在しますが、それでも世界全体をフォローしきれてるわけではありません。綾間市では、今まで大きな事件も起こってなかったので、ＰＣ①とＰＣ④の二名だけがされてるという形になっております。

藤井：つまり街ひとつをたったふたりで守れと？（笑）

ＧＭ：にこり（一同笑）。

鈴吹：なんてこった（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、みなさん、好きなハンドアウトをずずいっと選んでくださいな。

矢野：師走さんはどれがやりたいです？

師走：俺はやっぱりＰＣ③ですかね。せっかくカヴァーに弁護士を入れてくれたことですし。

藤井：なるほど。私わたしはＰＣ②がいいですね。どんな目にあうのか興きよう味みがあるので（笑）。

鈴吹：俺はＰＣ④かな。ＰＣ①とコンビっぽいし、誰だれかの補ほ佐さするほうがやりやすい。

矢野：じゃあ、俺がＰＣ①ですか（笑）。

ＧＭ：やっていただけるなら、こちらとしては助かります。ＵＧＮチルドレンは少々特とく殊しゆな立ち位置になりますし、経けい験けん者しやの方がやりやすいでしょうから。

矢野：ふむ……。そうだね。じゃあ、俺がやろう！

ＧＭ：ありがとうございます。では、ハンドアウトが決定したところで、キャラクターの作成をお願いします。




『ＤＸ３』では、ワークスとシンドロームの組み合わせによってキャラクターを作成します。

　ワークスは、表向きの職しよく業ぎようや社会的立場（カヴァー）とは別の、キャラクターの本ほん質しつを表わすデータで、これを決定することで、どんな技ぎ能のうに秀ひいでているかが決まります。

　また、そのキャラクターがオーヴァードとしてどんな能のう力りよくを持っているのかを表わしたデータをシンドロームと呼びます。シンドロームは十二種類あり、プレイヤーはその中から一種～三種を選択し、自分の望む能力を持つキャラクターを作成するわけです。




　ルールブックと睨にらめっこをしながら、キャラクターを作成していく一同。

　そして二時間後───新たな四人のオーヴァード（一名未み覚かく醒せい）が、『ＤＸ３』の世界に誕たん生じようしたのであった。








『タクティカル・ジャッジメント』　富士見ミステリー文庫から発売中の、いくつもの事件を逆転無罪にしてきた腕利き弁護士・山鹿善行の物語を綴ったライトノベル。

『火の国、風の国物語』　架空の大陸───グリア大陸に存在するベールセール王国を主な舞台とし、王国軍と王国に反旗を翻した反乱軍との戦いを描く戦記物語。富士見ファンタジア文庫より絶賛発売中である。

『ジョジョの奇妙な冒険』　荒木飛呂彦著。邪悪な吸血鬼と因縁を持つ、ジョースター一族の長き戦いを描いた物語。第四部は、スタンド使いという超能力者が増えつつある街を舞台に、その原因を解明する物語が展開される。

『ブギーポップは笑わない』　上遠野浩平著。世界の敵と戦うブギーポップという人格を中心に、さまざまな超常能力を持つ存在が登場する傑作ジュブナイル。その能力設定は『ＤＸ３』の大変よいイメージソースとなるだろう。













▼ＰＣ①：陸りく原はらコウ　～矢野俊策

矢野（以下、コウ）：名前は陸原コウ。十七歳さいの男で、表向きは普通の高校生として生活してるけど、裏の顔は戦闘を主任務とするＵＧＮチルドレンだね。ブリードは、キュマイラ／サラマンダー／ブラム＝ストーカーのトライブリード。

藤井：トライブリード？

コウ：『ＤＸ３』で新たに追加されたシンドロームの取得形式です。取得できるエフェクトに制せい限げんを受ける代わりに、シンドロームを三つ持てるんですよ。

藤井：おおっ！　『ＤＸ２』だと、シンドロームはふたつが限げん界かいだったのに。三つ持てるのはいいですね（笑）。

コウ：そう言っていただけると、追加した甲斐かいがあります（笑）。変形させた右みぎ腕うでを武ぶ器きに戦う白兵キャラで、自分の血けつ液えきを発火させて攻こう撃げき力りよくを上げたり、相手の血液を奪うばってＨＰを回かい復ふくしたりできます。コードネーム（組織内での識別名称）は〝降魔の爪メメントモリ〟。

鈴吹：メメントモリ……。「死を忘わすれるな」っていう聖せい書しよ起き源げんの警けい句くだな。格かつ好こいいじゃないか。

ＧＭ：ＨＰ回復手段を取りましたか。『ＤＸ３』では、第二版はんに比くらべてキャラクターのＨＰが底上げされてますから、ＨＰ回復は結けつ構こう有効なんですよね。

コウ：うん、だから取ったんだ（笑）。幼よう少しようの頃から訓練ばかりしてきた影響で、感情が希薄な上に、自身の日常にはあまり頓とん着ちやくしなくなってる。ただ、一般人は守るものとして教おしえ込こまれてきたんで、日常側の人間はなるべく事件に関わらせないように動くよ。

ＧＭ：ふむ……。そうなると、ＰＣ②への対たい応おうもそんな感じになりますか？

コウ：ＧＭが許きよ可かしてくれるなら、そうするつもり。どうかな？

ＧＭ：ＯＫです。日常と非日常に明めい確かくな線引きをしてる方が、キャラが立ちそうですしね。

コウ：ありがとう。一いち応おう、任務が無い時は学校に通ってるけど、授じゆ業ぎようとかに興味がないんで、窓まど際ぎわの席で外を眺ながめるのが日課。なので、クラスでは浮いてるかな。まあ、浮いてる理由は他人と関わらないからだけでなく、姿すがた格かつ好こうも少し変わってるからなんだが（笑）。

ＧＭ：むっ、それはどういう？

コウ：俺はサラマンダーシンドロームを持ってるんだけど、その影えい響きようで体温が常じよう人じんよりも高いことにしたんだ。それで外気との気温差に敏びん感かんというか、寒がりというか……。そんな理由でいつも冬服を着て、さらにマフラーをつけてるんだよ（笑）。

師走：それはなかなか個性的ですね（笑）。学校で噂うわさの人物になってそうだ。「陸原って変わってるよな。いつも冬服着てるしさ～」「しかもマフラー付きだぜ？」（一同笑）

コウ：固定ロイスは〝親〟〝上司〟〝慕情〟の三つ。そのうち、〝上司〟は霧谷雄吾きりたに・ゆうごにしたよ。綾間市にはＵＧＮ支部がないらしいから、霧谷直属の部下ってことでどうかな？

ＧＭ：ああ、それはいいですね。むしろ、それでお願いします（笑）。
















▼ＰＣ②：敷しき島しまあやめ　～藤井忍

藤井（以下、あやめ）：名前は敷島あやめ。十七歳の女の子で、綾間市内の高校に通うごく普通の高校二年生。なんですが、シナリオ中にモルフェウス／ノイマンのクロスブリードに目覚める予定になっております。ちなみにデータは、コウが白兵系にしたので私は射しや撃げき系にしました。

ＧＭ：モルフェウスの物質を創造、変異させる能力で銃じゆうを作って、射撃するタイプですか？

あやめ：ですね。《ハンドレッドガンズ》で拳けん銃じゆうを作って、ノイマンの能力で正せい確かくな射撃を行ないます。まだ、ＵＧＮに所属したりしてるわけじゃないんで、コードネームとかは特に決めてないんですけど、大丈夫ですかね？

ＧＭ：大丈夫です。これからの展てん開かいを見て、必要ならつければよいかと。

あやめ：分かりました。性格はおっとりめで、押おしにはちょっと弱いかも。ただ、衝しよう動どうが〝闘とう争そう〟なので、レネゲイドの力が発はつ現げんすると性格が変わったりします。

鈴吹：それはいい！

あやめ：はうっ!?

ＧＭ：社長、いきなり叫さけんで、どうしたんですか？（笑）

鈴吹：「普ふ段だんはのほほんとしてるのに、戦闘時はプロ！」ってキャラ好きなんだよ（笑）。あれだろ、普通の女子高生だったのが、いきなり沈ちん着ちやく冷静な戦士になるわけだ！　急に感情が抜ぬけて、無む表ひよう情じようなまま次々と敵てきを倒たおしてくみたいな！

あやめ：そ、そうですね（笑）。

コウ：社長、興こう奮ふんしすぎです（笑）。藤井さん、気け圧おされちゃってますよ。

鈴吹：ああっ、すまんすまん。続けてくれ（笑）。

あやめ：はい（笑）。固定ロイスは〝親〟〝兄〟〝友人〟の三つです。ちなみにこの〝親〟はすでに他界していて、年の離れた〝兄〟とふたり暮らしをしてますね。

コウ：むむ……。平へい凡ぼんな人生を歩んできたかと思いきや、なかなか苦労してきてるんだな。

あやめ：でも、本人はつらいとは思ってないんです。お兄ちゃんのおかげで、普通に学校にも通えてますしね。なので目め一いつ杯ぱい、青春を謳おう歌かしてます（笑）。

鈴吹：なるほどな。いい子じゃないか（笑）。
















▼ＰＣ③：神月正義かんづき・せいぎ　～師走トオル

師走（以下、神月）：名前は神月正義、二十六歳の男で職業は弁護士。ソラリス／ソラリスのピュアブリードで、幻げん覚かくによる精せい神しん攻撃を得意としています。ＵＧＮイリーガルとしてのコードネームは、〝ジャスティス〟！

一同：ジャスティス!?

神月：そう、決めぜりふは「俺が正義だ！」（笑）。

一同：正義!?（爆笑）

神月：尊そん大だいな物言いがクセで、自分なりの正義を為すために動いています。ただ、だからといって融ゆう通ずうがきかないわけではないですね。正義を通すために必要なら、手を汚よごすこともあります。裏うら取とり引ひきをしたりとか。

ＧＭ：なんか、目的のためには手段を選ばない感じですね（笑）。

神月：綺麗事だけでは正義は為せませんからね。弁護士としての人生はそれなりに波は乱らんがありました。二十二の時に司法試験を受けましたが一回落ちて、二十三の時に通りました。

鈴吹：一度、落ちてるのか！（笑）

神月：落ちてます（笑）。司法試験に合ごう格かくした後は、渡と米べいして二年ほど修しゆ行ぎようをつんで、現在は綾間市にある弁護士事じ務む所しよのひとつに所属して活動しています。

ＧＭ：アメリカ帰りの弁護士かぁ。かなり、腕うでが立ちそうなイメージが。

神月：自信はありますよ（笑）。ＵＧＮとの関係は外部協力員であるイリーガルにしました。正義を為す者としてレネゲイド事件を解決するべく行動していたところ、ＵＧＮと接触し、以後互いに利用し利用される関係を築き上げています。

ＧＭ：ビジネスライクなつき合いなわけですね（メモメモ）。

神月：固定ロイスは、昔に弁護した〝犯罪者〟、弁護士の〝先輩〟、仕事上で知り合った〝記者〟の三つ。ちなみに〝記者〟とは因縁の間柄で、かつて「金のためならどんな犯罪者も弁護する男」だと三面記事をすっぱ抜かれことがあります。その影響で、神月の名前は法曹界では悪名が高くなってしまいました。

ＧＭ：そんなことになってるんですか（笑）（キャラクターシートを覗のぞき込こみ）……ネガティブが〝憎悪〟で、ポジティブが……〝慕ぼ情じよう〟？　なんでまた〝慕情〟？（笑）

神月：その記者に悪名をつけられたけど、内心はある意味、有名になれて嬉うれしかったりする感じですかね。記者にまとわりつかれて嫌いやがりつつも、「もっと構かまって！」みたいな？

一同：おいっ！（爆笑）

ＧＭ：尊大な性格のキャラが、急に面白い人になってしまった（笑）。
















▼ＰＣ④：陸原瞳ひとみ　～鈴吹太郎

ＧＭ：では、最後。社長、お願いします。

鈴吹（以下、瞳）：名前は陸原瞳。十一歳の女の子だけど、コウと違ちがってＵＧＮチルドレンとして育てられてはいない。ちゃんとＵＧＮと契けい約やくして活動するＵＧＮエージェントだ。

あやめ：おおっ、小さな女の子だけどエージェントなんだ。

瞳：出自表を振ふったら〝犯罪者の子〟が出てな。親の関わった事件がレネゲイド関連のもので、その事件を通してＵＧＮに目をつけられ、スカウトされた。

ＧＭ：こちらはこちらでなかなかヘヴィな過か去こを背せ負おってますね。

瞳：『ＤＸ３』のキャラは大なり小なり、そういうものだろう。シンドロームはハヌマーン／オルクス。能力はＰＣ強化の支し援えん系で、本体とは別に感覚を共有できる端たん末まつとして白灰のブチネコを使うぞ。

神月：猫？

瞳：《ハンドリング》という動物と感覚を共有して登場するエフェクトを持ってるのだ。ちなみに本体はいたずらっぽい性格の女の子だが、猫の時は何故なぜか、語ご尾びに「にゃ」とつけて喋しやべるお茶目さんになるぞ（笑）。

ＧＭ：ぶほっ、社長また非人間系キャラですか！（笑）

瞳：何を言う。さっきも言った通り、本体は十一歳の少女だ。ただ、ちょっとばかり猫の姿で動くことが多いだけなんだよ！（一同爆笑）

あやめ：な、なるほど（笑）。

瞳：さらに、レネゲイドの力で操あやつっているから、この猫は多た彩さいなアクションが可か能のうだ。二足歩行したり、肩かたをすくめたり、ウィンクしたり、かなり人間っぽい動きをする。あと好物はチュッパチャプスで、口くちの端はから手で持つための紙の棒ぼうがぴゅっと出てたりするのだ（笑）。

ＧＭ：いや社長、それはもう猫じゃないですから！（一同爆笑）

コウ：これが俺の相あい棒ぼう！（笑）

瞳：ちなみに、キャラ作成中に相談して、コンビを組んでる陸原コウとは兄妹の間あいだ柄がらにした。といっても、本当に血が繫つながってるわけじゃなくて偽ぎ装そうだけどね。

コウ：表向き兄妹ってことにしとけば、一緒に行動してても怪しまれないですから。

瞳：ちなみにコウのことは、基本お兄ちゃんとは呼ばず、コウと呼よび捨すてにしてる。

コウ：呼び捨てなのか！　じゃあ、それで！（笑）

ＧＭ：（笑）。しかし、設定を聞くかぎり、子どもでも精神年ねん齢れいが高そうですね。

瞳：そうだな。ちっこい女の子だけどかなり大人びてる。でも、子どもっぽいところもある。衝動が〝恐きよう怖ふ〟なんで、言動こそ大人びてたりもするけど、割わりとびびり屋なんだよ。敵につけ込こまれたりしたらやばいから、必死で誤ご魔ま化かすんだけどさ。実は戦闘みたいな荒あら事ごとは苦手で、だから能力も直ちよく接せつ戦闘ではなく支援系になってる。

ＧＭ：なるほど。血を見たりするとびびるんだけど、そうじゃないフリをすると。

瞳：そう。でも、内心はぶるぶる震ふるえたりもする。

あやめ：戦いとか血が怖こわいっていうのは、確かに子どもっぽい感じがしますね。

瞳：あと、コウと兄妹ってことになったし、コードネームも〝降魔の爪メメントモリ〟に関連がある単語をチョイスしてみた。ずばり〝死の舞踏ダンスマカブル〟！

神月：死の舞踏……自分が踊おどるんですか？

瞳：いや、自分じゃなくて仲間を踊おどらせる。演出的には音を使って、レネゲイドを活かつ性せい化か＝踊らせるということで！（笑）

ＧＭ：活性化＝踊らせるという表ひよう現げんは、ちょっと面白いですね（笑）。



















　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ＰＣの自己紹介が終わったところで、次はＰＣ間ロイスを結んでいきます。




　セッションを開始する前に、ＰＣ同士でロイスを結ぶことをＰＣ間ロイスと言います。

　これはＰＣ同士の人間関係をある程てい度ど決めることで、コミュニケーションを容よう易いにし、セッション進行をスムーズにするためのルールです。




ＧＭ：順番はコウ[image: ]あやめ[image: ]神月[image: ]瞳[image: ]コウでお願いします。まずはコウからあやめへ。

あやめ：クラスメイトの女の子だよ～。

コウ：俺、任務にしか興きよう味みないから、一般人は眼がん中ちゆうにないんだよな。

あやめ：はうっ、そんな!?（一同笑）

コウ：（ハンドアウトを見ながら）でも、あやめは事件に巻きこまれるっぽいからな。となると……。よし、ポジティブ〝好奇心〟、ネガティブ〝無関心〟で行こう。今までは興味がなかったけど、事件に巻まき込こまれたあやめに関心を持つ感じで。

あやめ：はーい。じゃあ、次はあたしから神月さんへだね。……これって直接面識があるのかな？　弁護士と知り合いってちょっとイメージしにくい。

神月：なら、新聞で存在を知ってることにするといい。私は新聞に載った経験もあるからな。

あやめ：それだ！　じゃあ、ポジティブは〝好奇心〟、ネガティブは〝疎外感〟。地元にいる弁護士が新聞に載って興きよう味み津しん々しんだけど、あたしとは住む世界が違ちがうな、とか思ってる。

神月：了解です。では、私から瞳へ。十一歳の少女とどういう風に知り合ったのか……。

瞳：こっちの親が〝犯罪者〟だったことになってるし、親を弁護したのが神月ってことにしたらどうだろう。んで、その仕事の時に知り合った。

神月：ああ、それはいいですね。だったら、こっちの持ってる、昔弁護した〝犯罪者〟のロイスを瞳の親にしましょう。それで親から瞳のことをよろしく頼まれたという感じで。

瞳：ＯＫ。じゃあ、それで！

神月：では、感情ですが……ポジティブは〝親近感〟にします。昔に、親を弁護した際の縁から、何かと気にかけてる。ネガティブの方はダイスで決めますか……〝不ふ快かい感かん〟？

瞳：「ずいぶんとませた子どもだ。まるで私の先生みたいなやつだな！」（笑）

ＧＭ：社長、それキャラ思考とメタ思考が入り交じってます（笑）。

神月：さすがにそれは（笑）。うーん……。瞳本人には好意を持ってるんだが、猫でいる時は苦手ということでどうでしょうか？

瞳：じゃあ、神月先生と会う時は、なるべく本体で会うようにしよう（笑）。最後はわたしからコウへ。ポジティブは〝連帯感〟。ネガティブは〝疎外感〟で。相棒として頼たよりにしてるけど、突とつ然ぜん兄妹だと言われてもピンとこなくて疎外感を感じてる。

コウ：なるほど。了解です。

ＧＭ：これでＰＣ間ロイスの取得は完かん了りようです。それでは物語への導どう入にゆう部ぶ───オープニングフェイズに参りましょう！




















キュマイラ　体組織を獣のそれに変え、人外のパワーと運動能力を発揮するシンドローム。

サラマンダー　熱を操ることで、炎や冷気を意のままに発生させることができるシンドローム。

ブラム＝ストーカー　血液を操ることで、さまざまな能力を操るシンドローム。

霧谷雄吾　日本ＵＧＮを取りまとめる幹部の男性。高い交渉能力には定評がある。

ノイマン　思考能力に特化したシンドローム。常人をはるかに超える思考速度、知識量を誇るようになる。

クロスブリード　二種類のシンドロームを持つオーヴァードであることを表わす言葉。

《ハンドレッドガンズ》　物質の形状を変形させ、銃や弓など、射撃用の武器を生み出すモルフェウスのエフェクト。

ソラリス　化学物質を作り出すシンドローム。毒や薬を精製することによって、対象を操作することが可能となる。

ピュアブリード　一種類のシンドロームに特化していることを表わす言葉。

ハヌマーン　神経伝達速度を強化したり、大気の振動や音を操ることができるシンドローム。

オルクス　〝領域〟と呼ばれる空間を作成するシンドローム。領域内の事象を自在に操作できる。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆少女の死


Scene Player ─── 敷島あやめ






　喧けん騒そうに包まれた放課後の教室。

　いつもと変わらない日常が続くと思っていた。

　そう、この日までは───。




ＧＭ：では、最初はあやめのオープニング。




『ＤＸ３』では、ゲームは〝シーン〟という場面単位で区切られ、演出されます。これは映画やドラマでいうシーンと、ほぼ同じものだと思ってもらえればよいでしょう。

　この〝シーン〟をいくつも積み重ねていくことで、ひとつの物語を紡いでいきます。




あやめ：はーい。じゃあ、登場したので侵蝕率を上げますね。１Ｄ10振って……５点上昇っと。

　侵蝕率は『ＤＸ３』特有のパラメータで、キャラクターがレネゲイドの影響を受けているかを表わしています。この数値が上昇するほどオーヴァードの能力は強化されるのですが、上がりすぎると、ジャームという怪物になる可能性も上がるため注意が必要です。




ＧＭ：まずまずの出目ですね。さて、舞台はあやめの通う私立高校の教室になります。授業はすでに終わっていて、放課後になった直後だと思って下さい。

あやめ：オッケー。あたしは軽くのびをして、凝こった身体をほぐしてるよ。

ＧＭ：その周囲では、クラスメイトたちが談話していたり、慌あわただしく部活に向かったりと思い思いに動いています。騒さわがしくも穏おだやかな放課後の一ひと幕まくというところでしょうか。

あやめ：実に平和だ。よきかな、よきかな。

ＧＭ：……と、そんなことを考えていると、隣となりからぐったりとした少女の声が聞こえてくる。「やっと授業が終わった……」

あやめ：……えっと、今の疲つかれ切きった声はなに（笑）。とりあえず、声のした方を見るけど。

ＧＭ：視し線せんを隣に移うつせば、紫倉千鳥が机つくえの上に突つっ伏ぷしているのが見えます。普段は快かい活かつで凛り々りしい少女なのですが、今は疲ひ労ろう困こん憊ぱいという様子でぐったりしていて、チャームポイントのポニーテールも力なく揺ゆれている。

あやめ：だ、大丈夫、千鳥？　心配そうに様子をうかがうけど。

ＧＭ：すると千鳥がぼそりとつぶやく。「授業が全部、体育だったらいいのに……」（一同笑）

あやめ：なかなか無茶言うね（笑）。……千鳥、そんなこと言っても授業はなくならないんだから、勉強するときは覚かく悟ご決めちゃった方が楽だよ？

ＧＭ：「まあ、それはそうなんだけどね」あやめの言葉に、千鳥は一度ため息を吐ついて気分を切きり替かえると、勢いきおいよく立ち上がります。

あやめ：おっ、復ふつ活かつした？

ＧＭ：復活しました（笑）。快活な笑みを浮うかべて、千鳥が言います。「そんじゃ、帰ろうか？」

あやめ：そうだね。あたしも笑顔を返しながら立ち上がるよ。

ＧＭ：他愛もない世間話をしながら教室を出るふたり。校門へ向かう途中で千鳥があやめに訊いてきます。「ねえ、あやめ。今度の日曜日って何か予定入ってる？」

あやめ：んー、今のところはないかな。いつも通り、お兄ちゃんの手伝いしてると思うよ。掃そう除じ・洗せん濯たく、あとは食品の買い出しとかさ。

神月：休日に家族の手伝いとは、いい心がけだ。

瞳：だねえ。しかし、こうして友達と話してると、何とも普通の高校生って感じだねえ。

コウ：うん、普通だ。

あやめ：だって、まだ本当に普通の高校生だもの。普通じゃなくなるのは未来の話！（笑）

ＧＭ：あやめの休日の予定を聞いた千鳥は、くすりと笑いながらこう言う。「あやめって本当に、お兄ちゃん子だねぇ。暇ひまなときはいつも手伝いしちゃってさ」

あやめ：まあね。ほら、あたしお兄ちゃんのこと好きだから（笑）。

ＧＭ：その言葉に千鳥は肩をすくめて。「はいはい、どうもごちそうさま」（一同爆笑）

あやめ：ちょっとテレテレしながら、千鳥に聞き返すよ。……それで、急に休みの予定なんか確認してどうかしたの？

ＧＭ：「ついこの間、駅前にショッピングモールができたの。それで、よかったら一緒に遊びに行かないっていうお誘さそい。どんなお店が入っているか気になるじゃん？」

あやめ：なるほど。そういうことなら付き合うよ。いつ行く？

ＧＭ：「平日だとゆっくりできないし、今度の日曜でどう？」

あやめ：今度の日曜日ね。オッケー、了解。どこで待ち合わせる？

ＧＭ：「朝一に家の玄げん関かん前まえでいいっしょ」千鳥の家は、あやめの家の隣にあるので。

あやめ：それは楽だね（笑）。じゃあ、日曜日に玄関前で集合ってことで。

ＧＭ：と、ショッピングの約束をしたところで校こう舎しやの正面玄関に着くわけですが、そこにクラスメイトの女子がひとりやって来る。「あっ、千鳥！　ちょっといいかな？」

あやめ：おや？

ＧＭ：千鳥はしばらく女子と話した後、あなたのもとに戻ってきて、何とも困こまった表ひよう情じようで言います。「ごめん、あやめ。用事が入っちゃった。時間がかかりそうだし、先に帰ってて」

あやめ：あらら、残念。んー、あたしも手伝おうか？

ＧＭ：「気持ちだけ受け取っておくよ。あまり遅おそくなると、お兄さんが心配するでしょ？」

あやめ：ああ、それはそうかも。しょうがない。じゃあ、先に帰ってるね。

ＧＭ：「うん。またね、あやめ」そう答えて、千鳥は手を振って立ち去ります。




　軽く手を振って千鳥に別れの挨拶を返し、ひとり家路につくあやめ。

　夕ゆう暮ぐれに赤く染そまった空の下、河か川せん敷しき沿ぞいにある通学路を歩いていく。




ＧＭ：……学校を出てから数分後、あなたはふと違い和わ感かんを感じます。この時間帯の通学路は、帰き宅たく途と中ちゆうの生徒でそれなりに賑にぎわってるはずなのですが、今日はあなた以外に人の姿がない。

あやめ：あれ？　なんだか嫌いやな予感が……。

神月：本来ならいるはずの人がいない……。もしかして、これが噂の《ワーディング》か？

ＧＭ：ご明察です。




《ワーディング》───オーヴァードならば誰もが展開できる特殊な結界。

　この結界によって一般人を無力化できる他、内部に侵入できないようにすることもできる。だが、この結界を展開すると、他のオーヴァードに存在を感知される可能性がある。




ＧＭ：静まり返った通学路。あやめがぶるりと身体を震ふるわせると、風景に変化が現あらわれます。いつの間にか、目の前にひとりの少年が立っている。

あやめ：う……！　ちなみに、どんな子？

ＧＭ：あやめよりも頭ひとつ分以上は背せが高く、体格にも恵まれた少年です。ざんばらな金髪、耳や唇などにピアスをつけていて、目つきはかなり悪く、いかにも不良少年という風体の少年です。彼は口元にニヤニヤ笑いを浮かべながら、あなたのことをじっと見ている。

あやめ：怖っ！　それは慌あわてて視線を逸そらすよ！

ＧＭ：それでも少年はあなたをじっと見つめ続ける。獲え物ものを物色する肉にく食しよく獣じゆうのように。

あやめ：あうっ!?　き、気味が悪いけど、ここで引き返すのも変だし……。目線を合わせないようにして、そーっと通とおり過すぎようとするかな。

ＧＭ：あなたが通り過ぎようとすると、いきなり「おい」と声がかけられる。

あやめ：返事しないのもおかしいよね？　ギギギと振ふり向むいて。……ななな、何でしょう？

ＧＭ：「……お前、運が悪かったなぁ。ここで死んでくれ」ぼそりと不良がつぶやく。

あやめ：めっちゃストレートに宣せん言げんした!?　うあ、やばすぎる───っ！




　恐怖に駆かられたあやめの行動は迅じん速そくだった。背はい後ごに振ふり返かえり、全力で走り出そうとする。

　しかし、その直後───。




ＧＭ：……ドンッという爆ばく発はつ音おんと共に、あやめの腹ふく部ぶに衝しよう撃げきが走る。それと同時にあなたの身体から力がかくりと抜け、まるで糸の切れた人形のように、地面に倒たおれてしまいます。

あやめ：い、いきなり……！

ＧＭ：気づくとひどく腹はらが熱い。視線を動かせば、腹部が吹ふき飛とび、そこから真っ赤な血が流れ落ちているのが見える。

あやめ：現げん実じつ離れした光景に、逆ぎやくに冷静になっちゃうかも。……ああ、あたし死ぬんだ。




　あやめの脳のう裏りをよぎる兄や千鳥、クラスメイトたちと過ごした思い出の日々。

　……これが走馬灯ってやつなのかな？

　他人事のように、ぼんやりと考える。




ＧＭ：……不良少年が近づいてくる。現あらわれた時と同じ不気味な笑みを浮かべながら。ただひとつ違うのは、いつの間にか彼の右手が、異い様ような形けい状じように変化していること。手のひらにぽっかりと穴あなが空き、そこから炎ほのおが溢あふれ出だしている。そして、腕の皮ひ膚ふはまるで鉄のように硬こう質しつな輝かがやきを放っています。

あやめ：もう驚おどろく気力も残ってない。ただ、ぼんやりと異い形ぎようの腕を見つめてる。



















　怪かい物ぶつのような腕を持つ少年。

　その酷こく薄はくな笑みを脳裏に焼きつけて、あやめは眠ねむるように目を閉とじた。

　もう何も見えない。何も感じない。

　すべてが曖あい昧まいになっていく中で、あやめはか細い吐と息いきと共につぶやく。




「千鳥との約束、守れなかったな……」




　その直後、敷島あやめの意い識しきは、完全なる闇やみの中へと落ちた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




あやめ：死んだー！　あたし、死んだ！（笑）

コウ：俺のハンドアウトの内容から何となくは推すい測そくしてたが……。

神月：腹部を吹ふき飛とばされて、ほぼ即そく死しとはな。

瞳：実際に起こると、やっぱショッキングだねぇ。

あやめ：うう……。あたし、ちゃんと生き返ってこれるんだよね？

ＧＭ：そこについては、次で演出されますので、シーンを進めましょう。







◆Opening 02◆ボーイ・ミーツ・ガール


Scene Player ─── 陸原コウ






　綾間市を騒がせる連続爆殺事件。その犯人と思われるオーヴァード〝ランペイジ〟を捜さがして、コウは相棒である瞳と共に街を巡っていた。

　特に成果もないまま時間は過ぎていき、今日は進しん展てんはないかと思った直後。

　ひどく冷たい殺意を含ふくんだ風が吹ふき抜ぬけるのを、コウは感じ取った。




ＧＭ：では、次はコウのオープニング。ちなみに瞳も登場になります。

コウ：まずは侵蝕率を上げるぞ。（ダイスを振る）３点上がった。最初としてはいい感じだな。

瞳：せっかくだし、《ハンドリング》を使おうかな。

あやめ：おっ、いきなり猫ちゃんで登場？

瞳：それがやりたくて取ったからね（笑）。というわけで《ハンドリング》で登場する。侵蝕率はエフェクト分も合わせて３点上昇。このシーンでは猫を操そう作さして動くよ。

ＧＭ：了解しました。

コウ：さて、それで今はどういう状じよう況きようなんだ？

ＧＭ：ふたりで連続爆殺事件の犯人と目されるオーヴァード、〝ランペイジ〟を追っているところになります。突とつ如じよ発生した《ワーディング》を感知して、その発はつ生せい源げんに向かっているところだと思ってください。

コウ：分かった。なら、《ワーディング》を感知した方へと勢いよく駆かけていく。

瞳：わたしはコウの肩の上に座すわって、コウを誘ゆう導どうしよう。猫の感覚で《ワーディング》を感じながらつぶやく。コウ、向こうにゃ！

コウ：跳ちよう躍やくして屋根伝いに移い動どうしながら、一言だけ返す。……距きよ離りは？

瞳：すぐそこだにゃ。その家を飛とび越こえた先！

コウ：こくりと頷うなずいて、一ひと際きわ大きく飛ぶよ。

ＧＭ：すると、ふたりは川かわ沿ぞいに整せい備びされたサイクリングロードに着地します。学生の登校路やサラリーマンの通つう勤きん路ろとしても利用されている道のひとつですね。

コウ：周囲を注意深く見み渡わたす。ランペイジの姿はあるか？

ＧＭ：ありません。気づけば、いつの間にか《ワーディング》も消えています。

瞳：コウの死角になっている方角を探さぐりながら、耳をぴくぴくさせながら言うよ。……誰だれかがいる音もしないし、気配もないにゃ～。

コウ：また、逃のがしたか……。瞳、追つい跡せきはできるか？

瞳：う～ん、ちょっと難しいかにゃ～。ふんふんと鼻をひくつかせながら答える。

ＧＭ：では、ランペイジ追跡について話しているところで、少し離れたところに、血まみれの少女が倒れているのにふたりは気づきます。ちなみに、あやめですね。

あやめ：はっ、ご臨りん終じゆうしております。自分で言うのも何だけど（笑）。あっ、侵蝕率を上げた方がいいかな？

ＧＭ：いえ、上げる必要はありません。なにも行動できませんし、登場にはカウントしない方向でいかせてもらおうと思います。

あやめ：はいはい。それじゃあ、ばたんきゅーしてるね。

コウ：ちらっと瞳に目配せして、あやめの方へ向かう。

瞳：こくりとうなずいて、とてとてとコウの後ろについていくよ。

神月：おっ、アイコンタクト。コンビっぽくていいね（笑）。

コウ：ありがとうございます（笑）。というわけで、移動して、倒れているのがクラスメイトのあやめだと気づいて、ぴくりと眉まゆを動かす。……こいつは。

瞳：知り合いかにゃ？

コウ：敷島あやめ……クラスメイトだ。

瞳：にゃにゃ？　ちょっと興味が湧わいて、あやめの様子をしげしげと観察する。どんな様子なのかな？

ＧＭ：一見すると凄せい惨さんな殺人現場ですね。周辺にはあやめの血が流れてできた血だまりがあります。制せい服ふくの腹部には大きな穴が空いており、その淵ふちは焼けこげている。ただ、制服の下では、腹部に刻きざまれた傷きずが急速に治っていくのが見えます。

神月：おお……。これは《リザクレト》、ですね？

ＧＭ：その通り！




《リザレクト》───オーヴァードならば誰もが持つ、常軌を逸した再生能力。




ＧＭ：コウたちの目の前で、あやめの腹部につけられた致ち命めい傷しようが瞬またたく間にふさがり、青ざめた表情にも赤みが差してきます。呼吸が再開され、口から「ううっ」とうめき声が漏れる。

コウ：そっと頰を撫でて、暗示をかけるようにつぶやく。……これは夢だ。すべて忘れろ。

瞳：その様子を眺ながめながら、コウに言う。……この子、オーヴァードみたいにゃね。あんたのクラスメイトがオーヴァードだなんて初耳だにゃ。

コウ：俺も初めて知った。……たぶん、たった今、覚醒したんだろう。

瞳：ふ～ん……。とりあえず、この子のこと、ＵＧＮ……霧谷に報ほう告こくするにゃ？

コウ：そうだな……。（しばし黙考し）ＧＭ、報告しないのはありか？

ＧＭ：それならそれでも構いません。コウが他者を極力巻き込まないようにするスタンスなのは、プリプレイの時点で聞いてましたから。

コウ：ん、了解。なら、少し押し黙ってから瞳に言う。……必要ない。あいつに報告すれば、ＵＧＮに入れるとか言い出すに決まってるからな。少し様子を見る。自分がオーヴァードだと気づかないようなら、そういう対応でいいだろう。

瞳：ふむ、この子を〝こっち側〟に来させたくないってわけかにゃ？

コウ：その方がマシな生活を送れるだろう。それに……。

瞳：それに？

コウ：足手まといはいらない。

瞳：なるほど。まっ、コウがそう言うなら、わたしはそれでもいいけどにゃ。それにしても、ずいぶんとこの子に気を遣つかってるけど、もしかして仲がよかったりするのかにゃ？

コウ：別にそういうわけじゃない。学校でも、挨あい拶さつを交わしたことくらいしかないヤツだ。

瞳：本当にそれだけかにゃ。興味がなかったら、名前なんか覚えてないと思うにゃ～（笑）。

コウ：……他のクラスの連中に比べれば目立つ奴だからな。性格は明るいし、人望もある。まあ、日常の世界においては大した奴なんだろう。

瞳：にゃはは、やっぱり気にかけてるんじゃないかにゃ（笑）。

コウ：だから、変な意味は……。いや、これ以上は何を言っても言いい訳わけじみてきそうだな。黙だまってそっぽを向くよ。

瞳：その様子をにやにやと見つつ。まっ、そういうことにしておいてあげるにゃ（笑）。

コウ：やれやれとため息を吐つこう（笑）。そして、あやめを背せ中なかにかついで。……面倒なことにならないうちに、こいつを家に連れて行こう。

瞳：はいはい、仰おおせの通りに。猫が肩をすくめて、どこからともなくチュッパチャプスを取り出すと、器用に前足でもってぱくりと口にいれる（一同笑）。

ＧＭ：本当にもう……何なんだろう、この猫（笑）。

神月：もはや、猫の姿をした別の何かだな（笑）。

瞳：オーヴァードの力で操ってるから、普通ではできないこともできるんだよ（笑）。

ＧＭ：そうですね、そういうことにしておきましょう（笑）。

コウ：まあ、コンビを組んでるし、瞳の猫の変な動きにも俺はなれっこだ。特に気にしないでその場をあとにするよ。




　あやめの身体を抱きかかえながら、コウは歩き出す。

　腕の中で眠る、オーヴァードとなった少女。

　その姿がコウの心に苦い感情を広げていく。




　暗澹たる気持ちを胸に、コウはため息混じりつぶやいた。




「なかなか厄介なことになってきたな……」







◆Opening 03◆弁護依頼


Scene Player ─── 神月正義






　神月は何とも奇妙な面持ちで、警けい察さつ署しよにある面会室にいた。

　アクリル板で隔へだてられた先に、ひとりの男が座っている。

　かつて共に勉学に励はげんだ友人であり、そして神月に弁護の依頼をした連続爆殺事件の被疑者でもある男が。




ＧＭ：次がオープニングの最後。シーンプレイヤーは神月になります。

神月：まずは侵蝕率を上げるんだったな。……１点上がって、33％になった。

あやめ：おお、一投目が出目１とは、いい感じですね。

神月：ふっふっふっ、私の正義に燃もえる心に、運も味方しているようだ（笑）。

コウ：すごいな、正義（笑）。

神月：さて、私は知人から弁護を頼たのまれるとのことだったが。

ＧＭ：ええ。今、神月は綾間市の警察署にある留りゆう置ち場じように来ています。面会室の中、アクリル板で隔たれた向こう側に、あなたを私し選せん弁べん護ご人にんとして呼んだ、知人が座っています。ちなみに弁護人と被疑者の面会なので、監かん視しはありません。

神月：ちなみに知人の名前は？　そういえば、聞いていなかった。

ＧＭ：な、名前ですか？　えーっと……わ、渡わた辺なべで！

神月：いかにも普通な感じだな（笑）。

ＧＭ：まあ、彼はただの一般人ですし（笑）。

コウ：本当に濡ぬれ衣ぎぬを着せられただけの男なわけか。

ＧＭ：その通りです。というわけで、神月は、弁護士として渡辺の相談に乗っているところだと思ってください。

神月：分かった。ならば、ため息を吐つきながら言おう。……渡辺、久ひさしぶりに会ってこう言うのもなんだが……お前は何をしているんだ？

ＧＭ：すると、渡辺はなんとも困った表情になり。「俺だって好きでこんなとこにいるわけじゃない。いきなり、殺人容よう疑ぎ者しやとして捕つかまえられちまったんだ！」

神月：ほう、それは穏おだやかではないな。一応訊いておくが、お前がやったのか？

ＧＭ：「俺はやってない！」即そく答とうする渡辺。

神月：とりあえず、話を訊かせてもらえるか？

ＧＭ：「分かった」渡辺はこくりと頷うなずくと、事じ情じようを説明し始めます。現在、渡辺は綾間市を騒がせている、連続爆殺事件の容疑者として勾こう留りゆうされています。もちろん、彼は犯はん行こうを全面的に否ひ認にんしている。

神月：だが、警察も何の理由もなく勾留したりはすまい。何故、渡辺は捕まったんだ？

ＧＭ：「それは──」むうんと唸うなりながら、渡辺は自分が捕まった理由を話してくれる。まず、第一の理由は渡辺が爆発物を調達することができる立場にあることです。

神月：むっ、何かそういう特とく殊しゆな職業についてたりするのか？

ＧＭ：ええ。とある化学研究所で研究者として働いていまして、爆発物に関する研究を行なっています。また、危き険けん物ぶつ全ぜん般ぱんを扱あつかうための国家資し格かく──甲こう種しゆ危険物取とり扱あつかい者しや免めん状じようも持っており、それを扱うための知識も持っている。

神月：なるほどな。続けてくれ。

ＧＭ：第二の理由は動機。被害者の中に、渡辺の元もと恋こい人びとがいました。爆発物の研究という彼の仕事への不満が原げん因いんで、事件が起こる一ヶ月ほど前に別れています。

神月：別れたことへの恨うらみから犯行と推測されているというところか。

ＧＭ：その通り。そして、最後の理由はアリバイ。恋人と別れてから、渡辺は仕事に没ぼつ頭とうするようになりました。同どう僚りようとのつき合いもほとんど無くなっていたため、彼のアリバイを証明できる人物がいないんです。

神月：よくあること、よくあること（一同笑）。

瞳：よくあるんだ（笑）。

神月：あるある（笑）。むしろ、私は何度かそういう事件の被疑者の弁護をしたことがあることにしよう。

ＧＭ：分かりました（笑）。ひとしきり話すと、渡辺は神月に訴うつたえかけます。「確かに、俺はあいつに振ふられてやけになってたさ。だけど、それで人殺しなんかしない！」憤いきどおりから、バンッとテーブルを拳こぶしで叩たたく。

神月：なるほど、あくまで無実を主張するか。もう一度だけ、渡辺に確認するぞ。……お前はやっていないんだな？

ＧＭ：「ああ、やってない！」

神月：よかろう、その言葉を信じよう。安心しろ。お前の無実、必ず証明してみせる。私の正義に賭かけてな！

一同：おおーっ！

コウ：かっこいいなぁ（笑）。

ＧＭ：〝正義〟の一言でキャラが立つのはずるいですよね（笑）。力強く依頼を請うけ負おった神月に、渡辺は感かん謝しやします。「ありがとう、神月！」

神月：ただし！

ＧＭ：「た、ただし……？」

神月：私は高いぞ（一同笑）。

ＧＭ：「神月……お前、そういうところ変わらないなぁ」（笑）

瞳：お友達価か格かくになったりはしないの？（笑）

神月：正義にはお友達価格も値ね引びきもない！　ここだけは譲ゆずれんのだ！（一同爆笑）

ＧＭ：そこきっちりしないと、弁護士は食っていけないですしね（笑）。

神月：うむ（笑）。もちろん、その分、仕事はきっちりとこなすがね。

あやめ：おお、心強い（笑）。

神月：では、早速調査へ向かおう。……何か分かったらまた来る。俺を信じて待っているといい！　びしりと指を突きつけて宣言。颯爽と面会室から出て行くぞ。

ＧＭ：では、その後ろ姿を渡辺は頼もしそうに見送ります（笑）。「頼たのんだぜ、神月」




　友人の言葉に、神月は力強い笑みを返した。

　留置場を後にした彼は今後、自分が為すべきことを考える。

　そして得た答えは単純なものだった。

　そう、やることは決まっている。友人の無実をつかみ取るのだ。




　そのためにも、まずは事件について調べねばならない。

　決意を胸に、神月は動き出す。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆夢ゆめか、それとも現げん実じつか


Scene Player ─── 敷島あやめ






　その日、あやめは夢を見た。酷こく薄はくな笑みを浮うかべた少年に追われる、そんな悪あく夢む……。

　彼かの女じよが必死で逃にげても、足音は離はなれることなく、そして───。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ（実際に事件が発生し、物語が展開するフェイズ）に入ります。最初のシーンプレイヤーはあやめで。

あやめ：はーい。侵蝕率を上げるね……って、10点も上がった！　とほほ。

ＧＭ：一気に上がりましたね。さて、シーンはあやめが夢を見ているところから始まります。夕ゆう暮ぐれの空の下、あなたは誰だれもいない河か川せん敷しき沿ぞいの通学路を走っています。そして背はい後ごには、ゆらりとした歩みで追いかけてくる不良少年の姿すがたが。

あやめ：うっ、怖こわい夢だ。必死で逃にげるよ。もう、全速力で走る！

ＧＭ：必死に逃げるあやめ。気づけばいつの間にか周囲の景色が変わっています。わずかな光もない暗くら闇やみの中、背後から硬こう質しつな足音が聞こえてくる。カツーン、カツーン……。

あやめ：怖いって！　もう、ホラーだよ、ホラー！

コウ：これ、もしかしてあやめが自分が殺されたときのことを悪夢として見てるのか？

瞳：あれだけショッキングな出来事なら、そりゃ夢にも見るよ。

ＧＭ：どれだけ走り続けたのか。あやめの身体が限げん界かいを超こえた直後───。




　いつの間にか、目の前に酷薄な笑みを浮かべた少年が立っていた。

　あやめの身体に衝しよう撃げきが走る。視し線せんを下に移うつせば、腹ふく部ぶに大おお穴あなが空いているのが見えた。

　鮮せん血けつが流れ落ち、あやめの身体を赤く染そめていく。




あやめ：……もう限界。意い識しきが朦もう朧ろうとして、かくりと膝ひざをついちゃう。

ＧＭ：すると不良少年の影かげが消えて、代わりにひとりの少年の姿が暗闇の中に浮うかび上あがる。

あやめ：それって……もしかして、陸原君？

ＧＭ：その通り。あやめが呆ぼう然ぜんとつぶやくと、夢の中のコウはあなたにこう告げる。




「すべて夢だ。忘わすれろ……」

　その囁ささやきと同時に───敷島あやめは、夢から醒さめた。




ＧＭ：……気づくと、あなたは自宅の自分の部屋にいます。ちなみにオープニングの翌よく日じつですね。窓まどからは朝日が差さし込こみ、外から小鳥のさえずりが聞こえてきます。

あやめ：あたし、いつの間に帰ったんだろ……。首を傾かしげながら、お腹なかをさすってみたり。

ＧＭ：夢の中で大穴の空いた腹部。ですが、現実では傷きずはないですね。

瞳：あっ、そうだ。わたしたちが家に送ったときに、制せい服ふくを調達して着き替がえさせておいたことにしてもいいかな？　穴あなあきの制服とか残したらバレバレだし。

ＧＭ：分かりました。では、制服にも穴あなは空いていません。強いて違い和わ感かんを上げるとしたら、何故なぜか制服が新しくなっていることです。

あやめ：でも、あたしはそれに気づかない（笑）。……全部……夢？　何か釈しやく然ぜんとしなくて、頭の上にハテナマークを浮かべてる。……あたし、疲つかれてるのかな？

瞳：ＧＭ、そこで登場していい？　あやめの様子を確かく認にんしたいし、猫ねこで出たいんだけど。

ＧＭ：どうぞ。侵しん蝕しよく率りつは上げておいてください。

瞳：はいはい。じゃあ、《ハンドリング》で登場する。塀の上で仰向けにだらしなく寝そべって、チュッパチャプスをなめてよう。

あやめ：それ、目撃できるんですか？（笑）

瞳：いや、あやめが目を覚ますと慌てて、チャッパチャプスをぽいと捨てて普通の猫っぽくとりつくろう（笑）。ここは気づかないでくれるとうれしい。

あやめ：分かりました（笑）。なら寝ぼけ眼で、ぼんやりと猫を一瞥するだけで。

瞳：わたしは、にゃーと鳴いて、横目で落としたチュッパチャプスの方を見てる（笑）。

あやめ：はうっ！　か、可愛い……！（笑）

ＧＭ：しょんぼりする猫に、あやめが身もだえしている間にも時間は過すぎていきます。今日も学校はありますし、あんまりのんびりしてると朝食抜ぬきになっちゃいますよ。

あやめ：おっと（笑）。さっと身だしなみを整えてダイニングへ向かう。お兄ちゃんはいる？

ＧＭ：すでに会社に出たのか、姿は見えません。ただ、テーブルの上には、トーストやサラダなどの簡かん単たんな朝食と、「ちゃんと朝飯は食えよ」という書き置きが残されています。

神月：いいお兄さんじゃないか。

あやめ：当然！　お兄ちゃん、愛してる～（一同笑）。いただきますして、朝食にぱくつくよ。

ＧＭ：少し冷めてはいますが、兄あにの料理はそれでもうまい。家庭の味というやつですね。

瞳：ちょっとうらやましいかも。うちの兄あに貴きは、そういうのからっきしだろうし。

コウ：ん？　飯なんて適切に栄養がとれれば十分だろ？

瞳：ほらね（一同笑）。

あやめ：うちのお兄ちゃんは、料理得意でよかった（笑）。感かん謝しやの気持ちを忘わすれずに、用意された食事を全部食べるよ。

ＧＭ：では、朝食を食べ終えたところで、ピンポーンとチャイムの音が鳴ります。「あやめ～、学校に行く時間だよ～」という千鳥の声が、玄げん関かんから聞こえてくる。

あやめ：そういえばお隣となりさんだっけ。食器を片かた付づけて急いで玄関に向かう。

ＧＭ：外に出ると、千鳥があなたを出迎えますよ。「おっはよーっ、あやめ！」

あやめ：おはよう、千鳥。今日も元気だね。

ＧＭ：「それがあたしの取とり柄えだからね！」ぐっとガッツポーズを取る千鳥。

あやめ：その元気のよさ、いいね。癒いやされるー（ほんわか）。

ＧＭ：ぽややんとするあやめに、千鳥はきょとんとしますよ。「あやめ？　どうかしたの？」

あやめ：ああっ、ごめんごめん。何でもないの！　さっ、学校に行こう！（笑）

ＧＭ：「う、うん？」千鳥があやめの勢いきおいに負けて、学校に向けて歩き出します。

瞳：ふたりが出発したのを見て、わたしも後を追いかけるよ。

ＧＭ：他愛もない世間話をしながら歩く、あやめと千鳥。そして、瞳の操あやつる猫がそのあとを追う。やがて学校が近づくにつれて生徒の数が増ふえ、周囲がにわかに騒さわがしくなってきます。

あやめ：……まわりにいる学生の中に、夢であたしを殺した人とかいないよね？　なんとなく気になって、キョロキョロと周囲を確認してみたり。

ＧＭ：夢で見た、酷薄な笑みの少年の姿はありません。ただ、あやめの様子がおかしいのに気づいた千鳥が問いかけてきます。「急にキョロキョロして……何か探さがし物もの？」

あやめ：いや、その……ちょっと昨日の夢ゆめ見みが悪くてさ……。

ＧＭ：「夢？　どんな夢を見たの？」心配そうに訊きく千鳥。

あやめ：さすがに自分が殺された夢とは言えないな。……別に大したことはないの。もう、大だい丈じよう夫ぶ。今は千鳥もいてくれるしね。

ＧＭ：自分を頼たよりにしてくれているあやめの言葉に、感極まった千鳥がギュッと抱だきついてきますよ。「本当にこの子はもう可愛いわね！」（一同笑）

あやめ：はうっ!?　ちょ、ちょっと恥はずかしいよ、千鳥！

神月：そこでふたりの様子を見た生徒たちが言うんだ。「また、紫倉と敷島がやってるよ」（笑）

コウ：「あいつら、本当に仲がいいよな～」（[image: ]登校中の生徒）

ＧＭ：どうやら、こういうことはよくあることらしい（笑）。

あやめ：これがあたしの日にち常じよう！（笑）

瞳：ずいぶんと騒そう々ぞうしい日常だ（笑）。

ＧＭ：確たしかに（笑）。それからさらに数分後、ふたりが学校に着きます。瞳はどうしますか？

瞳：校こう舎しやの中まで入るのも何だし、ここで退たい場じようするよ。あやめの監かん視しはコウと交代で。

コウ：クラスメイトだし、それが妥だ当とうか。ＧＭ、登場するぞ。

ＧＭ：はい、どうぞ。

コウ：あやめたちが教室に入ると、すでに自分の席に座すわっている。周囲に興きよう味みはないから、ひとりでぼんやりと窓の外でも見てよう。

あやめ：……あの、もしかして陸原君って友達いない？

コウ：まあ、いないだろうな。年がら年中冬服だし、いつもマフラーつけてるし、たぶん変な奴やつだと思われて敬けい遠えんされてると思うぞ。

あやめ：なるほど。そして、そんな陸原君を、あたしは夢で見たと。……やっぱり彼のこと気になるよなぁ。

瞳：そりゃねえ。年とし頃ごろの女の子が男子を夢に見るなんて、「あいつのことが好きなのかな？」って思ってもおかしくないんじゃない？（笑）

あやめ：うーん（笑）。……よし、一言だけ声をかけよう。てくてくと近づいていって、トントンと机つくえを指で叩たたきながら。おはよう、陸原君。

コウ：ちらりと視線だけ向けて。（ぼそりと）……何か用か？

あやめ：何て言おうかな。まさか夢で会ったよねなんて訊きけないしなぁ。…………ど、どうしよう何も思いつかない（一同笑）。

ＧＭ：いざ話そうとして、何を話していいのか分からなくなる、あやめ（笑）。コウの方から何か話題を振りますか？

コウ：いや、俺おれは黙だまってあやめを見つめながら、言葉を待ってるよ。

あやめ：あうっ!?　あの、そのね……。

コウ：……（じっと、あやめの言葉を待ってる）。

あやめ：えーっと……その……！

神月：……なんだか奇き妙みような緊きん張ちよう感が漂ただよい始めてるんだが（笑）。

あやめ：だって、本当に何も思いつかないんだもの！（笑）

ＧＭ：だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　何ならこのまま席に戻もどっても───。

あやめ：だ、大丈夫！（笑）じゃあ、こう訊きこう。ねえ、陸原君。もしかして、昨日会った？

コウ：……。

一同：…………。

あやめ：あ、あれ？　あたし、変な質しつ問もんした？

コウ：いや別に。昨日会ったかと聞かれれば、確かに会ったな。学校で。

あやめ：学校でって……。あ、そっか！　あたし何言ってるんだろう。ただ会ったかなんて訊かれたら、普通そう答えるに決まってるじゃん！（一同笑）

ＧＭ：あの、藤井さん、もしかして今の質問、素すでしてました？（笑）

あやめ：は、はい……（笑）。

瞳：ふっ、くっ……！　や、やばい、面白い（[image: ]腹を抱えて、ぶるぶる震えてる）。

神月：いきなり飛ばしてくれる。これは我われ々われも負けていられんな（笑）。

あやめ：あう、す、すみませーん！（笑）（[image: ]恥はずかしそうに縮ちぢこまってる）

ＧＭ：えー、というわけで、あやめはひとりでテンパってるわけですが（笑）。

コウ：その様子を訝いぶかしげに見てるよ。昨日の記き憶おくが残ってるのかとも勘かんぐるが確かく証しようは持てずに黙だまり込こむ。そして、一言つぶやく。……話はそれで終わりか？

あやめ：えーっと、その……！（しばらく考かんがえ込こみ）だ、ダメだ。これ以上話しても、変なことしか言えない気がする。ここは引き下がろう。……ごめん、なんか勘かん違ちがいしてたみたい。

コウ：そうか。ぼそりと答えて、窓の外に視線を戻もどす。

あやめ：しょんぼりしながら、自分の席に戻るよ。はぁ、やっちゃったなぁ。

ＧＭ：では、今度は千鳥があやめに声をかけます。「急に陸原に話はなし掛かけて、何かあったの？」

あやめ：ん、ちょっとね。……ねえ、千鳥は陸原君ってどんな人だと思う？

ＧＭ：「陸原？　……変な奴かな」ちらりとコウを見て、千鳥は答えます。

あやめ：変な奴って、ずいぶんとストレートな物言いするなぁ（笑）。

ＧＭ：「だってあいつ、何を考えてるのかよく分からないじゃん？　いつもひとりでいるし、年がら年中冬服着てるし、室内でもマフラーつけっぱなしだし」（一同笑）

あやめ：改めて特とく徴ちようを聞くと、確かに変だ（笑）。

ＧＭ：「私わたしとしては陸原よりも、あやめの方が気になるよ。今までそんな親しくもなかったのに、急に陸原のこと気にかけちゃってさ。どうしたの？」

あやめ：えっ？　うーん、どう話せばいいかな。

ＧＭ：「ほら、悩なやみがあるなら千鳥さんに話してみなよ。相談相手ぐらいにはなれるからさ」

あやめ：つまり、その……何となく気になるお年頃ころなの！

コウ：ぶほっ!?　いきなり何を言ってるんだ！（笑）

ＧＭ：素す敵てきなセリフじゃないですか（笑）。あやめの言葉に千鳥の笑顔が凍こおりつき、次いで驚きよう愕がくの表ひよう情じように変わって。「ええっ!?　それって───」

コウ：（遮さえぎるように）ちょっと待った！　こいつ今、変な勘違いしようとしてるだろ!?

ＧＭ：そんな……もちろん、するに決まってるじゃないですか！（一同爆ばく笑しよう）

コウ：ぐあっ!?　だ、誰か止めてくれ！（笑）

神月：ふむ、さすがに学生でもない大人が、学校に行くわけにはいかんしな（笑）。

瞳：あたしは退場しちゃったしねぇ（笑）。

ＧＭ：残念ながら止める人間はいないようです（笑）。がたがたと震ふるえながら、千鳥が叫さけぶ。「あやめ、もしかして陸原のこと好きなの!?」突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言に、周囲がざわっとどよめく。

コウ：ぐくっ！　気にしない。俺は気にしないぞ……！

あやめ：こっちはメチャクチャ気にするよ！（笑）ち、千鳥、声が大きいよ。それに、そういうのじゃないから！

ＧＭ：慌あわてて訂てい正せいするあやめですが、テンパッた千鳥は止まらない（笑）。「あわわわわ、私のあやめがよりにもよって、あの陸原に！」わなわな！

コウ：わなわな、じゃないだろ！（一同爆笑）

瞳：なんか大変なことになってるねー。

神月：どうやら千鳥は少々思い込みの激はげしいところがあるようだな。困こまったものだ（笑）。

あやめ：でも、こういう千鳥も可愛いかも（笑）。

神月：可愛い……のか？（笑）

コウ：何でこんなことに……。一いち応おう確認するけど、あやめは昨日の事じ件けんを夢だと思い込んでるんだよな？

あやめ：うん、今のところはね。

コウ：なら、俺はこれ以上口は出さない。下手につついて、やぶ蛇へびになっても困こまる。

瞳：でも、このまま放置するつもりでもないんでしょ？

コウ：ああ……。それとなく監視は続ける。同じ学校だし、大した手間じゃないからな。

瞳：んじゃ、あやめのことはコウに任せよう。ちなみに、千鳥の勘違いはどうする？（笑）

コウ：……我が慢まんする（一同笑）。

ＧＭ：では、孤こ独どくを貫つらぬくコウを尻しり目めに、千鳥は「うおー！」「うがー！」と叫さけんでます（笑）。

コウ：もう、お前は黙ってくれ！（一同爆笑）

あやめ：やっぱり千鳥、可愛いね～。

瞳：可愛い……？

神月：もはや何も言うまい（笑）。

　結局、千鳥の暴ぼう走そうは朝の予よ鈴れいがなるまで続いた。

　騒そう々ぞうしくも、平穏な日常の光景。

　だが、それがもはや砂さ上じようの楼ろう閣かくにすぎないことに、あやめはまだ気づいていない……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：そうだ。ＧＭ、あやめにロイスを取っていい？　調ちよう査さもしたし、彼女に興味が湧わいたんで。

ＧＭ：分かりました。どうぞ。




　ＰＣはセッション中、任にん意いのタイミングで追加のロイスを手に入れることができます。

　ＰＣひとりが持てるロイスは最大七つ。つまり、プリプレイで得た五つに加えて、自分にとって重要な人物に対してロイスを、ふたつまで取得することができるわけです。




瞳：ポジティブは〝好こう奇き心しん〟、ネガティブは〝隔かく意い〟。これからのあやめがどうなるか興味を持ってるけど、一方で彼女とは住む世界が違ちがうなと感じてる。

あやめ：まだ、そんな感じか。ちゃんと話をして友達になりたいな。猫ちゃん、可愛いし（笑）。

ＧＭ：それは今後の展てん開かいに期待ということで（笑）。では、次のシーンに参ります。







◆Middle 02◆事件の裏うら側がわ


Scene Player ─── 神月正せい義ぎ






　弁べん護ご依い頼らいを受けた神月がまずしたことは、状じよう況きようを正しく理り解かいすることだった。

　事件の情じよう報ほうを集め、何を為なすべきかを考える。

　そして、神月が取った行動は───。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは神月。学校であやめたちが騒さわいでる頃、神月の所属ぞくする弁べん護ご士し事じ務む所しよでは、というシーンになります。

神月：まず私がするべきことは、事件について詳くわしく知ることだな。自分のデスクについて、連続爆殺事件について調べているぞ。

ＧＭ：では、おさらいの意味も含ふくめて、事件について簡かん単たんに説明をさせてもらいます。現げん在ざい、綾あや間ま市を騒さわがせている連続殺人事件、それが綾間市連続爆殺事件です。

瞳：連続爆殺事件！

あやめ：何度聞いてもすごい響ひびきだね（笑）。

ＧＭ：事件のもっとも大きな特徴は、その名の通り、被ひ害がい者しやが必ず爆ばく発はつ物ぶつによって殺害されていることです。

神月：ふむ。ちなみに爆発物はどんな種類のものなんだ？　一言に爆発物と言っても、いろいろな種類があるだろう。

ＧＭ：それについては、詳しよう細さいは判はん明めいしていません。ただ、工業や軍事など、市場にすでに出回っているものではないことだけは確たしかです。

あやめ：出回ってない？

ＧＭ：まだ公表されていない新型爆ばく薬やくと警けい察さつは考えているようですね。爆発物を研究していた渡辺が目をつけられたのは、そこら辺の事じ情じようもあります。

神月：自分で開発した爆薬を使っての犯はん行こうだと考えられているわけか。だが、渡辺が新型爆薬の開発に成功していたとしても、それを研究所の外部に持ち出すなんてことができるものなのか？　危き険けん物ぶつの管理というものは、やはり厳げん重じゆうになされていると思うんだが。

瞳：そうだね～。簡単に外に持ち出せたら危き険けん極まりない。

神月：ＧＭ、ひとつ確認したい。オーヴァードにも爆弾を作り出せる奴とかいるのか？

ＧＭ：いいところに気づきましたね。警察の鑑かん識しきでも判はん別べつできない特とく殊しゆな爆薬を、誰にも気づかれずに用意するなんて、むしろオーヴァードにしかできないでしょう。

神月：その可か能のう性せいに私は気づいてもよいのかな？

ＧＭ：ＵＧＮのイリーガルとして活動していますし構かまいません。

神月：ならば、今回の事件にオーヴァードが関わっていないかＵＧＮに確認を取りたい。ＵＧＮはそれ関連の事件の処しよ理りをしているんだよな？

ＧＭ：ええ。ただ、この街にはＵＧＮ支し部ぶがないので、霧きり谷たにと連れん絡らくをつけることにしましょう。

神月：霧谷……霧谷雄吾のことだな。確か日本ＵＧＮの一番偉えらい奴だったか？

ＧＭ：その通りです。……師走さん、本当にいろいろ分かってますね（笑）。

神月：ネットで調べてきた甲斐かいがありました（笑）。さて、連絡は携けい帯たいとかで構かまわないのか？

ＧＭ：ＯＫです。神月が霧谷の番号にかけると、数コール後に繫つながります。「お久しぶりです、神月さん。今日はどういったご用よう件けんですか？」受話器越ごしに霧谷の穏おん和わな声が聞こえてくる。

神月：少々貴き様さまに確認したいことがあって、電話させてもらった。

ＧＭ：「確認したいこと……ですか？」

神月：知人から弁護の仕事を受けたのだが、どうもその事件、普通ではないようでな。現在、綾間市でオーヴァードによる犯はん罪ざいが起こっているかを知りたいのだ。

ＧＭ：「なるほど……。結けつ論ろんから言えば、その答えはイエスです。あなたの知り合いでもある、陸原瞳が事件の調査を担たん当とうしているはずですよ」

神月：むっ、瞳くんが……。

ＧＭ：「ただ、なかなか慎しん重ちような相手らしく、犯はん人にんの捕ほ捉そくにはいたっていないようですが」

神月：そうか。まだ、お前たちも犯人を捕つかまえられてはいないのだな。ならば、ひとつ取り引きをしないか？

ＧＭ：「取り引きですか？」

神月：そうだ。問題のオーヴァードが起こしている事件のせいで、私の友人が誤ご認にん逮たい捕ほされてしまってな。それをお前の力で解かい放ほうしてやって欲ほしい。

あやめ：それって……。

瞳：裏うら取とり引ひきを持ちかけてる？

神月：綺き麗れい事ごとだけで正義を遂すい行こうすることはできんのだよ。必要ならば、この手を汚よごす覚かく悟ごも必要だ。でなければ、悪を断だん罪ざいすることなどできんからな。

ＧＭ：なるほど。神月の提てい案あんに霧谷は少し沈ちん黙もくしてから、苦いものが混まじった口調で質問を返します。「つまり私たちに、警察の捜そう査さに介かい入にゆうしろと？」

神月：迷めい走そうしている捜査だ。介入しても問題あるまい。それにタダでとは言わん。事件調査に私の力を貸かそう。お前たちはオーヴァードの存そん在ざいを世間に知られたくないのだろう？

ＧＭ：「それは……その通りです」

神月：私の力があれば、より早く事件を解かい決けつできるだろう。それだけリスクが減へらせるということだ。お互たがいの利り益えきのため、悪い取り引きではないと思うがね？

ＧＭ：「確かにあなたの力が借りられるならば、悪い話ではないかもしれません」

神月：そうだろう、そうだろう（笑）。

ＧＭ：「……分かりました、その友人についての情報を送っておいてください。こちらで手を打ちましょう」

神月：交こう渉しよう成立だな。しかし、便利なものだ。本来なら、無む罪ざい証しよう明めいするのは時間も手間もかかるものなんだが。

ＧＭ：ＵＧＮは各国政せい府ふの上じよう層そう部ぶなどと繫がりがあって、その協力を得られていますからね。ただ、だからといって、何でもできるわけではないです。今回は渡辺の逮捕が、誤認によるものだということと、神月の協力が得られるからこその対たい応おうですから。

神月：分かっている。力というものは、振ふるうべき時を選ぶものだ。

コウ：うーむ……。

瞳：どうかした、コウ？　急にうなったりして。

コウ：いや、いちいち神月が格かつ好こいいなと思ってさ（笑）。

神月：ふっ、当然だ。何故なぜなら───。

あやめ：何故なら？

神月：私は正義だからな！（一同爆笑）

ＧＭ：ならば、正義を為すために頑がん張ばってもらいましょう（笑）。霧谷は早速指し示じを出します。「瞳さんにあなたが協力してくれることを連絡しておきます。まずは彼女と合流し、調査の現げん状じようについて話を訊きいてください」

神月：了りよう解かいした。携帯を切って、すぐに瞳のもとへ向かうぞ。

ＧＭ：では、そこで一度シーンを切ります。







◆Middle 03◆捜査協力


Scene Player ─── 陸原瞳






　その日、繁はん華か街がいにある喫きつ茶さ店てんのひとつに陸原瞳はいた。

　霧谷から協力者が現あらわれたことを教えられたからだ。

　店の奥おくまったテーブル席に着き、目的の人物───神月正義が来るのを待つ。




瞳：さて、あやめはコウが監視してるし、こっちは神月先生と合流した方がいいよね？

神月：そうしてもらえるなら助かるな。

コウ：いいんじゃないか。こっちはもう瞳とコンビ組んでるし、まだ単独行動の神月先生を優先した方がいいだろ。

ＧＭ：それでは、次のシーンは瞳と神月の合流シーンにしましょう。

瞳：ほいほい。今回は人間の姿で出るよ。合流場所は繁華街にある喫茶店あたりでどう？

神月：ならばボックス席がある店にしよう。周囲に話を聞かれたくない。

ＧＭ：では、時じ刻こくは夕方。舞ぶ台たいは繁華街にある高級喫茶店になります。店内にはカウンター席の他にボックス席がいくつかある。客は数名ほどいますが、全員がカウンター席に陣じん取どり、思い思いの時間を過すごしています。

瞳：わたしは一番奥おくのボックス席について、神月先生のことを待ってる。

神月：ならば、そこに登場だ。キョロキョロと周囲を見み渡わたし、瞳くんの姿を探さがす。

瞳：ボックス席からひょこっと顔を出して呼びかけよう。……神月先生、こっちこっち！

神月：軽く微笑ほほえみを返して、瞳くんのいるボックス席に入る。ロイスのポジティブ感情が〝親近感〟だから、丁てい寧ねいに対応しよう。久ひさしぶりだな、元気にしていたかね？

瞳：ええ、相変わらずよ。

神月：それは何よりだ。とりあえず好きなものを頼むといい。ここは私が奢おごろう。

瞳：わーい、だから神月先生って好き！　遠えん慮りよ無くパフェを注文してぱくつく（一同笑）。

神月：はっはっはっ、可愛い奴め（笑）。ひとしきり和んだところで話を切り出すぞ。……瞳くん、そろそろ仕事の話といこう。連続爆殺事件の調査の進しん展てん状況を聞かせてくれ。

瞳：調査っていっても、進展はないのよね～。もぐもぐとパフェを食べながら、ランペイジのことは話す。ＵＧＮがそう呼よんでるオーヴァードが犯人だって。ただ、直ちよく接せつの接せつ触しよくは得られてなくってさ。まだ詳くわしいことは分かってないの。

神月：なるほど。他には何かあるかね？

瞳：特にないかな。あやめのことは隠かくしておく。コウがそうして欲ほしいっぽいから（笑）。

コウ：そうしてもらえると助かる。

瞳：コウからも進展があったって話は聞かないし……。とにかく人手が足りないのよ。

神月：コウの名前が出たから、ここは訊いておこう。俺はコウのことをまだ知らないからな。……コウとは誰だ？　他にも仲間がいるのか？

瞳：言ってなかったっけ？　コウはわたしの兄貴だよ。

神月：なにっ！　瞳くん、兄がいたのか!?　初耳だぞ！　大体、瞳くんはひとりっ子だったろう!?　少なくとも、私が彼女の父親を弁護したときはそうだったということで（笑）。

瞳：では、そういうことで（笑）。肩をすくめて言う。いろいろあって、今は兄貴がいるの。

神月：今は？　……もしかして偽ぎ装そうか？

瞳：まあ、そんなところね。喋しやべりながら携帯を操作して、コウの写真を呼よび出だす。ちなみに学校の窓まど際ぎわで、つまんなさそーに外を見てる姿のやつね。

コウ：学校でって……どうやって撮とったんだ？

瞳：企き業ぎよう秘ひ密みつです（一同笑）。

神月：携帯画面を見ながらうめくぞ。……高校生の、しかも男子だと!?　まさか、同じ屋根の下で暮くらしているんじゃないだろうな!?

瞳：そうだけど、どうかした？

神月：いかん！　これは由々しき事じ態たいだ！（一同爆笑）

コウ：ちょっと待て！　何を心配しているんだ、この人は！（笑）

あやめ：というか……神月先生って、そんなキャラだったっけ？（笑）

神月：今思いついたのだ！　いかんぞ！　男子と同棲など、先生許しません！

コウ：先生というか、まるで父親だな（笑）。

神月：ここでコウにロイスを取るぞ。ネガティブ感情は〝敵てき愾がい心しん〟だ。瞳くんと一いつ緒しよに暮らしているなど……許ゆるせん！　断だん罪ざい決けつ定ていだな！
















コウ：いや、兄妹なんだから別にいいだろ！（笑）

神月：そうはいかん。あとで話をさせてもらうぞ、たっぷりとな！

コウ：なんでだ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：なんかもう、すごいことになってるなぁ（笑）。

瞳：そろそろ収しゆう拾しゆうをつけようか（笑）。……神月先生。ひとりで興奮してるところ悪いんだけど、事件について調査を始めない？

神月：むっ……。私としたことが、思わぬ話に少々取とり乱みだしてしまった。すまない、許ゆるしてくれ。

瞳：見てて面白かったから別にいいよ。パフェも奢おごってもらったし（笑）。

神月：ありがとう。それで、私は何をすればいいのかな？

瞳：まずは事件そのもの───連続爆殺事件について調べよう。ＧＭ、情報収しゆう集しゆうできる？




『ＤＸ３』では情報収集を行なうことで、事件解決や状況打だ破はのヒントを得られます。

　情報収集は基き本ほん的てきに、ＧＭが指定した〈情報：●●〉の技ぎ能のうを使用した判はん定ていで行ないます。判定については後こう述じゆつします。




ＧＭ：できますよ。〈情報：噂うわさ話ばなし〉〈情報：裏うら社会〉で判定をしてください。難易度は８です。




『ＤＸ３』において、キャラクターのとった行動が、成功するか、失敗するかわからない時に、その成否を決定するルールを〝判定〟と言います。振ったダイスのもっとも高い出目と該がい当とうする技能のレベルを合計した数すう値ち───〝達成値ち〟が、ＧＭの設せつ定ていした数値───〝難なん易い度ど〟以上になれば成功、そうでない場合は失敗となります。




瞳：どっちの技能も持ってないや。ダイス３個こしか振ふれないし、ちょっと不安かも……。




　判定では「指定された技能が属する能のう力りよく値＋その他の修しゆう正せい」個の十面ダイスを振ります。

　能力値には【肉体】【感覚】【精せい神しん】【社会】の四種類があり、今回使用する〈情報：●●〉は【社会】に属する技能になります。




神月：どうやら私の出番のようだな。【社会】は８あるし、各種コネも揃えてある。〈情報：裏社会〉１レベル、コネも入れてダイスは10個。（ダイスを振る）達成値９で成功だ。

瞳：一発で成功か。さすがは神月先生だ。

神月：ふっふっふっ、情報収集なら任せておきたまえ。弁護の依頼を受けているし、ここに来る前に資料を集めていたことにしよう。カバンからそれを取り出して目を通す。

ＧＭ：了解です。では、資料に書かれている内容は、こんな感じになります。




　綾間市連続爆殺事件───第一の事件が起こったのは約一ヶ月前。とある不良グループの人間が殺されたことが発端である。被害にあったのは、レッドフォックスとブルーウルフというふたつの不良グループで、両チーム共その場にいた全員が殺されていた。




ＧＭ：……現げん場ばにいたのは両チームのリーダー格で、合わせて六人の死者が出ています。

神月：結構な数だな。それは大騒ぎになったんじゃないのか？

ＧＭ：実際、事件当初はニュースでずいぶんと騒がれました。そして、その事件をきっかけに連続爆殺事件が始まったわけです。最初の事件から一週間後に一名、さらにその一週間後に一名殺され、その後は間隔を短くしていき、現在の被害者数は十一名となっています。

神月：むう……。狙われた人物に共通点はあったりするか？

ＧＭ：特には。被害者は老ろう若にやく男なん女によさまざまで、共通点は見あたりません。

神月：となると、犯人は明確な標的を持っていない？

瞳：目についた人から適当に選んで手を出してるとしたら、快かい楽らく殺人の線かもしれないね。

神月：本当にそうなら厄介だな。放置すれば、それだけ被害が広がる。

ＧＭ：ちなみに、今までの事件間隔からすると、そろそろ次の事件が起こりそうなのですが、今のところ新しい事件は起こってはいません。

一同：（一いつ斉せいにあやめの方を見る）

あやめ：あっ、あたしか。あたしの場合、生き返っちゃったからなぁ。まあ、自分自身では夢だと思ってるから、気づいてないけど。

神月：ここは瞳くんから情報を聞き出すチャンスと見た。……おかしいな、そろそろ次の事件が起こってもおかしくないのだが。瞳くん、何か知らないかね？

瞳：（そっぽを向いて）あ、あたし、知らな～い（一同笑）。

あやめ：それバレバレだよ（笑）。

神月：もう一度聞こう。……本当に何も知らないのか？

瞳：えーっと、その……（ちらりとコウを見る）。

コウ：何なら〈交渉〉判定で対決したらどうだ？　神月が勝ったら話すってことで。

瞳：ふむ……。コウがそう言ってくれるなら、対決しようかな。神月先生には、今のうちに話しておいた方が後々やりやすそうだし。

ＧＭ：分かりました。では、神月と瞳のふたりで、〈交渉〉対決をしてもらえますか。




　同時にダイスを振る神月と瞳。

　結果は神月の達成値つ、瞳の達成値８。神月の圧あつ勝しようであった。




神月：私の勝ちだな。さて、知っていることを話してもらおうか？

瞳：もう、神月先生に噓うそはつけないなぁ。実は昨日の晩ばん、被害者がひとり出てるんだよ。

神月：ほう？　ならば、何故それがニュースになっていない？

瞳：被害者の子が、驚きよう異い的てきな生命力で生き返っちゃったからね。

神月：むっ、被害者がオーヴァードだったのか？

瞳：ううん。どうも、事件に巻きこまれて死んだのがきっかけで覚醒したっぽいのよ。

神月：それはまた厄介だな……。上に報ほう告こくはしたのか？

瞳：その子、まだオーヴァードだって自覚してなくてさ。全部、夢の中の出来事だと思い込んでるの。そっとしておけば、平へい穏おんな生活が送れるかもしれないから報告はしてないの。

神月：それは……。いや、それが君の判断ならば何も言うまい。今は事件解決の方が先決だ。

瞳：そうだね。とりあえずコウと合流する？　そろそろ学校も終わってるだろうしさ。

神月：では、案内を頼めるかな？　私は彼がどの学校に通っているかしらないのでね。

瞳：了解。それじゃあ、喫茶店を出て学校へ向かうよ。

ＧＭ：分かりました。ふたりが喫茶店を出たところでシーンを終しゆう了りようします。








コネ　情報収集の判定にダイスボーナスが得られるアイテム。技能ごとに別のコネが用意されている。













◆Middle 04◆恐きよう怖ふ、再ふたたび


Scene Player ─── 敷島あやめ






　夕日に赤く染そまる河か川せん敷しきを横目に、あやめは千鳥と共に家路についていた。

　ふと、あやめの脳のう裏りに今朝見た悪あく夢むがよぎる。

　夢ゆめの中のこの場所で、彼かの女じよは殺されたのだ。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはあやめです。なお、最初は他ＰＣは登場不ふ可かなのでご了りよう承しようを。

コウ：俺おれたちは登場できないのか。

神月：よからぬことが起こらなければいいがな……。

あやめ：あんまり脅おどかさないでー（笑）。

ＧＭ：途と中ちゆうから登場可か能のうになりますので、その時が来たらその旨むねを伝えさせてもらいますよ。さてでは状じよう況きようですが、学校も終わり、すでに放課後になっています。現げん在ざいは、千鳥と一いつ緒しよに家路についているところだと思ってください。

あやめ：今日は千鳥も一緒なんだね。

ＧＭ：ええ、隣となりで難むずかしい表ひよう情じようで何やら考かんがえ込こんでいます。彼女のつぶやきが途と切ぎれ途と切ぎれに聞こえてくる。「陸原コウ……いつの間にあやめと……！」

コウ：まだ言ってるのか！（笑）

神月：それだけ千鳥があやめを大事に思ってるということなんだろう（笑）。

あやめ：嬉うれしいような、陸原君に申もうし訳わけないような、ちょっと複ふく雑ざつな気分（笑）。

コウ：勘かん弁べんしてくれ（笑）。

ＧＭ：千鳥は、陸原コウとあやめの関係を悩なやんでいたり、休日にあやめと一緒にショッピングモールに行くのが楽しみだったり、複雑な表情で隣を歩いています。

神月：そこはもちろん、「ど、どうしてもって言うなら、陸原も誘さそう？」とか、聞いたりするんだな？（一同笑）

ＧＭ：そのセリフいいですね。いただきです。千鳥はそっぽを向きながらも、ちらちらとあやめの様子をうかがいながら言葉を続ける。「あやめがあいつに興きよう味みがあるんなら、べ、別に一緒に行っても、い、いいよ？」

あやめ：いや、そんな気を遣つかわなくてもいいよ。本当に、ちょっと気になっただけだからさ。

ＧＭ：「そう？　それならそれで、いいんだけどさぁ……」相変わらず、ちょっと拗すねたような物言いをする千鳥。

あやめ：あ～ん、千鳥いいな～！　ほっぺたをうりうりしたくなる！（笑）

ＧＭ：なんか、想そう像ぞう以上に喜んでもらえてるなぁ（笑）。

瞳：もう、すっかり仲良しだよね（笑）。

あやめ：そこは幼おさな馴な染じみだから！（笑）　ところで、今は家に帰る途中なんだよね。

ＧＭ：そうです。昨日と同じ帰路、河川敷沿ぞいのサイクリングロードを歩いていくと、やがて、今朝、夢の中で襲おそわれた場所へとたどり着きます。

あやめ：急に怖こわくなって、千鳥の服の裾すそをきゅっとつかんでみたり。

ＧＭ：「どうしたの、あやめ？」

あやめ：なんか、気分が悪くなって……。ちょっと口ごもりながら。

ＧＭ：青ざめた表情で震ふるえるあやめに、千鳥はおろおろと、心配そうに訊きいてきます。「大だい丈じよう夫ぶ？　少し休もうか？」

あやめ：……ううん、大丈夫。早く行こう。あんまりここにいたくない……。

ＧＭ：そう言って、一歩足を進めた瞬しゆん間かん、あなたは背せ筋すじがぞくりと泡あわ立だつのを感じます。

あやめ：えっ？

ＧＭ：その悪寒は、周囲を満たす空気の変化によってもたらされたものです。いつの間にか、空間そのものがひどく不ふ快かい感かんをもよおすものに変へん貌ぼうしている。

コウ：《ワーディング》か！

ＧＭ：いかにも。変化した空気にあてられて、千鳥が気を失い、くたりとあやめの方へ倒たおれ掛かかってくる。

あやめ：慌あわてて抱だきとめるよ！　……千鳥、どうしたの!?

ＧＭ：声をかけても千鳥はまったく反はん応のうを示しめしません。先さき程ほどまであれほど活発に動いていたのに、今は完全に意い識しきを失っています。

あやめ：い、いったい何が……？

ＧＭ：あやめが混こん乱らんしていると、背はい後ごから声がかけられる。「マジかよ……。本当に生き返ってやがった……」妙みように甲かん高だかく神しん経けいに障さわるその声に、あなたは聞き覚えがある。

あやめ：ぎこちなく後ろへ振ふり返かえるけど……。

ＧＭ：そこにはひとりの少年───ランペイジが立っている。茶色に染そめた髪かみを逆さか立だて、ひどく下げ卑びた笑みを浮うかべるその姿すがたは、夢の中であなたを殺した人物そのものです。

あやめ：びっくりして叫さけぶ。……な、何で!?　あれは夢だったはずじゃ!?

ＧＭ：「夢？　ああ、殺されて記き憶おくが混乱してんのか」ひとりで勝手に納なつ得とくするランペイジ。

あやめ：その様子をいぶかしげに見ながら、問いかける。……記憶が混乱って、あなた、何を言ってるの？

ＧＭ：「お前が見た夢とやらは現げん実じつだってことさ。お前は俺が殺したんだ」

あやめ：え？

ＧＭ：「本当に覚えてねえんだな。昨日のことだぜ？　お前の腹はらを吹ふっ飛とばして、綺き麗れいな華はなを咲さかせてやったのはよ」やれやれとランペイジが肩かたをすくめる。

あやめ：う、噓うそ……そんなの噓だよ！

ＧＭ：「おいおい、いきなり人を噓つき扱あつかいとはひでえな」

あやめ：だ、だって……。じゃあ、あたしは何で生きてるのさ！　あなたが言ってることが本当だとしたら、おかしいじゃない！

ＧＭ：「すっとぼけるなよ。お前も俺と同類なんだろ？　殺しても死なない、常じよう人じんには持てない力を持つ化け物なんだろう？」

あやめ：何を言ってるの？　わけが分からないよ！　びくびく震ふるえながら必死に叫ぶ。

ＧＭ：そんなあやめの様子が彼の嗜し虐ぎやく心を刺し激げきしたのか、彼はくつくつと嗤わらい出す。「話には聞いてたが、まさか同類がこんな近くにいたなんてなぁ」

コウ：話に聞いてた？

神月：誰だれから聞いたっていうんだ？

ＧＭ：（にやりと笑って）さて、誰でしょうか。それよりも、今はランペイジを何とかしないとやばいですよ。

あやめ：そ、そうだね。なんか、メチャクチャやる気満々っぽいし！

ＧＭ：それはもう狂きよう喜きしながら、あやめに近づいて行きますよ。「いいぜぇ……お前、最高だ。殺しても死なない、何度でも使える殺せるなんてよぉっ！」

あやめ：えうっ!?　この人、怖こわすぎだよっ！　ううっ、逃にげたいけど、千鳥を放ってはおけないし……！

ＧＭ：悩んでいる間にもランペイジは距きよ離りを詰つめながら、右みぎ腕うでをメキメキと変形させます。手のひらに炎ほのおを噴ふん射しやするための穴あなが空き、さらに高熱に耐たえられるように腕うでが硬こう化かして、鋼はがね色に染そまっていく。

あやめ：ええっ!?　な、なんなの、その腕!?

ＧＭ：「こいつか？　俺が手に入れた力さ」彼はにやりと笑うと、手のひらの穴に真っ赤な炎を灯します。ちなみに、ここではちゃんと戦せん闘とうを行ないますよ。

あやめ：何ですとー!?　あたし、まだオーヴァード素人しろうとなのに！

ＧＭ：ちなみにエフェクトの使用に制せい限げんはありません。能のう力りよく発はつ現げんについては、そちらで案があれば、それを採さい用ようさせてもらいます。

あやめ：わ、分かった。とにかく千鳥を放り出すわけにはいかないから、何とかその場に踏ふみとどまって対たい峙じするよ！

ＧＭ：では、あやめが身み構がまえたところで、ランペイジが襲おそいかかってくる。戦闘です！




『ＤＸ３』の戦闘はラウンドという時間単位で進行します。

　さらに一ラウンドは、セットアップ、メイン、クリンナップなどの複ふく数すうのプロセスに分かれています。簡かん単たんに説明すると、セットアップでそのラウンドに行動するキャラクターを確かく認にんし、メインで実じつ際さいに行動を行ない、クリンナップでそのラウンドを終しゆう了りようして次のラウンドへと移い行こうします。




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、まずはセットアップから。

コウ：ＧＭ、《ワーディング》を察知して、駆けつけられるか？

ＧＭ：コウはあやめのことを監視すると言ってたので可能とします。瞳と神月は、第二ラウンドからで。

瞳：一ラウンド目は、この場所へ移い動どう中って感じか。

コウ：なら、俺だけでも出よう。登場だ。大きく跳躍して上空から飛来し、ふたりの間に着地する！

あやめ：うわっ、そんな登場の仕方されたら、びっくりするって！　……り、陸原君!?

コウ：ちらりと一瞥して、すぐに視線をランペイジに移す。そして、右の拳に炎を灯しつつ、鋭く告げる。……ようやく見つけたぞ、ランペイジ！

あやめ：えっ、あっ、陸原君、手が燃えてる!?

ＧＭ：炎を纏うコウの姿に慌てふためく、あやめ。一方ランペイジは、突然の乱入者に舌打ちして。「ちっ、邪魔者かよ。しょうがねえ、殺すか」さらりと物騒なことを言う。

コウ：できるものなら、やってみろ……。拳を握り込んで戦闘態勢を取る！

ＧＭ：コウの戦意に、ランペイジが殺気で応える！　さあ、行動順番を決めましょう。行動値の高い順に行動で、こちらの行動値ちは10です。

あやめ：こっちは13だから、先手は打てる。さて、どうしようかな……。攻こう撃げきするか、それとも待機して耐たえるか……。よし、ここは攻撃する。千鳥に何かされる前に何とかしたい！




　一回の行動は、マイナーとメジャーというふたつのアクションに分けられます。

　マイナーでは移動や判はん定ていの必要ない簡かん単たんな行動を、メジャーでは攻撃など判定の必要とする複雑な行動を行なうことができます。




あやめ：マイナーで《ハンドレッドガンズ》、！　とっさに足元の小石を拾い上げて───。




　小石を拾い上げた直後、あやめは頭の中で歯車が嚙み合うような音が鳴り響いた。

　生存本能が能力を発現させ、彼女の双眸が青く輝くと同時、手中で石が銃へと変異する！




あやめ：そして、メジャーで普ふ通つうに射しや撃げきするよ。今まで銃になんて触れたこともないけど、あたしには何故なぜかその使い方が分かる！

ＧＭ：モルフェウスの形けい状じよう変形に、ノイマンの思考能力の演えん出しゆつですね。目の前でエフェクトが使われたため、コウに気を取られていたランペイジがぎょっとします。

あやめ：突然、手の中に出しゆつ現げんした銃に驚おどろきながらも、身体は恐おそろしく正せい確かくに動いて、銃じゆう口こうをランペイジにポイント。命中判定は……出目９に、〈射撃〉の技ぎ能のうを足して、12！

ＧＭ：対するランペイジは、攻撃の回かい避ひ───ドッジを試みます。ダイス12個こ振ぶりの……達成値14でドッジ成功です。あやめが無む意い識しきのうちにオーヴァードとしての能力を発はつ揮きして撃うった弾だん丸がんを、ランペイジがギリギリで身体を反らして避さけます。

神月：惜おしくも命中ならずか。

ＧＭ：ですが、まるっきり効こう果かが無いわけではない。思わぬ反はん撃げきに、ランペイジが警けい戒かい心しんを強めて距離を取ります。「その力、てめえもやっぱり同類だったな！」

あやめ：ど、同類って……。というか、何なのこの銃!?　もう、わけが分からなくなってパニック状じよう態たいになっちゃう。

ＧＭ：「ただ怯おびえるだけじゃなく、抵てい抗こうまでしてくれるとはな。やっぱり、お前は最高の獲え物ものだ……！」唇くちびるの端を三日月のように吊つり上あげて、歪ゆがんだ笑みを浮かべるランペイジ。

あやめ：なんか、さらに好かれてる───っ!?

ＧＭ：さて、ランペイジは今度は俺の番だとばかりに動こうとしますが、そこで唐とう突とつに動きが止まります。彼はしかめっ面になってつぶやく。「ちっ、よくよく邪じや魔ま者が来る日だな」

コウ：邪魔者？　……もしかして、瞳と神月先生のことか？

ＧＭ：ええ。このまま第二ラウンドになったら、登場しますよね？

瞳：当然！　ランペイジを処しよ理りするのがわたしたちの任にん務むだもの。

ＧＭ：なので、彼はコウが乱入してきたこと、あやめから予想外の反撃をうけたこと、さらに近づいてくる気配を察知したことで退しりぞきます。オートアクションで《瞬間退たい場じよう》です。

コウ：シーン退場用のエネミー専せん用ようエフェクトか。

ＧＭ：その通り。「あばよ、女。また今度遊ぼうぜ」ランペイジの手のひらの穴から火球が射しや出しゆつされ、地面に着ちやく弾だんすると小しよう規き模ぼの爆ばく発はつが起きて、真っ黒な爆煙が周囲を覆おおいます。

あやめ：うわっ、けほけほっ！

ＧＭ：黒こく煙えんが晴れると、そこにはすでにランペイジの姿はありません。敵てきであるランペイジが退場したので戦闘終了です。

あやめ：た、助かった～。ほっとして、思わずその場にへたり込こんじゃう。その時、手に持ってた銃が石ころに戻もどって地面を転がるよ。

コウ：そんな様子のあやめをちらりと見て、続けて足元に転がる石ころへ視線を動かす。銃が石に戻ったところを確認してぼそりとつぶやこう。……目覚めたのか。

あやめ：目覚めた？　陸原君、何か知ってるの？

コウ：それには苦い表情で沈ちん黙もくを返す。

あやめ：……。

コウ：……。

あやめ：……うう、空気が重い。

神月：ならば、私わたしが登場してその空気を何とかしようじゃないか。私も《ワーディング》を察知して現あらわれるぞ。そして、コウがあやめを襲おそってる犯はん人にんだと勘かん違ちがいして殴なぐりかかる！　貴き様さま、女子高生に何をしているのだっ！（ごわっしゃーん）

コウ：ぐっは───っ!?　ごろごろと三メートルほど転がるわけですが（笑）。

あやめ：あわわ、陸原君!?（笑）

神月：勘違いしたまま、コウにびしっと指を突つきつけて叫ぶ。……貴様が連続爆殺事じ件けんの犯人だな。大人しく私の裁さばきを受けろ！

コウ：よろよろと立ち上がりながら。……えっ、何？　これ何？（笑）

あやめ：とりあえず、重い空気はなくなったけど、別の意味で大変なことに（笑）。

瞳：そこでわたしも登場しよう。今回も本体で。神月先生がコウを問とい詰つめてるのを見て、慌てて駆かけ寄よる。……神月先生、誤ご解かいだよ！　さっき、写真を見せたじゃない！　そいつは、わたしの兄あに貴き……陸原コウだよ！

神月：な、何だと!?　自分が勘違いしていたと理り解かいしてうろたえる。

コウ：おい、瞳。こいつはいったい何だ？

瞳：神月正義先生。前に一緒に仕事をしたイリーガルで、今回の調ちよう査さに協力してくれてるの。まあ、詳くわしいことは後で説明するよ。それよりも今は……（ちらりとあやめを見る）。

あやめ：もう、何がなんだか分からなくて呆ぼう然ぜんとしてるよ～。誰かヘルプ！（笑）

瞳：じゃあ、あやめに話はなし掛かけるね。初めまして、わたしは陸原瞳。コウの妹だよ。

あやめ：はぁ、これはご丁てい寧ねいに。敷島あやめです（ぺこり）。

瞳：安心させるように微笑ほほえみを返してから、コウの方を見る。……コウ、彼女は───。

コウ：目覚めたみたいだ。石ころを銃に変えた。たぶん、モルフェウスシンドロームだろう。

瞳：ふーん。でも、目覚めたばかりにしては妙に冷静ね。もしかしたら、ノイマンとのクロスブリードかも。

あやめ：えーっと、目の前で初めて聞く単語が飛び交いまくって、ぽかんとしちゃう。な、何だか変こと喋しやべってる……（笑）。

神月：そうか、あやめくんはレネゲイドの知識がないんだったな。……このまま立ち話を続けるのもなんだ。場所を変えないかね？　皆みな、話したいことや聞きたいこともあるだろう。

コウ：そうだな。

あやめ：こくこく（[image: ]頷うなずいてる）。……って、そうだ。千鳥は無事かな？

ＧＭ：はい。ランペイジが動く前に、あやめが追い返しましたので。《ワーディング》もすでに解とけてますし、じきに目覚めるでしょう。

コウ：むっ、目を覚まされるとやっかいなことになるな。その前に家に送り届けよう。

ＧＭ：では、気き絶ぜつした千鳥を抱かかえて、この場を離はなれたところでシーンを切ります。







◆Middle 05◆世界の真実


Scene Player ─── 陸原瞳






　ひどく殺風景な部屋の中、瞳はみんなに振ふる舞まうためのお茶を用意していく。

　ダイニングでは、コウとあやめ、神月がテーブルについていた。

　話し合うべきことや、説明すべきことはたくさんある。




ＧＭ：では、次のシーン。千鳥を家に送った後、みなさんで話し合いをする場を設もうけることになります。全員登場でお願いします。

一同：はーい。

神月：場所はどこにするかね？

瞳：わたしたちの家でいいんじゃない？　普ふ通つうのマンションの一室とかで。

コウ：そうだな。ちなみに、部屋の中はすごい殺風景だと思う。

ＧＭ：コウも瞳も、部屋のレイアウトとかに頓とん着ちやくしなさそうですしねぇ。では、場所は陸原兄妹が住んでいるマンション。２ＤＫの部屋で、みなさんはダイニングに集まっているところだと思ってください。

あやめ：状じよう況きようがよく飲のみ込こめてないのと、男の子の家に来るのは初めてなのとで、微び妙みように緊きん張ちようしてるかな。落ち着き無く、キョロキョロしてる。

瞳：そんなに緊張しなくていいよ～。あっ、これ粗そ茶ちやだけど、どうぞ。

あやめ：これはどうもご丁てい寧ねいに。こくこく、はふぅ。ちょっと落ち着いた。ありがとう……えーっと？

瞳：瞳……陸原瞳だよ。

あやめ：瞳ちゃんだね。ありがとう、瞳ちゃん。

瞳：どういたしまして。にこりと微笑ほほえむ。

神月：女の子同士、仲がよいな。では、こちらは男同士で語り合おうじゃないか。

コウ：嫌いやな予感しかしないんだが……（笑）。

神月：なに、私わたしの質しつ問もんに答えてくれればいいだけだ。陸原コウ、お前は瞳くんとふたりで暮くらしているのか？

瞳：そうだよ～。ちなみにあっちがコウの部屋で、こっちが私の部屋ね。

神月：……やはり、じっくりと話をしないといけないようだな（一同笑）。

コウ：そこ、ずいぶんとこだわるな（笑）。だが、その話はまた今度にさせてくれ。それよりも今は、事じ件けんと敷島のことを解かい決けつするのが先決だろう？

瞳：そうだね。じゃあ、気を取り直して、まずはあやめに説明しようか。レネゲイドのこと、世界の真実のことを……ね。

あやめ：ごくり……。




　瞳が語ったのは二十年前に起こった、レネゲイドウィルスの拡かく散さんについてだった。

　レネゲイド発はつ症しよう者しや───オーヴァード。超ちよう常じようの力と引ひき替かえに、レネゲイドによって精せい神しんを侵しん蝕しよくされる者たち。そして、オーヴァードが人の心をレネゲイドに喰くらい尽つくされた時、ジャームという怪かい物ぶつになり果てるということ。




瞳：……世界はとっくの昔に変へん貌ぼうしてしまってるの。世界は平へい穏おんなままに見えるけど、それは砂さ上じようの楼ろう閣かくにすぎない。

あやめ：もう、ぽかんとした表ひよう情じようで話を聞いてるよ。……えーっと、〝れねげいど〟に、〝おーゔぁーど〟？　超常の力って、そんな漫まん画がみたいな……。

瞳：そうね、漫画みたい。でも、それが世界の真実。そして、わたしたちは、世界が今まで通りの姿すがたでいられるように戦ってるの。組そ織しきの一員としてね。

あやめ：組織？

神月：ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク。通つう称しよう、ＵＧＮと呼よばれる組織だ。




　薄はく氷ひようの上にある平穏な日にち常じようを守るため。

　レネゲイドによって引き起こされる、さまざまな犯はん罪ざいを秘ひ密みつ裏りに阻そ止し・解決するために結成された組織。それこそがユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク。




あやめ：〝ゆーじーえぬ〟……。にわかには信じがたいことだし、やっぱり素す直なおに受け止めるのは難むずかしいかなぁ。うんうん唸うなりながら、頭を抱かかえてる。

神月：まあ、信じられないという気持ちは分かるがな。

コウ：だが、それは確たしかに世界に存そん在ざいする。そして、敷島あやめ……あんたもオーヴァードのひとりなんだ。

あやめ：えっ？

コウ：実じつ際さいにその力を使っただろう。ただの石ころを銃じゆうに変えた。

あやめ：あ……！　さっき、ランペイジと戦った時のことを思い出して、はっと息を吞のむ。

コウ：あれがオーヴァードの持つエフェクトと呼ばれる能のう力りよくのひとつだ。

あやめ：さすがについさっき見たばかりだから、それは自分を誤ご魔ま化かせないな。うーん、と思わず唸りながら、ふと気づく。……お前〝も〟ってことは、コウ君もその……オーヴァードってやつなの？

コウ：……そうだ。お前もさっき見ただろう。俺が炎を出すのを。

あやめ：うっ、そ、そういえば……。

瞳：ちなみに、わたしや神月先生もオーヴァードだよ～。

あやめ：そうなんだ……。でも、見た感じだと、みんな普通の人間に見えるんだけど……。

瞳：一言にオーヴァードといっても、能力の発はつ現げん形けい態たいはいろいろあるからね。ここで実じつ際さいに、もう一度能力を使ってみせようか。

神月：それが手っ取り早いか。どんな感じで行くかね？

瞳：猫ねこを操あやつってるところ見せるのがいいっしょ。危き険けんもないしね。

神月：そうだな。目に見える形で、分かりやすいのがいい。

瞳：というわけで、わたしの部屋にいた猫がとてとてと歩いてきて、テーブルに飛び乗る。そして、ひょいっと立ち上がって。「たとえば、こんな風なことができたりするわけにゃ」といきなり喋しやべる（笑）。

あやめ：ほわっ!?　ね、猫が喋った！
















ＧＭ：まあ、猫が人語を口にしたら、そりゃあびっくりしますよね（笑）。

瞳：さらに猫が喋るよ。「どう、これで少しは信じてもらえたかにゃ？」

あやめ：もう言葉も出なくて、ぶんぶんと勢いきおいよくうなずく（笑）。

瞳：「理り解かいが早くて助かるにゃ」と、猫が言いながら、テーブルの上に置いてある菓か子しカゴからチュッパチャプスをひょいっと取り上げて、上じよう機き嫌げんに口に含ふくむ。

あやめ：ね、猫がチュッパチャプス食べてる……（笑）。

コウ：そこで言葉を挟はさもう。……瞳の持ってるような、猫を操る程てい度どの能力なら害はない。だが、オーヴァードの中には強力な殺さつ傷しよう能力を持つ奴やつもいる。

あやめ：その一言でびくりと身体を震ふるわせる。……それって、もしかして。

神月：そうだ、巷ちまたで騒さわがれている連続爆殺事件、そして君を襲おそった犯はん人にんはオーヴァードだ。そして、ここが重要なのだが、キミはその犯人───我われ々われがランペイジと呼よぶ人物に目をつけられているようなのだよ。

あやめ：そ、そんな……。なんで、あたしが？

コウ：あいつが何でお前を狙ねらうのかは、俺おれたちも知らない。だが、お前を守ることはできる。ランペイジに襲おそわれたときのことを、詳くわしく教えてくれないか？

あやめ：……分かった。なんとか一回目と二回目、襲われたときのことを両方とも思い出して、みんなに伝えるよ。




　突とつ然ぜん、襲われたことへの恐きよう怖ふに耐たえながら、あやめは思い出せるかぎりのことを、三人に話して聞かせた。

　身体的な特とく徴ちようや、ランペイジと自分の間で交わされた会話について。

　昨日、帰き途とでランペイジと遭そう遇ぐうして自分は一度殺されたらしいということ。そして今日、再ふたたびランペイジに襲われた際に、彼かれが自分に強い興きよう味みを持っていたということ。




あやめ：なんで、あの人があんなに、あたしに興味を持ってるのかは分からない。でも、立ち去る前に、「また遊ぼう」みたいなことを言ってたよ。

コウ：なるほどな……。

神月：腕うで組ぐみして、思考を巡めぐらせながら言うぞ。今の話からすると、あやめがオーヴァードとして蘇よみがえったことが、興味を引いた原げん因いんのようだな。

瞳：仕し留とめそこなった獲え物ものへの執しゆう着ちやくってところなのかしらね。

あやめ：ううっ、厄やつ介かいなのに好かれちゃったなぁ。……あっ、そうだ！　あと、何か、あたしが生き返ったことを誰だれかから聞いたみたいなことを言ってたかな。

コウ：誰かって……誰だ？

あやめ：えーっと、その……ごめん。それが誰かまでは分からないんだけど……。

神月：ふむ……。その〝誰か〟が何者かは知らないが、今はランペイジへの対たい処しよが先だろう。そこでひとつ提てい案あんなのだが……。

瞳：提案？

神月：私は一いつ刻こくも早くランペイジを捕つかまえたい。それはみんな共通するところだろう。

一同：（こくりと頷うなずく）

神月：そこでだ。あやめくんに協力を依い頼らいしたい。

あやめ：あ、あたしですか？

神月：そうだ。ランペイジはあやめくんを狙ねらっている。ならば奴を見つける一番簡かん単たんな方法は、あやめくんを餌えさにして、奴を釣つり上あげることだと思うのだがどうかな？

あやめ：そう来ましたか。いきなりの協力要請に戸惑いながら答える。そ、それは……。

神月：君の力があれば、迅じん速そくに犯人を逮たい捕ほできるかもしれないのだ。奴を放置すれば、君の近しい人もまた、狙ねらわれるかもしれないのだぞ？

あやめ：ま、真っ当な意見だ！　でも、いきなりそんなこと言われても……。

神月：私を信じろ。私が正せい義ぎだ！

あやめ：ええ───っ！（一同爆笑）

コウ：傍から見てるには面白いんだが、俺はあやめを事件に関わらせたくない立ち位置だし、口を挟もう。鋭い視線を神月先生に投げかけながら。……俺は反対だ。彼女は〝こっち側〟の人間じゃない。素人を巻き込むのは、どちらにとってもリスクが高すぎる。

神月：ふむ、君の言い分は分かる。だが、その上でランペイジの早期発見のために、この作戦が一番だと私は考える。どうだろうか、あやめくん。検けん討とうしてもらえないかね？

あやめ：あ、あたしは……。




　神月の提案に戸と惑まどう、あやめ。

　ほんのわずかな時間、しかし無む限げんとも思える沈ちん黙もくの後、彼かの女じよが口にした言葉は──。




あやめ：……考える時間をもらえないかな？　さすがに今すぐ「はい」とは答えられないよ。

神月：そうか、仕方あるまい。ならば、とりあえず連れん絡らく先さきの交こう換かんだけでもしておこう。もし、決心がついたら、いつでも連れん絡らくをくれ。

あやめ：わ、分かりました。

瞳：ついでにみんなで携けい帯たい番号を交換し合おうか。連絡取り合えた方が便利でしょ？

コウ：こくりと頷うなずいて、懐ふところから携帯を取り出す。……確かにその通りだな。すぐに連絡をもらえれば、こちらも迅速に動ける。

神月：こちらとしても断る理由はない。

あやめ：まあ、連絡先を交換するぐらいなら……。

ＧＭ：では、全員、携帯番号は交換したということで。ＰＣ間でなら、いつでも携帯で連絡は取り合えるようになりました。

瞳：よしっと。今伝えるべきことは伝えたし、連絡もつくようになった。今日はとりあえずここまでかな？

あやめ：そうしてもらえると助かるよ。やっぱりまだ混こん乱らんしてるし、ちょっと休みたいから。

神月：ちなみに、あやめの処しよ遇ぐうはどうする？

コウ：そうだな……。家に泊とまってもらうか？

瞳：うーん、それが安全な気がするけど……。下手にかくまったら、目標を見失ったランペイジが別の標的を狙ねらうようにしない？

ＧＭ：（にやりと笑い）さて、どうでしょうね。

あやめ：ああ、ＧＭが意味深な笑みを！（笑）

コウ：あやめだけを狙うならともかく、周囲まで狙われたら手が回らないぞ。

神月：となると、とりあえず監かん視しをつけて、今まで通り生活してもらうのがいいか。

コウ：それが一番対処しやすそうだな。

あやめ：じゃあ、あたしは家に帰って、今まで通りにしてればいい？

瞳：そうだね。その上で一いち応おう、保ほ険けんはかけておこう。

あやめ：保険？

瞳：テーブルの上にいる猫をひょいっと、あやめに差しだす。……この子、持っていって。わたしはこの猫を通して力が使えるから、何かあったらこの猫を頼たよってちょうだい。

あやめ：な、なるほど。さっき、この猫が喋ってるのは見てるし、素直に受け取るよ。

ＧＭ：猫の護ご衛えいか……。常つねに張はり付つかれると結けつ構こう、厄介だなぁ。

瞳：ふっふっふっ。そして、さらに本体はランペイジの調ちよう査さを続けちゃうよ～（笑）。

ＧＭ：本当に厄介だ（笑）。

神月：では、今日はこれで解かい散さんだな。私も一いつ旦たん、事じ務む所しよへ戻もどるとしよう。

あやめ：じゃあ、あたしも家に帰るね。

瞳：あやめが帰ろうとしたところで、コウを肘ひじで突つっつく。……ほら、コウ。あやめのこと送っていってあげなさいよ。

コウ：（きょとんとして）……何故？　お前の猫がついてるだろう？

瞳：そういう問題じゃないの！

コウ：そういう問題じゃないって……どういう問題なんだ？　本気で首を傾かしげる。

瞳：もう、コウは本当に鈍にぶいんだから！　男の子にはね、女の子を送ってあげる義ぎ務むってものがあるのよ！

コウ：そ、そういうものなのか？

瞳：そういうものなの！（笑）　ほら、四の五の言わないで早く行く！

コウ：わ、分かった。敷島、家まで送ろう。

あやめ：えっ、いいの？

コウ：ああ。放っておいたら、俺が妹に叩たたきのめされることになる。やれやれと嘆たん息そくしながら肩かたをすくめる。

あやめ：くすくすと笑いながらお礼を言うよ。ありがとう、陸原君。

コウ：気にするな。これも任にん務むの内だ。

ＧＭ：では、それぞれが帰途についたところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 06◆少女との語らい


Scene Player ─── 陸原コウ






　星空が広がる夜空の下を、コウとあやめが歩いている。

　年とし頃ごろの男女だというのに、会話もなく黙だまって歩き続けるふたり。

　話す切きっ掛かけを探さぐるように、あやめがコウをちらちらと見ている。




あやめ：ねえ、ＧＭ。ちょっと、コウ君と話がしたいんだけど、シーン作れないかな。

コウ：いいな。俺おれも少し話がしたかったところだ。

ＧＭ：分かりました。では、あやめを家に送るため、コウは彼かの女じよと一いつ緒しよに夜の河か川せん敷しきを歩いています。夜よる遅おそいことに加えて、最近物ぶつ騒そうな事じ件けんが続いていることもあり、他に人の姿すがたはありません。時折、近くの車道を自動車が通るぐらいです。

コウ：殺人事件が起きてる上に、それが解かい決けつしてないとなれば、出歩く人間も少なくなるか。静まり返った道を歩きながら、俺は周囲を警けい戒かいしつつ黙って歩いている。

あやめ：あたしはちょっと不安そうにしながら、陸原君の隣となりを歩いているよ。何となく彼かれのことが気になって、ちらちらと見ながら。

コウ：なら、しばらくは自分に向けられる視し線せんを黙もく殺さつする。ただ、何度か見られたところで、ため息混まじりに声をかける。……さっきから俺のことを見てるが、どうかしたのか？

あやめ：その一言でぎくりとして慌あわてて目をそらすけど、おずおずと視線を戻もどして、こっちからも話はなし掛かけよう。その、ただ黙って歩くのも何だし、気晴らしに話でもしないかと思ってさ。……って、迷めい惑わくかな？

コウ：別に構わないが……話すといっても何を話すんだ？　俺はお前のことを知らないし、お前も俺のことをよく知らないだろう。共通の話題があるとは思えないんだが。

あやめ：えーっと、そうだね。じゃあ、陸原君のこと訊きかせてもらえないかな。

コウ：……俺？

あやめ：陸原君の言う通り、あたしたちお互たがいのことよく知らないよね。クラスメイトだけど、あたしたちあんまり話したことなかったしさ。

コウ：ああ、そうだな。

あやめ：いろいろと突とつ飛ぴな形で縁えんを持つことになったけどさ、せっかくだから陸原君のこと知りたいんだよ。それに、あなたに命を預あずけることになる可か能のう性せいもあるんでしょ？　自分のことを守ってくれる人のこと知りたいじゃない。

コウ：なるほど、もっともだな。とはいえ、何を話せばいいのか……。自分のことを話すのには慣なれてないから、ちょっとばかり途と方ほうに暮くれるな。

あやめ：戸と惑まどう陸原君の様子にくすりと笑いながら。そんなに硬かたく考えなくてもいいんだよ。

コウ：それはそうなんだが……。むう、と黙だまり込こむ。

あやめ：じゃあ、あたしが質しつ問もんするから、それに答えられる範はん囲いでいいから答えてくれる？　それなら悩なやまなくていいでしょ。

コウ：むっ、分かった。

あやめ：じゃあまずは……陸原君はＵＧＮってところに所しよ属ぞくしてて、いろいろなことをやってるんだよね？

コウ：こくりと頷うなずいて。そうだ。レネゲイドの力を悪用する人間への……対たい応おうが、主な任にん務むになってる。

あやめ：表ひよう情じようを硬くしてる陸原君を不思議に思いながらも、質問を続けるよ。……いつから、そんなことしてきたの？

コウ：物心ついたときからだ。

あやめ：えっ？

コウ：ＵＧＮでは、レネゲイド関連の事件に巻まきこまれた人間を保ほ護ごするんだが、その中には身み寄よりをなくしたり、いろんな事じ情じようで親元にいられなくなった子どもがいる場合がある。

あやめ：……。

コウ：その子どもがオーヴァードに覚かく醒せいしている場合、ＵＧＮはそいつらが暴ぼう走そうしないように訓練を施ほどこす。その一部は組そ織しきの一員として活動する代わりに、生活を保ほ障しようされる。俺もそのひとりだ。

あやめ：じゃ、じゃあ、陸原君もお父さんとかお母さんと離はなれて暮くらしてるの？

コウ：まあな。もっとも、俺の両親が生きてるかは分からないが……。

あやめ：それって、どういう……？

コウ：さっきも言っただろう。物心ついたときから、俺はＵＧＮに育てられてきた。本当の両親が誰だれかなんて分からないし、今どうしてるかも知らない。

あやめ：そんな……。一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くして、戸と惑まどいながらも話し掛かけるよ。……じゃあ、家族は瞳ちゃんだけなの？

コウ：あいつとは血はつながっていない。兄妹として暮らした方が任務に都合がいいから、一緒にいるだけだ。

あやめ：……っ！　寂しそうな表情を浮かべて訊く。……あなたは、それで寂しくないの？

コウ：別に。お前にとっては普ふ通つうじゃないかもしれない。だが、俺にとってはこっちが日常だ。気になんてならないよ。

あやめ：で、でもさ……！

コウ：（遮さえぎるように）俺の話はこれでお終いだ。今は俺のことより、自分のことを心配しろ。ランペイジに命を狙ねらわれてるのはお前なんだ。

あやめ：うっ！　そ、それはそうなんだけど……。うーん、どう声をかけよう。なぐさめるのは何か違ちがう気がするし、かといって放っておくのも嫌いやだし。

ＧＭ：予想以上に重いコウの人生に、言葉を失うあやめ。そして、どう声をかけようかと悩なやんでいる間に、あやめの自宅前に着きます。

コウ：家を見ながら訊きく。ここがお前の住んでるところか？

あやめ：あっ、うん。

コウ：なら、ここまでだな。とりあえず、今日起こったことは忘わすれろ。そして、明日からいつも通りに生活すればいい。あとのことは全部、俺たちがやる。

あやめ：えっ？　でも、神月さんは協力して欲ほしいって……。

コウ：神月先生の言ったことは気にするな。ランペイジの相手をするのは俺たちの役目だ。お前が気にすることじゃない。

あやめ：うう、なんか取りつく島もないんですけど！

コウ：あくまで関わらせない方向で動いてるからな。

瞳：でもさ、あやめを関わらせたくないのは、実はコウの優しさなんだよね（笑）。

コウ：そこ、余計なことは言わない！（笑）

瞳：はーい、登場していない人は黙ります（一同笑）。

あやめ：あはは（笑）。じゃあ、結構厳しいこと言ってるけど、この人は自分を巻き込まないようにしてくれてるんだって思って、ちょっとくすりと微笑むよ。

コウ：怪訝そうにそれを見る。……何かおかしなことがあったか？

あやめ：ううん、何でもないの……。ただ、陸原くんって意外と優しいなって思ってさ。

コウ：優しい？

あやめ：うん。何となく、そんな風に感じたの……。ここで陸原君にロイスを取るよ。ポジティブ〝好奇心〟の、ネガティブ〝不安〟でね。

コウ：ふむ。なら、怪訝そうにしながらも、最後にこう言って立ち去る。……いいか、絶対に事件に関わろうなんて考えるな。お前が〝こっち側〟に来る必要なんてないんだ。

あやめ：ん……。あたしは何も言い返せないまま、ただ黙って陸原君を背中を見送る。




　夜の闇の中に、コウの姿が消えていく。




　事件に関わるなと彼は言った。

　それに対して、あやめは何も答えることができなかった。

　否定も、肯定も言葉にはならない。

　どうすればいいのかと自問しても、答えは出ない。




　自分の進むべき道を見いだせぬまま、あやめの夜は更けていく。







◆Middle 07◆一時の安息


Scene Player ─── 敷島あやめ






　そして、時は過すぎて日曜日。あやめは千鳥とショッピングモールへとやってきていた。

　幼おさななじみと過すごす休日。しかし、それもあやめの心の影かげを払はらうにはいたらない。




ＧＭ：さて、次のシーンプレイヤーはあやめ。ランペイジ二度目の襲しゆう撃げきから数日経たちまして、日曜日になります。

あやめ：千鳥とショッピングモールに行く日だね。うー、行っても大丈夫かな？

神月：恐らく大丈夫ではないかな。今までの犯行状況を見るに、どうやらランペイジは人目を避けて被害者を襲っているようだ。

コウ：人目が多いところの方が、逆に安全かもしれない……か。

瞳：まっ、わたしの猫も同行させるんで、楽しんできたら？　ストレス解消にもなるっしょ。

あやめ：ん……そうだね。じゃあ、お言葉に甘えて、千鳥と遊びに行こうかな。ちなみに、二回目の襲撃に千鳥も巻まき込こんじゃったけど、何か聞かれたりする？

ＧＭ：襲おそわれる前に、《ワーディング》で気き絶ぜつしましたからね。気づいたら家にいて驚おどろきはしたものの、「気を失ったけど、あやめが運んでくれた」という程てい度どの認にん識しきしかありません。

あやめ：なら、それには触ふれない方がいいかな。変なこと言っても、心配かけるだけだし。

ＧＭ：では、何事もなく日々は過すぎます。そして今朝方、千鳥が約束通り迎むかえに来て、今はショッピングモールの中を歩いているところだと思ってください。

あやめ：はーい。どんな様子かな？

ＧＭ：つい先日に開店したばかりということもあり、館内は綺き麗れいなものです。時じ刻こくはもうすぐ正午。休日ということもあって客入りは上々ですし、かなり賑にぎわってますね。

あやめ：りょーかい。賑やかでいいけど、ランペイジのこともあるし、あたしはちょっとへこんでるかも。みんなに協力するかも迷まよってるし。

ＧＭ：すると、そんなあやめの暗い心しん情じように気づいたのか、千鳥が心配そうに聞いてきますよ。「どうしたの、あやめ？　なんか元気がないみたいだけど……」

あやめ：ああ、ごめんごめん。何もないの。ほら、あたしは大だい丈じよう夫ぶだから！　腕うでをぶんぶん振ふって元気だってアピールする！

ＧＭ：慌あわててあやめが言うと、千鳥は腕うで組ぐみして唸うなりながらつぶやく。「やっぱり陸原を呼よべばよかったかなぁ？」（一同笑）

あやめ：いや、大丈夫！　本当にそういうんじゃないから！（笑）それよりも、まずどこに行くか決めよう？　強引に話題を変えて、案内板の方へ向かうよ。

ＧＭ：では、各階にある店てん舗ぽが書かれた案内板の前にふたりは移い動どうします。案内板によるとこのショッピングモールは８階建て、食料品や日用雑ざつ貨か、服ふく飾しよく雑貨にＣＤ・ＤＶＤショップ、書店、果てには映えい画が館かんもあるようです。

あやめ：ふわー、本当にいろいろあるんだね。

ＧＭ：案内板を見ながら、千鳥が訊きいてくる。「さて、どうしようか。適てき当とうに店を見て回る？　それとも先に軽く食事でもする？」

あやめ：う～ん、そうだね……。まだお腹なかは空いてないし、先に店を見て回ろうか。千鳥はどこか行きたいところある？

ＧＭ：「そうだね。強いて言えば書店に行きたいかな。欲ほしかった新しん刊かん、まだ買ってなくてさ」

あやめ：オッケー。じゃあ、千鳥と一いつ緒しよに書店へ向かうよ。

瞳：ＧＭ、そこでわたしも登場させてちょうだい。あやめに猫ねこを監かん視しとしてつけたいから。

ＧＭ：どうぞ。では、ショッピングモールの中を、何故なぜか一匹ぴきの猫がとてとて歩き回っているということで。ふと、すぐ横を通りかかった家族連れが、不思議そうに瞳の猫を見たりします。「ママ、ネコさんだ！」「あら、可か愛わいいわね～」（笑）

瞳：にゃあ、と鳴いて普通の猫の振りをしながら、遠巻きにあやめを見守ってるよ。せっかくの友人との休日を邪じや魔ましては悪いしね。

あやめ：じゃあ、あたしはそれに気づかないまま、千鳥と談笑しながら歩いてる（笑）。

ＧＭ：三人が見守る中、あやめと千鳥は最初の目的地である書店につきます。千鳥がキョロキョロと店内を見み渡わたし、ライトノベルの新刊コーナーへ向かいます。

瞳：（きらんと目を輝かがやかせ）千鳥が手に取るのはもちろん、『火の国、風の国物語』だよね？（笑）

あやめ：あっ、師走しわすさんの書いてる（笑）。

ＧＭ：では、千鳥は『火の国、風の国物語』の新刊を買いました（笑）。

神月：なんと！

あやめ：ああ、千鳥も読んでたんだ。実はあたしも読んでるんだよね。ＰＣもプレイヤーも、どっちもさ！（一同爆ばく笑しよう）

コウ：（素すで）新刊楽しみにしております。すごい好きなんで（笑）。

神月：（同じく素に）みんな、持ち上げるのが上手いですね（笑）。

ＧＭ：（笑）。こうして最初の買い物を終えたところで本屋を出まして、千鳥があやめに訊きく。「さて、次はどこに行こっか？」

あやめ：そうだね……。せっかくだし、何か記念になるようなものが買いたいかも？

コウ：なら、アクセサリーショップとかがいいんじゃないか？

あやめ：うん、それがよさそうかな。あまり高いものだとあれだし、高校生でも手て頃ごろに手に入れられる、シルバーアクセサリーとかを扱あつかってそうな店に行くよ。

ＧＭ：では、エレベーターで移動して、アクセサリーショップへと場所は移うつりまして。店内には指輪やネックレスなど、銀の輝かがやきを宿すたくさんの装そう飾しよく品ひんがディスプレイされています。

あやめ：どうせならペアものを買おうかな。それで千鳥との友ゆう情じようの証あかしとかにしたい。

ＧＭ：なるほど。……それなら、ダブルクロスのネックレスとかどうですか？

あやめ：ダブルクロスって……？　ああ、ゲームの方じゃなくて、十じゆう字じ架かふたつで構こう成せいされたアクセサリーのことか（笑）。

ＧＭ：ですです。一見ひとつの十字架に見えますが、十字架の中に、さらに小さな十字架がはめ込こまれてまして、分ければペアものとしても使えます。もとはひとつですから、同じものをふたつ買うより安く、お財さい布ふにも優やさしい（笑）。

あやめ：おおっ、それは重要だ！（笑）

コウ：高校生じゃ、お小こ遣づかいにも限かぎりがあるだろうしな（笑）。

あやめ：うんうん（笑）。というわけで、ダブルクロスのネックレスをひとつ買う。それで十字架を分けてもらって、ペア用にしてもらうね。

ＧＭ：では、店員がダブルクロスのネックレスをふたつに分けて梱こん包ぽうしてくれます。開店直後ということで、ペア用のチェーンはサービスにしておきましょう。

あやめ：ありがたやー（笑）。じゃあ、買ったネックレスの片かた方ほうを千鳥に渡わたすよ。はい、千鳥。これ、プレゼント！

ＧＭ：すると突とつ然ぜんのプレゼントに彼かの女じよはびっくりします。「これは？」

あやめ：プレゼントだよ。今日なんの日だか覚えている？

神月：（千鳥になり）「今日は……ああっ、あやめと初めて会った日だ！」

あやめ：そう、それ！（笑）

ＧＭ：師走さん、反はん応のうが早いですね（笑）。

神月：いや～、つい口が動いてしまうというか（笑）。

ＧＭ：大変助かります（笑）。プレゼントを受け取り笑顔を浮うかべる千鳥。「えーっと、開けてもいいかな？」

あやめ：もちろん！

ＧＭ：千鳥はプレゼントの中身を確かく認にんして。「へえ、十字架のネックレスだね」

あやめ：ダブルクロスって言う、ふたつの十字架を使ったものなんだ。ペア用にも使えるからさ、ひとつはあたし、もうひとつは千鳥にあげる。

ＧＭ：「ありがとう！　あたしたちの友情の証だね！　一生の宝たから物ものにするよ！」まるで太陽みたいに明るい笑顔を浮うかべ、本当にうれしそうに千鳥はお礼を言います。

あやめ：喜んでもらえてよかった（笑）。

コウ：しかし、お前たち本当に仲がいいな。

あやめ：もう超ちよう仲なか良よしだよ！（ブイサイン）

瞳：はいはい、ごちそうさま（一同笑）。

ＧＭ：こんな感じで、あやめと千鳥は友情を深め合いながらも、ショッピングモール内を巡めぐっていくわけでございます（笑）。というところで、一度シーンを切りましょう。







◆Middle 08◆敵てきの行方


Scene Player ─── 神月正義






　あやめが千鳥と休日を楽しんでいるその頃。

　神月たちは、ランペイジの調査を再さい開かいをしていた。

　コウとあやめの証しよう言げんをもとに、繁華街を中心に足で情報を稼いでいく。




ＧＭ：次の神月のシーン。あやめが千鳥とショッピングモール巡りをしている、一方その頃という感じになります。

神月：まずは侵蝕率を上げよう。……５点上昇した。さて、あやめくんからランペイジの特徴も聞き出せたし、それをもとに情報を集めるとしようか。

コウ：ランペイジについて調べるならば俺も同行するぞ。侵蝕率４点上昇して54％。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、新たに手に入れた情報を元に、ふたりは綾間市を巡めぐり歩あるきながら、ランペイジについて調べていく。〈情報：噂うわさ話ばなし〉〈情報：裏うら社会〉、難なん易い度ど８で判はん定ていをどうぞ。

コウ：〈情報：噂話〉で……達成値ち７。ダメか、やっぱり情報収しゆう集しゆうは苦手だ。悪いけど、神月先生頼たのむよ。

神月：任まかせておけ。〈情報：裏社会〉で判定するぞ。（ダイスを振ふる）おおっ、クリティカルしているな。達成値18で成功だ。

瞳：さすが、神月先生！

神月：ふっ、この程度のこと、私には朝飯前だよ。さあ、ＧＭ。何が分かる？

ＧＭ：では、なじみの情じよう報ほう屋やに身体的特徴を伝えた上で調べさせると、しばらくして、神月のモバイルＰＣに、ランペイジの詳しよう細さいなプロファイルが送られてきます。

神月：早速目を通すとしよう。

ＧＭ：プロファイルの内ない容ようはこうです───。




　本名───鷹木尚武たかぎ・しようぶ。

　綾間市でも悪名の高い、レッドフォックスのメンバーのひとり。




コウ：レッドフォックス……。連続爆殺事件で、最初の犠ぎ牲せい者しやになった不良チームか。

瞳：でも、そいつらって最初に殺されたんじゃなかったっけ？

ＧＭ：殺されたのはリーダー格かくだけですから。

瞳：あっ、そっか。

神月：ランペイジはリーダー格ではなかったのか。

ＧＭ：ええ、あくまでメンバーのひとりにすぎません。腕うでっ節ぷしは強かったのですが、我がの強い性せい格かくからチームメンバーとぶつかることが多く、人望がなかったのが原因ですね。チーム中でも浮ういた存在で、彼は仲間への不満をよく口にしているのが目もく撃げきされています。

神月：ふむ。最初の事件の発ほつ端たんはひとりよがりな怨えん恨こん、というところか。

瞳：オーヴァードになって、とりあえず気に入らない奴を殺した？

ＧＭ：そう考えてもらって構かまいません。

神月：なるほどな。それにしても、こいつは警けい察さつにマークされてないのか？　これだけ見事な動機があれば、事じ情じよう聴ちよう取しゆのひとつもされてそうだが。

ＧＭ：実際されてますよ。ただ、「彼には犯はん行こうに使われているような、特とく殊しゆな爆ばく発はつ物ぶつは用意できない」という見けん解かいから、被ひ疑ぎ者しやリストから外されたようです。

瞳：はいはい。レネゲイドのことを知らない警察じゃ、まさか本人がそれを生成できる能力を持ってるなんて考えられないものね。

ＧＭ：（こくりと頷うなずき）レネゲイドが関係する犯罪は、一いつ般ぱんからすれば不ふ可か解かいなものが多くを占しめます。それゆえに、レネゲイドを知る者でなければ、事件の真相を知り、解決することはできません。

神月：つまり、我々が何とかするしかないわけだ。

ＧＭ：その通りです。そして、最後にもうひとつ。ランペイジの目撃情報が手に入ります。

コウ：むっ、どこで見つかったんだ？

ＧＭ：目撃されたのはほんの数時間前。彼がいた場所、それは───。




〝ショッピングモール〟です。




一同：な、なに───っ!?

あやめ：そ、それって……！

瞳：めっちゃ、あやめのこと狙ってるんじゃん！

神月：今までの犯行を見るに、人目を避けているように思えたが……。まさか白昼堂々、彼女を襲うつもりなのか？

コウ：タイミングを測って、人目につかない場所に入ったところを襲うつもりなのかもしれない。何にせよ、放っておくわけにはいかないのは確かだ。

神月：そうだな。監視についている瞳くんのことも心配だ。よし、すぐにショッピングモールへ向かうとしよう！

ＧＭ：それでは、ふたりがあやめと瞳のもとへ向かったところで、シーンを終了します。







◆Middle 09◆炎の災厄


Scene Player ─── 敷島あやめ






　あやめに迫る不穏な影。だが、彼女はまだそれに気づいていない。

　平穏な日常が、非日常に侵蝕されていく。




ＧＭ：では、舞台をショッピングモールに戻します。あやめと千鳥が一通り行きたい場所へ行って、食事を取ろうかと移動を始めたところになります。

コウ＆神月：登場！

ＧＭ：分かりました。では、あやめと千鳥が、レストランゾーンへ移動しようと、エレベーターに乗り込む直前。館内を駆け抜けたふたりが、あやめたちのもとに到着します。

あやめ：……あれ、コウ君に神月先生。どうしたの？

一同：コウ君？

あやめ：あっ、ロイス結んだから、心を開いたというか、名前で呼ぼうかなって（笑）。

コウ：なるほど（笑）。名前で呼ばれて違和感を覚えるが、今はそれどころじゃないと切り出す。……敷島、すぐにここから出るぞ。

あやめ：えっ、あの、それってどういう……？

瞳：そこで《ハンドリング》で登場。そっと神月先生の足元に寄って。……神月先生、急にどうしたんにゃ？　何か妙に焦ってるみたいにゃが……。

神月：事情はあとで説明する。とにかく急いでここを───。

ＧＭ：（遮るように）神月がそう叫んだ直後。館内に人を嘲るような調子の言葉が響き渡ります。「休日をお楽しみのお客様方、悪いがちょいと俺につきあってもらえるかい？」

あやめ：その声を聞いてぎょっとする。……い、今のって、まさか!?

神月：ランペイジ！　本当に白昼堂々と仕掛けてきたか！

ＧＭ：周囲の客が何事かとざわつき始めます。千鳥も怪け訝げんそうに首を傾かしげている。

あやめ：ど、どうしよう！　千鳥をひっぱって逃にげるか、それとも自分が狙ねらわれているんだから、ひとりで逃げるか……！

ＧＭ：あやめが逡しゆん巡じゆんしてる間にも事じ態たいはさらに進みます。ランペイジの声が再ふたたび館内に響ひびく。「これから、でかい花火を打ち上げさせてもらう。お客様には、是非楽しんでもらいたいねぇ」

コウ：まさか……!?

ＧＭ：「それじゃあ、ショータイムだ！」ランペイジが興こう奮ふんした声で叫さけび───。




　指をパチリと弾はじく音が鳴るのを、その場にいた全員が聞いた直後───。

　すさまじい轟ごう音おんとともに、ショッピングモールのいたるところで火の手が上がる。

　沸わき上がる悲鳴。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが吹ふき荒あれ、すべてを薙なぎ払はらっていく！




あやめ：な、何!?　何が起こってるの!?

ＧＭ：周囲を見み渡わたせば、各所にある通風口から、真っ赤な炎ほのおが吹ふき出だしているのが見えます。館内は一瞬でパニックに陥おちいります！

神月：ずいぶんと派手にやってくれる！　こんなことをしたら、警察が来るだろうに！

ＧＭ：そこら辺は、ランペイジは気にしてませんからね。自分が負けると思ってませんし。

瞳：厄介な方向に開き直ってるな！　く～っ、普通レネゲイド関連の事件って、こそこそと裏で進めるものを！

あやめ：と、とにかく早く外に出ないと！　出入り口はどうなってる？

ＧＭ：真っ先に炎で塞ふさがれました。非ひ常じよう口ぐちも同様です。スプリンクラーは作動しませんし、警けい備び員いんが消火活動を試みるも、通風口から吐はき出される炎の勢いきおいの方が圧あつ倒とう的てきに強い！

神月：閉とじこめられたか。ランペイジめ、なかなかやる！

ＧＭ：炎に包まれたショッピングモールの中に、再びランペイジの声が響ひびき渡わたります。「聞こえてるか、女ぁ！　さあ、ゲームの始まりだ。クリアできなきゃ、みんな死ぬぞ！　クックックッ、ハーッハッハッ！」最後に哄こう笑しようを響ひびかせて、彼かれの声が途と切ぎれる。

あやめ：あうあう！　やばい、あたしの方がパニック起こしそうだ！　コウ君、ど、どうしよう！　みんな閉じこめられちゃって……。このままだと、みんな死んじゃうよ！

コウ：落ち着け！　まだ大丈夫だ。俺たちが何とかする！

ＧＭ：「陸原、あんた何を言ってるのさ!?　どうにかするって、どうするっていうのよ!?」パニック状じよう態たいに陥おちいった千鳥が、思わず叫びます。

瞳：この場にいる客が、みんなこんな感じなわけか。これは放置するとやばそうね。

コウ：そうだな。ＧＭ、《ワーディング》を張はるぞ。範はん囲いはショッピングモール全ぜん域いき。パニックを起こしてる客全員を気絶させる！

ＧＭ：暴あばれられるぐらいなら、気絶させてしまおうという作戦ですか。では、コウを中心にワーディングが展てん開かいされ、千鳥を始めとする一いつ般ぱん人じんの客が次々と気を失っていきます。一瞬で静まり返る館内。ただ、炎が燃もえさかる音だけが聞こえてくる。

瞳：にゃにゃ！　この場にいる人間全員を気絶させるなんて、思い切ったことするにゃあ。

神月：パニックを起こしたままでは、必要以上の犠ぎ牲せいが出るだろう。私はよい手だと思うね。

ＧＭ：確かに。ですがこの状況だと、一刻も早くランペイジを火を消さないと、一般人全員が為す術もなく死ぬことなりますよ。

コウ：分かってる。みんなを見渡して言うぞ。……さあ、ここからが勝負だ。こうなった以上、一いつ刻こくも早くランペイジを倒たおして、炎を消す必要がある。

瞳：となると、まずは奴やつの居い場ば所しよを押おさえないとだね。

神月：炎に包まれた館内で捜そう索さくとは、骨ほねが折れそうだ。やれやれとため息を吐はく。

ＧＭ：では、それぞれランペイジを捜さがし始めたところで、一度シーンを切りましょう。







◆Middle 10◆炎の経けい路ろ


Scene Player ─── 神月正義






　燃えさかるショッピングモールを神月は駆かけ抜ぬけていく。

　一刻も早くランペイジを倒さなくては、罪つみ亡なき人ひとが死ぬ。

　それはみずからの正義のために戦う彼にとって、耐たえ難がたいことだった。

　静かな怒いかりを胸むねに、神月はランペイジの姿を捜す。




ＧＭ：では、引き続き燃えさかるショッピングモールの内部。シーンプレイヤーは神月。他に登場する方はいますか？

あやめ：あたしは、今回は様子見かな。千鳥を放っておけないから、たぶんあの場に残ってるだろうし。

瞳：じゃあ、わたしも残るよ。あやめをひとりにするわけにはいかないからね。

コウ：瞳が残るなら、俺は登場しておこう。何かあった時、人の手は多い方がいい。

神月：同行、感かん謝しやする。さて、ランペイジを捜さねばならないのだが、どこを捜したものかな。

瞳：とりあえず、館内放送できそうな場所を捜すといいんじゃないかな？　ほら、犯はん行こう宣せん言げんしたとき、みんな聞こえてたみたいだし、そういう設せつ備びがあるところにいるんじゃない？

神月：ふむ、館内放送か。ＧＭ、それが可か能のうな設備がどこにあるか分かるか？

ＧＭ：一般社会の知識なので〈情じよう報ほう：噂うわさ話ばなし〉で判はん定ていを。難なん易い度どは７です。

神月：その程度ならば楽勝だ。……よし、９で成功した。

ＧＭ：では、神月は管理室の存そん在ざいを思い当たります。あそこならば、館内を監視できる上に、館内放送もできますから。

神月：よし。そのことをコウに伝える。

コウ：こくりと頷うなずいて。……分かった。まずは管理室を調べてみよう。

神月：というわけで、管理室へ向かう。

ＧＭ：では、神月とコウは、炎の燃えさかるショッピングモールの中を駆け抜け、管理室へと辿たどり着つきます。扉とびらには「関係者以外、立たち入いり禁きん止し」の札が取り付けられている。

神月：この緊きん急きゆう事態にそんなこと構かまってられん。無む視しして、管理室に入るぞ。

コウ：その後に続く。

ＧＭ：ふたりが部屋に飛とび込こむと、まずむせ返るような血の臭においが鼻につく。管理室に詰つめていたスタッフでしょう。頭部や腹ふく部ぶなどが吹ふき飛とばされた死体が数名分転がっています。

神月：これはむごいな。ランペイジの仕業か。

コウ：死体以外には何かあるか？

ＧＭ：特には。ランペイジの姿も見えません。また、監視カメラと繫つながるモニターなどの機器がありますが、すべて破は壊かいされています。

コウ：すでに去った後ってところか。

神月：一刻も早く、奴を見つけねばならんというのに……。これ以上、厄やつ介かい事を起こされてはかなわんぞ。

コウ：確たしかにな。しかし、管理室にいないとなると……。




　ランペイジはいったい何処どこにいるのか？

　コウと神月は十分ほど意見を交わし合い、そして───。




コウ：……ＧＭ、ひとつ確認だ。ランペイジがショッピングモールに火を放ったとき、通風口から炎が吹き出したんだよな？

ＧＭ：はい、その通りです。ここに来る途と中ちゆうにも、何カ所か確認できていますし、間違いありません。通風口回りが一番火の手が激はげしいです。

コウ：つまり、ランペイジは通風口を利用して、炎を送おくり込こんでる。なら、空調を統とう括かつしてる場所とかに奴がいるんじゃないか？

あやめ：なるほど。そっか、それはありそうだね。

神月：というわけで、ＧＭ。この建物の構こう造ぞう図ずとかを見つけたりできないか？　それを調べれば、何か分かりそうな気がするんだが。

ＧＭ：管理室をあされば構造図は簡かん単たんに見つかります。ただ、その内ない容ようを理り解かいするには、難易度８の〈知覚〉もしくは〈知ち識しき：機械工学〉の判定に成功する必要があります。

コウ：まいったな。こういうのが得意なのは、敷島と瞳だってのに……。

神月：使う能力値は……〈知覚〉が【感覚】、〈知識：機械工学〉が【精神】か。確かに、どちらも私たちは低いな。一応、私が【精神】２だが、他は全部１だ。

瞳：どうしても駄だ目めなら、あたしが登場しようか？

神月：そうだな、もしもの時は頼たのむ。

コウ：とりあえず、振るだけ振ってみるか。

瞳：コウ、がんばれ～。

コウ：おう。〈知覚〉で判定して……くっ、ダメか。達成値ち７でギリギリ失敗だ。

あやめ：おしい、あと１点だったのに！

コウ：すまない、神月先生。あとは頼たのんだ。

瞳：がんばって、神月先生！

神月：みんなの希望に添そえるよう、全力を尽つくそう。〈知識：機械工学〉で判定するぞ。ダイス２個の技ぎ能のうはなしで……よしっ、９が出た！

一同：おおっ！

神月：どうやら私はかつて建けん築ちく関連の事じ件けんを担たん当とうしたことがあったようだ。その時に構造図の読み方も覚えたということで（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、神月はショッピングモール内の通風口と、そこから延のびるダクトが、地下の空調設備に繫つながっていることに気づきます。

神月：コウにそのことを伝える。……コウ、地下の空調設備だ。この建物にある通風口はすべて、そこに繫がっている。

コウ：なら急いでそこに行こう。時間をかければ、それだけ被ひ害がいが広がる。

神月：うむ。コウ、ここから先、何が起こるか分からん。警けい戒かいを怠おこたるなよ。

コウ：ああ、分かってる。頷うなずきながら、管理室を後にする。あと、瞳に今手に入れた情報をメールで送っておこう。

瞳：はいはい。次に登場した時にでも受け取らせてもらうね。

ＧＭ：では、神月とコウが、地下の空調設備へと向かったところでシーンを切ります。







◆Middle 11◆自分の為なすべきこと


Scene Player ─── 敷島あやめ






　炎が燃えさかるショッピングモールの中。あやめは、少しでも被害が減へるようにと、倒たおれた客をなるべく安全な場所へと移動させていた。

　無む論ろん、限げん界かいはある。だが、それでも、何もしないでいるなんてできない。




ＧＭ：次はあやめ＆瞳組になります。コウと神月が去ったあと、ショッピングモールの廊ろう下かにふたりはいます。

あやめ：あたしは気を失ってる千鳥やお客さんを、なるべく安全な場所に移動させてるかな。こう、ずるずると引きずってさ。

瞳：じゃあ、わたしは炎の流れとかを見極めつつ、炎が直ちよく接せつ届とどかない場所まで、あやめを先せん導どうしていよう。《ハンドリング》で登場して。……あやめ、こっちにゃ！

ＧＭ：では、ふたりでできる限りの救助活動をしていると、瞳の本体の方に、コウから送られてきたメールが届とどきます。

瞳：じゃあ、突然のメールに本体が驚おどろいて、猫もつられてビクッと身体を硬こう直ちよくさせる。尻尾しっぽがピンッと伸のびて、全身の毛が逆さか立だつのだ（笑）。

あやめ：硬直した猫を見て、怪訝そうに訊くよ。ど、どうしたの瞳ちゃん？

瞳：だ、大丈夫にゃ。今、コウからメールが来たにゃ。神月先生と一緒に地下へ行くって。そこにランペイジがいるみたいなのにゃ。

あやめ：それを聞いて反はん射しや的てきに叫ぶかな。……じゃあ、あたしたちも行かないと！

瞳：なかなかアグレッシブに動くね。

あやめ：ランペイジを止めないと、たくさん人が死ぬかもしれないから。それは嫌いやだから、やっぱり突つき動うごかされるように、とにかく動こうとしちゃうと思って。

瞳：なるほど。それなら、非ひ日にち常じようの世界に住む先せん輩ぱいとして、ちょっと話をしておこうかな。不思議そうにあやめに訊くよ。……何で、あやめが行くの？

あやめ：えっ？　な、何でって……。

瞳：あなたが行く必要なんてないんだよ？　すっと目を細めて、猫口調でなく普通に告げる。

あやめ：で、でも、彼はあたしを狙ねらってこんなひどいことしてて……。それに、あいつを止めないと、千鳥も他のみんなも死んじゃうんでしょ？

瞳：そうだね。でも、そうさせないために、コウと神月先生が動いてる。とりあえず、こっちは一段だん落らくしたし、あたしもふたりのところに行くつもりだよ。

あやめ：うん。だから、あたしも力になれればと思って……。

瞳：（鋭するどい口調で）それが相手を殺すことになっても？

あやめ：うっ……！




　瞳の言葉に、あやめは息を吞のんだ。

　相手を殺す───その一言が、あやめの心に重くのしかかる。




瞳：前にも少し話したけど、オーヴァードは絶たえずレネゲイドの侵しん蝕しよくを受けているの。そして、それに吞み込こまれたとき、人としての理り性せいを失い、ただ自分の欲よく望ぼうを叶かなえるためだけに行動する怪かい物ぶつになってしまう。

あやめ：ジャーム……っていうんだっけ？

瞳：そう。ランペイジはあなたを狙ねらうためだけに、ショッピングモールを丸ごと巻まき込こむような計画まで実行してる。彼がジャームである可か能のう性せいはきわめて高い。

あやめ：だったら、なおさら放っては……。

瞳：ジャームに説得は通用しない。彼らは自分では止まれない。止めようとするならば、力ちから尽ずくになるわ。ねえ、あやめ。あなたにランペイジが撃うてる？

あやめ：それは……。なんて答えていいか分からなくて、思わず沈ちん黙もくしちゃう。

瞳：もし、あなたに戦う覚かく悟ごがないなら、行かない方がいい。オーヴァードとしての力があっても、それだけじゃ足手まといになるだけだから。

あやめ：うう……。瞳ちゃんと目を合わせてられなくなって、うつむいちゃう。

瞳：あたしの忠ちゆう告こくはこれでおしまい。それでも、あなたが戦うというなら止めないよ。最後に決けつ断だんするのはあやめ自身だから。

あやめ：……。

瞳：これ以上、あたしから話すことはない。コウたちと合流するために、とてとてとこの場から立ち去るよ。

ＧＭ：事件を止めるため、戦いの場へとおもむくため、瞳がゆっくりと歩き出す。

あやめ：瞳ちゃんの後うしろ姿すがたを見つめながらも、すっごい悩なやむよ。




　あやめの中には、かつてはなかった力がある。

　知るはずのない知識と技ぎ術じゆつを持って、敵てきと戦うための術すべが……。

　だが、その力を使って人を殺す、ということは今まで欠片かけらも考えたことはなかった。




あやめ：あたしは……。




　瞳の言う通り、自分は足手まといにしかなれないかもしれない。

　だけど、それでも……！




あやめ：……うつむいてた顔を上げて、何とか声を振ふり絞しぼって叫ぶ。……待って、瞳ちゃん！

瞳：ぴたりと足を止めて、顔だけ後ろに振ふり返かえる。何、あやめ？

あやめ：やっぱり、あたしも……あたしも連れて行って欲ほしいの！

瞳：その言葉に目を細めて訊く。……覚悟はできたの？

あやめ：その質しつ問もんには力なく首を横に振る。……分からない。

瞳：なら───。

あやめ：（瞳の言葉を遮さえぎるように）それでも！　それでも、何もしないなんて、あたしにはできないよ……。

一同：……。

あやめ：あたしは千鳥を助けたい。あたしに力があって、それを使うことで千鳥を救う可能性が少しでも上がるなら……。

瞳：あやめ……。

あやめ：お願い、瞳ちゃん。あたしも連れて行って！

瞳：しばらく沈黙してから言うよ。……しょうがないわね。

あやめ：えっ……？

瞳：そこまで言うなら好きにすればいい。ただし、つらいことになるかもしれないよ？

あやめ：うん、分かってる……。

瞳：なら、これ以上わたしから言うことはない。行きましょう。ついてきて。

あやめ：うん！




　まだ迷まよいはあるけれど、それでもあやめは立ち止まることはしなかった。

　気を失った千鳥の頰ほおをそっとなでて───。




「千鳥、絶ぜつ対たいに助けるから。それじゃあ……行ってくるね」




　つぶやき、千鳥との友情の証───ダブルクロスのペンダントを握にぎりしめる。

　そして、あやめは走り出す。大切なものを守るために。
















◆Middle 12◆嘲あざけりの言葉


Scene Player ─── 陸原コウ






　地下への階かい段だんを一気に駆かけ抜ぬけたコウは、空調設備へと侵しん入にゆうした。

　重苦しい、機械の駆く動どう音おんだけが響く室内。周囲を警戒しながら、先へと進む。




ＧＭ：では、場面をコウ＆神月組に戻もどしましょう。管理室を飛び出してから十分後、ふたりは空調施設にたどり着く。扉の鍵かぎは破壊されているため、中には簡単に入れます。

コウ：警戒しながら、そっと空調施設に入る。

ＧＭ：空調施設は、コンクリートむき出しの殺風景な部屋です。設備は正せい常じように稼か働どうしているようで、ゴオンゴオンという機械の駆動する低い音が鳴なり響ひびいている。

神月：ランペイジはどこにいる？

ＧＭ：神月が薄暗い空調施設の中を見渡した直後、室内に甲高い、不快な声が響き渡ります。「ハッハーッ！　大したもんだな。まさか、この場所を突き止めるなんてよ！」

コウ：ランペイジ！　炎を生み出しながら、声のした方へと振り返る！

ＧＭ：コウが振り返った先には───。




　薄暗い部屋の中、煌々と光を放つモニターがひとつ置かれていた。

　そしてそのモニター上には……。

　相手を小馬鹿にするように口元を歪めたランペイジの姿が映し出されている。




神月：モニター……だと……!?

ＧＭ：にやりと笑みを深め、ランペイジが一方的に言葉を発します。「俺の仕掛けに気づくとはなかなかのもんだ。だが、一手遅かったな。てめえらの相手なんざしてられねえんで、一足先におさらばさせてもらったぜ。クハハッ！」

コウ：後手に回ったか……！　モニターを無視して、すぐに空調施設から───。

ＧＭ：出ようとする直前！　コウと神月の前に無数の人影が立ちはだかる！

神月：むっ、何者だ？

ＧＭ：髪を金や茶に染め、趣味の悪いごつごつしたピアスや指輪をつけた不良少年の集団です。彼らは血走り、明らかに正気を失って目で、ふたりを睨みつけている。

コウ：正気を失った……。もしかして、こいつらジャームか？

ＧＭ：ご明察です。不良少年の集団が行く手を遮るなか、再びランペイジの声が部屋に響く。「そいつらはある意味、俺の同類でな。頭はイカれた獣みてえになっちまってるが、適当に痛めつけたら命令を聞くようになったんで、利用してやってるんだ」

コウ：ジャームを手なずけていたとは。厄介な……。

ＧＭ：「てめえらは、そいつらと遊んでな。俺はあの女と遊んでくるからよ。クハハッ！」

神月：くっ、待て！　ランペイジ！

ＧＭ：神月の制止の声に、ランペイジが嘲るような笑みを返して、モニター上から姿を消します。そして、不良少年───ジャームの集団が、じりじりと包囲の輪を狭めてくる。

コウ：油断なく、戦闘態勢を取りつつ。……まさか時間稼ぎしてくるとは。獲物を狩るためなら、それなりに頭も回るらしい。こうなったら、奴が狙うのは、十中八九───。




───敷島あやめ！




神月：そうなれば、そばにいる瞳くんも危険にさらされる……。一刻も早く戻らねば！

ＧＭ：ですが、ここから出るにはまず、扉を塞ぐジャームを倒さなくてはなりませんよ。

コウ：問題ない。

神月：そうだな。断罪は……一瞬で済む！




　ふたりの言う通りだった。

　コウの拳と神月の幻覚が、その猛威を振るい───。

　一分後、ふたりは空調施設を飛び出し、あやめと瞳の許へと向かって走り出していた。







◆Middle 13◆狂きよう犬けんの牙きば


Master Scene






　ショッピングモールの地下に広がる駐ちゆう車しや場じよう。

　コンクリートに囲まれた薄暗い空間を、ランペイジはひとりで歩いていた。

　手に携けい帯たいを握にぎり、誰だれかと話をしている。




ＧＭ：では、次はマスターシーンです。コウたちが空調設備に到とう着ちやくした頃ころ。地下駐車場をランペイジがひとりで歩いている。

コウ：やっぱり、去った後だったか。

ＧＭ：彼は手に携帯を握にぎって、通話しながらひとりで歩いています。

神月：むっ、相手は誰だれだ？

ＧＭ：地下空間にかすかに響くのはランペイジの声のみで、通話相手の声は聞こえない。ランペイジの質問に、相手が答えを返し───。




「アンタの言う通りにしたら、全部上手く行ったよ」

　ランペイジはにたりと笑いながら報ほう告こくする、続けて相手に質問を投げかける。

「しかし、何でアイツを執しつ拗ように狙ねらわせようとするんだ？」




瞳：やっぱり、黒くろ幕まくがいるっぽいね。アイツってのは、あやめのことかな？

コウ：たぶん、そうだろうな。

ＧＭ：ランペイジはしばらく黙だまって、相手の言葉を聞いていますが、質問に対する満足のいく回答が得られず、急に顔をしかめます。




「黙だんまりかよ……。そうだな、詮せん索さくはなしって約束だったな。分かった、分かったよ……」

　苛いらついた声がランペイジの口から漏もれた。

　元来、他人に指図されることが何よりも嫌きらいな男だ。

　しかし、その不ふ快かい感かんにゆがんだ表ひよう情じようも、すぐに歓かん喜きの笑みに取って代わられる。




ＧＭ：「まあいいさ。あんたに頼まれなくたってやってやろうとは思ってたんだ。あの女を追い詰めるのは最高に楽しいからな」ランペイジが瞳をギラリと輝かがやかせながら言います。

あやめ：ううっ。

ＧＭ：最後に、彼は携帯をぶつりと切り───。




「さぁて、仕上げといこうか」

　そうランペイジはつぶやき、ひどく獰どう猛もうな笑みを浮うかべた。







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆紅ぐ蓮れんの決着


Scene Player ─── 敷島あやめ






　瞳の操あやつる猫ねこを追いかけるように、あやめは地下へと降おりていく。

　コウたちからの報告によると、ランペイジは地下の空調設備にいる可能性が高いという。

　事件に決着をつけるため、あやめは走り続ける。




ＧＭ：それではクライマックスになります。あやめ＆瞳チームの視し点てんからシーンは始まりますよ。コウと神月は、好きなタイミングで登場してもらって構かまいません。

コウ：了りよう解かいだ。

神月：ならば、少々様子を見させてもらおう。

瞳：わたしは引き続き《ハンドリング》で登場しておく。

あやめ：じゃあ、あたしは瞳ちゃんの猫と一いつ緒しよに、地下への階かい段だんを降りてる。

ＧＭ：地下へ続く階段には、あやめと瞳しかいません。静まり返った空間には、階段を走る音だけが鳴なり響ひびいています。そして数分後、ふたりは地下駐車場へと出ます。

あやめ：はぁはぁ、ようやく着いた。壁かべに寄よりかかって、必死に息を整えてるよ。

瞳：こっちは涼すずしい顔で、周囲を警けい戒かいしてる。どんな様子かな？

ＧＭ：薄うす暗ぐらい駐車場には火の手は届とどいておらず、無人の車だけが静かに並ならんでいるように見えます。ただ、猫の優すぐれた聴ちよう覚かくが、近づいてくる足音を捕とらえます。聞きき慣なれたコウや神月のものではないと判はん別べつできて構いません。

瞳：なら、あやめに警けい告こくする。……疲つかれてるところ悪いけど、どうやら向こうから来てくれたみたいにゃ。気をつけるにゃ、あやめ。

あやめ：はぁ、ふぅ。大きく深しん呼こ吸きゆうしてから、こくりと頷うなずき返す。

ＧＭ：あやめが息を整えたところで、暗がりの中からゆらりとひとりの少年が姿すがたを現あらわします。見み間ま違ちがえようもない、ランペイジです。相変わらず口元にニヤニヤ笑いを張はり付つけていますが、目だけは異い様ようにギラギラとしており、ひどく興こう奮ふんしているのが見て取れますね。

瞳：なんだか、精せい神しん状じよう態たいが前に比くらべてひどくなってる？

ＧＭ：ええ。彼かれの中の衝しよう動どうは、もはや制せい御ぎよできないほどに膨ふくれあがっています。だからこそ、彼は人目もはばからずショッピングモールを爆ばく破はするような暴ぼう挙きよに出たんです。

コウ：ここで止めなければ、あとはひたすら暴ぼう走そうするだけってことか。

ＧＭ：その通り。

あやめ：異様な雰ふん囲い気きに、思わずへたりこみそうになるけど、必死に耐たえながら叫さけぶよ。……ランペイジ！

ＧＭ：名前を呼よばれた彼は、歪ゆがんだ笑みをさらに深めます。「よう、マイスイート。ようやく、来てくれたな。早くお前を吹ふっ飛とばしたくて、うずうずしてたぜ」

あやめ：きっと睨にらみ返かえして言うよ。……あなたが狙ねらっているのはあたしでしょう!?　これ以上、他の人を巻まき込こんだりしないで！

ＧＭ：「ハッ、イヤだね！　周りの連中を巻き込むと、お前のいい顔が見れるからなぁ」唇くちびるの端はしを吊つり上あげ、笑みを嗜し虐ぎやく的なものへと変えます。

あやめ：こ、この人、理り屈くつが通じない!?

瞳：それがジャームっていうものだからね。無む駄だだとは思うけど、一いち応おう話はなし掛かけるよ。一歩前に出て、ランペイジを真っ直ぐに見つめる。

ＧＭ：すると、彼は訝いぶかしげに視し線せんを返します。「猫？　何でこんなところに猫がいやがる？」

瞳：すっと目を細めながら訊きく。……あなた、今からでも悔くい改あらためて、その力を人のために使う気はあるかにゃ？　もしあるなら、寛かん大だいな処しよ置ちというのも考えなくはないんだけど？

ＧＭ：その言葉に、ランペイジは一いつ瞬しゆんキョトンとするが、次の瞬しゆん間かん、腹はらを抱かかえて笑い出します。「猫ごときが何を言ってやがる。ふざけんな。折角手に入れた力を、何で他人のために使わなきゃなんねぇんだ！」

瞳：ため息を吐つきながら続ける。……質しつ問もんを変えるにゃ。あなた、大人しく投とう降こうするつもりはあるかにゃ？　投降するなら、命までは取らないけど？

ＧＭ：「でけえ口を聞くじゃねえか。俺おれの欲よく望ぼうを満たす餌えさごときが！」

瞳：わたしたちはあなたの餌なんかじゃないにゃ。最後にもうひとつだけ訊きかせてもらうにゃ。……あなた、人を殺すのは楽しいかにゃ？

ＧＭ：「最高だね！」ランペイジはきっぱりと言い切ります。

瞳：そう……。質問は打ち切って、あやめの方を見る。……聞いたかにゃ？　あれがジャーム───自分の内にある負の衝動を満たすためだけに動く怪かい物ぶつにゃ！

あやめ：今までは言葉だけで理り解かいしようとしてたからピンと来てなかったけど、ランペイジを前にしながら話を聞いて、何となく理解するよ。




　彼はもう自分では止まれないのだ。

　衝動に吞のまれた哀あわれな超ちよう人じんの末路。誰だれかが止めなければ、犠ぎ牲せい者しやは増ふえ続ける。




あやめ：……覚かく悟ご決めなくちゃだね。

瞳：最後にもう一度だけ訊く。本当に戦うの？　今ならまだ引き返せるよ？

あやめ：それにはふるふると首を横に振ふる。あたし、大切な友達を……千鳥を守りたいんだ。だから、戦うのは怖いけど……逃げるわけにはいかない！




　あやめが戦いの決意をした瞬間、彼かの女じよの中に眠ねむる力の歯車がカチリと嚙かみ合あう。

　思考が透すき通とおり、戦うための知ち識しきが溢あふれ出だす。




あやめ：すっと目を細めて、鋭するどい視線でランペイジを射い貫つらぬく。……あなたはここで倒たおす！

ＧＭ：「女と猫ごときが俺をやるつもりか？　面おも白しれえ。できるもんなら、やってみな！」ひどく獰どう猛もうな笑みを浮うかべて、ランペイジが跳ちよう躍やく。一気にあやめへと躍おどり掛かかろうとする！

コウ：そこで登場だ！　ランペイジが飛び上がった直後に躍り出て、奴やつに拳こぶしを叩たたき込こむ！

ＧＭ：了解。では、乱入してきたコウにランペイジが驚きます。「て、てめえはっ!?」

あやめ：コウ君!?　突然現われた彼の姿に驚きの声をあげるよ。

ＧＭ：繰り出されたコウの拳を、ランペイジはとっさに右みぎ腕うでを盾たてにして受け止めます。だが、衝しよう撃げきを殺しきれずに身体が空中に浮うかび上あがる。そのまま、数メートルほど吹ふき飛とびながらも、空中で体たい勢せいを整えて着地して、ギロリとコウを睨にらむ。

コウ：その視線を受け止めながら、あやめたちとランペイジの間に立つ。そして、振ふり返かえらないまま瞳に一言。……いい時間稼かせぎだった。

瞳：コウこそ、ナイスタイミングにゃ。にかっと猫が笑顔になる。

神月：では、私わたしもそこで登場だ。……舞ぶ台たいのクライマックスには間に合ったようだな。

あやめ：神月さんも！

神月：遅おくれてすまない。ふたりとも無事で何よりだ。にこりと微笑ほほえんでから、ランペイジの方を睨む。おい、そこの犯はん人にん！

ＧＭ：「あんっ？」いきなりの神月の叫びに、ランペイジが眉根を潜めますよ。

神月：びしりと人差し指を突きつけて告げる。貴き様さまには黙もく秘ひ権けんも弁べん護ご士しを呼よぶ権けん利りもない！

あやめ：言い切ったーっ!?（笑）

神月：貴様に残された道はひとつ。私の手で断だん罪ざいされることだけだ！

ＧＭ：コウと神月。新たに現あらわれた邪じや魔ま者ものに、ランペイジはこめかみに青あお筋すじを浮かべながら叫ぶ。「俺を裁くだ？　ずいぶん調子こいたこと言うじゃねえか……！」

コウ：お前はここで処しよ理りさせてもらう。

ＧＭ：「この俺がてめえらごときにやられるかよぉおおおっ！」激はげしい殺意を発しながら、ランペイジが、自身の肉体をメキメキと変形させ始めます。

神月：むっ？

ＧＭ：両りよう腕うでが変形し、いたるところに化学物ぶつ質しつを散さん布ぷするための噴ふん射しや口こうが出しゆつ現げんしていく。そして噴射口から、体内で生成した火薬物質を霧きり状じようにして散布し、起き爆ばく準じゆん備びを整えていきます。

コウ：どんな姿になろうが関係ない。ジャームは、処理するだけだ……！

ＧＭ：「ほざけ！　その減へらず口ぐち、どこまで叩たたけるかためしてやらぁ！」燃もえるような殺意を迸ほとばしらせながら、ランペイジが《ワーディング》を展てん開かいする！　さあ、衝動判はん定ていをしてもらいましょう！　難なん易い度どは９、〈意い志し〉で判定してください！




　強大な敵を前にした時、レネゲイドは最大限に活性化し、負の感情が沸き上がらせます。これを衝動と呼び、それを抑えるために行なう判定を衝動判定と言います。

　衝動判定が発生すると、キャラクターは大幅に侵蝕率が上昇し、判定に失敗すると〝暴走〟というバッドステータスを受けます。〝暴走〟中のキャラクターは負の感情が強まって理性を一時的に失った状態となり、行動の一部に制限を受けることになるため注意が必要です。




コウ：〈意志〉は苦手なんだが……。おっ、クリティカルした！　達成値ち14で成功！

あやめ：うわっ、こっちは４で失敗！

瞳：わたしもダイス６個こも振ふれるのに、８でギリギリ失敗だ。

神月：まいったな。私も失敗してしまった。

ＧＭ：では、失敗した三人の胸むねの内で暗い感かん情じよう───衝動が膨れあがっていきます。お互たがいの殺意や戦意が入り交じり、地下駐車場の空気が、瞬またたく間まに戦場のそれへと変へん貌ぼうする。さあ、戦せん闘とうを開始しましょう。敵てきはランペイジのみ！




◆第一ラウンド
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ＧＭ：まずはセットアップ。ランペイジは特にエフェクトを使用しません。

神月：《女王の降こう臨りん》＋《狂戦士》を使いたかったが、侵蝕率が足りん。今回は見送りだ。

ＧＭ：では、行動値13のあやめから行動……と言いたいところですが、先手を打たせてもらいます！　イニシアチブプロセスに《極大消しよう滅めつ波》を使用！

コウ：いきなり仕し掛かけてきたか！

ＧＭ：ランペイジは沸わき上あがる殺さつ戮りく衝動にしたがって、自分の力を解かい放ほう。両手のひらに空いた穴あなから炎ほのおを生み出して、特とく大だいの火球を形成し、超ちよう高こう速そくで撃うち出す！　命中判定なしの必中攻こう撃げきで、ＰＣ全員に５Ｄ10点のＨＰダメージを与あたえます！

神月：必中とは厄やつ介かいな！

ＧＭ：「まずは挨あい拶さつ代わりだ。くらいやがれ！」ランペイジが吼ほえると同時に火球がみなさんの足元に着ちやく弾だん。すさまじい勢いきおいで炎が荒あれ狂くるい、一瞬で地下駐車場が火の海に沈しずみます！　ＨＰダメージは31点！

瞳：それは耐たえられない！　火傷やけどの痛いたみに耐えながら、《リザレクト》で起き上がる！

神月：私も《リザレクト》だ！

あやめ：同じく……って、７点も侵蝕率あがった！　これで侵蝕率[image: 102]％。いきなり後がない！

コウ：それはきついな。あっ、ちなみに俺は残りＨＰ７点で耐えたぞ。

ＧＭ：うおっ、マジですか!?

コウ：【肉体】８は伊達だてじゃない。俺の最大ＨＰは37点ある！

一同：おおーっ！

あやめ：う、うらやましい……！（一同笑）

ＧＭ：灼しやく熱ねつの海の中、哄こう笑しようするランペイジ。爆ばく発はつに巻まき込こまれてなお立ち上がるみなさんを見て、にやりと笑みを深める。「いいぜ、その調子でふんばれよ。すぐに終わっちまったらつまらねえからな！　せいぜい俺を楽しませてくれよ！」

あやめ：自分の快かい楽らくのために人を傷きずつけるあなたには負けない！　今度はこっちの番だよ！　マイナーで《ハンドレッドガンズ》。ダブルクロスのペンダントを握にぎりしめて銃じゆうに変える！

ＧＭ：あやめの意志に応じてペンダントが銃に変わり、手の中にずしりと重さが生まれます。

あやめ：暴走中だから、〝闘争〟の衝動が表に出るよ。心に戦意をみなぎらせながらも、氷のように青く輝かせた瞳でランペイジを見据える！《コンセントレイト：モルフェウス》＋《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》で攻撃！　命中はぴったり20！

ＧＭ：むう、達成値が20を越こえると、途と端たんにきつくなるんですよね。ドッジを試みるけど……達成値19で１点足りず。ドッジ失敗です！

あやめ：ダメージは19点。装そう甲こう値は有ゆう効こうだよ。精神集中しつつ息を止めて、精せい密みつ機械みたいな正せい確かくさで銃じゆう口こうをポイントそして───。




　あやめが銃を構えた直後、激しく銃声が鳴り響いた。

　乱れ飛ぶ無数の弾丸が、まるで嵐のようにランペイジへと迫る！




ＧＭ：あやめの放った弾丸がランペイジの肩や膝などの急所を貫き、血の華はなが咲さいていく。しかし、彼はひるむことなく、憤怒の形相を浮かべてあやめを睨にらみつけます。「ぐがっ!?　この……やってくれるじゃねえか！」装甲値を引いて15点食らいました。

あやめ：鋭い視線を返しながら鋭く告げる。あなたになんか負けない。千鳥を守るためにも！

ＧＭ：あやめとランペイジの視線がぶつかり合い、火花を散らす。

瞳：次はわたしの手番ね。まずマイナーで、暴走を解かい除じよ。衝動〝恐怖〟のせいで震えてるけど、恐きよう怖ふ心しんを抑えつけて、なんとか冷静さを取とり戻もどす。というわけでコウ、何か励はげましの言葉をプリーズ！

コウ：分かった。ランペイジから目は離はなさないまま、気配から衝動に襲われてることを察して声をかけよう。……瞳、大だい丈じよう夫ぶだ。お前はひとりじゃない、落ち着け。

瞳：はぁ……ふぅ……助かったにゃ、コウ。落ち着きを取り戻して、身体の震ふるえが止まる。

コウ：その様子を気配で察してぼそりとつぶやく。……よし、行くぞ。

瞳：任まかせるにゃ！　冷静さも取り戻したところで、支し援えんを配る。《エンジェルボイス》＋《要の陣じん形けい》＋《導みちびきの華》を使用！　これでわたし以外は、次にメジャーで行なう判定のクリティカル値-1、ダイス＋１個、さらに達成値＋６のボーナスが入る！

ＧＭ：そんなたくさんの効こう果かが入るんですか!?

瞳：ふっふっふっ、これぞ〝死の舞踏ダンスマカブル〟！　わたしの歌声が、みんなの体内に眠るレネゲイドを活かつ性せい化かさせ、戦いの舞まいを踊おどらせるのだ！

ＧＭ：これはまた厄介な。攻撃を受ける前に、少しでもみなさんを消しよう耗もうさせた方がよさそうです。ランペイジの行動！　まずマイナーで移い動どうして、みなさんのエンゲージに入ります。

神月：自分から近づいてきたか。

ＧＭ：接せつ近きん戦せんがこいつの真しん骨こつ頂ちようですので。《プラズマカノン》＋《禁きん息そく》＋《ポイズンフォッグ》その他で範はん囲い攻撃！　ランペイジはみなさんの懐ふところに潜もぐり込こむと、腕うでの噴射口から気化燃ねん料りようをばらまいて点火。自分の周囲に大だい爆ばく発はつを起こします！

神月：むうっ!?　まるでこいつ自身が爆ばく弾だんだな！

ＧＭ：視し界かいを赤く染そめる紅ぐ蓮れんの炎ほのおがすべてを焼き尽つくし、急きゆう激げきな燃ねん焼しようによる酸さん素その減げん少しようが、みなさんの意い識しきを奪うばい取る。１点でもダメージが入った場合、放心が入りますよ。

コウ：バッドステータスのおまけつきか！

ＧＭ：命中判定はダイス14個のクリティカル値７で、達成値は……10、20、30の……38です！

コウ＆瞳：ドッジ失敗！

あやめ：あたしは暴走してるから避さけられないよ。

神月：私も同じくリアクション不ふ可かだ。

ＧＭ：では全員命中ですね。ダメージは37点！　装甲値は有効です。

コウ：さすがに手負いじゃ耐え切れない。今回は《リザレクト》だ。

瞳：二回目の《リザレクト》。これで侵蝕率[image: 105]％！　こっからが本当の勝負だね。

神月：こちらはまだ余よ力りよくありだ。

あやめ：あうー。あたしは侵蝕率[image: 100]％を超えちゃってるから、ばたんきゅーだ。

瞳：タイタスで復活する？

あやめ：うーん、もう攻撃はしたし、倒れておいて、あとでタイタス使って復活……。

ＧＭ：（さらりと）あっ、『ＤＸ２』ではタイタスを使えばいつでも復活できましたけど、『ＤＸ３』では戦闘不能になった直後しか復活できませんよ。

あやめ：な、なんですとーっ!?　くうっ、分かりました。じゃあ、ランペイジのロイスをタイタス化して起き上がります！　彼への強い戦意でボロボロの身体を強引に支える！

神月：ふむ、女じよ性せい陣じんが追い詰められつつあるな。早めに決着をつけた方がよさそうだ。マイナーで暴走を解除。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》＋《抗あらがいがたき言葉》その他で攻撃する。瞳くんの支援があるが、放心しているのでダイスは９個か。少々心こころ許もとないが……命中は33だ！

ＧＭ：みなさん、結けつ構こういい出目してますね。ドッジを試みるが……ダメです、失敗！

神月：ダメージは……むっ、出目が微び妙みようか。16点の装甲値無む視し。１点でも通れば、シーン中に行なうあらゆる判定にダイスペナルティ２個がつく。

ＧＭ：16点直ちよく撃げきです。ダイスペナルティが地味にきついなぁ。

神月：貴様が今まで冒おかしてきた罪つみ、その目でしかと見よ！　そう叫さけんで指を突つきつけると、ランペイジに殺された被ひ害がい者しやたちが幻げん覚かくとなって、奴の足に絡からみつく！

ＧＭ：自分にまとわりつく亡ぼう霊れいに、ランペイジがぎょっとなる「ば、馬ば鹿かな、てめえらは間ま違ちがいなく俺が殺したはずだ！」叫さけびながら、幻げん影えいから逃のがれようともがく。

神月：無駄だ。断だん罪ざいの時はきた。大人しく地じ獄ごくに堕おちるがいい！

ＧＭ：「お断ことわりだ！　てめえらこそ地獄に叩たたき落おとしてやる！」幻覚による恐怖に耐えながら、彼は叫び返します。さあ、次はコウの手番です。

コウ：ようやく来たな。しかし、ＨＰが削けずられて《終末の炎》が使えない（笑）。

瞳：コウは行動値が低いから、手番も遅いしねぇ。

コウ：そこが最大の弱点なんだよな。だが、可か能のうな限かぎり全力でいかせてもらう。マイナーで《破は壊かいの爪つめ》、腕を真っ赤なかぎ爪づめの生えた異い形ぎように変貌させる。




　メキリと音をたてて、コウの腕が変貌する。血のような真しん紅くに染そまった腕の先には凶きよう悪あくなかぎ爪が生えている。およそ人のものとは思えぬ異形の手だ。




コウ：《渇かわきの主》＋《獣けものの力》＋《コンセントレイト》で攻撃。命中は支援も入れて35！

ＧＭ：瞳の支援で、達成値が底上げされるのが地味に効くなぁ。こちらのドッジは20で失敗！

コウ：ダメージは32点の装甲値無視！　ダメージが入ったら、自分のＨＰを８点回かい復ふくできる。

ＧＭ：32点!?　あやめや神月の約二倍とは！　これで累るい積せき63点。一気にもってかれた！

コウ：紅に染まった右みぎ拳こぶしを力ちから任まかせに叩たたき込こんで、かぎ爪をランペイジの身体に突つき立てる。そしてさらに、血を奪うばい取とって傷きずを癒いやす。

ＧＭ：突き立てられたかぎ爪を通して血けつ液えきを奪うばわれ、ランペイジが苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべます。「こいつ、俺の血を!?」

コウ：今まで他人から奪うばい続けてきたお前から、今度は俺がすべてを奪ってやる！

ＧＭ：コウの叫びにひるみながらも、ランペイジは身体を引いてかぎ爪から逃のがれる。そして強引な動きで一気に襲おそいかかってきます！《加速する刻》を使用して再さい行こう動どうします！

コウ：くっ、追加行動かっ！

ＧＭ：その通り！《プラズマカノン》＋《ポイズンフォッグ》その他で攻撃。命中は28！

一同：ドッジ失敗！

ＧＭ：ダメージは40点！　三度起きた爆発が、みなさんを木こっ端ぱ微み塵じんにせんと轟ごう音おんと共に膨ふくれあがり、地下駐車場を震ふるわせる！

コウ＆神月：《リザレクト》！

あやめ：くうっ、二度目の戦闘不能だ！　しょうがない、初期でタイタスにしてたお母さんを昇華して復活するよ！　まだ、まだ倒たおれるわけにはいかないんだ！

瞳：わたしはランペイジのロイスをタイタスにして復活！

ＧＭ：「くそっ、何で立ち上がれる！」三度の攻撃すべてを耐えきったみなさんに、ランペイジが恐怖に引きつった表情を浮かべます。そこには先ほどまでの余よ裕ゆうはありません。

あやめ：油ゆ断だんせずに銃を構かまえて告げる。……言ったはずだよ。自分の快楽のために力を振ふるうあなたに負けるわけにはいかないって！

コウ：あやめの隣となりに並んで言う。敷島の言う通りだ。お前みたいな連中から日にち常じようを守るために、俺は───ＵＧＮは存そん在ざいするんだからな。

ＧＭ：ふたりの力強い瞳の輝かがやきに、びくりと彼はひるむ。これで第一ラウンドは終しゆう了りようです。放心を受けてる人は回復してください。さあ、第二ラウンドへ参りましょう！




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第二ラウンド目のセットアップ。

神月：ようやく侵蝕率が満ちた。《女王の降臨》から《狂戦士》を使用！　次のメジャーで行なう判定にクリティカル値-1、ダイスボーナス６個を得る！

あやめ：ついに本ほん領りよう発はつ揮きだね！

神月：周囲に強力な幻覚物質を発生させ、それによってまわりの風景を書かき換かえていく！　地下駐車場から裁さい判ばん所しよへとな！　さあ、判決の時だ！

ＧＭ：舞台が神月のためのものに!?（笑）変貌した地下駐車場の中、何が起こっているのか理解できずに、ランペイジが恐怖に顔をひきつらせる。では、あやめから手番からどうぞ！

あやめ：《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》その他で攻撃。今回は瞳ちゃんの支援もあるからクリティカル値は６。命中は……39！

ＧＭ：《抗いがたき言葉》のダイスペナルティを受けててきついのに、達成値高いな。ぬうっ……ダメか。ドッジ失敗！

あやめ：ダメージは４Ｄ10＋６で……26点！　　これで倒れて！

ＧＭ：装甲値４点を引いて22点食らいます。累積86点ですが、まだ耐える！

瞳：こいつ、なかなかしぶとい！

コウ：だけど、そろそろ限げん界かいが近いはずだ。一気に攻せめるぞ！

瞳：了解！　さっきと同じ支援を飛ばす。侵蝕率[image: 100]％を超えてるから、さっきよりも強力な奴をね。三人ともクリティカル値-1、ダイス＋２個、達成値＋８にパワーアップしてる。

ＧＭ：むう！　ですが、次はランペイジの行動。《ポイズンフォッグ》＋《プラズマカノン》＋《コンセントレイト》で攻撃！　《禁息》なしなので放心は入りません。命中は……56！

コウ：放心がないのは助かるが……ドッジは失敗！

ＧＭ：全員命中のようですね。では、ダメージは44点！　ランペイジの放つ炎と爆発により気温は上がり、ついには地面のコンクリートが熔よう解かいを始める！

コウ：ランペイジのロイスを消費して立ち上がる！

神月：真しん犯はん人にんのロイスをタイタスにして復活しよう。炎にあぶられる苦く痛つうに耐えながらも毅き然ぜんと立ち上がる。……悪を裁さばくまで、私は倒れるわけにはいかんのだ！

瞳：わたしはコウのロイスをタイタス化して起き上がるよ。……まったく、ここで倒たおれたら後でコウにどやされるにゃ！

あやめ：うっ、どうしよう。もうロイスをふたつ使ってるし、これ以上はきついかも……。

コウ：倒たおれたままでも構かまわないぞ。とどめは俺たちの手で刺さす。

あやめ：ううっ……。みんな、ごめん！　戦闘不能で倒れる！

神月：気にするな。後は任せておけ。次は私の番だ。ふっ、本気の一いち撃げきを受けてもらおうか！　先ほどと同じコンボで攻撃。だが、ダイスは17個と劇げき的てきに増えている！

一同：17個!?

神月：命中は……おおっ、なかなかの走り！　達成値は52だ！

ＧＭ：ここで今回のセッションで最高の達成値とは！　だが、ここから俺の伝説が始まり……ませんでした！（一同笑）達成値14で命中になります。

神月：ダメージは41点の装甲値無視だ！

ＧＭ：累積ダメージ[image: 127]点！　さすがに倒たおれますが、《蘇そ生せい復活》を使用して、ＨＰ１で復活します！「まだだっ！　まだ決着はついてねえ！」血まみれになり、幻覚で意識がもうろうとしながらも、ランペイジはすさまじい執しゆう念ねんで強引に立ち上がる！

コウ：なら、その妄もう執しゆう、俺が断たち切きる！　マイナーで《終末の炎》を使用。ＨＰ10点消費で攻こう撃げき力りよく＋10。さらに《獣の力》＋《コンセントレイト》で攻撃！

ＧＭ：そこまでしますか！

コウ：今までの犠ぎ牲せい者が受けてきた苦しみを味わわせるためだ。命中は42。弓につがえた矢のように、大きく引ひき絞しぼった右拳を全力で突つき出だす！

ＧＭ：それは避けられない。ランペイジの血走った目が、迫せまる真紅の拳を前に見開かれる！

コウ：ダメージは52点の装甲値無視！

ＧＭ：残りＨＰ１点なのに、耐えられるわけがない。コウの右腕がランペイジの身体を貫つらぬき、彼の顔が苦悶に歪ゆがむ。「ぐっ、ごほ……!?　ば、馬鹿な……俺が負ける……!?」

コウ：最初に言ったぞ。遊びの時間は終わりだと。これで終わりだ……！

ＧＭ：底冷えするような迫はく力りよくのあるコウの言葉に、ランペイジは自分の死を感じ取り、思わず叫ぶ。「ぐ、がぁっ!?　や、やめろぉおおおおっ！」

コウ：お前はそう言われて、一度でも止めたことがあるのか？



















　コウが鋭するどく言い放つと同時、彼の血液が燃もえ上あがる！

「赤き闇やみに堕おちろ……！」

　その一言とともに、ランペイジの身体は紅蓮の炎に包まれた。

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる間もなく、彼の身体が一瞬で燃もえ尽つき───。




　後には、真っ白の灰はいと静せい寂じやくだけが残された。








《女王の降臨》　超高速で薬品を生成するソラリスのピュアブリード専用エフェクト。

《狂戦士》　身体能力のリミッターを外す、覚醒物質を生成するソラリスのエフェクト。

《極大消滅波》　純粋なエネルギー力場を生み出し、敵を消滅させるサラマンダーのエフェクト。

《コンセントレイト》　選択したシンドロームのエフェクトを使う際、レネゲイドを活性化させる一般エフェクト。

《コンバットシステム》　プログラムのように正確な動作で戦闘を行なう、ノイマンのエフェクト。

《カスタマイズ》　武器をより攻撃に適した形状に変化させるエフェクト。

《エンジェルボイス》　心地よい音で、相手をリラックスさせ、実力を十二分に引き出すハヌマーンのエフェクト。

《要の陣形》　領域を操作して、複数の対象にエフェクトの効果を与えられる状況を作るオルクスのエフェクト。

《導きの華》　領域を調整して、仲間の行動を阻害する要素を排除するオルクスのエフェクト。

《プラズマカノン》　超高温のプラズマ火球を生み出し、敵を攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《禁息》　強烈な燃焼によって、周囲の酸素を消失させ、呼吸困難を引き起こさせるサラマンダーのエフェクト。

《ポイズンフォッグ》　生成した物質を気体として散布し、広範囲に薬品の効果を振りまくソラリスのエフェクト。

放心　意識が朦朧としていることを表わすバッドステータス。

《絶対の恐怖》　相手の精神を傷つける幻覚を見せることで、攻撃を行なうソラリスのエフェクト。

《抗いがたき言葉》　幻覚物質によって、相手の自由を奪うソラリスのエフェクト。

《終末の炎》　自身の肉体を燃焼させることで、攻撃の威力を上昇させるサラマンダーのエフェクト。

《破壊の爪》　自身の腕を鋭いかぎ爪に変形させるキュマイラのエフェクト。

《渇きの主》　相手の血液を奪い取り、自身の傷を癒すブラムストーカーのエフェクト。

《獣の力》　常人をはるかに陵駕する力で攻撃するキュマイラのエフェクト。

《加速する刻》　時間の理をねじ曲げ、即座に行動を行なうエネミー専用エフェクト。

《蘇生復活》　力尽きても、最後の力を振り絞り、強引に立ち上がるエネミー専用エフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：エンディングになりますが、その前にバックトラックをお願いします。




　セッションを通して侵しん蝕しよく率りつが上昇したキャラクターは、レネゲイドによって強く心を侵蝕された状態にあります。

　そこで、クライマックスの終しゆう了りよう時に、人との絆によって理性を保ち、侵蝕率を引き下げるバックトラック（戻り道）を行なう必要があります。これは「タイタスに変わっていないロイスの数」個こだけダイスを振ふり、その出目の合ごう計けい値ち分だけ侵蝕率を下げるというものです。

　この結果、侵蝕率が[image: 100]％以上だった場合、そのＰＣはジャーム化してしまいます。

　なお、最終的な侵蝕率によって得られる経けい験けん点を減へらすことで、バックトラックで振ふれるダイスの数は増ふやすことも可か能のうです。




コウ：ロイスは六つ残ってるんでダイスは増やさないで行くよ。……うん、25％下がって90％まで下がった。無事に帰き還かんだ。

あやめ：あたしは……うわっ！　出目が悪い!?

神月：むっ、５個振ふって１が三つか！

瞳：でも、10も出てるよ。

あやめ：えーっと……21％下がって98％になった。危あぶなかったけどギリギリセーフ！

コウ：ダイス５個中、出目１が三つなんて、なかなかないぞ（笑）。

神月：戦闘の最後の方でタイタスを温存しておいてよかったな。もし、あそこでもう一度立ち上がってたら、やばかったかもしれん。

あやめ：いや、本当に。危ないところだった（笑）。

ＧＭ：セッション一回目でジャーム化かと、ドキドキでしたね（笑）。さて、瞳と神月はどうですか？

神月：ロイスはそれなりの数を残せたからな。78％まで下げられた。問題なしだ。

瞳：わたしも大丈夫。80％まで下がって、無事に帰還成功してるよ。

ＧＭ：みなさん、バックトラックには成功したようですね。おめでとうございます。これでみなさんは、衝しよう動どうに吞のまれることもなく、日にち常じように戻もどってくることができました。

神月：とりあえずは、ほっと一息というところかな。

ＧＭ：それでは、みなさんが無事に帰還できたところで、エンディングに移うつりましょう。







◆Ending 01◆消えた炎ほのお


Scene Player ─── 陸原コウ






　ランペイジが倒たおれたことで、燃もえさかっていた炎がようやく勢いきおいを失いはじめる。

　地下から地上階に出ると、ちょうど救助隊員たちが中に入ってくるところだった。

　このまま平然と外に出れば怪あやしまれてしまうだろう。

　コウたちは被ひ害がい者しやとして、救助が来るのを待つことにした。




ＧＭ：まずは総そう合ごうのエンディングになります。ランペイジが倒れた直後からスタートになりますので、全員登場してください。

一同：はーい。

瞳：コウがランペイジを倒したのを確かく認にんしてから、倒れたあやめのところに駆かけ寄よって、様子をうかがうよ。……あやめ、しっかりして！

あやめ：じゃあ、そこで目を覚ますね。……ううっ、瞳ちゃん？　ランペイジは……、ショッピングモールはどうなったの？

瞳：ランペイジはコウが倒したよ。

神月：ショッピングモールの方は……。地下にいては何も分からんな。まず地上階に出よう。

ＧＭ：では、みなさんが地下駐ちゆう車しや場じようから一階へとあがると、消しよう防ぼう隊たいが消火活動を行なっているのが見えます。ランペイジという出火元がいなくなり、ようやく消火活動が実を結ぶようになった直後で。もうじき救助隊員が中に突とつ入にゆうするところです。

コウ：なら、《ワーディング》は解といておこう。救助に来た消防隊員とかまで無力化するわけにはいかないしな。

ＧＭ：分かりました。《ワーディング》が解かれたことで、倒れていた人たちが意い識しきを取とり戻もどします。彼かれらは足元がふらついていますが、パニックを止めたことと、あやめが危き険けん地帯から移い動どうさせたこともあり、命に別べつ状じようはありません。

あやめ：よかった～。

神月：とりあえずは一安心というところか。

ＧＭ：入り口の炎が鎮ちん火かされたところで、消防隊員が閉とじこめられた人たちを救出するために、突入してきます。そして、倒れている客を次々と外に運び出していく。

コウ：被害者に紛まぎれて救出してもらおう。その方が変な言いい訳わけとかしないで済すみそうだ。

瞳：そうね。まあ、あたしは猫ねこモードだから、そこら辺は大だい丈じよう夫ぶそうだけど（笑）。

神月：便利だな（笑）。

あやめ：あはは（笑）。あっ、そうだ。出る時は、もちろん千鳥も一いつ緒しよに！

ＧＭ：了りよう解かいです。では、しばらくして、みなさんは消防隊員の手で救出されます。外には消しよう防ぼう車しやや救急車がたくさん止まっていて、消火活動や救助者の搬はん送そうを行なっている。

瞳：みんなが外に出たところで本体が登場するよ～。周囲に野次馬が集まってて、その一番前の方にわたしがいるの。事じ情じようを説明してみんなのところに駆け寄って、猫を拾い上げる。……みんな、お帰りなさい！

神月：ただいま、と言えばいいのかな？　猫とは一緒にいたから、少々奇き妙みような感覚だな（笑）

瞳：そこは気にしないで（一同笑）。

コウ：さて、とりあえず外には出たけど、俺おれたちはどうなるんだ？

ＧＭ：みなさんは軽度の傷きずと判はん断だんされ、簡かん単たんな治ち療りようだけで解かい放ほうされます。ただ、千鳥は意識を失っていたこともあり、念のため検けん査さをした方がいいだろうと、病院に搬送されますよ。

あやめ：あたし、付つき添そいたいんだけどいいかな？

ＧＭ：ＯＫです。友人だと事情を説明すれば、同じ救急車に乗せてもらえます。

あやめ：じゃあ、千鳥と一緒に病院に行くよ。

ＧＭ：他の方々はどうしますか？

神月：私わたしの仕事は終わった。解放してもらえるならば帰ることにするよ。

コウ：俺も帰る。ランペイジは倒したし、これ以上ここに留まる意味もない。

瞳：なら、私もコウと一緒に帰るよ。あやめに近づいて、彼かの女じよにだけ聞こえるようにつぶやく。……これで事じ件けんはおしまい。もう狙ねらわれることもないよ。

あやめ：瞳ちゃん……。

神月：これでお別れだな。君は君の世界に帰るといい。

あやめ：神月さん……。

コウ：ここで起こったことは全部忘わすれろ。そうすれば、すべて元通りだ。

あやめ：コウ君……。




　三人の言葉を聞いたあやめはしばらく黙だまり込こみ。

　そして、ぺこりと頭を下げた。




あやめ：みんな、ありがとう。

コウ：気にするな。これが俺の任務だからな。

ＧＭ：コウがぶっきらぼうに告げると、ちょうどそのタイミングで救急隊員が声をかけてきます。「そろそろ出ますよ。一緒にいくなら急いで！」

コウ：ほら、呼よんでるぞ。さっさと行け。

あやめ：うん……。じゃあ、また学校でね！




　笑顔で告げて、あやめは千鳥のもとへと走った。

　彼女を乗せた救急車が病院へと走り出す。




神月：それでは私も行くとしよう。ふたりとも、さらばだ。そう告げて、この場を立ち去る。

瞳：なら、後ろから一声かけるよ。神月先生、ありがと！

神月：振ふり向むかずに、ピッと手を振って返事をしよう。




　神月の長身が、野次馬の中へと消えていく。

　そして、あとにはコウと瞳だけが残される。




コウ：さてと……。それじゃあ、俺たちも帰るか。

瞳：そうだね。報ほう告こく書しよとかも書かないといけないしね。

コウ：報告書か……。瞳、任まかせた。

瞳：押おしつけられた！（笑）ぶーぶー、コウも手伝ってよ～。




　ふらふらとコウが歩き出し、その後を瞳が追う。

　かしましく騒さわぎ立たてる瞳と、その言葉をのらりくらりと躱すコウ。




　非ひ日にち常じようの世界に生きるふたりだが、任にん務むが終わった今だけは───。

　まるで普通の兄妹のように見えた。







◆Ending 02◆依い頼らい完かん了りよう


Scene Player ─── 神月正義






　高級喫きつ茶さ店てんのボックス席。昼下がりの静かな一時を、神月は瞳と共に過すごしていた。

　目の前でパフェをぱくつく瞳が口を開く。




ＧＭ：では、次のシーン。次は神月と瞳の合同のエンディングになります。場所は、前にも打ち合わせに使った高級喫茶店のボックス室。瞳が霧きり谷たにに報告書を送った際さい、神月への伝言を頼たのまれて、こうして会っているところです。

神月：では、ここはまず、食べ物を奢おごろうじゃないか。さあ、好きなものを頼たのみたまえ。

瞳：それじゃあ、またパフェをパクパク食べている（笑）。

コウ：なんか餌え付づけされてないか？

神月：気のせいだ、気のせい（笑）。

瞳：らしいよ（笑）。んで、霧谷からの伝言の内ない容ようは？

ＧＭ：今回の事件解かい決けつに協力してもらえたことへのお礼と、あとは彼の友人───渡わた辺なべの保ほ釈しやく手続きが無事に完了したことを伝えて欲ほしいとのこと。

瞳：はいはい。神月先生、改めて事件協力への感かん謝しやをするわ。霧谷も「ありがとう」だってさ。

神月：なに、気にすることはない。渡辺からは報ほう酬しゆうをきっちり受け取ったしな（笑）。

ＧＭ：ちゃっかりしてますね（笑）。

神月：何はともあれ、これでＵＧＮとの取り引きも無事完了だな。瞳くん、わざわざ教えに来てくれて、ありがとう。

瞳：ううん。こっちも手伝ってもらって、すごい助かったからこれぐらいはね。綾あや間ま市ってＵＧＮの支し部ぶがないから大変なの。

神月：なるほど。なら、困こまった時はすぐに連れん絡らくをくれたまえ。できる限かぎりの協力を約束しよう。

瞳：その提てい案あんには目をぱちくりさせて。……いいの？

神月：遠えん慮りよは無用だ。親おや御ごさんからも、君を気にかけてやってくれと頼まれているからね。

コウ：そういえば、神月先生は昔、瞳の親を弁べん護ごしたことがあったんだっけか？

神月：その通りだ。だから、私が瞳くんを気にかけることは当然と言える。

ＧＭ：なんで、そんな言い訳みたいな言い方してるんですか（笑）。

神月：いや……何となくだ。気にしないでくれ（笑）。

瞳：何にせよ、協力者が増ふえるのは嬉うれしいから素す直なおに感謝するよ。神月先生、ありがとう！

神月：うむ、よい返事だな。子こ供どもは素直なのが一番。満足だ（一同笑）。




　パフェをニコニコと食べる瞳と、それを満足そうに頷うなずきながら見守る神月。

　この奇妙なふたりがこれからどうなるのか。それはまだ、誰だれにも分からない。







◆Ending 03◆繫つながる縁えん


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　ＨＲ前の教室。生徒たちが他愛もない世間話で盛もり上あがるその光景は、平へい穏おんそのものだった。

　あやめの隣となりでは、すっかり回かい復ふくした千鳥が笑顔を浮うかべている。

　ちらりと後ろを見れば、コウが相変わらず、ぼんやりと外を見ていた。




ＧＭ：では、あやめのエンディングになります。

あやめ：はーい。

ＧＭ：事件から一週間後。あやめの生活には平穏が戻っています。早朝の教室では、ざわざわと生徒たちを世間話をしている。ただ、あれほど騒がれた連続爆殺事件も、ショッピングモールの火災事件も、遠い昔のことのように、話題には上らなくなっています。

あやめ：おや？

コウ：ＵＧＮが裏うらで手を回したんだろ。情じよう報ほう操そう作さとか。

ＧＭ：はっ、まったくもってその通りです。レネゲイドの情報は隠いん蔽ぺいされ、ランペイジの存そん在ざいもまた闇やみに葬ほうむられることになります。

あやめ：そっか。ちなみに、千鳥はどうしてるのかな？

ＧＭ：事件当初は混こん乱らんしてましたが、今ではすっかり復ふく調ちようしています。事件についてはことさら騒さわぎ立たてたりはしません。ただ、申もうし訳わけなさそうにあやめに謝あやまる。「新しん装そう開店のショッピングモールで火災にあうだなんて……。ごめん、あやめ。あたしが誘さそったせいで……」

あやめ：ぐさ！　本当に巻まき込こんだのはこっちなのに……。でも、本当のこと言えないしなぁ。平静を装よそおいながら、なんとか答えを返すね。……き、気にしなくてもいいよ。さすがにあんな事件に巻き込まれるなんて予想できないもの。

ＧＭ：「うう、ありがとう、あやめ。あんたは本当に優やさしくてよい子だね！」感極まったように、うるうると涙なみだぐむ。

あやめ：うーん、嬉しいやら悲しいやらで複ふく雑ざつな気持ちに……。

コウ：ＧＭ、そこで教室に入ってもいいか？

ＧＭ：どうぞ。こちらとしても登場して欲ほしかったので助かります（笑）。

コウ：じゃあ、あやめと千鳥が話してるところに、ガラリとドアを開けて中に───。

ＧＭ：コウが教室に入ると、夏の日差しも熱い日に、冬服姿すがたの生徒が現あらわれたことで、みんなの視し線せんが一いつ斉せいにそちらに向く（笑）。

コウ：いや……いい加か減げんに慣なれろよ、お前ら（笑）。

瞳：でもあれでしょ。「なんだ、誰だれかと思ったらコウかよ」とか言って、生徒はすぐ興きよう味みを失うんだよね？（笑）

ＧＭ：ですね。一いつ瞬しゆんだけ静まり返る教室ですが、すぐにざわざわと騒さわがしくなります。

コウ：なら、俺は挨あい拶さつもせずに、スタスタと自分の席へ行って座すわる。

あやめ：うーん、こっちから声をかけるべきかな？

コウ：特にこっちからは声をかけないよ。事件が終わった時点で、関わる気はなくしてるからな。相変わらず、ぼんやりと外を眺ながめている。

あやめ：じゃあ、こっちから声をかける！　前みたいに、机つくえをコンコンと叩たたく。

コウ：反はん応のうしないと、それはそれで周囲の興味を引くし、返事はしよう。……何か用か？

あやめ：うっ、と一瞬ひるむけど。勇気を出して言う。……あの、あの時はありがとう。

コウ：……忘わすれた方がいいと言ったはずだが？

あやめ：でも、助けてもらったのに、お礼もしないままっていうのも悪いしさ。それに……。

コウ：それに？

あやめ：ほら、前にも言ったでしょ。あなたに興味があるんだよ。

コウ：……やれやれ。そう言われても俺の答えは変わらない。もう一度言うぞ、俺には関わるな。それがお前のためだ。それで話はおしまいとばかりに、外へ視線を戻もどす。

あやめ：うう～、今回はここまでかな。とりあえず、すごすごと席には戻るけど、まだ内心では諦あきらめてないよ！（笑）

瞳：あやめはアグレッシブだなぁ（笑）。その調子でがんばって欲しいね。ほら、コウって友達いないから（笑）。

あやめ：任せて！　まずはがんばって友達になろうと、心の中で闘とう志しを燃もやしちゃう！

ＧＭ：そして、そんな意味深なふたりのやりとりを、千鳥が穏おだやかじゃない表ひよう情じようで見てるわけですが。「やっぱり、あやめは陸原のことを……！」（笑）

コウ：またお前か！（一同爆ばく笑しよう）

神月：この子は本当にあやめが好きなのだな（笑）。

瞳：日常の象しよう徴ちようみたいでいいよね。

あやめ：そうだね（笑）。

ＧＭ：とまあ、嘆たん息そく混まじりに外を見るコウの背はい後ごで、あやめと千鳥がメラメラと闘志を燃やしていると、予よ鈴れいがなって、担たん任にんが教室に入ってきます。「みんな、席に着け～」

あやめ：あわわ、急いで自分の席に戻るよ。

ＧＭ：全員が席に着いたのを確認したところで、担任が再ふたたび口を開きます。「さて、今日は出席を取る前に、みんなに転校生を紹しよう介かいするぞ」

あやめ：転校生？

コウ：俺は興きよう味みないから、相変わらず外を見てる。

ＧＭ：担任の言葉に生徒たちがざわつく中、ひとりの男子生徒が教室に入ってくる。そして、それと同時に「おおっ!?」と、大きなどよめきが起こります。何故なぜなら、教室に入ってきたのが一目見て外国人だと分かる、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だったからです。

コウ：むっ？

あやめ：へえ、外国からの転校生なんだ！

ＧＭ：驚おどろきと好こう奇き心しんの入り交じった視線が飛びかう教室に転校生が入り、壇だん上じようへと上がります。彼はスッと教室の中を見み渡わたす。そして、ふとあやめと視線が合うと、にこりと微笑ほほえみます。

あやめ：えっ、あたしに？　教室のみんなじゃなくて？

ＧＭ：彼が笑顔になったのは、あやめと目が合った瞬しゆん間かん。視線も合ってましたし、あなた個こ人じんへのものと考えた方がしっくりと来ますね。

あやめ：えーっと……。もしかして、実は知り合いだとか？

ＧＭ：いえ、初めて見る顔ですね。少なくとも、あやめに彼と会った記き憶おくはありません。

あやめ：……どういうこと？

ＧＭ：あやめが不思議そうに頭を捻ひねっている間に、転校生が自じ己こ紹介を始めます。




　朗ほがらかに微笑みながら、転校生が名前を告げる。




「カイン・マイルズと言います。みなさん、よろしくお願いします」

　転校生───カインは、再びあやめを見つめて、ニコリと微笑んだ。


To be continued









　　　　AFTER PLAY




ＧＭ：これにて、本日のセッションは終了になります。最後の締めくくりとして、アフタープレイ（セッションの後片付けを行なう）をやりますよ。まずは、ロイスの整理から！

あやめ：ロイスの整理……ですか？

ＧＭ：やることは簡単です。今回のセッションで取得したロイスから三つ選択して、新たな固定ロイスとして取得してもらいます。

あやめ：へえ。『ＤＸ３』は、最初から持ってるロイス三つを毎回変えられるんですね。

コウ：人間関係ってその時々で変わりますし、ロイスを結ぶ対象を変えたい時もあるじゃないですか。なので、『ＤＸ３』では毎セッションごとに変えられるようにしたんです。

あやめ：おおっ、それはいいですね！

ＧＭ：というわけで、ロイスの整理をお願いします。ただし、タイタス化してなおかつ昇華したものは選択できませんので、ご注意ください。




　今回のセッションを省みつつ、どのロイスを固定するか悩む一同。

　そして、三十分後。それぞれの固定ロイスは、次のような形で決定しました。




■第一話終了後の固定ロイス


陸原コウ：〝上司〟霧谷雄吾／〝仇敵〟／〝妹〟陸原瞳

敷島あやめ：〝兄〟／〝友人〟／〝友人〟紫倉千鳥

神月正義：〝犯罪者〟瞳の親／〝記者〟／〝知人〟陸原コウ

陸原瞳：〝上司〟霧谷雄吾／〝親〟／〝研究者〟






ＧＭ：……はい、それでは固定ロイスが決まったところで、次に経験点を配布しますよ～。

あやめ：わーい！（笑）




『ＤＸ３』では、バックトラック後の侵蝕率や、シナリオの目的を達成できたかどうか……などなどを基準を元に、〝経験点〟を算出して配布します。

　この経験点は、セッションで使用したＰＣではなく、プレイヤーやＧＭに対して渡されるものです。プレイヤーはこの経験点を自分の持っているキャラクターに使用して、これを強化することができるのです。

　それでは、今回は師走さんを例に、経験点の算出と配布の様子をご覧いただきましょう。




ＧＭ：では、師走さんの経験点を算出します。まず〝セッションに最後まで参加した〟１点。〝シナリオの目的を達成した〟は、弁護依頼主の無実を勝ち取ったので５点差し上げます。

神月：ありがとうございます（ぺこり）。

ＧＭ：いや、師走さんががんばった報酬ですから（笑）。次に〝最終侵蝕率による経験点〟ですね。今の侵蝕率はいくつですか？

神月：78％ですね。

ＧＭ：では、最大の５点取得になります。〝よいロールプレイをした〟も１点差し上げます。

神月：結構はっちゃけてしまいましたが、あれでよかったですかね？（笑）

ＧＭ：バッチリですよ。セッションも盛り上がりましたし、大変助かりました（笑）。

一同：うんうん（笑）。

ＧＭ：あと、〝他のプレイヤーを助けるような発言や行動を行なった〟ですが、こちらは情報収集などで、大いに活躍していましたので１点入ります。そして最後、〝場所の手配、提供、連絡や参加者のスケジュール調整などを行なった〟は、収録日の調整に協力してもらったのでやはり１点。以上、合計15点が今回、師走さんに配布される経験点になります。

神月：はっ、ありがとうございます！




　というような感じで、他の三人も無事に15点の経験点を取得し、本セッションは終了したのでありました。
















　　　　PREPLAY




　第一話でオーヴァードに覚かく醒せいしたあやめ。彼かの女じよを狙ねらうジャームを撃げき退たいすることで、ＰＣたちはあやめを日にち常じようの世界に返すことに成功しました。

　しかし、一度でも非ひ日にち常じようの世界に足を踏ふみ入いれてしまえば、そこから抜ぬけ出だすことは容よう易いではありません。




　覚醒したばかりのあやめは、どのようにして非日常の世界と関わっていくのか。

　そして、コウはあやめとどう接していくことになるのか。

　それらを見極めるためにも、さらなる試練が必要です。

　新たな事じ件けんを起こすべく、俺おれは早速、シナリオ作成に取りかかりました。

　事件の内ない容よう、登場させるＮＰＣを考え、さらに前回では紹しよう介かいしきれなかった『ＤＸ３』の要よう素そをシナリオに組くみ込こんで行きます。

　そして、第一話の収しゆう録ろくから一ヶ月後───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさん、おはようございます！　これより、『ジェネシス』第二話収録を開始します。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：さて、前回、連続爆殺事件を無事に解かい決けつしたみなさんなわけですが。

瞳：やっぱりすごい響ひびきだよな。連続爆殺事件！（笑）

コウ：何で、わざわざ爆殺するんだって感じだよなぁ。

ＧＭ：ランペイジはジャーム化したことで、爆殺が生いき甲斐がいになってたということで（笑）。

あやめ：もっと他の生き甲斐を見つければよかったのにね～。工事現げん場ばで発はつ破ぱ作業するとかさ（一同笑）。

神月：確たしかに、それならオーヴァードの能のう力りよくも社会のために役立てられそうだな（笑）。

ＧＭ：まあ、そこはジャームですから、自分の欲よく望ぼうが第一義なんで（笑）。さて、それではそろそろ今回のセッションのシチュエーションについて、軽く説明しましょうか。

あやめ：お願いしまーす。

ＧＭ：舞ぶ台たいは前回と同じく、綾あや間ま市になります。時間は数週間ほど経けい過かしていますね。街は平へい穏おんを取とり戻もどしていますが、そこに再ふたたび事件が起こる、という感じになります。

コウ：今回はどんな事件が起きるんだ？

神月：〝爆殺〟の次は〝毒殺〟あたりと予想してみる。

ＧＭ：……鋭するどいですね。

あやめ：えっ、本当に毒殺なの!?

ＧＭ：正せい解かいではないですけど、かなりいい線をついてます。それでは、今回遭そう遇ぐうする事件のさわりとして、まずはトレーラーを読み上げましょう。




●トレーラー

　連続爆殺事件が終結してから数週間。

　綾間市は平穏を取り戻もどしたかに思われたが、新たな災さい厄やくはすぐそこまで迫せまっていた。

　始まりは〝ミスト〟と呼よばれるドラッグの流通だった。

　そして、時を同じくして起こるジャーム化事件。

　新型ドラッグと、その影かげで蠢うごめくファルスハーツの影。

　キミたちは、ファルスハーツの魔ま手しゆから綾間市を守りきることができるのか！




『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス』第二話

　悪あく魔まの霧きり～Devil's Mist～

　ダブルクロス──それは裏切りを意味する言葉。




コウ：今回はドラッグか。ある意味、毒物ではあるな。

あやめ：（すごい嬉しそうに）おおー、今回はファルスハーツが関わってるんですね。

瞳：ファルスハーツって言われただけで、何でそんなに嬉うれしそうにしてるの？（笑）

あやめ：だって、前回出てこなかったじゃないですか。やっと会えますよ！（笑）

ＧＭ：本当に嬉しそうですね（笑）。

神月：ファルスハーツ……どんな組織だったかな。

ＧＭ：おっと、それはまだちゃんと説明してませんでしたね。読者の方々にも知らない人がいるでしょうし、ここで軽く説明しましょう。

神月：そうしてもらえると助かります（笑）。

ＧＭ：では───。




　ファルスハーツ───通つう称しようＦＨ。秘ひ密みつのヴェールに覆おおわれた、オーヴァードによって構こう成せいされる国こく際さいテロ組織です。ＦＨに所しよ属ぞくするオーヴァードたちは、みずからの欲望を叶かなえるために力を振ふるい、世界各地でテロ活動を起こしています。

　その活動内容から、人間とオーヴァードの融ゆう和わを目指すＵＧＮとは、天てん敵てき同士の関係にあり、ＰＣにとってはもっとも相対する可か能のう性せいの高い敵てきでもあります。




ＧＭ：……という感じです。

神月：つまり、彼かれらは世界にとっての悪、と考えていいのかな？

ＧＭ：多くの構こう成せい員いんはそうですね。彼らは自分の欲望を叶えるためならば、他者を犠ぎ牲せいにすることをいといませんから。

神月：それは許ゆるせんな。断だん罪ざいしないと！

あやめ：神月さん、ノリノリだ（笑）。

ＧＭ：『ＤＸ２』から『ＤＸ３』へ移い行こうしたことで、ＦＨにも大きな変化が起こっています。まず、日本ＦＨのトップだった人物、都築京香つづき・きようかが離り反はんしました。

あやめ：えっ!?




　都築京香───かつて日本ＦＨのトップに君くん臨りんしていた女じよ性せい幹かん部ぶ。

　常つねに沈ちん着ちやく冷静な美女で、政せい財ざい界かいや裏うら社会、果てはＵＧＮの一部にもコネクションを有しているとまで言われている人物。決して表に出ず、卓たく越えつした指し揮き能力だけで数々の作戦を成功させてきたことから、〝プランナー〟の名で敵てき味み方かたから恐おそれられていた。




神月：つまり、敵てき側がわでトップの交こう代たい劇げきがあったわけか。

コウ：（にやりと笑い）ちなみに、都築に代わって日本ＦＨを先せん導どうするようになったのは、新しいＦＨ幹部であるアルフレッド・Ｊ・コードウェルという人物ですよ。

あやめ：……はい？（笑）

神月：ん？　どうした、急に素すっ頓とん狂きような声を上げて。

あやめ：いや、その……。アルフレッド・Ｊ・コードウェルって確か、ＵＧＮを創つくった人の名前だったと思うんですけど。

神月：そうなのか？（ＧＭに視し線せんを投げる）

ＧＭ：はい、その通りです。かつて誰だれよりも早くレネゲイドの解かい明めいに成功し、各国政せい府ふにその危き険けん性せいを訴うつたえ、ＵＧＮを創そう立りつした人物。それがコードウェル博士です。

神月：じゃあ何か。かつてＵＧＮを創った男が、今は敵てき対たい勢せい力りよくの幹部になっているのか？

ＧＭ：ええ。ちなみにどんなキャラかというと……（ルールブックをめくり）こんな奴やつです。

神月：どれどれ（ルールブックを覗のぞき込こむ）。

ＧＭ：少々長めの金きん髪ぱつに碧へき眼がん、目つきは鋭するどく求道者のような雰ふん囲い気きを纏まとっています。聖せい職しよく者しやを彷ほう彿ふつとさせる服ふく装そうに、モノクルを着用していて伶俐な印象を持ってますね。

あやめ：へー、こんな人だったんですか。

神月：年ねん齢れい51歳さいとあるが、ずいぶんと若わかく見えるな。

ＧＭ：ああ、それはなんか謎なぞのレネゲイドパワーで若わか返がえったっぽいです。

一同：レネゲイドパワー!?（笑）

コウ：というか、実じつ際さいにはなんで若返って再び現あらわれたのかは分からないんだけどな（笑）。

瞳：レネゲイドの力で若返ったのかもしれないし、何か別の要素で若返ったのかもしれない。それは誰も知らないんだ？

コウ：今のところは誰も知らないですね。

あやめ：でも、ＵＧＮを創った人が、今度はＦＨの幹部として現あらわれたりして、ＵＧＮの人たちはかなりびっくりしたんじゃ？

ＧＭ：実際、組織全体が激げき震しんしました。さらに、コードウェル博士が「今のＵＧＮは間ま違ちがっている。我わが許に集えオーヴァード！」と呼よびかけたりしたものですから、ＵＧＮを離反する者まで現れだして、組織としてかなりの窮きゆう地ちに立たされております。

神月：むう、なかなかのっぴきならない状じよう況きようになっているわけか。

ＧＭ：ええ。今のところ組織としての体てい裁さいは保たもてていますが、このまま構成員が抜ぬけ続ければ、結けつ構こうやばいことになるでしょうね。

あやめ：はあ～、なんかすごいことになってるんだねえ。

ＧＭ：なってるんです（笑）。とまあ、今回予告とＦＨについての説明も終えたところで、次はみなさんに配るハンドアウトを読み上げさせてもらいますよ。




陸りく原はらコウ用ハンドアウト


ロイス：謎の人ひと影かげ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：脅きよう威い




カヴァー／ワークス：高校生／指定無し



　キミは現げん在ざい、綾間市で流通している新型ドラッグ〝ミスト〟を追っている。

　ドラッグの取とり締しまりだけなら警けい察さつの管かん轄かつだ。しかし、最近発生したジャーム化事件の被ひ害がい者しやがすべてミスト服用者だったことからＵＧＮとして動くことになった。

　調ちよう査さの最中、キミは犯はん人にんと思わしき人物を発見するも、罠わなにはめられてしまう。

　奴はキミをＵＧＮだと認にん識しきした上で敵てき意いを向けてきた。ＵＧＮと敵対する組織───ＦＨのエージェントである可か能のう性が高い。何としても正体を暴あばき、処しよ理りしなくては。




コウ：これはまた、ずいぶんと不ふ吉きつな内容だなぁ（笑）。

瞳：というか〝謎の人影〟って何？（笑）

ＧＭ：正体不明の人物という意味ですね。対たい峙じはしても、はっきりと姿すがたが確かく認にんできない奴と言いますか。

あやめ：ああ、シルエットとかしか見えない感じかな？

ＧＭ：その通り。その正体については、セッション中に調査してもらうことになります。

コウ：了りよう解かい。それでこのミストってのはどんなドラッグなんだ？

ＧＭ：吸きゆう引いん器きを使って経けい口こう摂せつ取しゆする気き体たい状じようのドラッグですね。

瞳：気体……それでミストって名前なのか。

ＧＭ：はい。効こう果かが高い代わりに、副作用も恐おそろしく強い薬ですよ。ミスト服用による死し亡ぼう者しやもすでに出ています。

コウ：ずいぶんと物ぶつ騒そうな代物だな。ジャーム化との関係も気になるが、普ふ通つうに放置しておくとやばそうだ。

神月：なんとしても、流通を止めないとならんな。




敷しき島しまあやめ用ハンドアウト


ロイス：陸原コウ　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：不安




カヴァー／ワークス：高校生／指定無し



　あれほど綾間市を騒さわがせた連続爆殺事件は、早くも人々の記き憶おくから薄うすれかけていた。今、学校では、アメリカから来た留りゆう学がく生せいカイン・マイルズの話題で持ちきりである。

　だが、それ以上にキミの興きよう味みを引いているのは、陸原コウのことだった。

　だがある日、そのコウが大おお怪け我がで入院したというニュースが飛とび込こんでくる。

　彼にいったい何があったのだろうか。




あやめ：おおー、シナリオロイスがコウ君だ。

ＧＭ：前回、非日常の世界を見ましたし、いろいろとあったコウに興味を持って欲ほしくて、この内容にさせていただきました。

あやめ：なるほど（笑）。じゃあ、もう興きよう味み津しん々しんで行こう！

コウ：というか俺は、大怪我で入院ってフレーズの方が気にかかる（笑）。いったい俺は、どんな罠にかかるんだ？

ＧＭ：詳くわしくは、オープニングのお楽しみということで（笑）。

コウ：楽しみにしたくねー！（一同爆ばく笑しよう）




神月正義かんづき・せいぎ用ハンドアウト


ロイス：事件の真しん犯はん人にん　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん




カヴァー／ワークス：弁べん護ご士し／指定無し



　連続爆殺事件からしばらくして、弁護士として慌あわただしい日々を過すごすキミの元に、私し選せん弁護人の依い頼らいが舞まい込こんできた。

　依頼人は、何とキミの知り合いでもある陸原瞳。彼女は現在、つい先日起こった殺人事件の容よう疑ぎ者しやとして、逮たい捕ほ・勾こう留りゆうされているという。

　間ま違ちがいなく濡ぬれ衣ぎぬだろうが、いったい誰が彼女に罪つみをかぶせたのだろうか。




瞳：わたし、捕つかまってるーっ!?（笑）

コウ：俺たち、さんざんな目に遭うみたいだなぁ。

神月：というか、十一歳の女の子を勾留するのか！（笑）

ＧＭ：リアルでは児童相談所で保ほ護ごされるところでしょうが、『ＤＸ３』の世界では銃じゆう刀とう法ほうが改正されてたりとか微び妙みように法ほう律りつが違ちがうんですよ。なので、十一歳でも重じゆう犯はん罪ざいを犯おかせば、逮捕・勾留される……ということにしておいてください。

神月：なるほど……。よし、分かった！　つまり、私わたしは正せい義ぎを執しつ行こうすればいいんだな？

ＧＭ：その通りです（笑）。あなたの正義で、瞳を助けてあげて下さい。

神月：任まかせておけ。真犯人を見つけ出して、瞳くんの無む罪ざいを証しよう明めいしてみせよう！




陸原瞳用ハンドアウト


ロイス：神月正義　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：不安




カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し



　キミはコウと共に、服用者をジャーム化させる効果があると思われる新型ドラッグ〝ミスト〟を追っていた。ところが現在、キミは留りゆう置ち場じようの中に放ほうり込こまれてしまっている。

　情じよう報ほうを探さぐろうと接せつ触しよくしたミストの売人が追つい跡せき中に殺害され、その濡れ衣を被せられたのだ。捜そう査さを継続するためにも、連れん携けいして動ける協力者が必要だ。弁護士の神月正義が適てき任にんだろう。




瞳：やっぱり鉄てつ格子ごうしの中にガキャーンと閉とじこめられてるわけね。

ＧＭ：はっ、警けい察さつ署しよの留置場に入れられております。

瞳：それで取調べの時に、刑けい事じさんに「カツ丼どん食うか？」って聞かれて。

神月：その直後に、「ただし、お前の金でな！」と言われると（一同笑）。

ＧＭ：刑事が容疑者に飯を奢おごるのって、ドラマの中だけですからねぇ。実際には、出前を頼たのんだら、頼んだ人の自じ腹ばらになる（笑）。

神月：まあ、留置場では三食きちんと弁べん当とうが出るから、普通は出前は取る必要がないがな。

瞳：ちゃんと警察の方で食事を出してくれるんだ。そりゃそうか。ドラマでは「くさい飯」とか言うけど、よく考えれば当たり前の話だよな。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……とまあ、ハンドアウトを読み上げたところで、次にキャラクターの成長をしていきましょう。

瞳：はいはい。さて、どう成長させようかな。

コウ：やっぱ、武ぶ器き作成と移い動どうは両立できた方がいいよな。でも、攻撃力も上げたいし……どのエフェクトを取るか……。（ぶつぶつ）。

あやめ：（ルールブックを眺ながめつつ）おっ、成長にかかる経験点が変わってる！　エフェクトレベルを上げるは５点だけど、新規取得だと15点もかかるんだ！

神月：今の経験点だとエフェクトを３レベル分強化するか、思い切って新しいのを一個取るかになるわけか。ならば、新しく幻覚を強化する能力を……。




　ルールブックに目を通しながら、どのような成長を行なうかを検けん討とうする一同。

　そして、一時間後。キャラクターの成長は、無事に終しゆう了りようしたのであった。




▼陸原コウ　～矢野俊策やの・しゆんさく

ＧＭ：では、まずはコウから報ほう告こくをお願いします。

コウ：分かった。新しく《ハンティングスタイル》を取得して、移動しながら《破は壊かいの爪つめ》が使えるようになった。

あやめ：移動と武器作成の両立は重要だよね。

コウ：かなりな。あやめと違ちがって射しや撃げき攻こう撃げきはできないから、この両立については即そつ行こうでできるようにしようと思ってたんだ。

ＧＭ：これでコウの隙すきがひとつなくなりましたね。




▼敷島あやめ　～藤井忍ふじい・しのぶ

ＧＭ：では、次はあやめ。報告をお願いします。

あやめ：はーい。成長は新しく《クリスタライズ》を取ったよ。これで侵しん蝕しよく率りつ[image: 100]％を超こえてからだけど、装そう甲こう値ち無む視しをした上で、ダメージも強化できるようになった！

神月：ほう、ひとつのエフェクトでふたつ効果を得られるのか。それは強いな。

あやめ：その分、侵蝕率も結構上がっちゃうんだけどね（笑）。




▼神月正義　～師走しわすトオル

ＧＭ：次は神月の報告になります。

神月：了解。私も新しいエフェクトとして、《錯さつ覚かくの香かおり》を取得。これで、〈交こう渉しよう〉の判はん定ていにさらなるダイスボーナスがつけられるようになった。

ＧＭ：着実に振ふれるダイスの数を増ふやしてきましたか。

神月：うむ。現状だと、私は振れるダイスの数が多いことがアドバンテージになっているのでな。その長所を伸ばしてみたよ。




▼陸原瞳　～鈴吹太郎すずふき・たろう

ＧＭ：最後は瞳、報告をお願いします。

瞳：新しん規きエフェクトの取得はしないで、《エンジェルボイス》と《要の陣じん形けい》、《導みちびきの華》をそれぞれ１レベルずつ上げたよ。これでなんと！《導きの華》による達成値ボーナスが、最大＋10になった！

一同：おおっ！

コウ：達成値＋10なら、確かく実じつに十の位を繰くり上げられるな。それは助かる。

ＧＭ：むう、敵側からすると、かなりきついんですけど（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、成長の報告も終わったところで、次にＰＣ間ロイスを結んで行きましょう。順番は前回と同じ、コウ[image: ]あやめ[image: ]神月[image: ]瞳[image: ]コウになります。

コウ：じゃあ、まずは俺からあやめへだな。

あやめ：同じオーヴァードになったし、少しは仲良くなれたかな？

コウ：そうだな……。少なくとも興味は持ったんで、感情を変えよう。ポジティブ〝好奇心〟、ネガティブ〝隔かく意い〟。興味はあるけど、まだ心の壁かべがある感じで。

あやめ：ちょっと前進ってところか。次はあたしから神月さんだね。テレビの人から直ちよく接せつの知り合いになったし、新しい気持ちで接せつする意味でも、ダイスを振ふって決めようかな。

神月：天にすべてを任まかせるか。よし、どんな結果でも受け止めよう。さあ、来い！

あやめ：はい（笑）。まずはポジティブ……71で〝執着〟。

瞳：何かと目を引く人だし、やっぱり気になるよね（笑）。

あやめ：そうだね、これで行こう。次はネガティブ……〝厭いや気け〟。その人物に対して、疎うとましさや鬱うつ陶とうしさを感じた（笑）。

瞳：くっ、神月先生の正義が疎ましい！（一同笑）

神月：だけど、そんな感覚を乗のり越こえて、次第に病みつきになっていくと（笑）。

あやめ：ええーっ!?（一同爆笑）

神月：冗じよう談だんだ、冗談（笑）。次は私から瞳くんだな。感情は前回と同様、ポジティブ〝親近感〟、ネガティブ〝不ふ快かい感かん〟だ。かつての縁えんで相変わらず気にかけているということで。

瞳：はいはい。次はわたしからコウね。つき合いも長いだろうから、私も感情は変えないよ。ポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝疎そ外がい感かん〟で。コンビとして連帯感を抱いだいてるけど、兄妹としてはちょっと距きよ離りが離はなれてる感じ。

コウ：まあ、そんなところだろ。

ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスを結び終えたところで、オープニングに参りましょう。








《ハンティングスタイル》　獣の敏捷性で移動を行なうキュマイラのエフェクト。

《クリスタライズ》　攻撃の対象を結晶化させて砕く、モルフェウスのエフェクト。

《錯覚の香り》　沈静効果のある薬品を生成し、相手の警戒心を解くソラリスのエフェクト。













　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆転校生


Scene Player ─── 陸原コウ






「───みなさん、初めまして。カイン・マイルズと言います」

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべる外国人の少年が、流りゆう暢ちような日本語でそう名乗った。




ＧＭ：では、オープニング最初はコウのシーンになります。あやめも登場してもらえますか。合同オープニングになりますので。

コウ：了解。まずは侵蝕率を上げるか。（ダイスを振る）６上じよう昇しようで41％。まずまずかな。

あやめ：あたしも侵蝕率を上げるよ～。……うわっ、いきなり10も上がった!?

ＧＭ：なかなかグレイトに上がりましたね（笑）。

あやめ：初っぱなからきつい……（レコードシートにペンを走らせる）。

瞳：……って、そこ侵蝕率欄らんじゃなくてＨＰ欄だよ！（笑）

あやめ：えっ？　うわっ、本当だ！（一同爆笑）　あう～っ！　動どう揺ようしすぎだ、あたし（笑）。

ＧＭ：藤井さん、今回も飛ばしてますね（笑）。さて、描写を始めます。舞台は学校の教室。第一話のラストから直結しまして、転校生のカインが壇上で挨拶しているところになります。

コウ：転校生ってどんな奴なんだ？

ＧＭ：鮮あざやかな金髪とアイスブルーの瞳が特とく徴ちよう的てきな少年ですね。容よう姿し端たん麗れいなこともあり、女子を中心に、クラスメイトたちは興味津々といった様子です。

あやめ：へ～、格かつ好こいいんだ。

ＧＭ：ただ、一番目を引くのは彼の着てる白学ランですが。

一同：白学ラン!?

瞳：ちょっと待って！　なんで外国人の転校生が白学ランなんか着てるの！（笑）

ＧＭ：さらに言うなら、夏服のこの時期にもかかわらず、彼は冬服です。

一同：おいっ！（爆笑）

瞳：（コウへ）なんだか、仲間が増ふえたみたいだよ？

コウ：俺のはちゃんと体温管理っていう理由があるから（笑）。

神月：しかし、外国人転校生が白学ランはすごいな（笑）。外国はブレザーが主流だろうに。

ＧＭ：いや、これには一応理由がありまして。彼が日本に来たのは半年前。綾間市に来る前は、日本の別の学校に通ってたんですよ。だから、白学ランはその学校の制せい服ふくなんです。

瞳：それにしたって白学ランは突飛だよ（笑）。

ＧＭ：カインはにこりと微笑みながら自じ己こ紹介を始める。「父の仕事の都合で転校してきました。まだ不ふ慣なれなので迷めい惑わくをかけるかもしれませんが、よろしくお願いします」流暢に日本語で挨拶するカインに、生徒たちが「おおーっ！」驚おどろきの声をあげる。

あやめ：日本語ペラペラなんだね。ここに来る前の半年で練習したのかな？

ＧＭ：恐おそらくは。「まだこの土地には不慣れなので、いろいろとご迷惑をかけるかもしれませんが、みなさん、よろしくお願いします」物もの腰ごし穏おだやかにカインが挨拶したところで、担たん任にんが言う。「マイルズの席は……ああ、陸原の隣となりが空いてるな」

コウ：うおっ!?　こっちなのか！（笑）

神月：普通、こういうのは異い性せいの隣に行くのがお約束じゃないのか（笑）。

ＧＭ：あやめの隣にはすでに千鳥がいますので（笑）。担任の指示を受け、カインが歩き出す。洗せん練れんされた所作は、それだけでクラスメイトたちの目を引きつけます。

瞳：白学ランを着てるのもポイントじゃないの？（笑）

ＧＭ：そうですね（笑）。普通なら浮ういてしまうところですが、スタイルがいいカインは白学ランを見事に着こなしてます。指定された席へと向かうカイン。そして、その途中、彼の視線がふとあやめへ向き、親しげな微笑みが口元に浮かびます。

あやめ：前回のエンディングもそうだったけど、やっぱりカイン君、あたしを知ってる？

ＧＭ：少なくともあやめには、カインと会った記憶はないですね。生徒たちが注目するなか、カインは自分の席に着くとコウにそっと右手を差し出す。「よろしく。隣同どう士し、仲良くしよう」

コウ：……よろしく。ぽつりとつぶやくだけで、握あく手しゆは返さない。
















ＧＭ：それでもカインはニコニコと微笑みながら手を差し出し続ける。

コウ：あくまで担任の方を向き続ける。

ＧＭ：「……」

コウ：……。

あやめ：な、何だか、お互たがいに意地になってるっぽいんですが！（笑）

神月：（男子生徒になって）「あの転校生やるな。あのコウを相手に一歩も退ひいてないぜ？」「カイン・マイルズ……侮あなどれない奴だな！」（笑）

ＧＭ：さすがに、ざわざわと男子がどよめき出すと、カインは手を引ひっ込こめますね。「うーん、いきなり不ぶ躾しつけだったかな？　ごめんね」参ったなとちょっと困こまったように笑う。

コウ：別に……。こういう性しよう分ぶんなんだ。

ＧＭ：「そっか。でも、せめて名前くらいは教えてくれないかな。これから一いつ緒しよの教室で過ごすわけだし、名前を知らないといろいろ不便だしね」

コウ：なら、今度はこう答えよう。……すぐにＨＲが始まるぞ。私し語ごはよした方がいい。

あやめ：正せい論ろんだ！（笑）

ＧＭ：「じゃあ、ＨＲが終わったあとで教えてくれるかい？」

あやめ：この子、強い！（一同爆笑）

瞳：ふたりの反はん応のうも面白いけどあやめがそれをいちいち気にかけるのがまた面白いな（笑）。

あやめ：えうっ!?　だって、気になるんだもの！（笑）

神月：きっと、あやめが反応する度に、千鳥もぴくりぴくりと反応しているな（笑）。

ＧＭ：「新ライバル出しゆつ現げんね……！　しかも、陸原にも負けないパワー。強きよう敵てきだわ！」（笑）

コウ：お前、本当にあやめのこと好きだな！（笑）やれやれ。カインに言うぞ。……名前ならあとで教えてやるから、今は担任の話を聞け。あとで困こまるのはお前だぞ。

ＧＭ：コウの忠ちゆう告こくに、カインはそれもそうだねと担任の話に耳を傾かたむける。というわけで、生徒たちがざわつく中、ＨＲが始まったところでシーンを切ります。
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コウ：あー、なんかいろいろと変な転校生だったな（笑）。

瞳：あやめのことを気にかけてるっぽかったけど、何だったんだろうね。

あやめ：知り合いのような、そうでないような……。

神月：ふむ、この先で何か分かればいいがな。

ＧＭ：そこは、先に進んでのお楽しみということで（笑）。さあ、次のシーンに行きましょう。







◆Opening 02◆無実の罪


Scene Player ─── 陸原瞳






　警察の取調室の中で、陸原瞳は叫んでいた。

　目の前では、取調担当の刑事が苦虫を嚙み潰したような顔でこっちを見てるが、そんなことは知ったことか。大きく息を吸い、目の前の机を力強く叩き、そして───。




瞳：わたしは無実よーっ！　何もしてないのーっ!!　おまわりさーん、信じてー！

コウ：いきなりそこからか！（笑）

瞳：あれ、だって捕まってるとこから始まるんでしょ？

ＧＭ：まぁ、そうなんですが、まずは侵蝕率を上げましょうよ（笑）。

瞳：そだね（笑）。……３点上昇。まずまずの立ち上がり。んで、私は取調室でバンバンと、無実を訴えながら机を叩いてるわけだが！　わたしは無実よー！（一同爆笑）

ＧＭ：あー、その……いや、もういいです（笑）。

あやめ：ああ、ＧＭが諦めの笑みを！

ＧＭ：はっはっはっ。間断なく無実だと叫びまくる瞳に、刑事もどう扱ったものやらと、困り果てていますよ（笑）。

瞳：それでもわたしは、無実を主張し続けるわけだが（笑）。ねえ、ちゃんと調べてよ！　わたしは犯人じゃないだってば！　んで、どうして捕まったんだ？

神月：何も知らないまま、無実主張してたのか！（笑）

瞳：そりゃそうだよ。まだ、どんな事件に巻きこまれたかも聞いてないんだから。

ＧＭ：だって、説明する前に無実コールを始めちゃうんですもの（一同笑）。

瞳：いやー、捕まってるって言われたら、とりあえず「無実だっ！」って叫ぶでしょ（笑）。

ＧＭ：まあ、その気持ちは分かりますけどね（笑）。それじゃあ、瞳がどうして捕まることになったのか、ここで回想を入れましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　夜の繁華街。裏びれた裏路地をふたつの影が走り抜けていく。

　チンピラ然とした男を、可愛らしい少女が追いかけるという、何とも奇妙な追跡劇。

　男の正体はドラッグの売人、少女は男からミストを手に入れようとする陸原瞳だった。




ＧＭ：……というわけで、時間は半日ほど前まで遡ります。ミストのサンプルを手に入れようと接触した売人に逃げられ、それを追いかけているところだと思って下さい。

瞳：了解。んじゃ、売人を追いかけつつ、その背中に叫ぼう。こら、待ちなさいよー！

ＧＭ：「誰が待つかよ！　くそ、しつけえガキだ！」売人が吐き捨てるように答えて、道の端に置かれているゴミ箱を蹴っ飛ばしてくる。

瞳：なんの！　ひらりとゴミ箱を避けるように飛び上がり、空中で二回転して華麗に着地！

ＧＭ：そして、その間には売人はさっさと逃げます（笑）。

瞳：ちょ、ちょっと待ってー！（一同爆笑）

ＧＭ：残念ながら、制止の声を上げても売人の足は止まりません（笑）。脱兎の如く逃げていき、あっという間に曲がり角の奥へと姿を消してしまいます。

瞳：やばっ！　慌ててその後を追う！

ＧＭ：再び走り出す瞳。そして、あなたが曲がり角に到達した直後、突如、獣の咆哮にも似た悲鳴が聞こえてきます。「がぁあああああああっ!?」

瞳：な、何？　びっくりしてキョロキョロと周囲を見渡すけど。

ＧＭ：すると、五メートルほど前方に売人が倒れているのが見える。彼は喉を押さえて、苦悶の表情を浮かべながら地面の上をのたうち回っています。

瞳：慌てて駆け寄って呼びかける。……いきなりどうしたの？　しっかりしなさい！

ＧＭ：「あっ……がっ……!?」瞳の呼びかけに反応する余裕もなく、身体を痙攣させる売人。しばらくして、彼は一際大きく痙攣したかと思うと、ぴくりとも動かなくなります。

あやめ：し、死んじゃった……？

瞳：これはさすがに呆然とするね。……売人の遺体を調べてみるけど、何か分かる？

ＧＭ：先ほどまで売人が喉を押さえていたので見えませんでしたが、首筋に赤い斑点があるのが見えます。中心から微かに血が流れるそれは、針のようなものを刺した跡のようです。

瞳：針のようなもの……。

ＧＭ：そして、瞳が遺体を調べている間に状況が動く。裏路地にバタバタと複数の足音が響いたかと思うと、それが次第に近づいてきますよ。

瞳：うっ、何か嫌な予感が……。さっさとこの場から離れ───。

ＧＭ：しかし、瞳が立ち去るよりも足音の主たちがこの場に到着する方が早い。新たに現われたのは制服に身を包んだ警官たちですね。

瞳：警察!?　ちょ、ちょっと、いくらなんでも早すぎない!?

ＧＭ：滅茶苦茶早いですね。遺体発見からまだ数分程度しか立ってませんし。ですが、現実として警察は目の前にいて、瞳を包囲しています。

瞳：とりあえず警察に向かって叫ぶ。ちょっと待って！　わたしは犯人じゃないわよ！

ＧＭ：「言い訳は署で聞いてやる！　大人しく投降しろ！」

瞳：そんなこと言われても、わたしは犯人じゃないもの！

ＧＭ：「犯人は誰でもそう言うんだ！」（笑）

瞳：だから、違うんだってば！　この石頭っ！（笑）




　瞳と警察の間で繰り広げられる堂々巡りの言い合い。

　結局それは一時間ほど続き、陸原瞳は留置場に入れられることになったのであった。
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瞳：……というわけで捕まってしまいました（笑）。わたしは無実よーっ！　何もしてないのーっ!!　おまわりさーん、信じてー！　バンバンバンッ！（一同笑）

ＧＭ：状況が分かっても、言うことは同じですか！（笑）

瞳：しょうがないじゃないか。わたしも、どう弁解したものか迷ってるんだよ（笑）。

神月：現げん状じよう、うまい弁べん解かいが思いつかないのであれば、黙もく秘ひ権けんを行使するといい。よい印象は与あたえないが、少なくとも言げん質ちを取られることはなくなる。

コウ：下手な弁解するよりはいいってわけか。

神月：そうだ。こういう状況ではパニックによる誤あやまった対たい応おうがもっとも危険だ。だからこそ、弁護人と相談するまで黙秘することも自じ衛えい手しゆ段だんとしては有ゆう効こうになる。

コウ：さすが弁護士主役の小説を書いた人だ。適切な指示がスラスラ出てくる。

神月：ふっ、任せておけ。さあ、瞳くん。弁護人として私を雇やとえ！　私選弁護人ならば、容疑者の段だん階かいでもつけることが可能だ。ハンドアウトにもそう書いてある！（一同笑）

ＧＭ：ぶほっ!?　いきなりメタなこと言わないでくださいよ！（笑）

神月：あっ、つい勢いで（笑）。

瞳：じゃあ、そんなことを神月先生から聞いたことを思い出した（笑）。尋問は黙秘して、弁護人を要求する。……神月正義って弁護士を呼よんで。そういう権けん利りがあるんでしょ？　呼ばないと何も喋しやべらないからね！　バンバンッ！（机つくえを叩たたくジェスチャー）（一同爆笑）

ＧＭ：「分かった！　分かったから、いちいち机を叩くな！」勢いよくまくし立てる瞳に、刑事たちもタジタジです（笑）。

瞳：あとは神月先生が来るまで黙ってよう。ああ、でもひとつ確認したいことがあったんだ。ＧＭ、売人が死んだ原因って分かる？

ＧＭ：分かりますよ。取調べの際、罪状確認のために刑事が話しましたから。売人の死因は、薬物───ミストの過剰摂取による心停止になります。

瞳：ミストの過剰摂取？

ＧＭ：正確には気体に加工する前のミスト原液を静脈注射されたのが原因です。市場に流れてるミストの数倍の効果があったようで、一瞬でオーバードーズを起こしたようですね。

瞳：ふーん。ドラッグの売人ならミストの危険性は知ってたろうし、逃亡中にわざわざ摂取するはずもない……。やっぱりこれ、罠にハメられたっぽいな。

ＧＭ：先ほどまでの大騒ぎから一点、黙考を始める瞳。あまりの変貌ぶりに、刑事たちが怪訝そうに見ますが（笑）。

瞳：気にしない、気にしない（笑）。真犯人のことを考えながら、心の中でつぶやくよ。




　───誰だか知らないけど、やってくれるじゃない。この借りは必ず返すわよ。

　静かに決意して、瞳は時を待つ。
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瞳：というわけで、いきなり捕つかまりました（笑）。

神月：安心しろ。私がすぐに出してやる！

ＧＭ：神月、はりきってますね（笑）。そうそう、瞳は勾留中、登場に制限が入るので注意してください。具体的には警察署以外に本体が登場できなくなります。

瞳：むっ、そうきたか。でもまあ、猫が出るから問題なしだ（笑）。

あやめ：そっか、猫は別に動かせるんだ。でも、それってＯＫなのかな？

ＧＭ：ＯＫです。むしろ《ハンドリング》があるから、ホットスタートにしたぐらいで（笑）。さて、それでは次のシーンに参りましょう。







◆Opening 03◆弁護依頼


Scene Player ─── 神月正義






　神月正義が籍を置く法律事じ務む所しよは、綾間市の中でも大手のひとつだ。

　いつも通りの時間に事務所に出しゆつ勤きんした神月は、いきなり所長からの呼よび出だしを受けた。

　どうやら、新しい仕事の依頼が来たようだ。




ＧＭ：次は神月のオープニング。神月は個こ人じん事業ではなく、雇われの弁護士でしたよね？

神月：ああ、そうだ。居い候そうろう弁護士───イソ弁というやつだな。

瞳：神月先生は腕うでが立ちそうだし、所属してる事務所も大きそうだよね。

ＧＭ：ならば、三十人ほどの弁護士が所属する、綾間市最大手の事務所にしましょうか。

神月：うむ、それでお願いしよう。それで、どんなシチュエーションから始まるのだ？

ＧＭ：ある日、事務所に出勤すると同時に所長からの呼び出しを受けて、所長室を訪たずねるところから始まります。部屋の中では品のいいスーツを纏った初老の男があなたを待っている。

神月：彼がこの事務所の所長かな？

ＧＭ：はい。恰かつ幅ぷくがよい紳しん士しで、髪に白いものが混まじりはじめてはいますが、その所作はきびきびしていて、ほとんど老いを感じさせません。彼は神月を部屋に招まねき入いれると、穏おん和わな笑みを浮かべながら話はなし掛かけてくる。「来たか、神月君」

神月：居い住ずまいを正して返事をしよう。所長、本日はどのようなご用よう件けんでしょうか？

ＧＭ：「無論、仕事の話だよ。実は君に私選弁護人の依頼が来てね」そう言いつつ、室内に備そなえ付つけられたソファーに座るように、彼は勧すすめてきます。

神月：失礼します。私選ならばよい金になりそうだと思いつつ、ソファーに腰こしを降おろす。ところがどっこい！（一同笑）

ＧＭ：所長の口から語られた、依頼人の名前を聞いたあなたは驚おどろくことになる（笑）。「依頼人は陸原瞳。なんと十一歳の少女だ」

神月：瞳くんが!?　これは急がねばとすぐさま出て行こうと───。

ＧＭ：本当に瞳のことになると目の色が変わりますね（笑）。神月が慌てて部屋から出て行こうとすると、やんわり所長が止めますよ。「まあまあ、待ちたまえ、神月君」

神月：むっ？　何ですか所長、私は急いで瞳くんのところへ行きたいのですが。

ＧＭ：「君の仕事にかける情じよう熱ねつは分かったが、事件の内容も知らぬまま行く気かね？」（笑）

神月：…………ごもっともです（笑）。冷静さを欠いていたと、改めてソファーに座すわろう。

ＧＭ：「神月君がこれほど慌あわてるとは珍めずらしいな。名前を見たときにもしやと思ったが、彼女はあの時の？」と、かつて神月が弁護した人物──瞳の親について口にする。

神月：こくりと頷うなずいて。……はい、かつて弁護をした彼の娘むすめさんです。

ＧＭ：得心いった様子で頷く所長。「なるほど、そういうことか。君がいつも以上に気合いが入るのもいたしかたないな。では、手短に事件の内容について教えておこう」

神月：よろしくお願いします。

ＧＭ：では、簡単に事件の概がい要ようを説明していきましょう。「依頼人は陸原瞳、十一歳。現在、殺人の容疑者として、綾間警察署に逮捕・勾留されている」

神月：殺さつ人じん罪ざいで逮捕ですか？　彼女はそのようなことをする子では……。

ＧＭ：「だが、実際に逮捕されたからには、疑うたがう理由があったのだろう」

瞳：売人が殺された現場にいたからねぇ。

ＧＭ：「被ひ害がい者はドラッグの売人。外がい頚けい静脈より摂取した薬によるオーバードーズが死因だ」

瞳：外頚静脈……首にある静脈のひとつか。首筋の痣あざはやっぱり注射のあとだったわけだ。

神月：……ＧＭ、ひとつ確認したいのだが売人の身長は何センチだ？

ＧＭ：やっぱりそこは気にしますよね（笑）。瞳よりも四十センチほど高いです。

神月：ずいぶんな身長差だな。警察は、瞳くんがわざわざ首に注射するのはおかしいと思わなかったのか？

ＧＭ：確かに違和感のある話ですが、目もく撃げき証しよう言げんがあったので。

神月：今まで出てなかった情報だな。詳しいことは分かるか。

ＧＭ：ええ。所長が話してくれますよ。逮捕後、瞳を容疑者として扱あつかうことを決定づけたのはこの目撃証言です。「その人物は瞳くんが、被害者を殺しているところを見たそうだ。倒たおれた男の首筋に注射を打ち込こんだ姿を見たと証言している」

神月：少々厄介だな。その目撃者について詳しいことは分かるかな？

ＧＭ：目撃者は繁華街にあるコンビニで働く男だん性せいです。店の裏にゴミ捨すてに出たところで悲鳴が聞こえてきたため、事件現場を覗のぞき込こみ、瞳の殺人を目撃したとのこと。

神月：警察はその証言を信じたわけか。

ＧＭ：はい。連続爆殺事件の直後ということで、この手の犯罪への反応が過か敏びんになってることもありますが、疑うたがわしきを放置して、さらなる被害が出てはと逮捕・勾留したようです。

神月：……ちなみに、目撃者から直接話を訊くことはできるか？

ＧＭ：可能です。彼が勤つとめているコンビニの住所は判はん明めいしていますので。

神月：ふむ……。あとで行ってみるか。

ＧＭ：「さて、現状こちらに届とどいている事件の情報はこれですべてだ。先ほどの君の熱意を見れば答えは分かっているが、念のため確認させてもらおう。この弁護、引き受けるかね？」

神月：もちろんです！　もう即そく答とうだ。

ＧＭ：「では、君が弁護を引き受けると返事はしておこう。神月君、がんばりたまえ」

神月：はい！　それでは一いつ刻こくも早く瞳くんの様子を確認したいので、私はこれで。礼をして所長室を退たい室しつする。そして、そのまま瞳くんのもとへ急ごう。

ＧＭ：では、神月が綾間警察署へ向かったところでシーンを切ります。







◆Opening 04◆命を狙うもの


Scene Player ─── 陸原コウ






　誰もが寝ね静しずまる深夜、コウは綾間市郊こう外がいにある倉庫街へと来ていた。

　静まり返った区画には、多数の倉庫が建たち並ならんでいる。

　この中のひとつが、ミストの保ほ管かん場所になっているらしいのだが……。




ＧＭ：次はコウの個こ別べつオープニングになります。瞳が勾留されている頃ころ。コウは郊外にある倉庫街にいると思ってください。

コウ：ミストが保管されてるっていう倉庫を探さぐるためか。

ＧＭ：その通り。夜の闇やみに包まれた倉庫街はシンッと静まり返っており、コウ以外に動く影はありません。

コウ：周囲を警けい戒かいしながら、目的の倉庫へ向かって移動する。

ＧＭ：では、特に妨害を受けることもなく、無事に目的の倉庫に辿たどり着つきます。倉庫の中は真っ暗で、外から見ただけでは内部の様子はよく分かりません。出入り口の扉とびらには普通の鍵かぎがかけられてます。

コウ：鍵開けとか細かいことは苦手だ。ドアノブごとねじり切れないか？　必要ならエフェクトを使ってもいい。

ＧＭ：そこまではしなくていいです。コウがグッと力を込こめると、ミシッバキッと金きん属ぞくが捻ねじれて割われる音が鳴る。鍵が壊こわれて扉が開くようになりました。

コウ：中に入って、まずは電灯をつけるためのスイッチを探さがす。暗い室内でドラッグを探すのは厳しい。

ＧＭ：窓まどから差さし込こむ月明かりを頼たよりに、スイッチを探すコウ。ところがその途と中ちゆうで、頭上───キャットウォークの方から声がかけられます。

神月：「学校以外で会うのは初めてだね、コウ君」とカインが言うわけだな（一同笑）。

コウ：お、お前はカイン！（笑）

ＧＭ：ぶっ!?　ちょっと待って！　いきなり何言ってるんですか！（笑）

神月：むっ、カインじゃないのか？

ＧＭ：違ちがいますよ！（笑）

神月：てっきりカインが現あらわれると思ってたのだが。

あやめ：確かに、何かありそうな人ではあるけどさ……（笑）。

ＧＭ：カインじゃないです！（笑）というか、正せい確かくに言うのならば、どんなヤツかよく見えないんですよ。

コウ：ああ、暗くて判はん別べつできないのか。

ＧＭ：そうです。月明かりでかろうじてシルエットが確認できる程度で、着ている服は制服のようにも見えればスーツのようにも見える。かろうじて声から男性だと判別できるくらいです。男がぼそりと告げる。「来ましたか、ＵＧＮ。待っていましたよ……」

コウ：俺のことをＵＧＮだと知ってる？　警戒しつつ、動きは止めずに灯りのスイッチを探す。顔を確認したい。

ＧＭ：そんなコウを見た男が、今度は敵意を込めてつぶやく。「よく訓練されていますね。やはり、あなたを放置するのは危険だ。相方と同様に舞台から降おりてもらいましょう……」

コウ：その言葉はさすがに聞きき逃のがせない。思わず立ち止まって聞く。……なに？　お前、瞳になにを……!?

ＧＭ：「自分で確たしかめなさい。生きて帰れたらですが……」そう告げるやいなや、男は後方に向かって跳ちよう躍やく。窓ガラスを破やぶって外へと飛び出す。

コウ：倉庫の外にって……。（はっとして）やばい、俺も倉庫の外に向かって走る！

ＧＭ：しかし、それよりも罠の発動の方が早い！　倉庫に仕し掛かけられた爆ばく弾だんが爆ばく発はつし、倉庫が破壊されます。爆炎、爆ばく風ふうが荒あれ狂くるい、頭上から瓦が礫れきが雨のように降ふり注そそいでくる。

コウ：くっ！　ＧＭ、脱だつ出しゆつできるか!?

ＧＭ：可能です。まずは難なん易い度ど10の〈運動〉判定をしてください。成功すれば、瓦礫と爆風を避さけて、一気に倉庫の外に飛び出せます。

あやめ：失敗した場合は？

ＧＭ：５Ｄ10点のＨＰダメージを受けてもらい、ＨＰが１点でも残れば脱出できることにしましょう。０点になったら生いき埋うめにされてしまいます。

コウ：〈運動〉判定は得意だが、難易度10は厳しい！　くっ、達成値８で失敗！

ＧＭ：ならば、ダメージを受けてもらいますよ。

コウ：しょうがない。だが、ＨＰの多さには自信がある。５Ｄ10点程度なら耐たえてみせる！

ＧＭ：では、その言葉を証明して見せてもらいましょう！　ダメージロール、行きます！（ダイスを振る）ダメージはきっかり30点！

コウ：こっちのＨＰ37点。７点残して耐えた！

一同：おおっ！

あやめ：さすが、コウ君！

神月：他の面子だったら生き埋めになってるところだったな。

コウ：降り注ぐ瓦礫を変形させた右みぎ腕うでで弾はじき飛とばしながら、一気に外に飛び出す！

ＧＭ：コウが外に出た直後、背はい後ごで倉庫が完全に瓦が解かいします。あと一いつ瞬しゆんでも遅おそかったら、生き埋めにされていたでしょう。見事な耐たい久きゆう力りよくです。

コウ：どれぐらいの傷きずを負ったのか確認しながら、罠を仕し掛かけた男のことを思い出す。……あいつ、俺のことをＵＧＮだと知ってたな。何者だ？

ＧＭ：コウのつぶやきに答えるものはいません。そして、傷の確認をしていると、遠くからサイレンの音が聞こえてきます。どうやら消しよう防ぼう車しやと救急車が近づいてきているようですね。

コウ：誰だれかが通つう報ほうしたのか。見つかったら面倒だ。この場は逃げるぞ。あと、学校に怪我をしたとか適てき当とうな連絡を入れて、捜査に専せん念ねんする。自分が狙ねらわれてる状況で学校には行けない。

瞳：下手に被害が広がったら困るしね。

コウ：ああ、そうだな。

ＧＭ：では、近づいてくる消防車や救急車から逃のがれるようにして、コウが夜の闇の中へ姿を消したところでシーンを切ります。







◆Opening 05◆気になるあいつ


Scene Player ─── 敷島あやめ






　生徒たちが談話するＨＲ前の教室。あやめもまた、隣の席に座る千鳥と話をしていた。

　ふと視線をコウの席に向けるが、そこに彼の姿はない。

　そして、そんなあやめの様子を、千鳥は見み逃のがさなかった。




ＧＭ：では、最後はあやめの個別オープニング。侵蝕率の上昇をお願いします。

あやめ：はーい。今度は低い目出ろー！　それっ！　……うわ、また９％も上がった！

瞳：10の次は９。あやめがいきなり飛ばしてる（笑）。

あやめ：あたし、帰ってこないかも……。

ＧＭ：まだ始まったばかりなのに、弱気になるの早いですって（笑）。舞台はＨＲ前の教室。あやめにとっては、いつも通りの平穏な朝になります。

あやめ：それなら、千鳥と話をして時間をつぶしてようかな。

瞳：じゃあさ、千鳥がこんな質問をしてくるんだよ。「ねえ、あやめ。昨日の数学の小テストの結果どうだった？」

一同：テスト？

あやめ：……ああ！（ポンッと手を叩たたいて）昨日のテストなら、何かよく分からないけど、妙みように点数がよかったんだよね。百点中、九十六点！

神月：（いきなり千鳥になり）「うっそ!?　あやめ、そんなに頭よかったっけ!?」（一同笑）

あやめ：というか、数週間前から突然、頭がよくなったんだけどね（笑）。

ＧＭ：数週間前……。ああ、ノイマンシンドロームの演えん出しゆつですか！

あやめ：そうそう。無意識のうちにノイマンの思考能力でテストをクリアしてたの（笑）。

神月：そうか、ノイマンは頭がよくなるんだったな。なんてうらやましいんだ！　私もノイマンになりたい！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。「あやめがいつの間にか天才に……！」予想外の好こう成せい績せきに、驚きを隠かくせない千鳥。へたりと席に座すわり込こむと、頭を抱かかえてうーんと唸うなり始めます。

あやめ：そんな大げさな（笑）。そんな深く考えないでよ、千鳥。偶ぐう然ぜんの結果だって。

ＧＭ：では、そうやってあやめが千鳥をなぐさめていると、教室の扉が開いて、カインが教室に入ってきますよ。

あやめ：おっ、カイン君。

ＧＭ：自分の席へと向かう途中、カインはあやめたちの横を通り。「敷島さん、紫倉さん、おはよう」きらーんと歯を輝かがやかせながら、爽さわやかに挨拶する。

あやめ：う、胡う散さん臭くさい！（笑）

ＧＭ：そんなことないですよ。超爽やかですよ。きらーん！（笑）

瞳：はうっ……きらーんって……あはは！　やっぱり胡散臭いって（笑）。

ＧＭ：むう（笑）。

あやめ：とりあえず、挨拶は返すよ。おはよう、カイン君。

ＧＭ：あやめの返事に、カインはにこりと微笑みますが、ふと教室を見み渡わたして、その表情を曇くもらせます。「陸原くんは……まだ来てないみたいだね」

あやめ：じゃあ、あたしもコウ君の席をちらりと見て。……みたいだね。いつもなら、そろそろ来て、ぼんやり外を眺めてるんだけど。

ＧＭ：「ふむ……。となると、あの話は聞きき間ま違ちがえじゃなかったのかな？」

あやめ：あの話？　カイン君、何か知ってるの？

ＧＭ：怪け訝げんそうにするあやめに、カインが言う。「来る途中で先生たちが話しているのを聞いたんだ。陸原くん、怪我をしたらしくて、しばらく学校を休むみたいだよ」

あやめ：えっ？

神月：「陸原のやつ、事じ故こったの!?」（[image: ]再び千鳥）

コウ：師走さん、千鳥を演えんじるの好きですね（笑）。

神月：面白いキャラなので、つい（一同笑）。

ＧＭ：セリフを肩かた代がわりしてもらって助かってます（笑）。ふたりが驚おどろくと、カインは心配そうな表情になり。「詳しくは分からないんだけど、かなり派は手でにやったらしいよ。一週間ほど休むって、先生が話してた」

神月：「事故ってなに、車、バイク？　どれぐらい怪我したの？　擦すり傷きず、打ち身、骨こつ折せつ!?」（[image: ]やっぱり千鳥）

ＧＭ：なんか、師走さんが千鳥をやってくれるんで楽だなぁ（一同笑）。ともあれ、クラスメイトが事故にあったと聞き、千鳥はあわあわと慌あわてふためいています。

あやめ：あたしはコウ君がオーヴァードだって知ってるし、怪我で休むことに違い和わ感かんを感じて頭を捻ひねってるかな。……コウ君が怪我？

ＧＭ：などとあやめが悩なやんでいると、千鳥は別の方向に勘かん違ちがいする。彼女は気き遣づかわしげに、あやめにこう言います。「どうする？　お見み舞まいとか行く？」

あやめ：お見舞いには行くけど、千鳥と一緒はまずいかな。レネゲイドの話とか聞かせるわけにはいかないし。やんわりと止めておこう。……お見舞いは行きたいけど、怪我で大変かもしれないし、もう少し落ち着いてからの方がいいんじゃないかな？

神月：あやめの反応に千鳥は驚く。「ちょっとどうしたの？　もう熱冷めちゃったの？」

あやめ：ね、熱って（笑）。

神月：だが、そこで千鳥がハッとする。「あっ、そっか。ごめん、私、気がきかなくて。私が一緒だとふたりで話ができないもんね。落ち着いたら一緒に行こうね！」（一同爆笑）

ＧＭ：千鳥の言葉に、カインも微妙に勘違いしてつぶやく。「へえ、コウ君と敷島さんって、そういう関係だったんだ？」（笑）

あやめ：なんですとーっ!?（笑）　あわあわと慌てふためきながら、すぐに反はん論ろんするよ。ふたりとも何言ってるのさ！　ご、誤ご解かいだよ、誤解！

ＧＭ：「はっはっはっ」と、分かってるってと笑顔をうかべるふたり（笑）。

あやめ：本当に勘違いなのにーっ！（一同爆笑）

瞳：というか、この状況なら千鳥は嫉しつ妬とするんじゃないのか？

ＧＭ：きっと彼女なりに心しん境きようの変化があったんですよ。「あたし、気づいたんだよね。あやめが好きなら、嫉妬するより応おう援えんするべきだって！」

あやめ：ち、千鳥……。思いこみの激はげしいところは変わってないんだけど（笑）。

ＧＭ：がっくりとうな垂だれるあやめに、カインがくすりと微笑みながら言う。「まあ、なんにせよ、心配なら様子ぐらい見に行ってあげたらどうかな？」

あやめ：そうだね。何があったのか気になるし、ちょっと行ってみようかな。

ＧＭ：では、あやめがそうつぶやいた直後、ＨＲ前の予よ鈴れいが鳴なり響ひびきます。生徒たちが席へと戻もどり、カインも自分の席へ向かう。

あやめ：あたしは空っぽのコウ君の席を見て、ちょっと不思議な気持ちになってるよ。

ＧＭ：あやめがぼんやりと無人の席を眺めていると、担任が教室に入ってきてＨＲが始まる───というところで、シーンを切りましょう。







　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆解かい放ほう


Scene Player ─── 神月正義






　綾あや間ま警けい察さつ署しよ。この中にある留りゆう置ち場じように瞳が勾こう留りゆうされている。

　事じ件けんの資し料りように目を通した神月は、力強い足取りで署しよ内ないへと踏ふむ込こむ。

　弁べん護ごするためではなく、彼かの女じよを一いつ刻こくも早く解放するために。




ＧＭ：ミドル最初は神月のシーン。瞳からの依い頼らいを受けて、綾間警察署にやって来たところになります。面会を希望するなら、弁べん護ご人にんの神月なら簡かん単たんにできますよ。

神月：そんなことは必要ない。すぐに釈しやく放ほう手続きを取るぞ。

ＧＭ：うおっ、いきなりですか！

神月：うむ。今回の瞳くんの逮たい捕ほは不当なものとして釈放を要求する。勝算はある。

ＧＭ：では、神月の主しゆ張ちようを聞かせてください。それが納なつ得とくできるものならば、釈放できるかの判はん定ていをしてもよいものとします。

瞳：最終的には判定になるんだ。

ＧＭ：はい。ただし、主張の内ない容ようによって難なん易い度どが変わります。具体的には10～20の間で。

神月：変なことを言うと難むずかしくなるわけか。話す内容を整理したい。少し待ってくれ。

ＧＭ：もちろんです。準じゆん備びができたら教えてください。

神月：…………よし、いいぞ。考えはまとまった。担たん当とう部ぶ署しよへ向かう。

ＧＭ：では、署しよ員いんのひとりがあなたに応おう対たいします。神月は弁べん護ご士しですし、第一話のように、警察署に顔を出す機会もあったでしょうから、顔見知りにしましょうか。

神月：では、気安い調子で声をかけるとしよう。……久しぶりだな、少しいいか。

ＧＭ：「ああ、神月さん。話は聞いてますよ。陸原瞳の弁護を受けたんですよね。面会希望ですか？」彼かれは手て慣なれた様子で書類を取り出し始める。

神月：いや、違ちがう。釈放手続きをしにきたのだよ。

ＧＭ：「釈放……ですか？」いきなり瞳の身み柄がらを解放しろと言われたようなものですから、さすがに彼は難むずかしい表ひよう情じようになりますね。

神月：それではこちらの主張を伝えよう。まず第一に陸原瞳は十一歳さいの少女だ。犯はん人にんとの身長差も大きく、わざわざ首くび筋すじに注ちゆう射しやを打ち込むとは考えられない。もし、やるとしても腕うでなど、もっとやりやすい場所はいくらでもある。

ＧＭ：もっともです。

神月：そして、第二に凶きよう器きだ。まだ見つかっていないのだろう？

ＧＭ：見つかってませんね。

神月：瞳くんが身柄を拘束されたのは犯行の直後でその間の目もく撃げき者しやもいるというのに、彼女が使ったはずの注射器ひとつ見つかってないわけだ。これは明らかにおかしい！

ＧＭ：理路整然と告げられる神月の主張を、署員は真しん剣けんに聞いています。

神月：私わたしが保ほ証しよう人にんになる。瞳くんを今すぐ解放したまえ。それは君たちにとっても有ゆう益えきなことになるはずだ。そう言って、必要な書類一式を渡わたそう。
















ＧＭ：神月の主張は筋すじが通っていますから、警けい察さつ側がわとしてもそれを無む視しすることはできません。それでは、釈放手続きが受理されるか、〈交こう渉しよう〉判定をしてください。難易度10です。

神月：その程てい度どならば楽勝だ。それっ……クリティカルして達成値ち23。余よ裕ゆうで成功だな。

瞳：おおーっ、さすが神月先生。やるねえ。

ＧＭ：では、書類が受理されたあと、釈放のための手順がいろいろとありますが、ここでは割かつ愛あいさせてもらいます。ただ、結果として瞳の釈放は決定しました！

瞳：やった！　さすが神月先生！

神月：はっはっはっ、もっと褒ほめてくれ（笑）。

瞳：神月先生、日本一、いや世界一！（一同爆ばく笑しよう）

神月：ありがとう（笑）。これでとりあえず、瞳くんの自由は確かく保ほできたんだな？

ＧＭ：はい。しばらくして、瞳は留置場から解放され、神月のもとに連れてこられます。というわけで、瞳も登場してもらえますか？

瞳：ＯＫ。自分を連れてきた刑けい事じさんに偉えらそうに言いながら出てくるよ。……だから言ったじゃない。わたしは犯人じゃないってさ！（笑）

ＧＭ：反はん論ろんしたくとも、彼女が釈放される今は、負まけ惜おしみにしかならないので、刑事は黙だまってます（笑）。おっと、侵しん蝕しよく率りつは上げましたか？

瞳：ああ、そうだった。……うわっ、10点上がった！　生意気な口をきいたわたしには、天てん罰ばつが下りました（笑）。

あやめ：なんか、みんなガンガン上がってるね（笑）。

瞳：とほほ。まあ、過すぎたことは仕方がない。気持ちを切きり替かえよう。神月先生に気づいて、パタパタと駆かけ寄よる。……神月先生、来てくれたんだ！

神月：笑顔で出で迎むかえよう。瞳くん！　さあ、私の胸むねに飛とび込こんでおいで！（一同笑）

瞳：とりゃー！　ショルダータックル！（笑）

神月：ごふっ!?　ふっ、瞳くん。君も大きくなったな……（笑）。

あやめ：えーっと……この変なスキンシップはなんなんだろう（笑）。

神月：我われ々われの友ゆう情じようの証というやつだ（笑）。しかし、いつまでもじゃれあってるわけにもいかんな。ふたりで話がしたい。落ち着ける場所に移い動どうすることにしよう。

瞳：賛さん成せい！　場所変えるけど、シーンここで切る？

ＧＭ：いえ、このまま話し合いまでやりましょう。移動先は前回使った高級喫きつ茶さ店てんで。

瞳：じゃあ、前と同じボックス席で、わたしはまたパフェ食べてる（笑）。……留置場のお弁べん当とうもまずくはないんだけどさ、甘あまいものがないのが不満だったんだよね。

神月：満足してもらえたようで何よりだ。では、本題と行こうか。……瞳くん、いったい何があったんだ？　また厄やつ介かい事に首を突つっ込こんでるのか？

瞳：それがわたしの任にん務むだからね。どこまで話そうかと少し悩なやむけど、神月先生ならいいかって知ってることを全部話すことにする。

神月：ならば、黙って話を聞こう。

瞳：新型ドラッグ〝ミスト〟と、それにレネゲイドが関係している可か能のう性せいがあること。あと、調ちよう査さの途と中ちゆうで濡ぬれ衣ぎぬをきせられて逮捕されたって、今までの経けい緯いを大まかに話してきかせる。

神月：……なるほどな。ミストというドラッグをばらまいている大本が、瞳くんが邪じや魔まで罠わなにはめた可能性が高そうだな。ちなみにコウも調査をしてるのかな？

瞳：してるよ～。

神月：分かった。あとでコウは一発殴なぐっておこう。

コウ：おい、何でそうなる？（笑）

神月：妹を守れなかった兄へのおしおきだ（笑）。

コウ：俺おれは俺で、生いき埋うめになりかけてたんだが（一同笑）。

瞳：コウの話になったんでふと思い出す。……コウに連れん絡らく入れてないや。心配してるかな？

神月：兄が妹を心配しないはずがないだろう。もし、心配してなかったら言いたまえ。一発、拳げん骨こつをお見み舞まいしてやる。

あやめ：神月さん、本当に瞳ちゃんのこと大事にしてるよね（笑）。

神月：ふっ、当然だ。ご両親との約束だからな。

瞳：ありがたや～（笑）。お節せつ介かい焼いてくれるついでに、仕事の手伝いも頼たのむとしようか。……ねえ、神月先生。わたしを罠にかけた犯人って捜さがし出だせる？

神月：任せたまえ。もとよりそのつもりだよ。

瞳：じゃあ、ニコニコ笑いながら。悪いんだけど、ついでに任務を手伝ってもらえない？　犯人の捜索だけじゃなく、ミストのサンプルも手に入れないとだし、手が足りないのよ。

神月：ふむ……。分かった、やってみよう。ただしひとつ条じよう件けんがある。君は家で大人しくしていてくれないか？　あまり危き険けんなことはしないで欲ほしいんだ。

瞳：……それは無理だよ。わたしはＵＧＮエージェントで、この事件を追うのが任務なの。神月先生だって、正義のために戦うのをやめろって言われたら困こまるでしょ？

神月：むう……。それを言われては返す言葉がない。……分かった。そこまで言うならば、もう止めたりはしない。ただし、ひとつだけ約束してくれ。

瞳：なに？

神月：なるべく私のそばを離はなれないで欲しい。また今回のようなことが起こるかもしれん。

瞳：はいはい。神月先生は心しん配ぱい性しようだね。大だい丈じよう夫ぶだって、わたしだってオーヴァードなんだからさ。特に気負わずに、くすくす笑う。

神月：そういう性せい格かくなのだ。仕方があるまい。こちらは仏ぶつ頂ちよう面づらになって押おし黙だまる。さて、それでこれからどうする？　情じよう報ほうを集めるか、それともコウと合流するか。

瞳：まずはコウと合流しよう。昨日から連絡が取れてないし、調査に進しん展てんがあったか確かく認にんしたいから。というわけで、一度家に帰るよ。

ＧＭ：では、ふたりが陸原家に向かったところで、シーンを一度切ります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：何か、いきなりピンチから脱出できてしまった（笑）

ＧＭ：神月が予想以上にうまく動きましたからね。本当は調査して情報を手に入れたあとで瞳を保釈するって展開を想定してたんですが、その上をいかれました（笑）。

神月：ふっふっふっ。この調子で真犯人も突き止めてみせよう！

あやめ：おお、神月さんが燃えてる！　その意気だよ！







◆Middle 02◆調査再さい開かい


Scene Player ─── 陸原コウ






　必要最さい低てい限げんの家具が置かれただけの、ひどく殺風景なマンションの一室。

　自分の住まう家であり、ＵＧＮの一員として行動する拠きよ点てんとして利用している部屋の中で、コウは傷きずついた身体を治ち療りようするため、薬箱を探さがしていた。




ＧＭ：次のシーンに移うつります。シーンプレイヤーはコウです。

コウ：俺は自じ宅たくに帰ってきて傷の治療をしてる。ＧＭ、応おう急きゆう手当キットを購こう入にゆうしたいんだが、いいか？　減へったＨＰを回かい復ふくしたい。

ＧＭ：では、購入判定をしてもらいましょう。応急手当キットの購入難易度は８になります。

あやめ：結けつ構こう高いね。ちょっと厳きびしいかも？

コウ：振ふれるダイスは１個こだけど、〈調達〉は２レベルある。何とかなるだろう。（ダイスを振る）ん、９で成功した。

ＧＭ：では、応急手当キットひとつをコウは手に入れました。戦せん闘とう任務で怪け我がをすることもあるでしょうし、家にもともと置いてあった治療キットということにしましょう。

コウ：じゃあ、棚たなから薬箱を取り出して、慣なれた手つきで薬を塗ぬったり包帯を巻まいたりする。応急手当キットを使って……13点回復。ＨＰ20点まで戻もどった。

あやめ：へー、意外と回復するんだね。

コウ：２Ｄ10点分だからな。傷の治療もしたところでミストの調査を再開する。情報収しゆう集しゆうは苦手だし、どこまで調べられるか分からないけどな。

瞳：【社会】１しかないもんねぇ。

コウ：そうなんだよ。包帯を巻きながら、情報収集のことを考えて思わず渋面になる。と、そこではたと今更のように気がつく。そういえば、瞳が家に帰ってないようだと（笑）。

神月：今まで気づいてなかったのか！（笑）

あやめ：コウ君はコウ君で大変だったみたいだし、しょうがないんじゃない？（笑）。

瞳：何にせよ、せっかく気づいてくれたわけだし、《ハンドリング》で登場しておくよ。家にコウがいるか、猫ねこを使って確認しに来たということで。

ＧＭ：では、コウが傷の治療をしていると、部屋で飼ってる猫が一瞬身を震わせたかと思うと、いきなり二足歩行を始めます（笑）。

あやめ：とてとてとコウに近づきながら、どこからともなくチュッパチャプスを取り出し、ぱくりとくわえて。……おっ、コウ。ちゃんと家にいたのにゃね。

コウ：声のした方に振ふり返かえって。……瞳か。お前、昨日は家に帰ってなかったみたいだが、今まで何をしてたんだ？

瞳：んー、罠にはめられて警察に捕つかまってたにゃ。まいったにゃ、と肩かたをすくめる猫。

コウ：相変わらず器用な（笑）。罠という言葉に、ぴくりと眉まゆを吊つり上あげながら、さらに訊きく。……警察に捕まった？　というか、お前も罠にはめられたのか？

瞳：お前もって、コウも罠にはめられたのにゃ？　こっちもびっくりして、目を丸くする。

コウ：ああ。こっちは潜入した倉庫を爆破されて生き埋めにされかけたよ。

瞳：それはまた……派は手でにやられたにゃね。

コウ：ああ。お互たがい、厄介な目にあってたみたいだな。

瞳：こくりと頷うなずいて。でも、どっちも無事でよかったにゃ。……ところで、コウ。

コウ：何だ？

瞳：わたしが帰ってこなくて、心配したかにゃ？

コウ：……。

瞳：……。

一同：………。

コウ：（さっと目をそらして）あ、ああ、もちろん心配したぞ？

瞳：噓にゃ！（一同爆笑）

神月：さっきまですっかり忘わすれてたじゃないか（笑）。

あやめ：しかも今、すっごい沈ちん黙もくしてたし（笑）。

瞳：コウがあからさまにうろたえたんで、猫が勢いきおいよく立ち上がって、今までの苦労を滔とう々とうと語り出す（笑）。……わたし、メッチャ苦労したにゃ！　逮捕されて、尋じん問もんされて、精せい神しん的てきに疲ひ弊へいしまくったのに、コウは心配のひとつもしにゃいで！

コウ：無茶を言うなよ。俺はお前がそんな目にあってたなんて知らなかったんだぞ？　勘かん弁べんしてくれとばかりに、ため息を吐つく。

瞳：だとしても、妹が一日連絡もよこさずにいたら、普ふ通つうは心配するものにゃ！

コウ：分かった、分かったよ。次からは気をつける。と言いながらも、いまいち分かってない様子で頭を搔かく（笑）。

瞳：その様子を見て、今度はこっちがため息をつく。……本当にコウはにぶちんなのにゃあ。

コウ：むう、否ひ定ていできないので仏頂面で黙だまり込こむよ（笑）。

ＧＭ：うーむ。説教する二足歩行の猫と、反省する高校生。すごいシュールな光景だ（笑）。

コウ：本当にな（笑）。これ以上説教食らうのもなんだし、話題を変えよう。ところで、俺たちを罠にかけた奴やつのことなんだが。

瞳：むっ、それはわたしも気になるので耳を傾かたむける。コウの方で何か摑つかんでるのにゃ？　わたしはそれらしい人物は見てないんだけど……。

コウ：ああ。もっとも見えたのはシルエットだけだけどな。ただ、あいつは俺のことをＵＧＮだと認にん識しきしてた。たぶん、瞳を罠にかけたのも同一人物だとしたら───。

瞳：ＵＧＮを邪じや魔ま者もの扱あつかいするやつ……。もしかしてＦＨかにゃ？

コウ：こくりと頷いて。その可能性は高いと思う。

瞳：うーんと唸うなりながら。そうとなれば、一刻も早くミストについて調べないと。ＦＨが関係してるなら、今よりもひどいことが起こってもおかしくないのにゃ！

コウ：確たしかに。ＧＭ、ミストについて調べさせてくれ。

ＧＭ：分かりました。〈情報：裏うら社会〉〈情報：ＵＧＮ〉で、難易度は８になります。

コウ：〈情報：ＵＧＮ〉があるのか。それならコネが使えるな。

瞳：わたしもだ。振れるダイスは５個こで……うん、達成値10で成功した。

コウ：俺も同じく達成値10で成功だ。

ＧＭ：では、ふたりは今まで集めた情報を携けい帯たい端たん末まつ上で整理して、ミストがどのようなドラッグなのか、情報をまとめることができました。

コウ：それじゃあ、ミストについて分かったことを教えてくれ。

ＧＭ：ミストは吸きゆう引いん器きを利用して摂せつ取しゆする気き体たい状じようのドラッグ。使用者に強い酩めい酊てい感と多幸感をもたらしますが、副作用も強く、服用者の中には死し亡ぼうしている者も多い。

神月：死亡するほどの副作用があるのに広まってるのか……。

ＧＭ：効こう果かの高さに加えて、値ね段だんがとても安あん価かなんですよ。子供でも買えてしまうぐらいの値段で売られています。正直、流してる奴に儲もうけが出ているとは到とう底てい思えません。

コウ：利り益えきを出すためじゃなく、ばら撒まくこと自体が目的なのかもな。

ＧＭ：最後に。瞳が接せつ触しよくしたのとは別の、ミストを扱あつかっている売人の情報が手に入ります。その売人は繁はん華か街がいのはずれにある、ハードロック・バーによく出入りしているようですね。

コウ：バーか……。子どもが出入りするのはちょっと厳きびしそうだな。

瞳：猫でも取り引きできないにゃ。となると……（ちらりと神月を見る）。

神月：ふっ、どうやら出番のようだな。今の情報を私は知ることができるか？

ＧＭ：瞳の本体は神月と一緒にいますし、情報の共有はできるものとします。

神月：助かる。では、ハードロック・バーには私が向かうことにしよう。

コウ：分かった。ミストについては神月先生に任まかせておいてよさそうだな。俺たちは、この街に潜入した可能性があるＦＨエージェントについて調べるとしよう。

瞳：うん。ところで、コウ。あやめにも協力を求めた方がいいんじゃないかにゃ。相手の正体が分からない以上、今は少しでも戦力がいた方がいいと思うにゃ！

コウ：その提てい案あんには首を横に振る。……あいつはＵＧＮの人間じゃない。協力を求めて、余よ計けいな危険にさらすわけにはいかないさ。

瞳：難しい表情になって。……コウの気持ちもわかるけど、上に報ほう告こくもせず、放置し続けるのも危あぶなくないかにゃ？

コウ：それでも、力を使わずに済すむのであれば、それに越こしたことはないだろう。そう告げて、それっきり黙り込む。

瞳：やれやれと肩をすくめながら言う。……コウがそう言うならいいけどにゃ。でも、向こうがコウを放っておくかにゃ？

コウ：……どういう意味だ？　瞳の言葉の意味がつかめなくて、不思議そうにしてる。

瞳：あやめはコウに興きよう味みがあるっぽいからにゃ～。すまし顔で言う（笑）。

コウ：相変わらずそういうのには鈍にぶいから、頭の上にハテナマークを浮うかべてるよ（笑）。

瞳：じゃあ、やれやれとため息を吐ついて。……まったく、コウは鈍いにゃ。

コウ：だから、どういう意味なんだ？

瞳：気になるなら、本人に聞いてみるといいにゃ。そう言って、さっさと別の場所を調査するために歩き出す。

ＧＭ：てくてくと澄すました歩みで外に出て行く猫。そして、コウだけが部屋に取り残されます。

コウ：じゃあ、最後に───。




「あやめが、俺に興味がある……？」

　部屋にひとり取り残されたコウが、ぽつりとつぶやく。

　どうして、彼女が自分に興味を持つのか、コウには理り解かいできなかった。

　考えても答えは出ず、ぼんやりと立ちつくす。




　迷まよえる少年に救いの手を差さし伸のべてくれる者は───。

　この場にはいなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：ＧＭ、最後に調達判定してもいい？　コウのために応急手当キットを買いたい。

ＧＭ：いいですよ。

瞳：ありがと。購入難易度は８だったな。……よし、８が出た！　猫が立ち去る前に、どこからともなく応急手当キットを取り出して置いていったということで！（笑）。

神月：飴だけでなく、応急手当キットまで……。本当にどこから取り出してるんだ？（笑）

瞳：それは……秘密にゃ（一同笑）。

コウ：まあ、ありがたく使わせてもらうよ（笑）。10点回復してＨＰ30点。ほぼ全ぜん快かいだな。

ＧＭ：では、ＨＰの回復もすんだところで、次のシーンに行きましょう。








購入判定　アイテムごとに設定されている購入難易度をもとに行なう判定。成功するとアイテムを入手できる。













◆Middle 03◆お礼を込こめて


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　目の前にある鉄の扉とびらを、あやめは緊きん張ちようした面持ちで見つめていた。

　右手にはさまざまな食品が収おさめられた買かい物もの袋ぶくろ。

　左の指先は、インターフォンを押おすことができずに右う往おう左さ往おうしている。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはあやめになります。

あやめ：はーい。とりあえず、コウ君のお見舞いがしたいんだけど。どこに行けばいいかな？

コウ：俺の家でいいんじゃないか。今、治療のために家にいるし。

あやめ：じゃあ、コウ君の家に向かうってことで！

ＧＭ：了解です。ちなみに千鳥は変な気をきかせてくれて、一いつ緒しよに来てはいません。彼女は別わかれ際ぎわにサムズアップして、「がんばれ、あやめ！」と応おう援えんして去りました（笑）。

コウ：……思うんだが、あやめはもうちょっと友だちを選んだ方がいい（笑）。

あやめ：賑にぎやかだし、面白い子だし、あたしは好きだよ？（笑）

コウ：こっちはあいつのおかげで、余計な苦労をしてる気がするよ（笑）。

あやめ：あらら（笑）。あっ、そうだ。家に着く前に応急手当キットを買っていくね。【社会】２しかないし、ちょっと不安だけど……おっ、クリティカルした！

神月：ほう、やるじゃないか。愛の力だな！

コウ：それ、ただ愛の力って言いたいだけじゃないのか？（笑）

神月：その方が盛もり上あがるのではと思ってな（一同笑）。

あやめ：まあ、愛はともかく応急手当キットは手に入れたよ（笑）。ついでに、お見舞いの品として、いろいろ食べ物とかも買ってく。

ＧＭ：では、お見舞いの品でいっぱいになった買い物袋を手に、あやめはコウの家へと向かいます。そして、十数分後。あなたは陸原家の玄げん関かん前まえにたどり着きますよ。

あやめ：さすがに男の子の家に上あがり込こむのは緊張するかな。深しん呼こ吸きゆうして、ちょっと躊躇ためらいがちにインターフォンを押す。

コウ：そこで登場だ。チェーンをかけたままドアを開けて、あやめの姿を確認したところで、きょとんとする。……なんで、お前がここにいる？

あやめ：じろりと睨にらまれて、思わずひるみながらも、おずおずと答えるよ。えーっと、お見舞いにきたんだけど……。

コウ：しばらく黙ってから、ぼそりとつぶやく。……俺は大怪我で休んでるんだが。

あやめ：大怪我した人が、こうやって玄関まで出てくるかーっ！（一同爆笑）

コウ：あやめの叫さけびは気にせず、チェーンを外してドアを開く。……もう一度訊くぞ。どうしてここに来た？

あやめ：腕うで組ぐみしながら言うよ。……《リザレクト》って言ったっけ？　傷とかあっという間に治っちゃう人が、入院したなんて変だと思ったの。だから、もしかしてと思って家の方に来たんだけど、案の定だったね。

コウ：……お前は妙みようなところで勘かんが働くな。

あやめ：褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておく。まあ、元気そうでよかったよ。ねえ、ちょっと家に入ってもいい？

コウ：何のために？　訝いぶかしげに問いかける。

あやめ：それには買い物袋をずいっと差し出して。この間、助けてもらったお礼、ちゃんとしてなかったから、ご飯作りに来たの。

コウ：……食事なら、いつもコンビニで買ったものを食べてる。




　淡々と答えるコウに、あやめが何とも言えない表情になってため息をつく。




あやめ：適てき当とうに済すませてるかもとは思ってたけど、案の定だよ。そういうのはきちんとした食事って言わないの！　しょうがないなあ、と強引に家の中に入っていく。

コウ：お、おい！　慌あわてて止めようとするけど間に合わない（一同笑）。

神月：お約束というやつだな（笑）。

ＧＭ：あやめがコウの家に上がり込むと、殺風景な部屋が目の前に広がります。相変わらず生活に必要な最低限のものしかなく、あまり生活感が感じられない室内ですね。

瞳：あと、台所のゴミ箱にはカップラーメンのカラがたくさん詰つめ込こまれてる（笑）。

コウ：コンビニの弁当の箱もな（笑）。

あやめ：やれやれと思いながらも、料理を作り始めるね。

ＧＭ：滅めつ多たに使われないキッチンに火が入り、包丁の音や野菜を炒いためる音、ことことと材料を煮に込こむ音などが家の中に響ひびき始める。

コウ：その様子を見ながら言う。……ずいぶんと手て慣なれてるんだな。

あやめ：お兄ちゃんとふたり暮ぐらしだから、自然とね。

コウ：そうか……。

ＧＭ：なんとなく沈黙が降おり、あやめが料理をする音だけが鳴り続ける。……せっかくなので、どれぐらいの料理ができるか判定しましょうか。

あやめ：えっ、判定するの!?

ＧＭ：ええ、〈芸げい術じゆつ：料理〉で判定をしてください。達成値が高いほど上手にできます。

神月：腕の見せ所だな。あやめくん、がんばれ！

あやめ：な、なんか緊張してきた……（笑）。

瞳：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。〈芸術：料理〉は【感覚】を使うから、あやめはダイスいっぱい振れるし。

あやめ：それはそうなんだけど（笑）。ダイス五個の技ぎ能のうはなしか……。いいダイス目出ろっ！　それっ……達成値６。ふ、普通だ（笑）。

神月：ものの見事に普通だな（笑）。

瞳：いいじゃない、あやめらしくてさ（笑）。

ＧＭ：では、しばらくしてできた料理がテーブルの上に並ならべられます。少なくとも、見た目はおいしそうに見えますよ。

あやめ：いやいや。食べてもおいしいよ、きっと！（笑）

コウ：とりあえず、しげしげと料理を眺ながめてから食べてみるが……。

ＧＭ：すると家庭的な温かい味が口に広がります。とび抜ぬけて美味うまいわけではないが、心がほっとする味ですね。

あやめ：コウ君が食べてるのを、じーっと見てるよ。

コウ：無言でもくもくと、でももりもりと食べ続ける。

あやめ：えっと……どうかな？　美味しい？

コウ：ぱくぱくぱくぱくぱく……。

瞳：無言で食べているのが答えなんじゃないの？（笑）

コウ：ご想像にお任せする（笑）。

ＧＭ：どうやら気に入ってもらえたようです（笑）。

あやめ：よかった（笑）。じゃあ、しばらく料理を食べてるコウ君を見守ってから、ふと気になって訊きくよ。……ねえ、コウ君ちょっといいかな？

コウ：何だ？

あやめ：誤ご魔ま化かさずに答えて欲しいんだけど……。また、危険な事件に関わってる？

コウ：むっ……。一いつ瞬しゆん箸はしを動かす手を止めて答える。……お前に話す必要はない。

あやめ：ここはさらに突つっ込こむよ。……そっちはそう言うけど、前に助けてもらったお礼もあるし、やっぱ気になるんだよ。ずずいっと身を乗り出す。

コウ：じろっと睨にらんで。……お前は一いつ般ぱん人じんだ。これ以上関わる必要はない。それに敷島は訓練も何も受けてない素人しろうとだろう。足手まといになるだけだ。

あやめ：それはそうかもしれないけど……。でも、もし何か起こってるなら、また前みたいに千鳥が巻まき込こまれたら嫌いやなんだよ。教えてくれなかったら、自分で動いちゃうけど？

コウ：それは困こまった顔になるな（笑）。……状じよう況きようを引っかき回されるのはもっと困る。

あやめ：だったら、ちゃんと教えて。何も分からないまま、ただダメだって言われても、受け入れられないもの。

コウ：もっともだな。少し黙だまりこくってから、根負けして事件について話す。……仕方ない。だけど、余計なことはしないでくれ。本当に安全は保ほ障しようできない。

あやめ：こくこくと頷いて、先を促うながすよ。

コウ：じゃあ、俺の知ってることを話して聞かせる。ミストというドラッグが出回っていることと。それを服用した人間がジャームになる可能性とかな。

あやめ：全部話を訊いた後、思わず黙だまり込こんじゃう。……確かにそれはあたしじゃどうしようもできないかな……。

コウ：ここまできたら下手に隠かくし事ごとはしない。俺と瞳が狙ねらわれてることも話そう。……どうやらそれをまいている連中が、俺と瞳を狙っているらしい。瞳は警察に捕つかまえられたし、俺も倉庫ごと爆破されそうになった。

あやめ：ええーっ！（笑）そんなこと言われたら、飛び跳ねんばかりに驚くよ！

瞳：コウ、ちょっとぶっちゃけすぎじゃない？（笑）

コウ：まあ、牽制することも含めて喋ったからな。俺自身はどうとういうこともない様子で、淡々と話を続ける。そんなに取とり乱みだすな。大だい丈じよう夫ぶだ。俺も瞳もちゃんと生きてるから。

あやめ：いや、ぜんぜん大丈夫じゃないじゃん！　あなたと瞳ちゃん、メッチャクチャ危険な目にあってるじゃない！　あわあわしながら詰つめ寄よろうとする！

コウ：なら、それを遮さえぎるように手をかざす。そう思うんだったら、もう俺たちに関わろうとするな。これ以上関われば、その危険にお前も巻き込まれるかもしれないぞ？

あやめ：うっ……！

コウ：この間の事件では、なし崩くずし的に協力してもらうことになったが、今回は前以上に危険なことになるかもしれないんだ。頼むから、大人しく帰ってくれないか？

あやめ：そんなっ！　知り合いが危険な目にあってるのに、それを無視するなんて、あたしにはできないよ！

コウ：それでもだ。お前が自分の安全を確保してくれた方が、こっちは安心して戦える。

あやめ：で、でも……。

コウ：俺たちのことを助けたいと思うなら、聞き分けてくれないか。そう言って、真っ直ぐにあやめのことを見つめよう。

あやめ：コウ君の真っ直ぐな瞳に気け圧おされて、硬こう直ちよくしちゃう。それでしばらく沈黙するけど、しょんぼりしながら家を出て行く。

コウ：家を出る直前、あやめに言う。……絶ぜつ対たいに首を突っ込むなよ。これは俺たちの問題だ。お前は関係ない。

あやめ：それには何も答えずに家を出るよ。

ＧＭ：コウの家を飛び出す、あやめ。バタンッとドアの閉しまる音が鳴なり響ひびき、後には静せい寂じやくだけが残ります。

コウ：その静けさに心が引っかかりを覚えるけど、じっとしたまま動かない。そして、テーブルの上に並ならぶ料理をじっと見つめてから、食事を再開する。

ＧＭ：では、そこで一いつ旦たん、シーンを切ります。







◆Middle 04◆闇やみから見つめる影かげ


Master Scene






　モニターから漏もれ出す光が、暗くら闇やみに包まれた部屋をぼんやりと照らしている。

　部屋の中で唯ゆい一いつの光こう源げんの前には、ひとりの男が立っている。

　彼は、モニターに映うつし出だされた四人の男女を、険けわしい表情で見つめていた。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンが入ります。

あやめ：おっ。

神月：事件の黒幕の登場か？

ＧＭ：どことも知れぬ薄うす暗ぐらい部屋の中、ひとりの男が立っている。男の目の前には綾間市各所の様子が映し出されたモニターが置かれており、それを見つめながら男がつぶやく。




「この地区に配置されているＵＧＮエージェントは、ふたりだけだとのことでしたが……。協力者がいたとは……」

　忌いま々いましいと、男が歯は嚙がみする。




　モニターに映うつるのは四人の人間。

　陸原コウ、陸原瞳、神月正義、そして───。

　敷島あやめ。




あやめ：うっ、なんかマークされたっぽい？

ＧＭ：先ほどコウと接触しましたからね。どうやら、それで目をつけられたようです。

神月：この時期に接触すれば、まあ、怪あやしまれるか……。

ＧＭ：モニターを険しい表情で見つめながら、再ふたたび男がつぶやきます。




「十分に足止めはできたと思っていましたが、ここは念を入れた方がよさそうですね」

　ぽつりとつぶやくと、男の姿が闇の中に消える。




　やがて、室内を照らしていたモニターも消え───。

　あとには完全なる闇だけが残された。







◆Middle 05◆地下の酒場


Scene Player ─── 神月正義






　ハードロック・バーの看かん板ばんを掲かかげるとある店。

　ビルの地下に広がる店てん舗ぽは薄うす汚よごれ、退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　神月が店に入ると、客たちの奇き異いの視し線せんが集まった。

　しかし彼かれは自分の目的を果たすため、堂々と店の奥おくへと踏ふみ入っていく。




ＧＭ：次は神月のシーンになります。

神月：瞳ひとみくんからの指し示じ通り、まずはミストのサンプルを入手しに行くぞ。

ＧＭ：では、神月はドラッグの売人が出入りするハードロック・バーにやってきました。店内に足を踏ふみ入いれると、荒あら々あらしいギター音と、それに合わせた大音量の演えん奏そうが耳を打ちます。

神月：店内の様子はどうなっている？

ＧＭ：客の数は全部で七～八人ほどで、ガラの悪い連中が多いです。どうやら、近辺のワルたちのたまり場として利用されているようですね。この場にはそぐわない神月の登場に、客だけでなく店員も奇異の視線を向けてくる。

神月：ドラッグの売人が出入りしているような店だ。お上品な場所ではないと思っていたが、これはなかなか……。

瞳：向かったのが神月先生でよかったね。わたしやコウだったらもっと浮ういてた（笑）。

あやめ：あと、猫ねこでもね（一同笑）。

神月：そういう意味では、こっちに来たのは正せい解かいだったか。さて、じろじろ見られるのは好きではないが、ここは無む視ししてドラッグの売人を捜さがすとしよう。

ＧＭ：じろじろと見られながら神月が奥へと進むと、一番奥の席でドラッグの売人を見つけます。壁かべ際ぎわの席に座すわって、瓶びんビールをあおりながら適てき当とうに時間を潰つぶしてる感じですね。

神月：真っ直ぐ売人のもとに歩あゆみ寄より、声をかける。……やあ、景気はどうかね、ブラザー？




　ぶ、ぶらざー？




瞳：神月先生、いきなり砕くだけた物言いなんかして、どうしたの？（笑）

神月：演えん技ぎだよ。売人に親近感を持ってもらおうと思ってね（笑）。

コウ：逆ぎやくに怪あやしまれそうな気がするんだが（笑）。

ＧＭ：まあ、神月は初顔ですから、売人はやはり警けい戒かいするでしょうね。彼は険けわしい目つきで神月をじろりと睨にらむ。「初めて見るツラだな。俺おれに何か用か？」

神月：ああ、君とビジネスの話がしたい。君がとてもハイになれるドラッグを扱あつかっていると訊きいてやってきたんだ。

ＧＭ：すると売人は意外そうな顔になり、少しだけ警戒を解とく。「へえ、あんたみたいなのでもドラッグをやるのかい。どんなヤツが欲ほしいんだ？」

神月：ミストはあるかな？

ＧＭ：「はっ、あんたもミストが目的か。一いち応おうあるにはあるが、在ざい庫こが少なくてな。お得意さん用のしか残ってねえんだ」

神月：ふむ、それは困こまったな。是ぜ非ひとも欲しいのだが……。

ＧＭ：「まあ、あんたが多少なりとも誠せい意いを見せてくれるっていうのなら、売ってやらなくもないけどな」にやりと笑う売人。というわけで、難なん易い度ど10で〈調達〉判はん定ていか〈交こう渉しよう〉判定をしてもらえますか。成功したら、ミストが手に入ります。

神月：ならば技ぎ能のうレベルのある〈交渉〉判定でいこう。

ＧＭ：ちなみに〈調達〉判定なら、財ざい産さんポイントを使えるという利点もありますが、それでも〈交渉〉でＯＫですか？

神月：むっ、それなら……。ああ、いや、やはり〈交渉〉でいこう。コネを大量に常じよう備び化したので、財産ポイントはあまりないのだ（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。では、判定をどうぞ。

瞳：神月先生、がんばって！

神月：任せておけ。《錯さつ覚かくの香かおり》も使って……クリティカル！　達成値ち23で成功だ。

ＧＭ：さすが弁べん護ご士し、口が立ちますね（笑）。〈交渉〉判定なら金きん銭せんでの購こう入にゆうではなく、相手の警けい戒かい心しんを解といて、お試し用にタダでもらう形になります。

神月：タダはいいな（笑）。では、相手の肩かたを抱だきながら気安い調子で語ろう。……水くさいことを言うな、ブラザー。君は気前のいい男だと聞いて来たのだ。ここはひとつ、器の大きいところを見せてくれないか？

ＧＭ：「はっ、あんたなかなか口がうまいな。世辞とはいえ悪い気はしねえぜ」警戒心から表ひよう情じようを強こわ張ばらせていた売人が、まんざらでもない様子でかすかに笑う。

神月：世辞ではないさ。私わたしは本当のことを言っているだけだ。

ＧＭ：「本当に口がうまいヤツだ。いいぜ、特別サービスだ。お試しってことで、タダにしといてやるよ。ただし、気に入ったら次も俺のところで買ってくれよ」そう言うと売人は、ミストの充じゆう塡てんされた吸きゆう引いん器きを懐ふところから取り出して、神月に渡わたします。

神月：ありがとう、感かん謝しやする。吸引器を受け取って懐にしまう。（みんなへ）ついでに、売人に訊いておきたいことはあるかな？

コウ：そうだな……。ミストの流通経けい路ろとか聞き出せないか？

瞳：あっ、確たしかに気になる。それが分かれば、一気に大本にたどり着けるかもしれない。

神月：了解した。では、ミストをどうやって手に入れたのか、売人に訊きこう。

ＧＭ：〈情報：裏うら社会〉で判定をしてください。難易度は10になります。

神月：なかなかの難易度だな。

ＧＭ：流通経路は売人にとっても生命線ですからね。そう簡かん単たんには他人に教えません。

神月：もっともな話だ。だが、私の話わ術じゆつをもってすれば、聞き出すことなど造ぞう作さもない！　コネの効こう果かでダイス10個こになって……よし、またクリティカルが出た！

一同：おおっ！

あやめ：神月さん、絶ぜつ好こう調ちようだね！

コウ：さすが【社会】８。本当に頼りになるな。

瞳：わたしたちじゃ、こうはいかない（笑）。

神月：ふっ、もっと褒ほめてくれ（一同笑）。適てき度どに売人のことをおだてながら、それとなくミストの流通経路のことを話すように誘ゆう導どうしていこう。

ＧＭ：普ふ段だんは日ひ陰かげ者ものとして生きている反動か、神月のおだてに気をよくした売人は酒が進み、酔よったはずみにポロリと情報をもらします。「そろそろミストを補ほ充じゆうしねえと。くそ、めんどくせえ。なんであんな辺へん鄙ぴな場所で取り引きなんか……」

神月：ほほう。ミストの卸おろし場所というのは、そんな面めん倒どうな場所にあるのか？

ＧＭ：「ああ、郊こう外がいの廃工場だ。山中にぽつんと建っててな。街中にありゃ楽なのによぉ」ぶつぶつと彼は不満を口にする。

瞳：郊外の廃工場ね（メモメモ）。

神月：これでまた一歩前進だな。他に聞き出せそうなことは？

ＧＭ：末まつ端たんの売人ではこれが限げん界かいです。ハイペースで酒を飲んだ売人は酔よっぱらって、テーブルに突つっ伏ぷすと、そのままぐーすかと眠ねむり出してしまいます。

神月：これ以上聞き出すのは無理か。ならば、もはやここに用はない。店から出るぞ。

コウ：神月先生が外に出たところで登場する。合流して情報を共有したい。

瞳：わたしも出よう。《ハンドリング》で猫の姿すがたで登場。

ＧＭ：では、神月がバーから出たところで合流するということにしましょう。

コウ：了解。地下バーの入り口でもある階かい段だんの横で、壁かべに身体を預あずけて神月先生を出で迎むかえる。

瞳：私はそんなコウの足元にちょこんと座ってるよ。

神月：ならば、コウの姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、はっとして叫さけぶ。コウ、ようやく会えたな！　そして、頭を思いっきり殴なぐりつける！

コウ：な、なに───っ!?（笑）　いきなりの攻こう撃げきに避さけることもできず、もんどり打って倒たおれる。そして、むくりと起き上がって瞳に一言。……いきなり殴られたぞ（笑）。

瞳：ああ、神月先生が今度会ったら一発殴るって言ってたや。言い忘れてたにゃ（笑）。

コウ：おいおい（笑）。神月先生、一応、理由を訊いてもいいか？

神月：警けい察さつに瞳くんが捕つかまっている間、彼かの女じよを放置していた罰ばつだ！

コウ：……その時なら、俺もかなりやばい状じよう況きようだったんだが（笑）。

瞳：助け船を出そう。……神月先生、コウはわたしがお巡まわりさんに捕まっている間、倉庫で罠わなにはめられて生いき埋うめになりかけてたにゃ（笑）。

神月：むっ、そうなのか？　渋しぶい表情になってコウに訊きく。

コウ：まあな。

神月：ふむ、そういうことならば仕方あるまい。だが、なるべく瞳くんのことを気にかけてやるようにしてくれ。キミは彼女の兄なのだろう？

コウ：一応、な……。まあ、神月先生の言い分は分かった。なるべく、気をつけよう。またぶん殴られたくはない。

神月：では、この話題はこれで終わりだ。ところで、キミたちはどうしてここに？

コウ：捜そう査さの進しん展てんを確認しようと思ってね。何か分かったことはあるか？

神月：では、バーで売人から聞き出した話を聞かせる。どうやらミストの売買は、郊外の廃工場で行なわれてるらしい。

コウ：そこまでつかんだのか……。さすがだな。

神月：ふっ、それほどでもないさ。そうそう、ミストのサンプルも手に入れておいたぞ。懐からミストの入った吸引器を取り出して見せる。

コウ：もう手に入れたのか。神月先生の仕事の速さに、驚おどろいた顔になる。

瞳：神月先生は仕事が速くて助かるにゃ！（笑）

神月：瞳くんの頼たのみとあっては、手は抜ぬけないからな。さて、このミストの調ちよう査さは君たちに任まかせていいかな？　生憎あいにく、薬品の成分分析となると管かん轄かつ外でね。ＵＧＮに任せたい。そう言って、ミストの入った吸引器を差し出す。

コウ：吸引器を受け取って。分かった、何とかしてみる。神月先生はこれからどうする？

神月：私にはまだやることが残っている。瞳くんが逮たい捕ほされた事じ件けんの目もく撃げき者しやについて調べねばならないのだ。

コウ：そうか。ならミストの調査は俺の方で手配しておく。瞳、お前はどうする？

瞳：そうにゃね……。うん、神月先生と一いつ緒しよに行こうと思うにゃ。わたしの無実を証しよう明めいするためなんだから、わたし自身の手で調べたいし。

コウ：分かった。じゃあ、瞳の猫をひょいと持ち上げて神月に渡わたす。瞳をよろしく頼たのむ。

神月：任された。何か分かったら携けい帯たいに連れん絡らくをくれ。こちらも進展があったら連絡する。

コウ：こくりと頷うなずいて、ミストを手に立ち去るよ。

神月：私も瞳くんの操あやつる猫を抱きながら、目撃者のもとへ向かおう。

ＧＭ：では、それぞれの調査に向かったところでシーンを切ります。








財産ポイント　情報収集や購入判定にボーナスを付加するポイント。【社会】と〈調達〉技能が高いほど、多く持つことが可能になる。













◆Middle 06◆狙ねらわれた少女


Scene Player ─── 敷しき島しまあやめ






　コウの家を後にしたあやめは、ひとりでとぼとぼと帰き途とに着いていた。

　胸むねの奥にもやもやとわだかまる悩みに、あやめはぽつりとつぶやく。

「コウ君の言うように、ただって見ているだけでいいのかな？」




ＧＭ：次はあやめのシーン。コウの家を出た後、家路に着いているところになります。

あやめ：オッケー。お兄ちゃん、心配してるかなと思いながら、とぼとぼと家に向かって歩いてるよ。ただ頭の中では、コウ君に言われたことが何度も繰くり返かえし、再さい生せいされてる。……関わるな……か。真実を知ったあたしには、つらいよ……。

ＧＭ：ぽつりとつぶやかれた言葉は、誰だれに聞かれることもなく消え入る。そして、その直後、聞き覚えのある声が聞こえてきます。「あれ、もしかして、あやめじゃない？」いつの間に現われたのか、目の前に驚きの表情を浮かべる千鳥が立っている。

あやめ：千鳥……？

ＧＭ：消しよう沈ちんした様子のあやめに、千鳥は心配そうに話はなし掛かけてきます。「どうしたの、あやめ？　何か元気ないみたいだけど……。もしかして陸原と何かあった？」

あやめ：う、うん、ちょっとね……。誤ご魔ま化かすように曖あい昧まいに笑うよ。

ＧＭ：「ふーん？」怪け訝げんそうに首を傾かしげる千鳥ですが、あなたを元気づけるように、ぱっと花が咲さいたような笑顔で言う。「ねえ、あやめ。少し時間取れる？」

あやめ：えっ？　まあ、取れるけど。

ＧＭ：「実はあやめにお願いしたいことがあってさ。ちょっと付き合ってくれないかな」

あやめ：お願い？　あたしにできることなら、もちろん聞くけど。

ＧＭ：「あやめにしかできないことだよ。ちょっと、こっちに来て」と言うやいなや、千鳥はあやめの手を取り、ぐいぐいと引ひっ張ぱるように歩き出す。

あやめ：ちょ、ちょっと、千鳥!?　驚おどろきながらも、ずるずると引きずられてく。

ＧＭ：有無を言わせぬ様子で歩き続ける千鳥。そして、ふたりはだんだんと人気のない裏路地の方に入っていきますよ。

あやめ：な、なんで？　えーっと……千鳥、どうしたの？　っていうか、どこに行くの？

ＧＭ：あやめが問うと同時に千鳥が足を止める。そしてパッと手を離はなすと少し距きよ離りをとって、あなたと対たい峙じします。彼女はにこにこと笑顔を浮うかべて言う。「ここら辺でいいかな」

あやめ：本当にどうしたの、千鳥？　お願いって何をして欲しいの？

ＧＭ：「うん、それはね……」そうつぶやいた直後、千鳥の右手が、あやめの顔の高さまですっと持ち上げられて───。




　その直後、あやめは自分の目を疑うたがうことになった。

　持ち上げられた千鳥の右手。

　そこには鈍にぶく光る黒い鉄の塊かたまり───拳けん銃じゆうが握にぎられていたのだ。




あやめ：な、なんでっ!?

ＧＭ：あやめが驚くと同時、千鳥が告げる。「死んで、あやめ」そして、鳴なり響ひびく発はつ砲ぽう音おん。発はつ射しやされた弾だん丸がんが、あやめ目がけて空中を走る！　さあ、銃じゆう弾だんを避さけられるか、難易度10の〈回かい避ひ〉判定をしてください！

あやめ：い、いきなり!?　しかも〈回避〉って、ダイス３個しか振ふれないのにっ！（勢いきおいよくダイスを振る）出目は……！　あっ、やった、クリティカルしてる！

一同：おおっ！

ＧＭ：むう、回避が苦手なあやめなら当たると思ったんですが。……不意を打って放たれた弾丸。しかし、その直後、あなたの脳のう内ないで歯車がカチリと嚙かみ合あう音が鳴り響く。

あやめ：思考を加速させて弾だん道どうを一いつ瞬しゆんで計算。首を捻ひねってギリギリ避ける！

瞳：おおっ、格かつ好こいい！

ＧＭ：初しよ弾だんを外した千鳥は笑顔のまま、二発目を撃うとうとトリガーを引ひき絞しぼり始める。

あやめ：《ワーディング》を張はって、千鳥を無力化する！

ＧＭ：あやめの身体を中心に展てん開かいされる《ワーディング》。しかし、それでも千鳥の動きは止まらない。彼女には《ワーディング》の効果が及およびません。

あやめ：うそっ!?

ＧＭ：驚きよう愕がくするあやめの前で、千鳥がゆっくりとトリガーを引き絞ろうとして……。唐突に、彼女の身体がぐらりと揺れたかと思うと、そのままばたりと地面に倒れそうになります。

あやめ：えっ……？　と、とりあえず慌てて千鳥の身体を支える！

ＧＭ：あやめの腕の中に倒れ込む千鳥。そして、あなたが彼女を抱き留めると同時に、千鳥の背後に立つ人影が視界に飛び込んできます。

あやめ：千鳥を背後にかばうようにしつつ、人影を射貫くように睨む。さっきの弾丸回避で戦闘モード入ったんで冷たい声音で言うよ。……誰っ！

ＧＭ：刃のように鋭い声に対して、人影は穏やかな声音で答える。「あぶないところだったね、敷島さん」そう告げて、人影が一歩前に踏み出すと、ひとりの少年の姿が現われます。その姿には見覚えがある。つい先日、あなたの通う学校にきた転校生カイン・マイルズです。

あやめ：か、カイン君？

ＧＭ：呆ぼう然ぜんと告げるあやめに、カインが微び笑しようを返す。「こんばんわ、敷島さん」

あやめ：な、なんで、あなたがここにいるの？

ＧＭ：「キミが狙ねらわれてるって知って助けに来た……って言ったら、信じてくれるかな？」

あやめ：助けにって……どういうこと？　というか、千鳥はいったいどうしちゃったの？　いったい何がどうなってるの？　わけが分からなくなって、まくし立てるように訊いちゃう。

ＧＭ：「落ち着いて、敷島さん。混こん乱らんするのも分かるけど、今はまず紫倉さんのことを解かい決けつしないと」やんわりとあやめをなだめる、カイン。

あやめ：あっ、ご、ごめん……。

ＧＭ：「いや、いきなり友人に銃で撃うたれたりしたら、混乱するのも無理ないさ。気にしてないよ」そう言いながら、カインは千鳥のもとに歩み寄り、彼女のことを調べ始めます。

あやめ：千鳥……。

ＧＭ：「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。少し強めの暗あん示じをかけられてるだけみたいだ」

あやめ：暗示？

ＧＭ：「そう、キミを銃で撃うつようにね」

あやめ：じゃあ、さっきのは千鳥の意い志しでやったことじゃないんだね。よかった。ほっとして、思わずその場にへたりこんじゃう。

ＧＭ：「紫倉さんは敷島さんにぞっこんだからね。キミを殺すなんて、正気じゃできないよ」そう言うとカインは、千鳥の身に着けているチョーカーを外して、ぐしゃりと握にぎり潰す。

あやめ：そのチョーカーは？　カイン君の手の中を覗のぞき込こみながら訊く。

ＧＭ：「ああ、これは抗こうオーヴァード装そう置ちだよ」さらりと答えるカイン。

神月：抗オーヴァード装置？

ＧＭ：身に着ければ、一般人でも《ワーディング》の影えい響きようを無む効こう化かできる装置のことです。

瞳：ああ、それで千鳥は《ワーディング》を受けても動けたのか。

あやめ：一瞬、千鳥がオーヴァードになったのかと思った。そうじゃないんだね。

ＧＭ：大丈夫です、安心してください。カインが握りしめた手を開くと、彼の手の中で小さな機械がつぶれて壊こわれているのが見える。「とりあえずは、これで大丈夫だよ」

あやめ：いろいろなことが立て続けに起こって、呆然としちゃうなぁ。……えっと、よく分からないけど、助けてくれて、ありがとう？

ＧＭ：「別に気にしなくていいよ。勝手にお節せつ介かいを焼きにきただけだからさ」

あやめ：そうなんだ……。でも、カイン君、どうしてあたしが狙われてるって分かったの？

ＧＭ：「ん？　まあ、ちょっとした伝手つてがあってね」と、彼は微び妙みように答えをぼやかします。

あやめ：怪あやしい！（笑）

コウ：というか、怪しすぎる（笑）。こいつ何者だ？

あやめ：それはあたしも気になる。……ねえ、カイン君。あなたもオーヴァードなの？

ＧＭ：「そうだよ」それについては、あっさりとカインは認みとめます。

あやめ：おおう。じゃ、じゃあ、あなたもＵＧＮの人なの？

ＧＭ：その質しつ問もんには、ただ笑顔を返します。にこり（笑）。

あやめ：にこり、じゃなーいっ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：少なくとも彼から敵てき意いは感じられません。助けにきたというのは本当のようです。

あやめ：うーん、参ったな。何を訊いても答えてくれなさそうな雰囲気が……。

ＧＭ：では、あやめが唸うなっていると、今度はカインが話を切り出す。「僕ぼくのことは、今はどうでもいいことさ。それより、この街で起こってる事件の方が重要だと思わないかい？」

あやめ：その一言でハッと顔を上げる。カイン君、この街で起こってる事件を知ってるの？

ＧＭ：「まあね。敷島さんもコウ君からある程てい度どは訊いてるんじゃないかい？」

あやめ：い、一応……。今、この街ではミストってドラッグが流れてて、そのせいで大変なことが起きるかもしれないんだよね？

ＧＭ：「うん、その通りだ。この街を狙ねらってる連中の計画は確かく実じつに進行していってる。でも、それを邪じや魔まする人もいる」

あやめ：コウ君たちのことだね。

ＧＭ：「ああ。事件の黒くろ幕まくにとって、コウ君たちは邪魔なんだよ。だから排はい除じよしようとした。そして、敷島さん。キミも狙われたんだ」

あやめ：うっ……。それって、やっぱり、あたしがコウ君と会ってたから？

ＧＭ：「そうだね。この時期にＵＧＮと接せつ触しよくしたことで、協力者のひとりだと思われたんだろう。それを排除するのに、紫倉さんを使うあたり、事件の黒幕は性せい格かくが悪そうだ」やれやれとカインがため息を吐はく。

あやめ：千鳥の名前が出たところで表情を曇らせて。……あの、千鳥は大だい丈じよう夫ぶなの？　その、さっき、暗示とか言ってたけど……。

ＧＭ：「大丈夫だよ。暗示といっても単たん純じゆんなものだし、心が壊こわれるようなことはないと思う。目を覚ましたときには、今日のこともすっかり忘わすれてるさ」

あやめ：よかった……。

ＧＭ：「でも、事件を解決しなければ、また同じようなことが起こる可か能のう性せいはある」

あやめ：……っ！

ＧＭ：「それにこの事件はもうキミにとって人ごとじゃない。命を狙われているんだからね」

あやめ：うっ、そっか。千鳥も巻き込んじゃったし……。もしかして、事件を解決しないかぎり、あたしだけじゃなくて、あたしの周囲の人まで危険な目に会うかもしれない？

ＧＭ：その問いに、カインは無言で頷うなずきます。

あやめ：そ、それはやばいよっ!?　ど、どうしよう……！

ＧＭ：「そんなに慌あわてる必要は無いさ。事件さえ解決すれば問題はなくなる。そして、キミはそのための力を持ってる」まるで悪あく魔まの誘ゆう惑わくのように、語りかけるカイン。「キミは自分の力を自覚し、もっと利用するべきだ」

あやめ：で、でも、コウ君は首を突つっ込こむなって言ってたよ？

ＧＭ：「ああ見えて彼も甘あまいよね。力は振ふるう場所があって初めて意味がある。目の前に脅きよう威いがあり、それを退しりぞける力を持っているのに使わないのは、愚おろかなことだと思わないかい？」

あやめ：そ、それは……。

ＧＭ：「それとも、キミは力を振るうこともなく、ただ流されていくのかな？　もったいないな。キミは、キミの大切な人を守れる力を持っているのに」

あやめ：大切な人を守れる力……。今の一言で、ちょっとぐらりと来ました（笑）。

ＧＭ：さらにたたみ掛かけるようにカインは言う。「紫倉さんのことは、僕に任せておいて。悪いようにはしないよ」そう言うと、彼は千鳥の身体をひょいっと抱かかえ上あげ、地面に落ちていた千鳥の銃を拾う。そして、その直後、彼の手の中で銃が凍とう結けつして、一瞬で砕くだけ散ちります。

コウ：凍結……。サラマンダーか。

あやめ：なんか、カイン君ってコウ君と正反対な人なんだね。

神月：ああ、そういえば。炎ほのおと氷、力の在あり方かたに対する認にん識しき。確かに正反対な感じだな。

瞳：あと、制服が黒と白なのもね！（一同笑）

ＧＭ：銃を処しよ理りしたカインは、千鳥を送おくり届とどけるために、この場から立ち去ろうとしますが、何か訊ききたいことはありますか？

あやめ：ひとつある。……ねえ、カイン君。あなたはどうして、あたしを助けてくれたの？

ＧＭ：カインはくるりと振ふり返かえって、こう答えます。「理由は簡かん単たんさ。僕はキミと仲良くやっていきたいんだ。だから、困っていれば助ける。それだけさ」

あやめ：うわー、本当にコウ君と正反対だ！

瞳：コウは「お前は俺に近づくな」って言うもんね（笑）。

コウ：あれでも、俺なりにあやめを心配しての発言なんだよ（笑）。

あやめ：うん、分かってる（笑）。でも、肩かた透すかしされた気分だな。コウ君と同じ様な態たい度どを取られると思ったから。……あれ？

ＧＭ：きょとんとするあやめに、カインは不思議そうに訊く。「えっと、僕は何か変なことを言ったかな？」

あやめ：首を横に振るよ。ふるふる。

ＧＭ：その答えに満足したように、カインは微笑ほほえむと、最後にひとつの情報をあやめに渡します。「もし、事件を解決するつもりがあるなら、郊外の廃工場に行くといい。そこが今回の事件の大元だ。コウ君たちもそこにいるはずだよ」

あやめ：郊外の廃工場……。分かった。ありがとう、カイン君。

ＧＭ：「どういたしまして」くすりと微笑むと、彼は千鳥を抱だき上あげて立ち去ります。

あやめ：その後うしろ姿すがたが見えなくなるまで見送ってから、廃工場へ向かって走り出すよ。

ＧＭ：では、そこでシーンを切りましょう。







◆Middle 07◆ミストの正体


Scene Player ─── 陸原コウ






　ミストのサンプルを手に入れたコウは、全速力で拠きよ点てんである家へと戻もどってきた。

　薬品の組成を調べる程度ならば、簡かん単たんな解かい析せき器でも可か能のうだ。

　ミストの正体を暴あばくべく、コウは解析器を手に取る。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーはコウになります。

コウ：ミストを受け取った後、一直線に家に戻ってきた。早速、ミストの解析をしたいんだけど、できるか？

ＧＭ：支し部ぶのような大だい規き模ぼな研究施し設せつはありませんが、陸原家にも簡単な解析器程度なら支し給きゆうされています。ミストのチェックは可能です。〈情報：ＵＧＮ〉で判定してください。難易度は８です。

コウ：〈情報：ＵＧＮ〉なら何とか……よし、10で成功だ。

ＧＭ：では、解析器にかけた結果、ミストについて、次のようなことが判はん明めいします。まず、ミストは現げん在ざい発表されている薬品の類にはない組成を持っており、レネゲイドウィルスを活性化させる性質を持っています。

コウ：やっぱり、レネゲイド関連の薬品なんだな。

ＧＭ：その通り。このミストはオーヴァード化薬の一種のようですね。

神月：オーヴァード化薬とは？

ＧＭ：その名の通り、一般人をオーヴァード化させるために用いられる薬品です。ただ、このミストの効果が恐おそろしく強く、摂せつ取しゆした者に強きよう烈れつな衝しよう動どうを引き起こしてしまうようです。そのため、この薬を服用した者は、急きゆう激げきな肉体の変化に耐たえきれずに９割わりが死し亡ぼう。残り１割がジャーム化してしまうほどの劇げき薬やくとなっています。

コウ：大した欠けつ陥かん品ひんだな。

神月：ふむ……。しかし、何でまたこんなものをばらまいてるんだ？　摂取者のほとんどが死亡、残りもジャーム化してしまうようなものなのに。

ＧＭ：さて、さすがにミストを解析しただけでは、そこまでは分かりません。

コウ：理由が知りたければ、計画の首しゆ謀ぼう者しやを捕つかまえて聞き出す必要があるってことか。分かった。とりあえず、ミストのことが分かればいい。

ＧＭ：この後はどうしますか？

コウ：目撃者の方は瞳と神月先生があたってるしな。ここは廃工場へ向かうよ。

ＧＭ：了解しました。では、コウがミストの調査を終えて廃工場へ向かったところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 08◆真相は闇やみの中


Scene Player ─── 神月正義






　繁はん華か街がいにあるコンビニのひとつは、多くの客で賑わっている。

　神月は、瞳ひとみの犯はん行こうを見たという目もく撃げき者しやに会うため、ここまでやってきた。




ＧＭ：次は神月のシーン。目撃者に会うために、繁華街にあるコンビニのひとつにやって来たところです。瞳も一いつ緒しよでしたよね。

瞳：うん。《ハンドリング》を使って登場するよ。

神月：では、猫ねこを抱かかえながら、目的のコンビニに入るとしよう。自分が弁べん護ご士しであることを説明して、早速、目撃者から話を訊きかせてもらうぞ。

ＧＭ：あなたが身元の確たしかな、弁護士であるということを証しよう明めいすると、店側も丁てい寧ねいに対たい応おうしてくれますね。スタッフルームに案内され、すぐに目撃者の男がやってきます。「えーっと、俺おれに聞きたいことってなんですか？」

神月：先日、すぐ近くで殺人事じ件けんがあっただろう。私わたしはその事件を担たん当とうしている弁護士でね。君が見たという事件当時のことを訊かせて欲ほしいんだ。

ＧＭ：神月の言葉に、男はなるほどと納なつ得とくして、話し始めます。「いやー、変な光景でしたよ。ちっちゃい女の子が注ちゆう射しや器きを持って、大の大人に注射しているんですから」

神月：ふむ……。それは本当に女の子だったのかな？　被ひ害がい者しやとその少女の身長差はかなりある。力にも差があるだろうし、かなり無茶なことのように思えるのだが。

ＧＭ：「信じられないのも無理ないですけどね。俺も最初は目を疑うたがいましたし。でも、確たしかに見たんですよ。女の子が注射器を刺さしてるところを！」自分の証しよう言げんを疑うたがわれて男はムキになって反はん論ろんしてきます。と、そこで〈知覚〉判はん定ていをしてもらえますか。難なん易い度ど10になります。

神月：むっ、やはりこいつには何かあるのか？

ＧＭ：それは判定に成功すれば分かりますよ。

瞳：〈知覚〉はあまり得意じゃないんだけどなぁ。《ハンドリング》のお陰かげで〈知覚〉の達成値ちは上がるけど……あちゃ、ダメだ。９で失敗！

神月：厳きびしいな……。何とか探さぐりをいれたいが……くっ！　私も達成値６で失敗だ！

ＧＭ：では、目撃者が興こう奮ふん状じよう態たいで自分の証言をとにかく強調してきます。その勢いきおいに押おされてしまうばかりで、ゆっくり観察する暇ひまもありません。

瞳：うーん、何かがおかしいんにゃけど、それが何なのか分かんないにゃ……。

神月：弁護士として人を見る目は養ってきたつもりだったのだが。無念だ。……ＧＭ、何か他の方法で情報を聞き出せないか？

ＧＭ：では、難易度12の〈交こう渉しよう〉判定に成功したら、違い和わ感かんに気づけることにしましょう。

神月：〈交渉〉ならば私の本分だ。ここは任せてもらおうか！

瞳：念のため《導みちびきの華》撃うっておく？

神月：ふむ……。まあ、ダイス９個こで出目８以上で成功ならば勝算は十分にある。この程てい度どでわざわざ消しよう耗もうするのもなんだ。支援はなくても大丈夫だろう。

瞳：分かった。じゃあがんばって！




　瞳の応援に神月は力強く頷き、気合一閃、勢いよくダイスを振った。

　一同が注目する中、目の前に現あらわれた出目は───。




神月：……何っ!?　こ、この出目は……！

コウ：うおっ、出目が６ばっかりだ！

あやめ：これは……。

神月：馬ば鹿かな……。９個も振ふって、全部６以下とは！　達成値10で失敗だ……。




　思いがけないダイス目のいたずらに、呆ぼう然ぜんとする一同。




ＧＭ：ふたりとも失敗ですね。となると、あなたたちは、目撃者が何となく変だと違和感を感じるものの、その原げん因いんが何なのかまでは気づけません。

瞳：たぶん、何かのエフェクトを使ってるんだろうけど。

ＧＭ：残念ながら、神月も瞳も、それに気づくことはできません。

神月：すまん、瞳くん。おとなしく支し援えんを受けていれば……。この神月正義、一生の不覚！

瞳：いやいや。ダイスゲームだから、こういうこともありえる（笑）。

神月：瞳くんに格かつ好こいいところを見せるチャンスだったのだが、がっくり肩かたを落としてしょんぼりしてしまうよ（笑）。

瞳：（笑）。ともあれ、これじゃあ、目撃者から事件を追うのは難むずかしそうだね。

ＧＭ：ええ。目撃者は「女の子が注射器を刺した！」の一いつ点てん張ばり。残念ながら、証言を崩くずすことはできません。

瞳：うーん、こうなるともう廃工場を調べるぐらいしか手がないなあ。

神月：そうだな。目撃者の証言が崩せない以上、真犯人を捕まえるしかない。現在のところヒントが得られそうなのは廃工場しかないし、そこへ向かうのがよさそうだ。

瞳：了りよう解かいにゃ～。というわけで、ふたりで廃工場へ向かうよ。

ＧＭ：では、ふたりがコンビニを後にしたところで、シーンを切りましょう。







◆Middle 09◆計画の全ぜん貌ぼう


Scene Player ─── 陸原コウ






　夜の闇に包まれた廃工場。ミストの調ちよう査さを終えたコウは、いち早くこの場に辿たどり着ついた。

　周囲を警けい戒かいしつつ、工場の中へと歩を進めていく。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはコウ。他の方々も好きなタイミングで登場可か能のうです。

一同：はーい。

ＧＭ：舞ぶ台たいは廃工場。すでに日も暮くれて、夜の闇にとっぷりと沈しずんだ山の中。廃工場周辺は静まり返っており、灯りもついてなければ、人の気配も感じ取れません。

コウ：ついこの間、似にたようなシチュエーションがあった気がするんだが（笑）。

あやめ：あっちは倉庫だったけどね（笑）。

コウ：さすがにそのまま行くのもなんだな。一いち応おう、中を覗のぞき込こんでみるけど……。

ＧＭ：工場内はがらんとしていますが、金きん属ぞくや真っ黒な材ざい質しつでできた棒ぼうのような資し材ざいが転がっています。また、色いろ違ちがいのガスボンベが二種類転がっていますが、薄暗いせいでボンベに書かれている文字が読めず、何が入っているかは分かりません。

コウ：中に入って確かく認にんするしかないか……。またキュマイラ式鍵かぎ開けで中に入るぞ。

ＧＭ：メキバキンッ！　あっさりと扉とびらの鍵は壊こわれました（笑）。

あやめ：じゃあ、そこで登場するね。ちょうど、コウ君が鍵を壊したタイミングであたしも到とう着ちやく。ダッシュで山道を駆かけ上のぼってきて、キキーッと工場前で勢いきおいよく止まって、息も絶たえ絶だえに話はなし掛かける。……み、見つけた───っ！

ＧＭ：思わず目を点にして、あやめの方を見る。……お前、何で？

あやめ：あー、その…………てへ、来ちゃった（一同爆ばく笑しよう）。
















コウ：もう呆然とするしかない（笑）。……来ちゃったって、どうやってここを知った？

あやめ：えーっと……カイン君に教えてもらったんだ。あの子もオーヴァードでさ、事件を止めたいならコウ君を追えって、この場所を教えてくれたの。

コウ：その言葉に表ひよう情じようを硬かたくする。カインがオーヴァード？　ＧＭ、ＵＧＮの方からそういう報告ってきてたりするか？

ＧＭ：いいえ、ありません。ちなみにＵＧＮのデータベースにもカインの情報はないです。

あやめ：あの……カイン君ってＵＧＮなんじゃないの？　コウ君たちのこともよく知ってるみたいだったし、危あぶないところを助けてくれたんだけど。勘違いしつつ、首を傾かしげる。

コウ：少なくとも奴やつはＵＧＮじゃない。というか、助けてもらったってのは？

あやめ：カイン君に助けてもらった時のことを説明するよ。……えーっと、千鳥がなんか暗あん示じかけられちゃって危ないところだったんだけど、そこをカイン君が助けてくれたんだよ。

コウ：……。




　ＵＧＮに登録されていない、謎なぞのオーヴァード───カイン。

　だが、いくら悩なやんでも、彼かれの正体は思い当たらない。




神月：そこで登場しよう。何をもめているのか…………あやめくん？

瞳：わたしも《ハンドリング》で登場するよ。なんで、あやめがいるにゃ？

あやめ：じゃあ、ふたりにも事じ情じようを説明するね。かくかくしかじか。

神月：……ふむ、カイン・マイルズか。何とも奇き妙みような少年のようだね。

瞳：うーん、確かにそのカインって子も気になるけど、今は工場を調べるにゃ。ミストの被ひ害がいを一いつ刻こくも早く止めるためにも！

コウ：ちらりとあやめを見てから。……分かった。

あやめ：それじゃあ、みんなで工場を調べよう。ＧＭ、工場の中には何があるのかな？

ＧＭ：いくつか資材と思わしきものが散さん乱らんしていて、ずいぶんと慌あわてていろいろ運び出した形けい跡せきがあります。人はいません。二種類のガスボンベのうち、ひとつはミストです。

神月：やはり、ここが敵てきのアジトだったようだな。

コウ：もうひとつのボンベは何なんだ？

ＧＭ：もう一方にはヘリウムガスと記き載さいされてますね。

瞳：ヘリウスガス？　なんでヘリウム？

コウ：それに残された資材も気になる。ここで何が行なわれてたんだ？

ＧＭ：調べたければ判定を。〈知ち識しき：航空機〉で難易度は８です。

あやめ：〈知識：航空機〉!?




　思わぬ技ぎ能のうを指定されてとまどいながらも、一同は判定を試みていき───。




神月：うむ、達成値９で成功だ。

ＧＭ：おっ、神月が成功しましたか。では、残された資材から、ここで製せい造ぞうされていたものがなんなのか推すい測そくできます。まず、残された資材は飛行船の材料です。竜りゆう骨こつに使うカーボンファイバー、プロペラ製せい造ぞう用ようの金きん属ぞく板ばん、エンジン燃ねん料りようなどがわずかに残されています。

瞳：それって、ここで飛行船を造つくってたってこと？

ＧＭ：正せい確かくには部品を造っていた、ですね。実じつ際さいの組み立てるには、ここは狭せますぎますから。

瞳：規き模ぼにもよるけど、飛行船だとバルーンだけでも相当かさばるものなぁ。

神月：しかし、どうして敵はこんなところで飛行船なんぞ造っていたんだ？

あやめ：もしかして、ミストを空からばら撒まこうとしてるとか？

ＧＭ：さて、どうでしょうか。飛行船が造られたことについては分かりますが、ＦＨの計画についてまでは推測以上のものにはなりません。

コウ：相手の狙ねらいを知るには、まだ決め手にかけるか。もう一ひと押おし必要ってことだな。

あやめ：なら、《インスピレーション》使う？

神月：……どんな、エフェクトだったかな？

ＧＭ：あー……ＧＭに直ちよく接せつ質しつ問もんするエフェクトです。それをされたら、こちらはもはや情報を開かい示じするしかない（笑）。

瞳：なんてタイムリーなエフェクト（笑）。

神月：まさかとは思うが、あやめくん。今回のシナリオを盗ぬすみ読よんだりとかは……。

あやめ：してないから！（一同爆笑）　こういう頭のよさげに見えるエフェクトが好きだし、情報収しゆう集しゆうで役に立つかなって取っただけだから（笑）。

コウ：そして、実際役に立つ場面がきたと（笑）。

瞳：だね。じゃあ、あやめ、お願いできるかな。

あやめ：オッケー。《インスピレーション》を使うね。ＧＭ、教えて。事件の黒くろ幕まくは、空からミストを散さん布ぷするつもりなの？

ＧＭ：答えは……イエスです！

一同：おおーっ！

ＧＭ：あやめの思考がフル回転して、飛行船を利用したミスト散布計画を推すい理りすることに成功しますよ。今夜の風の流れですと、綾あや間ま市中心部の上空で散布することで、市全ぜん域いきに広がります。その結果、綾間市のすべての市民がミストの影えい響きようを受けることになるでしょう。

あやめ：それって、めちゃくちゃまずいじゃん！

ＧＭ：さらに計画内ない容ように加えて、飛行船の部品が組み立てられた場所も判はん明めいします。郊こう外がいに小型飛行機の発着に利用されている小さな飛行場があります。そこから、飛行船を飛ばす予定のようですね。

神月：お手柄だ、あやめくん！　よし。一刻も早く飛行場に向かうとしよう！

一同：おう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




瞳：今のシーンで、一気に調査が進展したねえ。

ＧＭ：くっ、《インスピレーション》がなければ、こうもあっさりは……！　ＧＭに直接質問なんて反則ですよ！（一同爆笑）

あやめ：いやー、予想以上に役に立ったなぁ、《インスピレーション》（笑）。

ＧＭ：くう～！　ですが、まだ事件の裏で進行する計画が判明しただけです。実際に止められるかは、みなさんのがんばり次第！　さあ、次のシーンに行きましょう！







◆Middle 10◆飛び立つ悪意


Scene Player ─── 敷島あやめ






　綾間市郊外にある小さな飛行場。

　小型飛行機が並ならぶ敷しき地ち内ないを駆かけ抜ぬけて、一同は滑かつ走そう路ろを目指す。




ＧＭ：では次のシーン。先ほどのシーンから引き続き、全員登場になります。

あやめ：飛行場にやってきた！　ミストを積つみ込こんだ飛行船は!?

ＧＭ：飛行場は小さく、見み渡わたせばすぐに飛行船は見つかります。しかし、それは今まさに離り陸りくしたところで、綾間市へ向かって飛び立ったあとです。

一同：ええ───っ！

瞳：くう、止められにゃかったーっ！

神月：神のような閃ひらめきがあったというのに。それでもまだ止められないとは！

ＧＭ：《インスピレーション》で敵の計画を一瞬で見抜いたのは見事でした。しかし、計画を進行させる敵の動きを止められなかったので、紙一重の差で敵の行動が先んじたんです

コウ：敵の動きを止めるって……そんなことできたのか！

ＧＭ：実はできました。ただ、途中のアクシデントがあって敵の許にたどり着けなかったので、そのシーンは発生しませんでしたけど。

神月：アクシデント？　……も、もしや、目撃者の違和感に気づけなかったことか!?

ＧＭ：ええ。実はあそこで違和感に気づいてると、敵に繫がる情報が出てたんです。

瞳：あちゃー！　それはやっちゃったな。

神月：まさか、あんなところにフラグがあったとは……！　みんな、すまん！

コウ：いや、神月先生のせいじゃない。たまたま運が向かなかったってだけの話だ。

あやめ：うんうん。それに勝負はまだ終わってないよ。ここからがんばろう！

神月：……分かった！　情報収集の失点は、この後の働きで取り戻すとしよう！　となれば、まずは飛行船を追わねばならんな。追跡に使えそうなものがないか、周囲を探るぞ。

ＧＭ：では、そこでみなさんは、滑走路の上に人影があるのに気づきますよ。

コウ：誰だれだ？

ＧＭ：作業服姿すがたの初老の男ですね。この飛行場の作業員、もしくは管理人というところでしょうか。彼は滑走路の真ん中に立ち、飛び立つ飛行船を見上げていますが、あなたたちが来たことに気づき、くるりと振ふり向むく。

コウ：すぐに動けるように身み構がまえながら、男の様子をうかがう。

ＧＭ：作業服の男は、みなさんを正面から見み据すえるとニヤリと笑いながらつぶやきます。「……まさかここまで来るとは。やりますね、ＵＧＮ」

コウ：……お前、ＦＨエージェントか？

ＧＭ：「いかにも、ＦＨエージェント〝マニピュレーター〟と申します。以後、お見知りおきを」そう言って、彼は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一礼する。

あやめ：マニピュレーター……確か操あやつり手とか、そんな意味だったかな。

コウ：なんだっていいさ。とっとと倒たおして、飛行船を追うぞ。

ＧＭ：おっと。コウが飛び出そうとする直前、マニピュレーターが制せい止しの言葉を放ちますよ。「やめておきなさい。この身体は私のものではありません。ここで働く作業員のものを少々拝はい借しやくしているだけです。殺したところで、事じ態たいには何の影響も及およぼしません」

コウ：むっ、本体じゃないのか。じゃあ、とっさに動きを止めて、マニピュレーターに操られている男を睨にらみつける。

ＧＭ：コウの動きが止まると、マニピュレーターが満足そうに嗤う。ちなみに、作業服の男は《人形使い》による暗示で、マニピュレーターになりきっている状態になります。

あやめ：暗示……ということは、もしかして千鳥を操ったのって、この人？

ＧＭ：その通り！　マニピュレーターが、みなさんを称しよう賛さんするように両手を広げ、高らかに声を出します。「それにしても……。まさか、こうも早くここを突つき止とめられるとは思いませんでしたよ」

神月：すべては《インスピレーション》のおかげだな（笑）。

あやめ：取っておいてよかった（笑）。

ＧＭ：「計算外の事態ですが、いろいろと手をかけて稼かせがせてもらった時間で、無事に飛行船を飛ばすことができました。すでに計画は最終段だん階かいに入っています」

あやめ：もうすぐ、ミストが綾間市にばらまかれるの？

ＧＭ：「ほう。ここまで辿り着いたからには、もしやと思っていましたが、私の計画に気づいたのですか。大したものですね」

あやめ：ねえ、答えて。こんなことして、いったい何がしたいの？

ＧＭ：あやめの質問にマニピュレーターは答える。「レネゲイドの存そん在ざいを世界に認にん識しきさせるのですよ」世界への憎ぞう悪おをぶつけるように、マニピュレーターは恐おそろしく低い声で、さらに言葉を紡つむいでいく。




「ＵＧＮにより隠いん蔽ぺいされたレネゲイド。

　そのおかげで我われ々われオーヴァードは、自分の能のう力りよくを隠かくさねばならない。

　何故なぜ、力を持つ者がそれを隠さなくてはならないのですか？

　我々は自らの力を行使する。そのために、世界を生まれ変わらせるのです！」




ＧＭ：……一気に喋しやべり切り、彼はギロリとみなさんを睨にらむ。

瞳：そんな自分勝手な理り屈くつのために、いったい何人の犠ぎ牲せい者しやを出すつもりにゃ！

ＧＭ：瞳の叫さけびにマニピュレーターは嘲ちよう笑しようを浮うかべる。「犠ぎ牲せいなど些さ細さいなことです。世界がレネゲイドの存在を認識するなら、一いつ般ぱん人じんが何人死のうが知ったことではありません」

あやめ：そんなのダメだよ！　犠牲を出させるわけにはいかない。この街には、あたしの大切な人たちがいっぱい住んでるんだから！

ＧＭ：「それがどうしたというんです？　どれだけ犠牲が出ようが、私には関係ありません。それにもしかしたら、あなた方の大切な人とやらもオーヴァードに覚かく醒せいするかもしれませんぞ。まあ、十中八九、ジャーム化するでしょうがね」くつくつと嗤うマニピュレーター。

あやめ：そんな……！

コウ：どうやら話し合いは無む駄だなようだな。なら、お前を倒して、計画を止めるまでだ！

ＧＭ：「まったく血けつ気き盛さかんな方々だ。邪魔できるというならしてみなさい。無駄でしょうがね。それではごきげんよう」マニピュレーターはそう告げると、作業服の男にかかっていた暗示が解とけて、ばたりと倒たおれます。

瞳：逃にげたか……。とりあえず、外に放置しておくのもなんだし、作業服の男は管かん制せい塔とうとか近場の建物に運はこび込こんでおこう。あやめ、手伝って欲しいにゃ！

あやめ：は、はーい！

コウ：ふたりが男を介かい抱ほうをしてる間に状じよう況きようの確認をしておく。飛行船の姿は確認できるか？

ＧＭ：先ほどまではかろうじて見えていましたが、今は夜の闇の中に消えてしまっています。

神月：まずは、飛行船を追う必要があるか。とはいえ、追いついたとしても、空を飛ぶものにどうやって飛び乗るか……。

ＧＭ：全員が飛行状態になれれば、飛び乗ること自体は可能ですよ。

コウ：そりゃそうだろうけどさ（笑）。そんな装そう備びもエフェクトもないしなぁ。

一同：うーん……。

あやめ：……ねえ、ここ飛行場なんだし、ヘリコプターとか飛行機とかないかな。あるなら、それを借りて追っかけるとかさ。

神月：ふむ。ＧＭ、ここにある飛行機のたぐいを利用することはできるか？

ＧＭ：可能です。ただし、マニピュレーターの仕業でしょうか。軒のき並なみ故こ障しようさせられてますので、このままではとても空に飛び立てません。

瞳：むっ、抜ぬけ目めない奴だね。じゃあ、ここの飛行機は使えない？

ＧＭ：いえ、現げん状じようだと使えないという話です。修しゆう理りさえできれば使用できますよ。ちなみに飛行機を修理するには、難易度12の〈知識：航空機〉判定に成功する必要があります。

神月：難易度12……目撃者の時の失敗を思い出すな。

瞳：今度は失敗するとマジでやばそうだから、ちゃんと支援するよ。誰が修理する？

あやめ：一番ダイスを振ふれるのはあたしだね。

瞳：じゃあ、あやめに《導きの華》を。これで達成値＋８！

あやめ：支援も入って出目４以上で成功。これなら余裕だ。それっ……達成値16で成功！

ＧＭ：見事！　ノイマンとしての思考能力が発揮されたことで、あやめの脳内には知らないはずの航空機の知識が溢れ出し、最適な修理方法が瞬時に導き出されていきます！

あやめ：故障した飛行機を一通り確認して、一番損傷の少ないものをベースに修理するよ。足りない部品は他の飛行機から拝借する。部品名をすらすら上げて叫ぶよ。……みんな、今から言うものを他の飛行機から外して持ってきて！

神月：そのあまりの勢いに気圧されながら言うぞ。……そんな部品名で言われても、私たちには分からないぞ。というか、あやめくん、何でそんなことを知ってるんだ？

あやめ：そ、そんなの分かんないよ！　でも、分かるの！（一同笑）とにかく、言う通りにして。一刻も早く飛行船を追うためにも！

コウ：……他に方法はなさそうだな。分かった。お前の言葉を信じよう。

あやめ：ありがとう、コウ君！




　あやめの指示の元、集められていく飛行機の部品。

　それらを使い、本職の技師もかくやという速さで、あやめが小型飛行機を修理していく。




ＧＭ：……作業開始からわずか五分後。あやめは小型飛行機の修理を完了しますよ。

あやめ：よし、修理完了！　みんな乗って！

コウ：分かった。操縦は俺がやろう。

神月：コウは飛行機の操縦経験があるのか？

コウ：技能はない。でも〈運転：航空機〉は【肉体】の能力値を使うから、判定を求められた時、俺が一番成功率が高いんだ。

神月：そういうことか。では、操縦はコウに任せて、飛行機に乗り込もう。

コウ：俺も飛行機に乗り込む。ただ、その前に、あやめに一言───。

あやめ：言われる前にあたしが言う！　……あたしも行くから、止めてもダメだよ。

コウ：先を越されてしまった（笑）。じゃあ、先手を打たれて口をパクパクさせる。

瞳：なら、やれやれと肩をすくめながら言おう。……コウ、あんたの負けにゃ。少なくとも彼女は、自分が役立つと証明して見せた。わたしは一緒に連れていってもいいと思うにゃ。

コウ：……分かった。ただし、無茶はするなよ。苦虫を嚙み潰したような顔で言って、操縦席へ向かう。

あやめ：あたしもその後に続いて、中に入るよ。

ＧＭ：では、みなさんがあやめの修理したセスナに乗り込み、飛行場から飛び立ったところで、シーンを閉じましょう。








《人形使い》　ルールブック２掲載の、対象に暗示をかけて命令ひとつを実行させるソラリスのエフェクト。













◆Middle 11◆飛行船を追え！


Scene Player ─── 陸原コウ






　コウの操そう縦じゆうする飛行機が、夜の空を飛ぶ。

　飛行場から飛び立ってからわずか数分後、移い動どう中の飛行船の姿すがたをとらえる。

　だが、同時に綾間市の街の輝かがやきもまた見えてきた。

　残された時間は少ない。一いつ刻こくも早く飛行船を止めなくては！




ＧＭ：では、先ほどの続きです。みなさんを乗せた小型飛行機が綾間市の方角へと飛び、やがて目的の飛行船が見えてきます。

瞳：見えたにゃ！　と、猫ねこが前足を前方に向けて突つき出だす。

ＧＭ：相変わらず《ハンドリング》での登場ですか（笑）。

瞳：本体は滅めつ多たに出ないキャラだからね（笑）。猫がコウの頭をぺしぺしと叩たたきながら叫さけぶ。コウ、もっと急ぐにゃ！

コウ：それにはげんなりしながら。……分かったから、頭を叩くのを止めてくれ！（笑）　飛行機をさらに加速させて、飛行船に追いすがるぞ。

ＧＭ：速度はみなさんの乗る飛行機の方が速く、二機の距きよ離りは瞬またたく間まに縮ちぢまっていきます。ほどなくして、小型飛行機は、飛行船の隣となりに並ならびました。ですが、それと時を同じくして、進行方向に夜の中でも輝きを放つ、綾間市の姿が見えてきます。あと十数分もあれば、飛行船は街の上空に到とう達たつするでしょう。そうなれば、ゲームオーバーです。

瞳：急いで飛行船を何とかしないとか……。飛行船をたたき落とせるなら話がはやいけど、バルーンにミストが充じゆう塡てんされてるんじゃ、そうも行かないしなあ。

コウ：なら、飛行船に乗のり込こんでコントロールを奪うばうしかないだろ。ＧＭ、飛行船に飛とび移うつることはできるか？

ＧＭ：可か能のうです。ちなみに方法は二種類あって、ひとつはＰＣ全員で難なん易い度ど８の〈運動〉判はん定ていを行なう方法です。これは、それぞれが自分で飛んで乗り移る方法になります。

瞳：う、〈運動〉……。メチャクチャ苦手なんだけど（笑）。

神月：安心しろ。私もだ（笑）。

あやめ：というか、得意なのってコウ君ぐらいだよね（笑）。

コウ：俺おれ以外は【肉体】はからっきしだからな。確かく認にんしておくけど、その〈運動〉判定の際さい、瞳の支し援えんはかけられるか？

ＧＭ：かけられます。ただし、支援行動は一回に限げん定ていさせてもらいますよ。

瞳：むっ、それだと《要の陣じん形けい》を入れても、全員には行いき渡わたらないな。ちなみに、失敗したら落ちちゃったりする？

ＧＭ：落下はしませんが、飛び移った際にゴンドラ部分の壁かべに激げき突とつして３ＤのＨＰダメージを受けることになりますね。

コウ：ダメージは受けたくないな。ＨＰフルなら、敵てきの攻こう撃げきを一いち撃げき耐たえられる可か能のう性せいがある。

神月：コウは私たちと比くらべて、一回りＨＰが多いものな。ふむ……とりあえず、もうひとつの方法を確認してから、どうするかを決めさせてもらおう。

ＧＭ：了りよう解かいです。もうひとつは、難易度12の〈運転：航空機〉判定を行なう方法です。こちらは難易度が上がりますが、判定を行なうのが飛行機を操縦するキャラクターひとりでよいというメリットがあります。

コウ：なるほど。みんなが安全に飛び移れる距離まで、飛行機を寄よせる感じか。

ＧＭ：はい。ただし、〈運動〉とは別のデメリットもあります。判定に失敗した場合、〈運動〉はダメージを受けながら飛び乗れますが、こちらは再さい度ど判定しなくてはならない。

神月：成功するまでは飛び移れないわけだな。

ＧＭ：その通り。さらに、判定に失敗した回数に応おうじて、クライマックスの戦せん闘とうに制せい限げんを受けることになりますので、ご注意を。

あやめ：一発で行ける代わりに、リスクも高いんだね。うーん、どっちがいいか……。




　どちらの方法で行くか意見を交わし合う一同。

　そして、五分後───。




ＧＭ：……さて、どちらの方法で行くか、決まりましたか？

コウ：ああ。〈運転：航空機〉で行く。操縦するのは俺だ。

瞳：それでわたしが《導みちびきの華はな》をコウにかける。

ＧＭ：分かりました。では、コウの操縦する飛行機が、飛行船との距離をさらに縮めていく。だが、周辺を吹ふき抜ぬけていく山風のせいで、機体を制せい御ぎよするのは困こん難なんを極めます。では、判定をどうぞ！

コウ：瞳、まずは支援を頼たのむ。

瞳：了解。《導きの華》をコウに。これで判定の達成値ち＋８！

コウ：助かる。技ぎ能のうはないけど、これで出目４以上で成功だ。

あやめ：コウ君、がんばって！

神月：頼むぞ、コウ。

コウ：ああ、絶ぜつ対たいに成功させる！　そらっ！




　全員の視し線せんが集中する中、勢いきおいよくテーブルの上を転がる９個このダイス。

　やがて、ダイスが動きを止め、導みちびき出だされた結果は───。




コウ：よし！　達成値14で成功！

神月：見事だ！

コウ：瞳の支援のおかげだよ。飛行船の横で機体を安定させながら叫さけぶぞ。みんな、今のうちに飛び移れ！

あやめ：分かった！　まずこっちの飛行機のドアを開けて、外に出られるようにするね。

ＧＭ：扉とびらを開けると同時、外の風が機内に流ながれ込こみ、みなさんの身体を叩く。だが、すぐ目の前、手を伸のばせば届とどく距離に、ゴンドラの出入り口が見えます。

あやめ：神月さん、身体を支ささえてて！　あっちのドアを開けるから！

神月：分かった。片かた腕うでであやめくんの身体をホールドして、もう片かた方ほうの手で機内の適てき当とうな場所を摑つかむ。……よし、いいぞ！

あやめ：ぐっと身を乗り出して、ドアに手を伸のばすよ。

ＧＭ：懸けん命めいに伸ばされるあやめの手。それがドアのノブ部分をしっかりと摑む！

あやめ：ドアノブを捻ひねってドアを開ける。そして、そのまま飛び移る！

ＧＭ：下を見下ろせば背せ筋すじが震ふるえるほどの高さにいながら、あやめが思い切りよく跳ちよう躍やくすると、その身体が飛行船のゴンドラ内部へと飛とび込こんでいきます。

瞳：わたしも後に続くよ。座ざ席せき部分を使って助走した猫が、ゴンドラへと飛び移る。

神月：では、私は飛ぶ前にコウに一声かけておこう。コウ！　あやめくんも瞳くんも飛び移った。私もいく。お前もすぐに来い！

コウ：分かった！

神月：その返事に満足したように頷うなずき、私もゴンドラ目がけて飛ぶ！

ＧＭ：あやめと瞳に続いて、神月もまた、ゴンドラ内部へとその姿を消す。残るはコウだけです。

コウ：なら、俺も向こうへ移動する。ちなみに、下に人はいないよな？　飛行機が墜落して犠牲が出るなんてのはなしにしたい。

ＧＭ：大丈夫です。まだ街には到達してませんから、下には山が広がっているだけです。ここで墜落しても、死傷者はでません。

コウ：分かった。なら、機体を安定させつつ、風が弱まるタイミングを測はかって一気に操そう縦じゆう席せきから飛び出す。そして、飛行機が失速する前に、飛行船に向かって思いっきりジャンプ！

ＧＭ：空中を飛ぶコウの身体を浮ふ遊ゆう感が支し配はいし、次の瞬しゆん間かんには、ゴンドラの床ゆかに着地します。そして、その背はい後ごでは操そう縦じゆう者しやを失った小型飛行機が、風に煽あおられて失速し、地上へと落ちていきます。

神月：これでいよいよ、この飛行船を何とかせんと、地上に戻もどるのが難むずかしくなったな。

コウ：なに、問題ないさ。ＦＨに勝てば全部解かい決けつするんだ。

ＧＭ：（にやりと笑い）そう簡かん単たんにいきますかね？　さて、それでは全員が飛行船に飛び移ったところでシーンを切ります。クライマックスに参りましょう！







　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆綾あや間ま市を救え！


Scene Player ─── 陸原コウ






　ミストを充じゆう満まんさせた飛行船は、もうじき綾間市に到とう着ちやくしようとしていた。

　残された時間は少ない。

　コウは油ゆ断だん無く船内の様子を探さぐると、操そう縦じゆう桿かんを握にぎる男の姿すがたを確かく認にん。

　素す早ばやく戦せん闘とう態たい勢せいを取った。




ＧＭ：では、クライマックスです。舞台はみなさんが飛とび込こんだ飛行船のゴンドラ内部。みなさんがいるのとは逆ぎやく側───操そう縦じゆう装そう置ちの方に、虚うつろな表ひよう情じようのミスト中毒者と思わしき集しゆう団だんが見えます。さらにその奥おくには、髪かみをオールバックにした、スーツ姿の神しん経けい質しつそうな男がいる。このオールバックの男だけ瞳に生気があり、あきらかに雰ふん囲い気きが違ちがいます。

コウ：お前がマニピュレーターの本体か……。

ＧＭ：突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者に呆ぼう然ぜんとしていた男───マニピュレーターですが、コウの言葉に正気を取とり戻もどす。「まさか、ここまで追ってくるとは……！」忌いま々いましい連中だと、吐はき捨すてるように言い、操縦装置をオートパイロットにしてみなさんの方へと振ふり返かえる。

神月：ふむ。向こうも大人しく、飛行船を止めさせてはくれなさそうだな。

ＧＭ：もちろんです。マニピュレーターは、みなさんをギロリと睨にらみ。「だが、飛行船が目標地点に着くまであとわずか！　邪じや魔まはさせませんよ！」

コウ：あいにく、こっちは街を守るのが任にん務むだ。あんたの計画は止めさせてもらう！

あやめ：あたしもコウ君の隣となりに並ならんで、キッとマニピュレーターを睨にらみつける。この街はあなたたちの好きにはさせない！

ＧＭ：「黙らっしゃい！　奴やつらを倒たおしたら、好きなだけミストをあげましょう。皆みな殺ごろしにしなさい！」マニピュレーターの言葉に、ミスト中毒者たちがギロリと、殺意のこもった視し線せんをみなさんへと向ける。明らかに正気を失ったその姿は、間違いなくジャームのそれです。

瞳：マニピュレーターだけでなく、こいつらも倒たおさないとだめみたいね。

神月：邪じや魔まをするというのであれば容よう赦しやせん！　飛行船を止めねば、多くの罪つみなき人々が犠ぎ牲せいとなるのだからな！

ＧＭ：ゴンドラ内に満ちる戦意。さあ、戦闘開始……と行きたいところですが、今回の戦闘には勝利条じよう件けんと敗北条件が設せつ定ていされているので、それについて説明しますよ。





▼勝利条件



　飛行船によるミストの散さん布ぷを止めることで、戦闘は終しゆう了りようとなります。

　ミストの散布を止めるには、まずＰＣたちを妨ぼう害がいする敵てきを全ぜん滅めつさせる必要があります。

　その上で、操縦装置と同一エンゲージに移い動どう。難なん易い度ど15の〈運転：飛行機〉判はん定てい、もしくは難易度15の〈知ち識しき：機械工学〉の判定に成功することで止められます。




あやめ：うわっ、ミスト散布を止める難易度、メッチャ高いっ!?

ＧＭ：ちなみに、ミストの散布を止める判定に支し援えん系けいエフェクトは有ゆう効こうです。メジャーアクションを使っての判定ですから。

瞳：なるほど。それなら十分に勝算はあるね。

ＧＭ：それで、次に敗北条件の方ですが───。





▼敗北条件



　三ラウンド目のクリンナッププロセスまでに勝利条件を満たせなかった場合、飛行船は綾間市に到着し、バルーン部分に充じゆう塡てんされたミストが散布されます。

　その結果、綾間市では大量の死し傷しよう者しやと、相当数のジャームが生まれることになります。

　ＦＨの計画を止められなかったことで、ＰＣは敗北したことになります。




コウ：これは……実じつ質しつ、二ラウンド目が勝負だな。

瞳：それまでに敵を倒たおせないと、ミストの散布を止める判定が厳きびしくなる……か。

神月：二ラウンド目までに敵を倒して、三ラウンド目はミスト散布を止めるのに集中したいところだな。となると、どれだけ早く敵を倒たおせるかが勝利の鍵かぎとなりそうだ。

あやめ：だね！

ＧＭ：さて、勝利条件と敗北条件を説明したところで戦闘を始めましょう。マニピュレーターがミスト中毒者をけしかけると同時に、《ワーディング》を展てん開かいします。みなさん、衝しよう動どう判定を。難易度は９になります。

コウ：こいつが厳しいんだよな……おっ、クリティカル！　成功した！

神月：同じくクリティカルで成功だ！

瞳：わたしは９で普ふ通つうに成功したよ～。

あやめ：みんな成功してるの!?　はうーっ、失敗したのあたしだけだ！（笑）

ＧＭ：どうやら、覚かく醒せいして間もないあやめは、レネゲイドの制せい御ぎよが苦手なようですね（笑）。では、あやめは暴ぼう走そうを受けて下さい。さあ、戦闘を開始しましょう。敵はマニピュレーターとジャームトループ二体！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずは第一ラウンド目のセットアップ。

神月：むう、《女王の降こう臨りん》を使うと侵しん蝕しよく率りつが[image: 100]％を超こえてしまうな……。

あやめ：使わないのもありだよ。《リザレクト》できるのとできないのとじゃ、消しよう耗もう度が全然違ちがうし。

神月：そうだな。ここは力を温おん存ぞんしておこう。

ＧＭ：では、行動順番決定前、イニシアチブプロセスでマニピュレーターが《フルインストール》を使用。生体電流を加速して、反応速度を強化します。彼の身体から緑に輝く雷光が迸る！

コウ：しょっぱなから全力だな！

ＧＭ：もちろんです。さて、行動順番ですが、マニピュレーターが16、ジャームトループＡ＆Ｂが８なので、まずはマニピュレーターが先手を取ります。メジャーで《ポイズンフォッグ》＋《狂戦士》を使用。対象は自身とジャームトループ二体！

瞳：えっ、支援系エフェクト!?

ＧＭ：「さあ、みなさん！　戦闘本能を解放するのです！」周囲に興こう奮ふん物ぶつ質しつを散布して闘とう争そう本ほん能のうを刺し激げきし、敵が次に行なうメジャーの判定にクリティカル値-1、ダイス＋４個こをつける。

あやめ：厄介だけど、支援を飛ばしてきたのはちょっと意外だったな。《フルインストール》を使ってたし、てっきり戦闘系だと思ってたのに。

ＧＭ：ふふふっ、これはあくまで準じゆん備びですから。マニピュレーターの行動はまだ終わりじゃありません。自分の行動終了と同時に《加速する刻》を使用して、追加行動を得ます！

コウ：うおっ、連続行動してくるのか！

神月：自分の手番で強化、追加行動でさらに攻こう撃げきとはな。なかなか凝こったことをして来る！

ＧＭ：マニピュレーターはＦＨエージェントとして戦闘訓練も受けてますからね。戦闘を有利に進めるための小こ技わざも使うのです。

コウ：厄介なやつだな！

ＧＭ：敵にとっては褒ほめ言こと葉ばですね（笑）。生体電流の加か圧あつで超ちよう反はん応のうを得たマニピュレーターが、尾おを引く光の塊かたまりとなってさらなる追つい撃げきを繰くり出だす。メジャーで《流血の胞ほう子し》＋《雷らい神じんの鎚つち》その他でみなさんに攻撃！

あやめ：支援の入った攻撃か。きついなぁ。

ＧＭ：それだけじゃないですよ。命中した場合、邪毒ランク４が入ります。

神月：邪毒？

ＧＭ：クリンナップに［邪毒ランク×３］点のＨＰダメージを受けるバッドステータスです。今回の場合は、毎ラウンド終了時にＨＰが12点減へると思ってください。

あやめ：なんですとーっ!?　ランペイジの放心もつらかったけど、邪毒もきつい！

瞳：大だい丈じよう夫ぶだよ！　攻撃を避さければ邪毒も受けないし！（笑）

ＧＭ：ほほう（笑）。ならば、避けてもらいましょう！　ダイス16個のクリティカル値は６。命中は……達成値40です！

コウ：一いち応おう、ドッジはするが……ダメだ、22で失敗！

あやめ：あたしは暴走中だから、リアクション自体できない！（笑）

神月：肉体労働は苦手でね。４で失敗だ。

瞳：一応、クリティカルはしたけど、19で止まっちゃった。

ＧＭ：全員命中ですね？　では、マニピュレーターの手から、緑に輝く雷光が迸り、みなさんの身体にまとわりつく。ダメージ35点、装そう甲こう値は有効。さらに邪毒ランク４が入ります！

コウ：装甲値が有効とは助かる。残りＨＰ６でギリギリ耐えたぞ！

あやめ：さすがコウ君！　あたしは無理。《リザクレト》するよ。邪毒でまた倒れそうだし、低い目で復活を……！　ＨＰ４点で復活。侵蝕率98％！

瞳：わたしはＨＰ２点回復で復活して、侵蝕率95％っと。

神月：こちらは８点回復で侵蝕率が[image: 106]％だ。この上で邪毒が来るのだから、いやはやまいった（笑）。

ＧＭ：ふっふっふっ、邪毒の恐怖をしっかと味わって下さい（笑）。さて、みなさんの身体に雷光が巻まき付ついたところで、マニピュレーターの行動は終了。次はあやめの手番です。

あやめ：はーい。マニピュレーターの支援が厄介だし、先にジャームトループから仕し留とめるよう。マイナーで《ハンドレッドガンズ》。ダブルクロスのペンダントを取り出して銃じゆうに変形させつつ、ジャームの群むれに銃じゆう口こうをポイントする！

ＧＭ：あやめの戦意に、ジャームの群むれが反応して唸うなり声ごえを上げる。ちなみにジャームトループは《イベイジョン》を取得してるので、ドッジの達成値は22で固定です。

あやめ：むっ、結構高いね。でも、この攻撃で侵蝕率[image: 108]％になって、エフェクトレベルも上がるし負けないよ！《コンバットシステム》＋《カスタマイズ》＋《コンセントレイト》を組み合わせて、ジャームトループＡを攻撃！　命中は……46！

ＧＭ：むう、余よ裕ゆうでぶち抜ぬかれましたか。ドッジ失敗です。ダメージをどうぞ。

あやめ：５Ｄ＋５で……うわっ、出目が低い！　31点で装甲値有効！

ＧＭ：装甲値はないのでダメージ直ちよく撃げき。ＨＰ30点なのでジャームトループＡは倒たおれます！

あやめ：よし！　戦闘モードに入って、一気にジャームの群れを薙ぎ払う！




　敵を前に加速するあやめの思考。冷たい青の輝きを宿した瞳がジャームたちを射貫き、容赦なく放たれる無数の弾丸が次々と敵を撃ち抜いていく！




ＧＭ：……正確に急所を貫かれた、ジャームたちは悲鳴を上げる間もなく倒れ伏す！

あやめ：〝闘争〟衝動が表に出てるから、それを冷たい表情で見下ろして、くすりと微笑ほほえむ。

瞳：おおっ、それは格好いい！　それだ、それだよ！（笑）

ＧＭ：社長、ご満悦ですね（笑）。残ったジャームたちが、そんなあやめのただならぬ気配に圧おされて、思わず動きを止めそうになりますよ。そして次は瞳の手番です。

瞳：範はん囲い攻撃が厄介だし、エンゲージを分けるよ。マイナーで一メートル後方に移動。んで、《エンジェルボイス》＋《要の陣じん形けい》＋《導みちびきの華》で、自分以外に支援を飛ばす。

あやめ：瞳ちゃん、ありがとう！

瞳：どういたしまして（笑）。特殊音波でみんなのレネゲイドを活性化させる。死の舞踏ダンスマカブル！　これで次のメジャーに、クリティカル値-1とダイス＋２個、達成値＋８のボーナスが入るよ。

ＧＭ：相変わらず、瞳の支援は多た彩さいですね。しかし、仲間が動くよりもジャームトループＢの方が動くのが速い。マイナーで《破は壊かいの爪つめ》＋《ハンティングスタイル》を使用。無数のジャームが腕うでをメキメキと変化させながら、コウたちのもとへ駆かけていく。

神月：来るぞ！

ＧＭ：狙ねらう相手はランダムに決めましょうか。（ダイスを振ふり）対象はコウ、《獣けものの力》＋《コンセントレイト》で攻撃！　命中は38！

コウ：20を超こえられたら、まず無理だな。……ドッジ失敗！

ＧＭ：ダメージは38点。ジャーム中毒者たちがかぎ爪づめのように変化させた異い形ぎようの腕を次々と振るい、コウの身体を引ひき裂さいていきます！

コウ：ちっ、《リザレクト》だ！　ＨＰ１点で復活。まだ《リザレクト》できるけど、邪毒が来ることを考えるとなかなかきついな……。

神月：早めに決着をつけないとやばそうだ。さあ、次は私の番だ。《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》コンボに新しく取得した《錯さつ覚かくの香かおり》も加えて、ジャームトループＢを攻撃しよう。こいつを倒さないと、コウが前に出られん。

コウ：頼たのんだ、神月先生。

神月：任まかせておけ。命中は……おおっ、なかなかよい出目だ！

コウ：13個中、10個クリティカルしてる（笑）。

あやめ：すごい！

神月：瞳くんの支援のおかげだな（笑）。……67＋《導きの華はな》の＋８で達成値75だ！

ＧＭ：75って……そんなん避けられるかーっ！（一同爆笑）

神月：どうやら、ジャームたちに断罪の時がきたようだな！（笑）

ＧＭ：くうーっ！　せめてここは《破壊の爪》で変化させた腕でガードを選せん択たく。攻撃は命中しますが、ガード値である１点分、ダメージを軽けい減げんします（笑）。

神月：そのような脆もろいガードなど、打うち破やぶるまで！　ダメージは68点の装甲値無む視しだ！

ＧＭ：68点!?　ガードの１点なんて、まさに焼け石に水！（笑）神月の精せい神しん攻撃を受けて、ジャームたちは身体を硬こう直ちよくさせたかと思うと、精神崩ほう壊かいを起こして次々と倒れていく！

神月：せめてやすらかに眠るがいい！　さあ、コウ。道は作ってやったぞ。いけ！

コウ：おうっ！　一気に攻め込むぞ！

ＧＭ：なんの！　手て駒ごまは倒されましたが、マニピュレーターはまだ無む傷きず。余裕をもって迎むかえ撃うちます。「ＵＧＮの犬が！　私の邪魔はさせんぞ！」

コウ：残念だが、お前はここで止めさせてもらう！　マイナーで《ハンティングスタイル》＋《破壊の爪》。右みぎ腕うでを真しん紅くの異形に変形させて、マニピュレーターに接敵！

瞳：あれ？《終末の炎ほのお》は？

コウ：ＨＰが１しかないんで今回は見送るしかない。行動が遅おそくて、《終末の炎》が最大限に使えないのは、今後の克服すべき課題だな。だが、今はとにかくマニピュレーターを倒たおす。《獣の力》＋《渇かわきの主》その他で攻撃。命中は37！

ＧＭ：マニピュレーターはドッジします。《フルインストール》もあって、ダイスは14個。ただ、クリティカル値は下がらないからなぁ。……達成値12で失敗！

コウ：なら、ダメージは44点の装甲値無視だ！　さらにＨＰが８点回復する。

ＧＭ：厳しい攻せめですね。44点直撃です。凶きよう悪あくな紅の爪が身体を貫つらぬいた痛いたみと、体内から血けつ液えきを奪うばわれる感覚にマニピュレーターがうめく。これで全員行動終了ですね。では、クリンナップに移うつります。さあ、お待ちかねの邪毒タイム！（笑）

あやめ：待ってなーい！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：身体にまとわりつく雷光がみなさんの身体を焼き、12点のＨＰダメージが入りますよ。

コウ：三度目の《リザレクト》！　……うおっ、ここで10点回復か！　侵蝕率[image: 108]％になった。

あやめ：というか、まだ《リザレクト》できたんだ！（笑）こっちはとっくに侵蝕率[image: 100]％を超えてるからきつきつだよ！　マニピュレーターのロイスをタイタス化して復活する。まだ倒れるわけにはいかない！

瞳：わたしも同じくマニピュレーターのタイタスで起き上がる。

神月：私は〝事件の真犯人〟のロイスをタイタス化して復活だ。もっとも、ＨＰが【肉体】＋10＝11点までしか回復しないので、次のラウンドでも邪毒で倒れてしまうがな。

あやめ：実はあたしも。邪毒いやらしすぎだよ！（笑）

ＧＭ：ＰＣを追おい詰つめることこそ敵の本ほん懐かい。褒め言葉として受け取っておきます（笑）。




◆第二ラウンド
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ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップです。

神月：こちらも本ほん領りよう発はつ揮きといこう。《女王の降臨》で《狂戦士》を自分に使う。

ＧＭ：行動を消費なしで《狂戦士》使えるのは、やはり強いな。さすがピュアブリード専せん用ようエフェクト。

神月：雑ざつ種しゆとは違うのだよ。雑種とは！（一同笑）

瞳：神月先生、それ悪人のセリフ（笑）。

神月：はっ!?　私は正義、私は正義！（一同爆笑）

ＧＭ：神月が自じ己こ暗あん示じをかけてる間にマニピュレーターが動きます（笑）。まずイニシアチブに《フルインストール》！

あやめ：バチバチってきたー！

ＧＭ：そして、自分の手番です。接せつ近きんしてきたコウを狙うか、あやめと神月をまとめて攻撃するか……。ダイスで決めよう。（ダイスを振り）後方のあやめと神月に攻撃します。

あやめ：こっちに来た！

ＧＭ：先ほどと同じコンボで、命中は……おおっ、メチャメチャ回った！　達成値61！

一同：61っ!?

あやめ：そんなの避さけるの無理だって！（笑）

神月：私もドッジ失敗だ。しかし、支援効果がない方が達成値が上とはな（笑）。

ＧＭ：ダイスゲームではままあることです（笑）。ダメージは48点！

あやめ：ばたんきゅー！　んー、タイタスを使わないとだけど、どのロイスを変えるか……。

神月：私は瞳くんのロイスをタイタス化して復活する。身体を焼く雷に耐えながら吼えよう。……瞳くんを守るためにも、まだ倒れるわけにはいかん！

あやめ：（かなり悩なやんで）あたしは……。う～、カインくん、助けてくれたのにごめん！　カインくんをタイタスにして起き上がる！

ＧＭ：では、二度目の攻撃にも耐えて、起き上がるふたりを、マニピュレーターは忌いま々いましそうに睨みつける。「しつこい連中ですね。いい加か減げん諦あきらめたらどうですか！」
















あやめ：そうは行かないよ！　この街には、あたしの大切な人たちが住んでるんだから！　マイナーで暴走解かい除じよして、《カスタマイズ》＋《クリスタライズ》＋《コンセントレイト》で攻撃。命中は……うん、よい感じ！　48＋８で56！

ＧＭ：むう、《導きの華》の効果で十の位が繰くり上あがるのがマジできついんですが！（笑）こちらのドッジは……26で失敗！

あやめ：ダメージは51点の装甲値無視！

ＧＭ：マニピュレーターを貫つらぬいた弾丸が傷きずを侵蝕して結けつ晶しよう化かさせていくが、彼は傷きず口ぐちを雷で焼いて耐たえる。これで累るい積せき95点。やばい、限げん界かいギリギリだ！

あやめ：くうっ、倒しきれなかった！

瞳：でも、十分なダメージは与あたえたよ。次はわたしだ。さっきと同じ支援を使うけど、今回の対象はあやめを抜ぬいた三人で。

ＧＭ：あやめ抜ぬき？　……ああ、三ラウンド目の飛行船停止のためですか。

あやめ：あたしはそろそろ限界だからね。他の三人にかけた方がいいもの。

ＧＭ：むう、クレバーな判はん断だんです。

瞳：ちなみにエフェクトレベルが侵蝕率ボーナスで上がってるから、ダイスボーナス３個の、達成値＋10にパワーアップしてるよ～（笑）。

ＧＭ：ぐはっ、マジですか！（笑）

神月：さて、次は私だな。《狂戦士》で覚醒した、本当の力を見せてやろう。コンボは先ほどと同じだが、振ふれるダイス数は22個まで増ふえている！

一同：22個!?

コウ：やっぱり《狂戦士》は強いな。振れるダイスの数じゃ、神月先生がダントツだ。

ＧＭ：これは避さけられる気がしない（笑）。

神月：さあ、断罪の時だ！　命中判定は……絶好調だな！　87＋10で97だ！

ＧＭ：97!?　ここで今回、最高の達成値を出しますか！　無理です、避けられません！

神月：ダメージは10Ｄ10＋２……62点の装甲値無視！

ＧＭ：そんなん耐えられませんって！（笑）しかし、ここで《アクア・ウィターエ》を使用して復活！　体内で生成した治ち療りよう薬やくで傷を強引に癒しつつ、マニピュレーターが叫さけびますよ。「この程てい度どで私を倒すことなど……！」

コウ：いや、これでお終いだ。この一いち撃げきで沈しずめる！　マイナーで《終末の炎》。ＨＰ５点消費して攻こう撃げき力りよく＋５。さらに《獣の力》＋《渇きの主》その他で攻撃。命中は43！

ＧＭ：こちらのドッジは……全然ダメだ、１個もクリティカルしない。回かい避ひ失敗です！

コウ：なら、ダメージは46点の装甲値無視！

ＧＭ：さすがにこれ以上は無理です。体内で生成した薬品で強引に保たもたれていた肉体が、コウの一撃で限界を迎むかえます。

コウ：マニピュレーターの首をつかんで宙ちゆうづりにしながら、ぼそりとつぶやく。……お前の計画は失敗だ。

ＧＭ：苦く痛つうに顔を歪ゆがめながらも、マニピュレーターがかすれた声で叫ぶ。「馬ば鹿かな……！　ＵＧＮの犬ごときに、この私が……！」

コウ：残念だったな。この飛行船は俺たちが止める。吐き捨てるように言ってから、腕から炎を生み出して、マニピュレーターを吹ふき飛とばす！

ＧＭ：灼しやく熱ねつの炎に包まれたマニピュレーターは一瞬で意識を断たち切きられ、部屋の壁かべに激げき突とつ。がくりと倒れて、動かなくなります。

瞳：よし、これで邪じや魔ま者ものはいなくなった！

ＧＭ：ですが、安心するのはまだ早いですよ。飛行船を止めるまでが戦闘ですから。では、第二ラウンド目のクリンナップです。再び邪毒で12点のＨＰダメージをプレゼント！

コウ：さっきの攻撃でＨＰ16点まで回復してるからギリギリ耐えられる。

あやめ：あたしはもう限界。ばたりと倒れてそのまま気を失うよ。

神月：私も[image: 130]％で、起き上がるのは少々厳しい。あとは瞳くんたちに任まかせるよ。

瞳：オッケー。わたしも倒れるけど、自分を実験体にした〝研究者〟のロイスをタイタスにして起き上がる。いつまでも恐怖で震ふるえてなんかいられない！




◆第三ラウンド
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ＧＭ：いよいよ最終ラウンドです。このラウンドで勝利条件が満たせなければ、飛行船は綾間市に突とつ入にゆうし、ミストが散布されます。その結果、綾間市では多くの犠牲が生まれると同時に、相当数のジャームを生み出すことになります。

瞳：そうはさせない。絶対に止める！

あやめ：コウ君、瞳ちゃん、がんばって！

コウ：任せておけ。ここまできて負けるわけにはいかないからな。

ＧＭ：では、まずは瞳からどうぞ。

瞳：わたしは待機するよ。コウ、先に動いてもらえる？　こっちはまだ侵蝕率的に余裕があるから、コウが失敗した時、タイタスも使って停止を試みるから。

コウ：了りよう解かいだ。操縦装置のところへ移動して、飛行船を操そう作さしようとする。判定は〈運転：飛行機〉で行く。そっちの方がダイスが多く振れるからな。

ＧＭ：了解です。では、難易度は15になります。判定をどうぞ！

コウ：謎の人影をタイタス化して、クリティカル値を-1して判定する。……よし、１個クリティカルした！

一同：おおっ！

神月：これで出目が５以上なら成功だな。

コウ：確かく率りつは五分五分。頼むぜ……そら！




　緊きん張ちようした面持ちでダイスの行方を見つめる一同。

　その出目は───。




コウ：ぐっ、出目４!?　達成値14……！

ＧＭ：飛行船の操縦方法を解析するコウ。だが、ミスト散布を止める方法が解かい明めいできない！

コウ：くっ、まだだ！　なら一回タイタスを使って達成値を上げる！

ＧＭ：うお、タイタス二発目ですか!?

コウ：残り１なら確かく実じつにいける。それに二個こ目めを使ってもロイスは五個残る。侵蝕率は現在[image: 118]％だし、バックトラックも余裕だ。

瞳：なるほどね。そういうことなら、やっておしまいなさい！（笑）

コウ：というわけで、カインのロイスをタイタスに変えて、達成値を上げる。……って、９が出た！　こういう時に限かぎって出目が高い！（笑）

ＧＭ：お約束ですね（笑）。では、操縦装置の解明に成功したコウは、コンソールの右上にあるスイッチ群がミスト散布の設定を行なうためのものだと気づきます。

コウ：ミストが散布されないように、しかるべき手順で操作する！

ＧＭ：コウが操作を終えると同時にに時間制限の三分が経けい過か。しかし、飛行船には何の変化も起きません。窓まどから綾間市を見み渡わたしても平へい穏おんそのもの。ミストの散布は阻そ止しされました！

一同：よーしっ！

ＧＭ：勝利条件が満たさたので戦闘終了となります。では、エンディングへ移い行こうしましょう。








《フルインストール》　生体電流を加圧することで、反応速度を強化するブラックドッグのエフェクト。

《流血の胞子》　毒物を精製し、敵の体内に撃ち込むソラリスのエフェクト。

《雷神の鎚》　無数の雷を落として、広範囲に攻撃を行なうブラックドッグのエフェクト。

《イベイジョン》　安定した回避能力を発揮することができる、エネミー専用エフェクト。













　　　　ENDING PHASE




ＧＭ：では、エンディング前のバックトラックの時間になります。みなさん、それぞれの結果を報ほう告こくしてください。

コウ：[image: 118]％から28点下がって90％。一倍振りでちゃんと戻もどって来られた。

あやめ：前回の１、１、１のせいで、振ふるのが怖こわい（笑）。

瞳：一話目の出目はすごかったからなあ（笑）。

あやめ：んー、南無三！　……よし、ちゃんと６とか10とか高い目出てる！　31点下がって無事に帰き還かん！　よかった～（笑）。

神月：こちらも94％で無事に帰還だ。

瞳：わたしも86％で無事に帰って来れた。みんな、普通に戻もどれたみたいだね。

ＧＭ：みなさん、帰還おめでとうございます。バックトラックのダイスを増やさなくてもよいとは……。もう少し敵を強くしてもよかったかな？（笑）

あやめ：いや、そんなことないって！　邪毒は、本当にやばかったから！（一同笑）

ＧＭ：そう感じてもらえたなら、あの敵を出した意味もありますね（笑）。さて、それではそろそろエンディングに参りましょうか。







◆Ending 01◆彼かの女じよの進む道


Scene Player ─── 敷島あやめ






　ミストによる綾間市壊滅は防がれた。

　しかし、解かい決けつしていない問題は、まだひとつ残っている……。




ＧＭ：では、最初は総そう合ごうエンディングになります。マニピュレーターを倒した直後、綾間市へと移動する飛行船の中で、みなさんが身体を休めているところになります。

あやめ：何とかなったね。あとはこの飛行船の処理すれば万事解決だ。

コウ：そうだな。とりあえず、飛行船を降ろさないとか。ＧＭ、これって操縦できるか？

ＧＭ：コウなら可か能のうです。クライマックスで操縦装置の解かい析せきに成功してますから、操縦方法も分かったことにしましょう。

コウ：なら、舵かじを握にぎって飛行船を、飛行場の方角へ方向転換させよう。

ＧＭ：では、それから十分後。みなさんを乗せた飛行船は、無事に飛行場に降り立ちます。

瞳：じゃあ、みんなが飛行場に着くと、あたしの本体がそこで待ってる。ちなみに、みんなを待ってる間に、霧谷に飛行船の処理要員をよこしてって一報しておいたことにして。

ＧＭ：了解しました。瞳の連絡を受けた霧谷はすぐさま処理要員を派は遣けんしてくれます。それと同時に、霧谷は自分もそちらに向かう旨むねを伝えてきますよ。

瞳：日本ＵＧＮのトップみずからくるんだ。

ＧＭ：街ひとつが壊かい滅めつしたかもしれない事件でしたからね。自分の目と耳で報告を受けたいようです。さて、霧谷率ひきいる処しよ理り班はんが到着するまでには五時間ほどかかります。その間に、もうひとつの問題について考えてもらいましょうか。

あやめ：……あたしのことだね。

ＧＭ：その通り。今回の事件で、あやめの存在はＦＨに感知されました。それを考こう慮りよした上で、彼女の今後の処しよ遇ぐうをどうするかを決めて下さい。

コウ：ＵＧＮに入ればいよいよ非ひ日にち常じようの世界から逃のがれられなくなるな……。

瞳：でも、このままでもＦＨに目をつけられたなら、また襲おそわれる可か能のう性せいは否ひ定ていできないよ。

神月：危険ならいっそ、ＵＧＮに保ほ護ごしてもらった方がよいと、私は思うがな。いざというとき、やはり組そ織しきを頼たよれるようになるのは心強いことだ。

瞳：そうなんだけどね。でもこれは、わたしたちが悩なやむことじゃない気がする。どっちかというと、あやめ自身がどうしたいかで決めるべきだと思う。

神月：何事も本人の意志なくしては意味がないか。あやめくん、君はどうしたい？

あやめ：あたしは……（しばし黙もつ考こうし）……少し考える時間が欲しい……。

コウ：それならそれで構かまわないさ。よく考えればいい。心が決まったら教えてくれ。

あやめ：うん、分かった。ありがとう、コウ君……。




　これから自分がどう生きるべきか悩む、あやめ。

　世界の真実を彼女は知ってしまった。それを忘れて生きることができるのか……。




ＧＭ：あやめが悩んでいる間にも時間は過ぎていき、やがてＵＧＮから派遣された処理班を乗せた数台のトラック、一台のリムジンがあなたたちの前で止まります。

神月：ようやく来たか。

ＧＭ：到着したトラックからは、作業服に身を包んだエージェントが次々と降おり、飛行船の解かい体たいとミストの処理を始めます。一方、リムジンからは落ち着いた雰囲気のスーツ姿の男が降りて、こちらに近づいてくる。霧谷雄ゆう吾ごです。

あやめ：初対面だから、首を傾かしげてるよ。……えーっと、あの人は？

瞳：あやめに耳打ちする。……霧谷雄吾。ＵＧＮ日本支し部ぶの支し部ぶ長ちようでわたしたちの上司だよ。

ＧＭ：ふたりがこっそり話をしていると、それに気づいた霧谷が怪け訝げんそうにあやめを見ます。「おや、そちらのお嬢じようさんは？」

瞳：ん～、現げん地ちの協力者みたいなものかな。しれっと答える。

神月：この間の連続爆殺事件と今回のミスト事件の両方で解決に協力してくれたのだ。

ＧＭ：「なるほど。しかし、報ほう告こく書しよには、彼女のことは書かれていませんでしたが？」

瞳：いろいろと事じ情じようがあってさ、ちょっと書きそびれちゃったの。いや、ごめんね（笑）。

ＧＭ：「相変わらず困こまった人ですね」と霧谷はため息を吐つきますが、深くは突つっ込こみません。「まあ、いいでしょう。立ち話もなんです。とりあえず車へどうぞ。家に送りがてら、報告を聞かせてもらいますよ」そう言って、リムジンに乗るよう勧すすめてきます。

コウ：分かった。霧谷の指し示じに従したがって、リムジンに乗のり込こむ。

神月：戦闘で疲つかれているしな。送ってもらえるというならば、甘あまえさせてもらおう。

瞳：わたしたちも続くよ。……あやめ、もう少し付き合ってちょうだい。

あやめ：うん……。

ＧＭ：みなさんが乗り込むと、リムジンは市街に向けて静かに走り出します。山間の道路を走る車の中、霧谷が神しん妙みような表情で言う。「それでは報告を聞かせてください」

コウ：話す前にちらりとあやめを見るけど……。

あやめ：こくりと頷いて。……コウ君、話してあげて。まだすべてじゃないけど、あたしもこの世界の真実を知っちゃったから、もう無関係じゃいられないもの。

コウ：……分かった。連続爆殺事件から今回の事件までのことを霧谷に報告する。隠かくしてた、あやめのことも含ふくめて。

ＧＭ：霧谷は黙ってコウの話に耳を傾けます。そして、すべてを聞き終えたところで。「……なるほど、事情は理り解かいしました」そう告げて、彼は何やら考かんがえ込こむそぶりを見せる。

あやめ：ううっ、居い心地ごこちが悪くてそわそわしちゃうな。

ＧＭ：すると、霧谷は難しい表情を和らげ、あやめに向かって自己紹しよう介かいする。「失礼しました。初めまして、敷島あやめさん。私は霧谷雄吾と言います。陸原さんたちの上司と言えば分かりやすいでしょうか。一応、日本ＵＧＮの統とう括かつを任まかされています」

あやめ：こ、これは丁てい寧ねいにどうも。ぺこりとお辞じ儀ぎを返すよ。

ＧＭ：「しかし、これは困こまりましたね。あなたをどう扱あつかうべきか……」

神月：霧谷に訊きこう。……お前としては、あやめくんをどうするつもりなのだ？

ＧＭ：「そうですね……。ＦＨにマークされた可能性がある以上、敷島さんを放置することはできません。私としては、ＵＧＮの保護下に入っていただきたいです」

瞳：それが一番安全そうではあるよね。

ＧＭ：「ただ、それはあくまで敷島さんが望まれた場合の処しよ置ちです。彼女には彼女の考えがあるでしょうし、我々に強きよう制せい権けんはありませんから」

神月：あくまで最終的な判断はあやめくんに委ねるというわけか。

あやめ：……あたしは───。




　霧谷の言葉に、あやめは考える。

　図らずも非日常に踏ふみ込こんで自分は、いったい何をするべきなのかと。

　平穏な世界を壊こわそうとする、恐おそるべき敵の存在を彼女は知ってしまった。




あやめ：……ひとついいですか。

ＧＭ：「何でしょうか？」

あやめ：あの保護とかじゃなくて、あたしがみんなのお手伝いすることってできますか？

ＧＭ：あやめの一言に霧谷が驚おどろきの表情を浮うかべますよ。「しかし、それは……」

あやめ：危あぶないのは分かってます。でも、それでも、あたしは何かできるのに、何もしないなんてしたくないんです。この街を守るために何かできるなら、それをしたいんです！




　あやめの静かな決意に、その場にいる全員が耳を傾ける。




コウ：いいのか？　お前が思ってる以上に、危険な目にあうぞ。

あやめ：それでも、あたしは自分にできることをしたい……！

ＧＭ：あやめの決意に沈黙が訪おとずれる。そして、霧谷は小さく息をつくと、あやめを見つめて言います。「それがあなたの選択なのですね。……分かりました。ＵＧＮへようこそ、敷島あやめさん。我々はあなたを歓かん迎げいします」にこりと微笑み、霧谷は握あく手しゆを求めてくる。

あやめ：こちらこそ、よろしくお願いします！　手をぎゅっと握にぎり返すよ。

ＧＭ：では、固く握手を交わした後、霧谷はふと思い出したように言います。「敷島さんのコードネームを決める必要がありますね」

瞳：ああ、あやめにはまだコードネームがついていないもんね。

ＧＭ：はい。ちなみに何か案があったりします？

あやめ：んー、そうですね。ちょっと待って下さい。（しばし黙考し）……〝アルテミス〟っていうのはどうですかね？

瞳：ギリシャ神話の月と狩しゆ猟りようの女神の名前だね。

神月：射しや撃げきが得意なあやめには合ってるんじゃないか？

コウ：ストレートで分かりやすいし、格好かつこよくていいと思うぞ。

あやめ：じゃあ、これでいきます！　それで、自分から言うのもなんですし、霧谷さんにつけてもらいたいんですけど、いいですか？（笑）

ＧＭ：分かりました（笑）。「敷島あやめさんのコードネームは〝アルテミス〟。あなたの放つ弾丸が、大切な人を守る力となることを願っています」

あやめ：はい！







◆Ending 02◆残された謎


Scene Player ─── 神月正義＆陸原瞳






　いつも瞳との待ち合わせに利用している高級喫きつ茶さ店てん。

　無事に事件を解決した神月は、瞳から事後報告を聞いていた。




ＧＭ：では次は、神月と瞳の合同エンディングにしようと思いますが、どうでしょう？

瞳：いいと思うよ。神月先生には助けてもらったから、お礼も言いたかったしね。

神月：私もそれでＯＫだ。ちなみに、ＧＭ。瞳くんにかけられた嫌けん疑ぎはどうなったんだ？

ＧＭ：無事に晴れていますよ。ミドルで目もく撃げき者しやを調べた際さい、判定に失敗したので分かりませんでしたが、実は彼はマニピュレーターに《人形使い》で操あやつられてまして。

瞳：はいはい。飛行船が飛び立つところでも操ってたし、何となくそうなんじゃとは思ってたけど、実じつ際さいそうだったんだ（笑）。

神月：それに気づけなかったのは、この神月正義、一生の不覚だった。

ＧＭ：とはいえ、マニピュレーターを倒したことで、証しよう言げん者しやへの暗示は解とけ、彼の証言も変わりました。「自分が見たのは小さな女の子じゃなかった。三十代後半ぐらいの神経質そうな男だった。その男が近づいてきて、あとのことは覚えてない」という感じです。

瞳：三十代後半の神経質そうな男……。マニピュレーターのことだね。

ＧＭ：その通り。瞳を疑うたがう理由の中で、もっとも大きな柱だった目撃証言が崩くずれたことで、警けい察さつも瞳を被ひ疑ぎ者しやリストから外したわけです。直ちよく接せつではありませんが、間かん接せつ的てきには神月の活かつ躍やくのおかげと言えるでしょう。

神月：何とか職しよく務むは遂すい行こうできたわけだな。一安心だよ。

瞳：じゃあ、お礼もかねて、今回の事件についての事後報告をするってことで、場所はいつもの高級喫茶店でどう？

神月：私は構かまわないよ。

ＧＭ：では、舞ぶ台たいは高級喫茶店。昼下がりの客もまばらな店内のボックス席で、神月と瞳は話をしています。

瞳：オッケー。ＧＭ、今回の事件はその後、どうなったのかな？

ＧＭ：ＵＧＮ日本支部から派遣されてきた処理班の手で、飛行船とその内部に充塡されたミストは無事に処理されました。また、廃工場に残されたミストも処しよ分ぶん済ずみです。

瞳：じゃあ、パフェを食べながら、そのことを神月先生に伝えるよ。……一応、これ以上事件が拡かく大だいすることはなくなったみたいだよ。もう流通しちゃってる部分に関してはこれから処理しないとだから、もうしばらくは忙いそがしいだろうけどね。

神月：そうか。このまま収束に向かうならば、私としては問題はなしだ。

瞳：あと、わたしの弁べん護ご料りようについてだけど……。ちょっと表情を曇くもらせながら言う。

神月：瞳くんの言葉を手で制せいして答えるぞ。……いや結構だ。瞳くんから金きん銭せんを巻まき上あげるわけにはいかないからな。

瞳：でも、神月先生、居い候そうろう弁べん護ご士しなんでしょ。タダ働きはまずいっしょ。だからさ、霧谷に請せい求きゆうしたらいいよ。神月先生には事件解決のために協力してもらったし、報ほう酬しゆうの請求は正当な権けん利りだと思うんだけど？（笑）

神月：なるほど（笑）。そういうことならばたっぷりと要求させてもらおう。あいつにはいろいろと貸しがある。ここらで返してもらうとするよ。

あやめ：うわー（笑）。今いま頃ごろ、霧谷さん、日本支部でくしゃみしてそうだね。

ＧＭ：「はっくしょんっ！　何やら悪寒が……。風邪かぜでも引きましたかね？」（笑）

コウ：後日、多た額がくの請せい求きゆう書しよが自分のもとに届とどくことを、霧谷はまだ知らない（一同笑）。

神月：ふっ、楽しみに待っているがいい！（笑）

ＧＭ：いや、そんなもの待ちたくないですよ！（一同爆笑）

神月：はっはっはっ（笑）。まあ、何はともあれ、今回の事件もこれで終わりだな。ということで、ここからは仕事ではなく、プライベートな話をしようじゃないか。

瞳：プライベートな話？

神月：おもむろに難しい表情になって、瞳くんに訊く。……ところで瞳くん。君は学校へは行ってるのかね？

瞳：うっ……！　そ、その話はまた今度にしない？（笑）

神月：そうはいかん！　十一歳さいと言えば、小学校に通うのが普通だ。どうして、そんなに学校に行くのを嫌いやがるのかね。コウですら、きちんと高校に通っているのだぞ？

コウ：俺ですらって何だ、俺ですらって（笑）。

神月：言葉のあやだ。気にしないでくれ（笑）。ともかく、瞳くん。今からでも遅おそくはない。学校へ通いたまえ！

瞳：すっごい嫌いやそうな顔になって答える。……だって、学校つまんないしさ～。

神月：瞳くん、そういう問題ではない。私はご両親から、君のことを気にかけてやってくれと頼たのまれているのだ！

瞳：（耳を押おさえて）聞こえなーい！（笑）

神月：頼むから話を聞いてくれ！（一同爆笑）




　静かな店内に木こ霊だまする、神月の叫さけび。

　懸けん命めいに説得の言葉を口にする彼を、瞳がケラケラと笑いながら見ている。

　これも瞳なりの甘あまえかもと思えば、神月も悪い気はしない。

　しかし、それは同時に、彼を悩なやませる問題でもあった。

　神月と瞳───奇き妙みようなふたりの関係は、当分は変わりそうもない。







◆Ending 03◆新たな始まり


Scene Player ─── 陸原コウ＆敷島あやめ






　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないかに見えた。

　しかし、コウは知っている。あやめもまた知ってしまった。

　すでに世界が、大きく変へん貌ぼうしていることを……。




ＧＭ：では、次はコウとあやめの合同エンディングになります。事じ件けんから数日後、ＨＲ前の教室。生徒たちが思い思いに時間を過すごす、いつもの光景が目の前に広がっている。

あやめ：平へい穏おんだねえ。

コウ：事件は隠いん蔽ぺいされて、すべては元通り……か。それでいい。ところで、ＧＭ。あのあと、千鳥とカインはどうなったんだ？

あやめ：あっ、それはあたしも気になる。

ＧＭ：カインも何食わぬ顔で学校に来てます。千鳥の方は、しばらく体調不良を理由に学校を休んでいましたが、今日から復ふつ帰きする予定です。ただ、カインはのんびり通学なため、千鳥は病院に寄よってから来るため、まだ教室にふたりの姿すがたはないですね。

コウ：カインはいないのか……。なら、ぼんやりと外でも眺ながめて時間をつぶしてよう。

あやめ：あたしは自分の席でそわそわしながら、千鳥が来るのを待ってるよ。

ＧＭ：ふたりがそれぞれの方法で時間をつぶしていると、ＨＲ五分前になって、ようやく千鳥が姿を現あらわします。「おっはよー！　みんな、元気してた？　千鳥様のお帰りだよーん！」

あやめ：……えっ？　それって千鳥なの？（笑）

ＧＭ：千鳥ですよ。まごうことなき千鳥です。チャームポイントのポニーテールを元気にふりふりさせながら、満面の笑顔をばらまきつつ、自分の席へと向かってます。

コウ：元気な奴やつではあったけど、こんなネジが飛ぶほど元気だったか？（笑）

ＧＭ：今はそれぐらい元気みたいです。「おっはよー、あやめ！　元気にしてた？　あたし、あやめと会えなくて超ちよう寂さびしかったよ！」ぎゅーっと、彼かの女じよはあやめを力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめる（笑）。

あやめ：はうーっ!?

瞳：スキンシップまでパワーアップしてる（笑）。

あやめ：ちょっと落ち着いて千鳥！　何とか引きはがして、彼女の席に座すわらせる！（笑）

ＧＭ：すると彼女はちろりと舌したを出して笑い。「ごめんごめん。大した怪け我がもないのに、家で休まされちゃってたから、ちょっと元気が有あり余あまっちゃってて」（笑）

コウ：いや、元気よすぎだろ（笑）。
















瞳：何にせよ、よかったじゃない（笑）。マニピュレーターの暗あん示じの後こう遺い症しようとかないみたいだし、事件のことも覚えてないっぽいしさ。

あやめ：カイン君が記き憶おくの処しよ理りとかしてくれたのかな？

コウ：たぶん、そうなんじゃないか。

ＧＭ：でも、ここまで元気に復帰できたのは、あやめのおかげなんですけどね。

あやめ：えっ、あたし何かしたっけ？

ＧＭ：ミドルで千鳥が操あやつられた時に、攻こう撃げきを避さけたじゃないですか。

あやめ：（ポンッと手を叩たたいて）ああ！

コウ：……もしかして、当たってたら、千鳥もやばかったのか？

ＧＭ：トラウマのひとつぐらいは負ったと思います。恐おそらく、友人を銃じゆうで撃うち殺ころす悪あく夢むに苛さいなまされるようになっていたでしょう。

あやめ：そうだったのか……。よかった、攻撃避さけられて本当によかった～。

ＧＭ：というわけで、千鳥の相手をしていると、今度はカインが教室に入ってきますよ。自分の席に向かう途と中ちゆう、あやめに一言挨あい拶さつしていきます。「おはよう、敷島さん」

あやめ：助けてもらったし、一言お礼を言っておこうかな。……おはよう、カイン君。あと……ありがとね。

ＧＭ：「どういたしまして」大したことはしてないと、軽く返事をするとカインは自分の席に座すわります。そして、コウにも挨拶をする。「おはよう、コウ君」

コウ：ああ……。結局、こいつの正体も分かってないんだよな。しばらく無言で見つめてから、ぼそりと問いかける。……お前は、何者なんだ？

ＧＭ：「僕ぼく？　さて、何者だと思う？」いたずらっぽく微笑ほほえみ、逆ぎやくに質しつ問もんを返すカイン。

コウ：答えるつもりはなさそうだな。確かく認にんしておくけど、今のところカインに敵てき対たいする気配はないんだよな？

ＧＭ：ないですね。事件前と変わらず、友好的に接せつしてきています。あやめに妙みように親しげなところも変わらずです。

コウ：だったら、今は様子を見るとしよう。いつも通りに接せつする。だけど、もしこいつが危き険けんな存そん在ざいだと分かったときは……。

ＧＭ：密ひそかに決意を固めるコウ。そんなあなたの心を知ってか知らずか、カインはいつもと変わらぬ笑みを浮うかべ続けています。




　視し線せんをぶつけ合うふたりの少年。

　その背はい後ごでは、テンション高い千鳥を相手に、あやめがてんやわんやになっている。

　騒そう々ぞうしい日にち常じようの時間が過すぎ、そして放課後───。




あやめ：……というわけで、せっかくＵＧＮに入ったんだし、親しん睦ぼくを深めるためにも、コウ君の家にご飯を作りいこうと思います（笑）。

コウ：何が、というわけなんだ？（笑）

あやめ：ダメかな？

コウ：いや……まあ、別に構かまわないが……。

あやめ：やった！　じゃあ、放課後、ふたりでコウ君の家に向かうってことで！

ＧＭ：了りよう解かいです。では、時じ刻こくは夕ゆう暮ぐれ時。ふたりは陸原家への帰き途とについている。

あやめ：あたしは食料品を詰つめ込こんだビニール袋ぶくろをぶら下げながら、コウ君の隣となりを歩いてる。

コウ：その様子をちらりと見て。……本当に家に来る気か？

あやめ：もちろん！　コウ君、食事とか適てき当とうに済すませ過ぎなんだもの。放っておけないよ。

コウ：……食事なんて、栄養が取れればいいだろう。

あやめ：もう、またそんなこと言って……。人間は栄養だけじゃ生きていけませーん。ただ、食べるだけじゃなく、おいしいものを、楽しく食べるのが重要なんだよ！

コウ：妙な迫はく力りよくに圧あつされて押おし黙だまる。何か、急にアグレッシブになってないか？（笑）

あやめ：ほら、ＵＧＮのイリーガルになって仲間意い識しきが芽生えたから（笑）。

ＧＭ：仲間意識を持つのはいいことだと思いますよ（笑）。

あやめ：だよね。これから一いつ緒しよに、いろんな事件に関わるかもしれないんだし、もっとこう……心の距きよ離りを縮ちぢめないと！　コウ君の方をふっと見て言うよ。……コウ君。せっかく仲間になれたんだしさ、これからはもっと仲良くして行こうよ。

コウ：仲良く？　どうやって？

あやめ：そうだね……。まずは名前の呼よび方かたを変えてみない？　いつもあたしのこと、敷島って名字で呼よんでるよね。今度から名前で呼んでよ。あやめってさ！

コウ：名前で？

あやめ：ダメかな？

コウ：……。




　押し黙るコウに、あやめが不安そうに表ひよう情じようを曇くもらせ、足を止める。

　だが、コウは足を止めずに歩き続けて……ふと、後ろへ振ふり返かえって口を開いた。




「何をしてる……。

　俺おれの家に行くんじゃなかったのか……あやめ」




　その、ひどくぶっきらぼうな言葉に、あやめは思わず、うつむいていた顔を上げた。

　コウがひとりで歩き出し、そのあとをあやめが慌あわてて追いかける。

　戦いの日々の狭はざ間ま、一時だけ得られる平穏の中。

　今までとは少しだけ違ちがう気持ちを胸むねに抱だいて───少年と少女は家路に着く。







◆Ending 04◆闇やみの中で……


Master Scene






　闇に包まれた部屋の中で、ひとりの男が椅い子すに腰こし掛かけている。

　厳きびしく引ひき締しめられた顔が、厳げん格かくなる聖せい職しよく者しやを思わせる人物だ。

　その男の名は───。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつして、今回のシナリオは終しゆう了りようとなります。

あやめ：マスターシーン？　このタイミングで？

ＧＭ：ええ。ちょっと次の話にも関係ある演出をさせていただきます。




　闇と静せい寂じやくに包まれた部屋に、ひとりの男が静かに座ざしていた。

　彼かれの名はアルフレッド・Ｊ・コードウェル。ＵＧＮを創そう設せつしながらも裏うら切ぎり、ＦＨの幹かん部ぶとして蘇よみがえった〝反逆の聖人イスカリオテ〟。

　暗くら闇やみの中、アルフレッドがひとりで瞑めい想そうしていると、不意に背はい後ごに気配が出しゆつ現げんする。

　黒に染そまる部屋の中で、純じゆん白ぱくの服に身を包んだ少年。

　その存そん在ざいに気づいたアルフレッドが、彼の名を呼よぶ。

「帰ってきていたのか、カイン……」




あやめ：えっ!?　カインって、カイン君のこと!?

ＧＭ：そうですよ。アルフレッドに名前を呼よばれた彼は、微び笑しようを浮うかべながら、親しげな調子で喋しやべり始めます。「ええ、つい先ほど。お変わりないようで、何よりです」




　現げん在ざい、日本ＦＨのトップと言っても過か言ごんではない人物を前にしながら、カインはまるで気負うことなく挨あい拶さつした。

　アルフレッドがそれを咎とがめる様子はない。

　ふたりの間には、上司と部下にしては、いささか親しん密みつに過すぎる雰ふん囲い気きがあった。

　アルフレッドが厳おごそかな口調で、カインに問う。

「して、お前の目的は果たされたのか？」

　対するカインは、困こまった表ひよう情じようで答える。

「いえ、まだです。敷しき島しまあやめは覚かく醒せいしましたが、その力は未み熟じゆくですし、まだ入り口に立ったばかりというところでしょうか」




　まだ先は長いと、少年は肩かたをすくめる。

「もうしばらくは、綾あや間ま市に滞たい在ざいすることになるでしょう。あなたの許もとを離はなれるのは心苦しいですが、ご容よう赦しやを」申もうし訳わけなさそうに言うカインに、アルフレッドが鷹おう揚ように頷うなずいた。

「よい。お前は、お前の為なしたきことを為すがいい。それが私わたしのためにもなる。

　行け、カイン……我わが息子、〝マスターレイス〟よ」




〝マスターレイス〟───ＦＨの最強の力を持つ者に与あたえられるマスターの称しよう号ごうのひとつ。そして他のマスタークラスからも特とく別べつ視しされるコードネームでもある。

　弱冠、十七歳さいの若わかさで、その名を冠かんされた少年は、穏おだやかに微笑ほほえむ。




「分かりました。それでは、今日はこれで失礼します。

　また会う日までお元気で───父さん」

　そう告げて、カインが闇の中に姿すがたを消し、残されたアルフレッドは瞑想を再さい開かいする。




　そして、あとには闇と静寂だけが残された。





『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス　放課後のアルテミス』




fin




And Continued to "Double Cross Genesis 2nd"









　　　　あとがき




『ダブルクロス The 2nd Edition』の発売から六年。

　この六年という歳月を思い返してみると、本当にいろんなことがあったなあと思います。




　楽しかったことも、つらかったこともたくさんありました。

　ただ、その記憶の多くは『ダブルクロス』というゲームと共にある気がします。




　そんな『ダブルクロス』がついに第三版となり、その初リプレイを任せてもらえるとは！

　なんだか幸せすぎて、ちょっと怖くなってしまいますね。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　この本の著者の伊藤和幸です。




『ダブルクロス The 3rd edition・リプレイ・ジェネシス　放課後のアルテミス』！

　いかがだったでしょうか？




　本編でも若干書きましたが、本書は『ＤＸ３』エントリー用のリプレイとなっております。

　今まで『ダブルクロス』を楽しんできた方々はもちろんのこと、『ＤＸ３』の発売を機に、非日常の世界を訪れようと考ている方々にも楽しんでいただけるよう、持てる力を尽くして書かせていただきました。




　本作は〝日常の世界から、非日常の世界に足を踏み入れる〟という、『ダブルクロス』のもっとも基本的なストーリーを押さえたものとなっております。

　非日常の世界に生きる少年と、何も知らないまま日常の世界から放り出された少女。

　そして、そんなふたりを見守るふたりの仲間。

　彼らの物語を通して、『ＤＸ３』の魅力を少しでも感じていただけたなら嬉しいです。




　さて、ここから先は本書のネタバレを含みます。

　まだ未読の方は、ぜひ本編を読んでから、先にお進み下さい。




第一話

　記念すべきファーストセッション。師走さんと直接お会いするのは、この日が初めてということで、大変緊張したのを覚えています。ですが、そんな緊張はセッションが始まってしまえが、あっという間に吹っ飛んでしまいました。それはやはり、師走さんが時に熱く、時に面白おかしく、縦横無尽の活躍でセッションを引っぱってくれたからです。実際、彼がどれだけ活躍したかについては、本編を読んでいただければ分かるでしょう。




　シナリオの方は、作成するに当たって気をつけたのは、やはり『ダブルクロス』シリーズが初めての方と経験者の方、どちらも楽しめるようにしよう、ということです。

　そこで設定したのが、「非日常の世界を生きるＰＣ①」であり、「レネゲイドの知識を持たない、未覚醒のＰＣ②」です。これはＰＣ①を『ダブルクロス』シリーズの経験者、ＰＣ②を『ダブルクロス』シリーズの未経験者に見立てることで、それぞれの視点から物語を楽しめるのではないだろうかという考えによるものです。

　その結果、プレイヤーの協力もあり、当初の目的を達成することができたと思います。

　なお、本シナリオは、『ダブルクロス』シリーズ経験者と未経験者が一緒に遊ぶ上での、サンプルとしても利用できればと考えて作ってみました。この第一話が、新しいゲーム仲間を増やすための一助となれば幸いです。




第二話

　第二話の焦点は「キャラクターの交流」です。

　コウとあやめ、神月と瞳。第一話で何となくできあがったＰＣ間の結びつきをより強くすることが第二話の目的のひとつでした。そこにＵＧＮと敵対するＦＨという要素を詰め込んだ結果できあがったのが、第二話のシナリオです。その結果は、本編の通り。特に神月の瞳救出への意気込みはすさまじく、俺は終始圧倒されっぱなしでした。

　また、第一話とは違うパターンの敵を紹介するため、シナリオボスのＦＨエージェントは事件の裏で暗躍する黒幕系にしてみました。なお、この敵は、行動をデータ的にフォローするために、ルールブック２掲載のエフェクト───《人形使い》を持たせています。

　ルールブック２は、本書の発売から一ヶ月後の八月予定。

　戦闘力を強化するものや、《人形使い》のようにシナリオギミックとして利用できるもの、その他さまざまなエフェクトが追加されますので、楽しみにお待ちください。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、本編を読んでいただいた方はお気づきかもしれませんが、実はこの『ジェネシス』、すでに次巻が予定されています。

　第二巻では、コウとあやめを触れ合いを中心に、さらに『ＤＸ３』の世界に深く踏み込んでいく予定です。また、本巻ではルールブック１を中心に『ＤＸ３』をご紹介していきましたが、次はルールブック２の要素をご紹介できる形にできればと思います。




　そろそろ紙面の方が尽きて参りました。

　ここで、本書を執筆するにあたって協力していただいた方々への感謝を。




　まずは本リプレイのプレイヤー四人に。次巻でもよろしくお願いします。

　次にこの本の製作に関わったすべてのスタッフに。忙しい中、作業していただき、ありがとうございます。

　そして最後に、本書を手に取ってくださった読者のみなさまに。

　本当にありがとうございます。




　次は第二巻でお会いできればと思います。

　それでは、また会えるその日まで。





二〇〇九年六月二十二日　伊藤和幸
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